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プロローグ









　母親の口紅。魔法少女のステッキ。砂浜の貝殻。ピンク色のスカート。

　幼い頃から、僕はキラキラしたものが大好きだった。女の子は皆お姫様になれるのだと信じていた頃もある。いつか白馬に乗った王子様が迎えに来て、僕を城に連れて行ってくれるものだと思っていた。

　城――そう、城だ。僕が憧れていた最たるものが城だった。

　遊園地でもない田舎の脇道に城を見つけたとき、身体が何センチも浮きそうなほど心が躍ったのを覚えている。あの城に入りたいと言うと、父には「絶対に母さんの前でそれを言わないでくれよ」と釘を刺されたけれど。

「――よし、到着だ。早速だけど入ろうか」

　男の声を受け、車を出た僕は顔を上げる。

　目の前にあるのは林に囲まれた西洋風の城だった。休憩や宿泊と書かれた看板を見てスクールバッグを持つ手に力が籠る。幼い頃、あれほど煌びやかに見えた城は、よく見れば外壁が酷く汚れていた。

「それじゃあ世那ちゃん、今日もよろしくね」

「……はい」

　男の囁きに首を縦に振る。ワイシャツから覗く太い腕が腰に回る。指が尻の側面を撫でて、制服のスカートに皺を奔らせた。俯く視線の先には、男の肥え太った腹と、学校指定のローファーが見えた。

　男が前に進む。大会の本番前より強張った身体が、出来の悪いロボットみたいに歩き始める。僕たちは城に入っていく。

　そして僕たちはこれから、お姫様と王子様になる。

　これは僕が私になる、童話のような美しい物語だ。











第一章　陸上部の王子様









　夏休みのグラウンドを少女たちが駆け抜ける。毛束を作った黒髪から汗がしぶき、陽光を反射して青春の煌めきを散らす。野球部もサッカー部も不在の今、広大なグラウンドを使うのは陸上部だけだった。

「はぁ、はぁっ……はぁ、ふぅっ……ふーっ、ふぅッ……」

　走り終えた少女――荒鷲世那は、腰に手を当てて息を整える。肩が上下し、薄く腹筋の浮いた腹部が呼吸に合わせてヒクつく。セパレート型のユニフォームから覗く四肢は見事なまでにすらりと長く、しなやかだった。

　やや褐色に焼けた肌は、汗の艶を纏うことでより健康的な色味に映る。女子校生にしては高い身長もまた、少女の魅力を存分に惹きたてていた。

「部長、おつかれさまです！」「部長、タオルです！」「部長、ドリンクです！」

　息を整える世那の元に、一年生の後輩たちが駆けつける。何枚ものタオルやドリンクに囲まれて少女は苦笑いを浮かべた。

「ありがとう。タオルとドリンクは一つずつしか受け取れないけど、皆の優しい気持ちは平等に受け取っておくね。熱中症に気をつけて、午後からの練習も頑張ろう」

　陸上部部長・荒鷲世那として口にすべき言葉を選び、少女たちにかける。後輩らは白い頬にほのかな赤味を滲ませて「はい！」と威勢よく返事をした。

　今どきの子たちは日焼け対策がバッチリだなあ……なんて思いつつ、世那は視線を感じて顔を上げる。

（あ……やっぱり香蓮だ）

　音楽室の窓から覗いてくる人物に小さく手を振る。香蓮は弁当の入った包みを掲げた。それから右手の指を三本立てた後、最後に人差し指をピンと伸ばす。

　三年一組で昼食を食べましょ――意図を汲んだ世那は首を縦に振って返した。香蓮の姿が窓から離れる。銀色の管楽器がキラリと太陽の光を散らした。

　甘ったるいドリンクを喉奥に流し、汗を拭って部員を集める。午後からの予定を伝え、くれぐれもオーバーワークや体調不良に気をつけるよう念を押して、午前の部は解散にした。

　スポーツバッグを肩に掛け、急ぎ足で校舎を進む。三年一組の教室を覗くと窓辺の席に香蓮の姿があった。弁当箱を机に置き、頬杖をついて外を眺めている。

（相変わらず絵になるなあ……僕とは大違いだよ）

　汗で硬くなった髪を抓んで自嘲気味に笑う。風に煽られてさらさらと流れる香蓮の髪は、絵本の中に出てくるお姫様のようだ。

「香蓮」

　名前を呼び、少女の前の席に腰を掛ける。香蓮は世那の顔を見るなり呆れた表情を浮かべる。「何か変かな？」と尋ねると彼女は世那のお腹を指さした。

「ユニフォームのままじゃない。そんな破廉恥な格好で出歩いて、よく恥ずかしくないわね」

「着替える時間が惜しかったんだ。ていうか破廉恥って……ちゃんとした競技用の服だし、今更恥ずかしいとは思わないよ。あっ、そっか。風紀委員長としては見逃せない？　それに汗臭いよね。ごめん」

「いや、風紀とか汗の匂いとかはどうでもいいから」

　着替えようと立ちあがりかけた世那を香蓮の手が制止する。いつもそうだが、細く白い指先を見ると胸の辺りに苦い感情が滲む。

　小麦色に染まった自分の指をそっと机の陰に隠して、世那は腰を掛けなおした。上着を一枚羽織り、ファスナーを胸元まで締めておく。

「午前の練習おつかれさま。窓から見てたけど、今日も格好良かったわ」

「よしてよ、恥ずかしい。ていうか、余所見するぐらい暇なんだ？　もっと部活真面目に練習しなくていいの？　部長なのに」

「言っておくけれど、吹奏楽部は今日休みだから。ま、デスマーチ前の最後の休日ってやつね。明日からはこっちも地獄よ、地獄」

　会話を続けながら弁当を机に広げる。世那の弁当は全体的に茶色っぽく、白米の量も多い。対する香蓮の弁当は大半が緑だ。醤油と塩コショウで炒めたホウレンソウ。青々としたブロッコリー。いかにも新鮮な色合いのレタス。そして甘口の玉子焼きとミニトマトが色どりを与えていた。

「今日もモテモテだったわね。後輩に囲まれてニヤニヤ口元を緩めちゃって」

「ニヤニヤなんてしてないよ。君だって、いつも女の子に囲まれてるでしょ」

「私とあなたの囲まれ方は種類が違うの。向けられる感情もね。私は頼りにされているだけ。あなたは憧れを向けられている。私は道具で、あなたは偶像」

「……難しいこと言わないでよ。午前の部活が終わってヘロヘロなのに、頭回んないよ」

「ふふ、悪かったわよ。ほら、玉子焼きあげるから」

　香蓮は悪戯っぽく笑い、箸で抓んだ玉子焼きを鼻先へと差しだしてくる。

「はい、あーん」

「ちょ、ちょっと……まずいよ、学校でそういうのは……」

「今更何を言っているの。というか、女の子同士が食べさせ合うなんて普通でしょ。変に意識するからだめなのよ。ほら、あーんして、あーん」

　世那は周囲をちらちらと確認した後、遠慮がちに唇を開いた。玉子焼きを奥歯で噛んだ瞬間に甘味のある出汁がじゅわあと口腔へ滲む。すると、香蓮がじぃっと見つめていることに気づいた。

「な、なに？　僕の顔に何かついてる？」

「別に？　ただ、女の子が食事してる姿ってなんだかエロティックよね。世那はどう思う？　食事してる姿見てると、むらむらしてこない？」

「し、しないよっ。学校で一体何の話をしてるのさ……やめてよね、もう。君って本当に風紀委員長なわけ？　一々センシティブ過ぎるよ」

　小麦色の頬を真っ赤に染め、世那は羞恥を誤魔化すようにパクパクと食事を進める。だが香蓮の言葉が頭から離れず、そっと少女の様子を盗み見た。

（食事する姿がエッチってどういうことなの……って。そう思ったけど）

　白い指の先で箸が開き、小さなミートボールを半分に割る。少女は髪を耳に掛けなおし、艶やかな唇を控えめに開く。朱唇の端に唾液の薄い膜が延びた。舌の奥で蠢く喉に視線が吸い寄せられる。まるで性器のようだと思う。甘辛いソースを纏った肉の塊が口腔に呑まれる姿に、ごくりと喉を鳴らしてしまう。

「世那」

　短く呼ばれ、世那は肩をビクリと跳ねさせる。香蓮はミニトマトを掴んだ箸をぶらぶらと揺らして言う。

「トマトみたいな顔色になってるけど――って、ああ。私がご飯食べるの見て興奮しちゃったんだ？　否定したくせに、王子様はムッツリなのね？」

「ち、違……あッ」

　箸の先からつるんっとミニトマトが滑る。咄嗟に手を伸ばすも間に合わず、教室の床をころころと転がる。拾おうと身を屈んだ瞬間、同じタイミングで腰を落とした香蓮と視線が交錯した。

　鼻尖が擦れそうな距離の中、指先がトマトの上で触れる。

　何が起きるのかを本能で理解した。ここは学校で、教室で、夏休みとは言え他に生徒もいるのに。胸の内に芽生えた衝動を止めることはできなかった。

「んっ……」

　唇と唇が触れ合う。胸元から立ち昇る甘い香りが、世那の心を妖しく疼かせた。ミニトマトの上に添えていた手に香蓮の白い指が絡みつく。

（香蓮……やっぱり綺麗……睫毛、長いな……）

　ほのかに赤味を増した頬は色っぽく、微かに漏れる鼻息ですら甘い匂いがして、情欲を優しく煽ってくる。唇を軽く触れさせるだけのキス――それでも、この時間に得られる充足感は言葉に言い表せない。

（あ……香蓮の舌、くる……）

　ピンクの唇が薄く開いた。身構える世那もまた口に空間を作る。ぬるりと差しこまれた肉の帯が唾液の膜を張った舌を撫でる。ディープキスと呼ぶには程遠いが、それでも一歩進んだ接吻だ。唾液のぬめりが淫靡な音を奏でていた。

「ちゅっ、ちゅっ……ん……ふふっ、世那ってば、力入り過ぎよ」

「う、あ……ごめん。まだ慣れなくて、その……」

「まだ？　何度かセックスだってしているのに？」

　直接的な単語に、いよいよ世那は首元まで真っ赤に染まる。だが浅い褐色肌の世那よりも、香蓮の方が紅潮は顕著に見えた。純白の肌を燃やす少女は潤んだ瞳を震わせる。

「……ねえ世那。シたくなってきちゃった。舐めて欲しいな」

「え……こ、ここで？」

「……だめ？　もちろん、私がする側でも良いのだけど」

「そ、それはだめ！　汗臭いし、汚いし、と、特に今は絶対無理だから！」

「全くもう……シャワーの後でもさせてくれないくせに」

　呆れたように言いつつも、香蓮は扇情的な表情を崩さない。少女は机に腰を掛け、脚を肩幅より大きく開く。それからスカートの裾先を抓み、その場で捲りあげた。

「あ、う……」

　目の前に現れた光景に酷く狼狽してしまう。見るからに柔らかな肉づきの脚が、ソックスの上にすらりと伸びている。股座を覆うパンティは淡い橙色で、小さな船底型の染みがじわりと滲んでいた。

「ほ、本当に、するの？　風紀委員なのに……良いの？」

「だから興奮するんでしょう？　良いからねえ……舐めてよ、世那」

　ゾクリとするほど妖艶な声で囁く。世那は香蓮の味がついた唾液をごくりと飲んで、その場に膝をついた。

　まさに騎士が姫へ忠誠を誓うようだ。跪く世那は、むちっとした太腿に手を置き、肌に唇を触れさせる。香蓮の身体がピクッと小さく跳ねた。

「あっ……ん」

　太腿の付け根に鼻先を這わせた。香蓮の甘ったるい声が頭上の空気を蠱惑的に震わせる。下着の上から匂いを嗅ぐと、少し甘酸っぱい香りがした。

（同じ女の子とは思えない……どうして香蓮はこんなに良い匂いがするんだろう）

　割れ目に鼻尖を宛がい、上から優しく撫でる。人肌より少し温かい下着の奥でちゅくりと水音がした。ショーツと太腿の縁へ舌を這わせる。薄く唾液を纏った腿肉にキスをすると、瑞々しい若肌が波打つ。女の匂いが強くなってくる。

「……ね、世那。時間ないから……もう、直接……」

「……う、うん……」

　下着に指を掛け、ずらす。立ち昇る女の匂いに耳が熱くなった。整えられた茂みの奥に淫花が咲き綻んでいる。世那は割れ目に舌を這わせ始めた。

「はぁ、あ、ン……はぁ、はぁ……ん、ふ……あっ、んんぅ……」

（凄く濡れてる……普段よりずっと感じて……ああ僕たち、なんてエッチなんだろう……）

　先まで食事をしていた口で、教室の中で、同級生の陰部を舐めているのだ。現状がいかに淫猥かを考えると身震いがした。舌を往復させ、くちくちと水音を鳴らす。熱い潤みが糸を引いていた。世那の股もまた熱を帯びていく。

「んふっ、まるでワンちゃんみたい……こんな姿を見たら、皆どう思うのかしらね……陸上部の部長様が、床に膝をついておま×こを舐めてるなんてね？」

「か、香蓮がお願いしてきたのに、酷いよ」

「ふふ、嫌ならやめても別に良いのよ？　でもやめないわよね、世那は」

　全てを見透かすような口調に、世那はムッとなって香蓮の股座に吸いついた。じゅるるっと淫液を吸いあげると、頭上で「ああん」と少女が背中をくねらせる。悶える香蓮の腰に手を回して、舌先で陰核を撫でた。

「あ、ンッ……！」

　絶頂に達したのだと気づき、世那は顔を離した。女の露が唇から細い橋を架ける。熱っぽく呼気を乱す香蓮は、長い睫毛を伏せてうっとりと天井を見つめた。

「はぁ、ふぅ……うまくなったわね、世那……最初はあんなに下手だったのに」

「ぼ、僕だって練習してるし……同じ女の子だから、大体判るよ」

「そうね。それが女同士のメリットよね。……ね、交代しよっか？　そろそろ、私だって世那のアソコを口で気持ちよくしてみたいし。もーっと凄く舐めてあげるから。ね？」

　世那は首をふるふると横に振る。舐めることに抵抗はないが、逆はやはり決心がつかない。この綺麗な少女が股を舐めてくれると思うと興奮するのは確かで、嫌ではないのだが。

「……そう。ま、セックスの最中もアソコは見せてくれないものね。お陰で、手探りで女の子を気持ちよくさせるのにも慣れちゃった。ていうか、恥ずかしがり屋なのに陸上部のユニフォームで学校をうろうろできちゃうのが不思議だわ」

「だ、だから、裸や下着とユニフォームは色々と違うんだって。基準というか線引きというか……アレはそういう衣装じゃないって認識してるから」

「線引きねえ。ま、判らなくもないけどね」

　香蓮に手首を引かれるがまま立ちあがる。少女は汗を纏う世那の黒髪を指先で除け、額にちゅっとキスをした。

「ありがと、私の王子様。お昼からも部活頑張ってね」

「……うん。香蓮もね」

　照れ臭くなって世那は俯く。自分の脚が内股になっていることに気がついて、慌てて姿勢を正した。僕は王子様だから、シャキッとしなければ――ぐるりと自分を囲む後輩たちの視線を思いだし、世那の中には苦い感情が滲む。

（王子様……か。まあ……光栄に思うべきなんだろうけどさ……）

　時折、この役回りに疲れることがある。髪は必要以上に伸ばしてはならず、香水や制汗剤は決して甘ったるいものを選んではいけない。女の子と道路を歩く際には車道側を歩き、常に笑顔を絶やしてはならない。……。

「世那ってば、またぼーっとしてる。スマホが鳴ってるわよ。出なくていいの？」

「え……ああ、最後の夏だし、色々と考えちゃって。やっぱり、後悔はしたくないしさ」

　スマホを取りだし、画面を見る。電話ではなくメールだ。登録されていないアドレスが表示されて眉をひそめる。迷惑メールだろうか。ファイルが添付されているのが余計に怪しい。

（……なんだろう。何か、嫌な予感がする……）

　無視をしようとも思った。だが妙な胸騒ぎが拭えず、メールを表示させる。瞬間――心臓が止まるかと思った。添付された写真を見て言葉を失う。

（なん、で……嘘でしょ……この写真、さっきのッ……！）

　世那は慌てて周囲を見回した。教室に人の気配はなく、廊下からも物音は聞こえない。自然以外の音で響いているのは、ソフトテニス部が軟式ボールを打つ小気味好い音くらいだ。

「世那？　どうかしたの」

「う、ううん。ただちょっと、何かが通ったような気がして」

「何かって？　タヌキでも廊下を歩いてるの？」

　くすりと笑う香蓮に世那は引き攣った笑顔を返す。メールに視線を戻し、瞬きをしてみるも現実は変わらない。『屋上に来てください』――そう短く文章が綴られ、やはり数枚の写真が添付されている。これは……脅迫だ。

「……もう行くね。後輩に呼びだされちゃって。部活の相談があるんだって」

「部活の相談ねえ。告白されても受けいれちゃだめよ？」

「わ、判ってるよ。ていうか、告白じゃないってば」

　動揺で心臓が跳びだしそうなのを堪え、世那は鞄を肩に掛けて教室を出る。屋上に続く階段を上りきったところで、ウェアの上にジャージを穿く。

（やっぱり香蓮に相談してからの方が……一人で来いとは言っていないし……ああ、でもやっぱり無理だよ、こんな……）

　扉の前で世那は今一度写真を見る。スカートを捲りあげ、椅子に腰を掛ける香蓮。その前に跪き、股座に顔を埋める世那。その様子が、様々な角度から細かく撮影されていた。

（なんでこんな風に写真が撮れるの……教室には誰もいなかったのに）

　五、六人で同時に撮影しなければ不可能な写真だ。隠しカメラでも設置していないと説明がつかない。

（ああ、だめ……考えても全然判んないよ……香蓮……僕はどうすれば……）

　答えは決まっている。とにかく、屋上に出てメールの送信主と対面する以外ないのだ。

　何度も深呼吸を繰り返して扉に手を掛ける。鍵は掛かっていなかった。厚い扉を開くと、一気に夏の風が吹きこんでくる。アスファルトの照り返す陽光に世那は目を細めた。

「お、やっぱり来てくれましたね」

「君は……」

「鬼崎です。鬼崎雄吾。生徒会副会長の、鬼崎です」

　二度とこの名を忘れるなよ、と言わんばかりに名前を繰り返す。鬼崎、雄吾。つい先日、生徒会との部長会議で顔を合わせたばかりだ。

「き、君が僕を呼んだの？　さっきのメール……あれも君の仕業？」

「ええ。聡明な先輩なら意図が判るでしょう？　古典的な交渉をしましょう。僕はあまり好きじゃないんですけどね、こういうの。ほら、古臭いし。ありきたりじゃないですか。何回もやってきたし、正直退屈な手法ですし」

　でも結局、こうやって脅すのが一番効率が良いんですよね――鬼崎は平然と言って、青色の塗装が施されたフェンスに背中を預ける。

「な、何が言いたいの。申し訳ないけど、僕に判らないよ」

「――良いね。声の上擦り方。視線の泳ぎ方。僕を恐れて、重心が後ろに向いている。先輩は判り易くて良い。本当は全部理解してるんでしょう？　それとも口にして言って欲しいですか？　この写真をばら撒かれたくなければ――僕の命令を聞くんだよ、荒鷲世那」

　少年に名前を呼ばれた瞬間、心臓がぎゅっと鷲掴みにされたような錯覚を抱いた。まだ随分と距離があるのに脚が竦んでしまう。

（なん、なの……僕は一体誰を……何を、相手にしているの……）

　嫌な汗が腋に滲む。不快な寒気に奥歯がカチカチとなった。

「ほら、どうします？　ここに百枚の写真があるわけですけど、ばら撒いても大丈夫ですか？　ちなみに、撮影したのは今回の写真だけじゃない。――おっと、指先から写真が滑っちゃった」

「あっ……！」

　少年が右手に持った束から、一枚の写真が宙を舞う。地面を滑る写真を世那は慌てて拾いあげた。

　そこに映るのは体育館裏で身を寄せ合う二人の姿だった。唇を重ね、スカートから覗く色の違う脚を重ね、互いの腰に手を回して尻房をまさぐっている。

（う、そ……これ随分前の……あ、う……こんな写真まで、あるの？）

　バクバクと心臓が跳ねる。あまりにも迂闊過ぎたと今更後悔しても遅い。

「――さ、長話はやめにして結論を急ぎましょう。荒鷲世那さん。今日から僕に絶対服従の奴隷になってください。断ればデータをネットに公開します」

「な……そ、そんなの犯罪だよ！　や、やっていいわけがない！　そもそも、僕たちは悪いことなんてしてない！　き、君の脅迫は成立しないから！」

「そうですか？　学校で不純異性交遊――っと、この場合は同性交遊ですね。不純な交遊を持つのは、充分校則に反していますが。ああ、そう言えば夜宮さんは風紀委員のイメージが強いですけど、音楽の方でも才能がおありなんですね。推薦、もらえなくなっちゃうかもしれませんね。もちろん、荒鷲さんも」

「う……あ……」

　言い返そうと口を開くも、唇は何もない宙を噛むだけで言葉が出てこない。不純交遊が発覚すれば大ごとだ。

（し、従うしか……でも今、奴隷って言った……？　何をさせられるの……でもこんなこと、警察にも親にも……先生や香蓮にだって、相談できないよ……）

「ど、奴隷って……な、何をするの……？」

「簡単ですよ。男に股を開いて、気持ちよくなる仕事です」

「そ――そんなのできない！　無理……無理だよ！」

「大丈夫ですよ。ピルも渡します。危険日には避妊も徹底しますからね。相手も僕が選んだ、信頼できる人たちばかりです。ああ、別に断っても構いませんよ。そのときは、今この場で話したことを香蓮さんにも伝えるだけですからね。彼女も可愛いから、人気が出ますよ」

　ひゅっ――と、風を切るような悲鳴が漏れる。香蓮がどう対応するのか、正直判らない。

　風紀委員長を務めるだけあって、清楚な外見に反して気が強い少女だ。恐らく抵抗する。だけど、世那の名前を出されたら？　気が強いがために――恋人のために犠牲になることを選ぶかもしれない。

「従えば悪いようにはしませんよ。陸上や学業、日常生活に支障が出ないようにします」

「す、少し考える時間を……こんなこと、すぐには……」

「今すぐ。ここで。決断してください」

　死刑宣告をされたみたいに息が詰まる。嫌な動機が治まらない。奴隷。その単語が頭の中をぐるぐると回る。奴隷。王子様の成れの果てが、それなのか。

「……わ……わか……った……」

　引き攣る喉で、消え入りそうな声で、か細く呟く。こんなこと正しいわけがない。絶対にやめるべきだ。もし世那が助言をする立場なら、そう言うだろう。

　でも、だけど――。

「指示に……したがう、から……香蓮は……香蓮には、言わないで……」

　今の世那には、これ以外の選択肢が、思いつかなかった。




「おーい、世那ちゃん。こっちだよ、こっち。ほら、助手席に乗って」

　その日の部活終わり――まだ太陽が落ちるには早い時間に、その男は裏門に立っていた。

　黒塗りの高級車に肘をつき、太い腕をぶんぶんと振っている。汗を吸ったワイシャツ越しに黒っぽい乳首の色まで透けていた。

（この人が、僕の……セ、セックスする、相手……この人と、今から……）

「世那ちゃん、早くおいでよ。ぼうっとして他の人に見られちゃまずいよ」

「あ……は、はい……」

　男の言う通りだ。まだ校舎からはフルートの音色が聞こえている。部員たちの帰路もすぐ傍にあるのに、見知らぬ男と対面したまま硬直するわけにはいかない。

「で、でも僕、その……まだシャワーとか浴びてなくて……き、着替えるなって言われて、その、色々と匂いとか汚れとか、凄くて。迷惑だと思うんです、だから」

「大丈夫だよ。おじさんの方がよほど汚いから。気にせず座って。中、冷房入れてるよ」

　開いたドアから漏れる冷気が、汗を吸ったジャージ越しに肌を撫でる。長袖丈の上着を羽織っているために余計に汗だくだ。

（乗ったら後戻りできない……でも、僕にはもう、これしか）

　鞄の紐をぎゅっと掴み「失礼します」と言って助手席に座る。男がドアを優しく閉めた。震える指先でシートベルトを締めたところで、中年は運転席に腰を掛ける。車体が少し沈んだ。

「さて、それじゃあ出発するね。温度は好きなように調整して。椅子の位置も変えて構わないよ。難しいかもしれないけど、できるだけリラックスしてね」

「は……はい……えっと、今日はよろしくお願い……します……」

「はい、よろしくね」

　男はニコリと笑う。太り、禿げて、汗だくで――不潔な印象を受けるのに、口周りはやけに綺麗だ。口臭がしないのが逆に不自然に思う。指の爪も少し深爪気味に整えられ、表面が艶々している。不気味だ。発進する車の中で世那は一六八センチの身体をぎゅっと縮ませた。

「移動中に自己紹介しようか。俺の名前は伴藤。職業は秘密。鬼崎くんのおじいさんに昔から世話になっていてね。それで今日、白羽の矢が立ったわけだ」

「は、はあ……ぼ、僕――わ、私は荒鷲世那、です」

「ふふ、よろしくね。陸上部の部長なんだってね。写真で見るより更に可愛くて驚いたよ。さぞモテるだろう。男子が放っておかないよなあ」

「いや、えっと……モテるとかは……可愛くも、ないです。背、大きいし」

「いやいや、可愛いでしょ。身長が高いってことは、モデルさんみたいってことだ。手足もすらりと長いし、ジャージの上からでも君が毎日頑張ってることが伝わるよ。偉いね、世那ちゃんは」

　男は淀みなく言葉を連ねる。正直、世那は困惑していた。男の口から紡がれる賛美に耳朶が紅潮する。

（思っていたのと、違う……もっと酷いこと言われると、思ってたのに）

「あ、あの……今から僕たち、セ……え、えっち……なこと、するんですよね？」

「そうだよ。嫌かもしれないけど我慢してね。心配しなくても、痛いことは何もしないよ。世那ちゃんが悦んでくれるよう頑張るからさ」

　馬鹿みたいな確認に対しても丁寧に返してくる。そこに下品な感情が見えないことに狼狽する。

　今からこの男に犯されるのだ。それなのに、そういう空気がまるでない。

「さ、見えてきたよ。お姫様一名、ご案内だ」

「お、お姫様って、僕はそんなんじゃ――あっ……」

　目の前に現れたラブホテルに声を零す。幼い頃に憧れを抱いた、西洋風の城がそこにあった。昔は本当に姫が住んでいると思っていた。その建物の正体を知ったのは中学生の頃だった。

（ここで、するんだ……ここに入って僕……この人と、セックスを……）

　香蓮の顔がちらついて胸が痛む。だが香蓮のためにも、従うしかないのだ。

　駐車してホテルへと入っていく。誰かに見られるのでは。学生だから止められるのでは。不安や懸念は全て無意味だった。伴藤は慣れた様子で手続きを済ませ、世那の前を進む。

「さ、入って。初めてなんでしょ？　怖くないよ。愉しい場所だからね」

　部屋の扉が開かれる。男に促されるがまま足を踏み入れると、甘い匂いがむわっと鼻孔を撫でた。ピンクの色味を基調とした内装に息を呑む。

（これがラブホテル……本当に、お姫様の部屋みたい……）

　巨大なベッドに視線が吸い寄せられる。家で使っているサイズの二倍以上の大きさだ。彫刻の施されたベッドにはピンク色の布団が敷かれている。

　その上には天蓋が設置されていた。薄い生地のレースがベッドを覆い、姫の居城を飾りたてていた。

「気に入ってくれたみたいだね。さあどうぞ、お姫様。ベッドへ横になって。ああでも、その前に上着は脱いでしまおうか。それから記録もつけなくちゃね。ああ、忙しい」

「き、記録って――カメラっ？　さ、撮影するんですか？」

「そうだよ。流出の心配はないから安心して。鬼崎くんに送るだけだよ」

　伴藤は三脚でカメラを設置する。その数は六台だ。大中小、それにスマホにタブレット。様々な形態のカメラが世那を捉える。無機質なレンズに見つめられると余計に身が竦んだ。

（でも、躊躇っていても仕方ない……素直に従わないと……）

　世那は諦観に睫毛を伏せ、鞄を置いてジャージのファスナーを下ろしていく。自分の息遣いと金属の擦れる音が、やけに大きく、そして生々しく響いた。

（脱い、でる……撮影されて……名前とかも全部、知られているのに）

　上着が左右に開く。汗を纏う小麦の肌はてらてらと艶めかしい光沢を放つ。ズボンの紐を解き、両脚を抜いていく。面積の小さな陸上のウェアが――その先から伸びる引き締まった四肢が、露わになった。

「おお……素晴らしいね。完璧な身体だ。これほど美しい女体は初めて見るな」

「そ、そんな……僕は筋肉質で……その、可愛い身体じゃないし……」

「卑下しちゃだめだよ。君が毎日頑張っている証拠じゃないか。可愛いよ、世那ちゃん。さ、気をつけのポーズをしてみようか。君の身体を余すことなく撮影する義務があるからね」

「っ……は、い」

　背筋を正す世那の身体に、男の粘っこい視線が這う。双丘の膨らみ。くびれた腹部。生地の小さいブルマのウェア。筋肉が浮いた太腿。……。

「次は壁に手をついて。おじさんの方にぐっとお尻を向けるんだ」

　世那は頷き、しなやかな曲線を描く背筋を男に晒す。ほとんど下着同然の恰好に男の鼻が膨らんだ。視線が尻房に集中するのが判って、世那は無意識にブルマへ手を伸ばす。

「こらこら、だめだよ。壁に手をつきなさいと教えたよね？　世那ちゃん、今はおじさんがルールなんだ。勝手に行動して困らせないでくれよ」

「ご、ごめんなさ……その、いつもの癖で――ひゃうッ」

「だったら、一つ一つ矯正していかなくちゃねぇ」

　伴藤が身を寄せ、壁に戻した世那の手に掌を重ねてきた。背中に肥えた腹が密着する。ワイシャツ越しに感じる男の体温に怖気が奔った。伴藤の掌は汗だくだ。甲の上でぬるりと滑る赤黒い手に今すぐ叫びたくなる。

（は、始まった……こ、こんな突然……まだ心の準備が……）

「ごめんね、世那ちゃん。もう少し手順を踏むつもりだったんだ。本当だよ？　でも世那ちゃんの身体があんまりにもエロくて可愛くて、男として我慢できなかったんだ。もう、貪りたくてち×ぽが疼いちゃってさ」

「……ちょ、ちょっと待って！　せめてシャワーを――ひッ！」

　男は汗ばんだ黒髪を鼻尖で掻き分けると、ぶってりとした唇を首筋に触れさせてくる。小麦色のうなじを舌が撫でた。生温い肉の帯がぬるぬると肌を這う心地に顔が歪む。

（う、う……気持ち、悪い……香蓮とのエッチと、全然違う……）

　ふーッ、ふーッ……という荒い呼気が耳朶の下を抜け、頬を撫でつける。奇妙なほど清潔感のある口臭に乗って漂うのは世那の体臭ばかりだ。

　自分でも判るほどの汗臭い――酸味の強い臭気が鼻奥をツンと痺れさせる。

「お、おじさん……い、一度、やめて……お、お願い、恥ずかしいの……」

「それは無理だよ。世那ちゃんも判ってるんだろ？　ほうら……保健の授業だ。性的に興奮すると、男の股間はどうなるんだっけ？　おじさんの股間、どうなってるかなぁ？」

「あっ……硬ッ……こ、こんなに……ひッ……！」

　こんもりと隆起した股間が無防備な尻臀に触れる。片や薄い夏用のスラックス、片や小さな陸上ウェアだ。互いの衣服は大した障害にもならず、生に近い質感を尻に与えてくる。

（硬い……熱い……大きい……こ、これが、勃起した、男の人の……！）

　懸命に腰を逃がすも、伴藤は執拗に股間を押しつけ、えくぼを作る少女の桃尻に逸物を擦りつける。ウェアの食いこむ尻谷間に先端部が潜る。ぐッ、ぐッと肛門を圧迫され、毛穴から嫌な汗が一斉に噴きだした。

「さあ、世那ちゃん。さっきの続きだ。良いね？　両手を壁についておくこと。守れるかな？　守れるよね？　このまま、今すぐ犯されたくないもんね？」

「あ、ああ……ゆ、許して……従いますから……だから」

「良い子だ。大丈夫。おじさんに全て委ねるんだよ。判ったね？」

　低い声が鼓膜を震わせる。世那は髪の先から汗粒を滴らせ、眉間にぎゅっと皺を寄せて必死に頷く。

　伴藤の手がようやく離れる。手の甲が汗で酷くぬめっていた。男は自由になった両手を世那の肌へと這わせ始める。右手が太腿の輪郭を撫でると、それだけで腰がビクッと跳ねてしまう。そして身体が震えるたび、尻の谷間に潜った怒張の存在を嫌でも実感した。

「直接触ると余計に世那ちゃんの努力が判るよ。太腿もお腹も完璧に引き締まっているね。余分な脂肪が一切ない。こんなに可愛らしいのに、更に努力を惜しまないなんて。感激しちゃうな」

「そん、な……僕は可愛くなん、て……んんッ……」

「可愛いよ、世那ちゃん。君は可愛いお姫様なんだ。自信を持って」

　男の指が太腿の付け根を這う。陰部まで数センチの距離に魔指が迫っても抵抗はできない。その間も伴藤の囁き声が絶えず耳元を撫で続けた。

（僕が可愛いなんて……ああ馬鹿っ。そんな言葉に動揺してどうするの……）

　特別な意味なんてない。この男の年齢からすれば女子校生など皆がお姫様のようなものだろう。理解していても、可愛いと言われると自尊心が充足する。それに男の手つきはやたらに優しくて、身体の芯が輪郭を失っていく心地がした。

「世那ちゃんをとろとろにしてあげる。緊張を解すマッサージだ。痛かったら絶対にやめるから。嫌だったら、嫌って言ってくれ。良いかい？」

　香蓮なら「嫌だ」と拒絶するだろうか。恋人の顔を思い浮かべるも、直後の刺激で香蓮の姿が脳裏から消える。

　左手がウェアを捲ったのだ。肌に密着する生地は乳首の下側で止まり、瑞々しい乳房の下部を覗かせる。日に焼けていない部分を男の手が撫であげた。

「小麦色の肌も素敵だけど、おっぱいは真っ白なのも凄く可愛いな。太腿の付け根もそうだ。二色のコントラストが世那ちゃんの魅力をより惹きたてるね」

「み、見ないで……色が違うの、恥ずかしくて……」

「恥ずかしがることないよ。何度も言うけれど、君が努力している証拠じゃないか。お姫様が皆真っ白でふわふわする必要なんてないんだよ。世那ちゃんは世那ちゃんのお姫様を目指せば良いんだ。金髪碧眼じゃないとお姫様になれないなんて古すぎると思わないかい？」

「それ、は……んぁ、あっ……あっ、そこ……ンンッ」

　凌辱者に慰められる状況に頭が追いつかない。そして世那が理解できぬまま、いつの間にか男の右手はブルマの中に潜りこんでいた。

（どう、しよ……ど、どんどん進んでいる、気が……）

　太く大きな指がヒトデのように貼りついていた。掌の熱波が割れ目の奥へじわじわと滲む。五指がゆったりと蠢き、下着越しに肉花弁を撫でる。

「はぁ、あっ……ん、く……はぁはぁ……んぁ、んっ……」

　乳房のはみ出た部分をねっとりと揉みあげつつ、縦の筋に指先を往復させてくる。優しくも執拗な愛撫は女の芯を解すのにあまりに適切だ。

「湿ってるね。汗かな？　それとも愛液かな？　おま×この中も酷く蒸れているんだろうね。世那ちゃんはおま×こか乳首、どっちを弄られるのが好きかな？」

「そ、そんなの、判りま、せん……」

「じゃあ確かめてみようか」

　左手がウェアを掴む。何が起きるか判って世那は唇を噛みしめた。壁についた手をぎゅっと握る。肌に密着する陸上着が、硬くなった乳首を弾いて、胸の上まで捲られた。

「あ、んゥ……ッ」

　乳白色をした椀型の乳房がぷるんっと上下に躍る。小ぶりだが形も張りも極上のソレは、先端を尖らせて存在を主張していた。

（なんで、こんなに硬くなって……ぼ、僕は今……犯されている、のに）

「おじさんの手で気持ちよくなったんだね。興奮してくれて嬉しいよ。さ、おま×この方も確認しようね。おっと、手が動いてるよ。両手は壁につく。忘れちゃだめだよ？　忘れたら、こんなに優しくできないからね？」

「あ、あ……でも、本当に初めてで……男の人にアソコ触られたこと、なくて」

「大丈夫だから。ほら、力を抜いて。おじさんを受け入れてごらん」

「あッ……！」

　指が下着を除け、その奥にある秘園に触れる。ぬちっと淫らな水音がした。水気を帯びた茂みが掻き分けられる恥辱に息が止まる。

　責めは緩まない。伴藤の左手が左の胸を覆い、ねっとりと揉みしだいてくる。勃起した乳首が男の指と指の間でくにくにと悶えた。直接的な刺激に官能の昂りが一気に強まる。

「陰唇がぷりっとしてるねぇ。マン毛は少し硬めかな。量も多いね。こんなにぼさぼさにしてたら、おま×こ蒸れて大変でしょ。小さいウェアからはみ出たりしない？　剃らないの？」

「や、ぁ……言わない、でぇ……いやらしく触らないで……」

「なら乳首を弄ろうかな？　ああ、綺麗なピンク色だ。それにしても凄い感度だねえ。ふふ、こんなビンビンな乳首で走ったら、競技中にイクんじゃないの？　触れるだけでこれなら、こうやって抓んで、くりくりしてやると？」

「ひぐゥッ！　んあぁっ、あッ！　あ、やぁ、あっ、あっ、あんッ」

「ほうら、筋肉が痙攣して、我慢できずアヘアヘって喘いじゃうね？」

　乳首を転がされた世那は嬌声をあげ、青筋の浮いた首を悶えさせた。壁から手を離せない以上は口を覆うこともできず、牝の啼き声を響かせてしまう。

（なに、これ……香蓮とするときと、全然違ッ……こ、こんなのって！）

　汗でぬるついた指が赤い勃起を扱く。鋭い喜悦が火花となって散った。陰部を覆う右手が小刻みに揺れる。花唇がちゅくちゅくと捲られて、腰に甘い悦びが滲んだ。

「くひッ……！」

　指が浅い部分に潜って息が詰まる。解れた粘膜の上でくるくると円を描かれると、視界は瞬く間に光彩を増していく。太腿の付け根がキュッと強張った。鼠蹊部がピクピクと引き攣って、膝まで震えてしまう。

「はぁっ、はぅっ、んッ……ま、待って……だめ、だめッ！」

「世那ちゃんは敏感だね。この程度の刺激でイキそうになってるんだ？　ああ、おじさんも気持ちいいよ。世那ちゃんがヒップを揺らすたび、ち×ぽが擦れて幸せな気分になる。――さ、とりあえず一回イッておくかい？」

「や……ぁっ……イ、イキたく、ない……い、嫌、嫌ですッ」

「判った。なら、一旦中止にしようか」

「えっ……あっ」

　男がすうっと手を離す。思わず寂寥感を滲ませた声を漏らしてしまった。勃起した乳首はじんじんと痺れ、寸止め状態の腰はピクピクと前後に震える。もう少しでイケたのに――そんな卑しい考えが頭に浮かんでしまう。

「ふふ、切なそうな顔だね。イキたかったでしょ？　残念だったね。ほうら、見てごらん。世那ちゃんのおま×こから出たマン汁だよ。いつもこんなに濡れるの？」

　目の前で伴藤が右手の指を開閉してくる。カッパのエラのように愛液の膜が張っていた。汗と牝の匂いに世那は真っ赤に染まった顔を背ける。

「そ、そんなの……見せないで……も、もうやめて……」

「無理だよ。やめる選択肢はないんだ。おじさんは今からち×ぽを使って君を犯すし、君はおじさんのち×ぽで牝になるんだよ。それはもう決定事項なんだ。――さ、火照りが冷めない間にベッドへ行こうか。今度こそイかせてあげる」

「あ、う……」

　愛液塗れの手に引かれる。逃げたくとも無理だ。部活の後であるし、絶頂寸前で足腰は満足に機能しない。それに世那に選択肢はない。伴藤の手にポンと肩を押されるだけでベッドへ転んでしまった。

　男はカメラを手早く動かすと、床に膝をついて世那の両脚を割り開く。ブルマ型のウェアに鼻先を宛がい、すんすんと鼻を鳴らしてくる。

「ああ、良い香りだな……イク寸前まで焦らしたま×この濃厚なマン臭……そこに汗と小便の匂いが絡みついて……完璧な牝の匂いだ……」

「や、やめて……恥ずかしいことしないで……やるならもう、一息に……」

「だめだめ。この程度で恥ずかしがってちゃ持たないよ。さ、自分でユニフォームをずらしてごらん。そしてお願いするんだよ。『私のおま×こ、おじさんの口でイかせてください』――ってね」

「なっ……そ、そんなこと、言わせるなんて……」

「やることやらないと、お互いに困るよ？　俺と君にとって鬼崎くんは支配者で神様なんだ。逆らっちゃいけない。そして今この部屋での支配者は誰かな？」

「ば、伴藤さん……ですか？」

「その通り。大丈夫。従っていれば、気持ちよくしたげるからさ。ね？」

　中年の言葉に息が詰まる。確かに、いつまでも駄々を捏ねていても仕方がない。やる以外にない。鬼崎に従い、車に乗り、この部屋に入った時点で今更だ。

「……わ、判りました……あ、う……ば、伴藤、さん。僕のアソコ……」

「待った。ここでは『僕』じゃなくて『私』と言いなさい。今後ずっと、セックスの際には一人称を意識して変えるように。判ったね？」

　僕じゃなくて、私。そんなことに何の意味があるのだろう。だが、元々は世那の一人称も『私』だった。香蓮が求める王子様を演じるために変えたのだ。

「は、はい。えっと……私のおま×こ、舐めて……イ、イかせてください」

　羞恥に肌を燃やす中、世那はブルマを下着ごと横にずらす。蜜液が幾重もの糸を引いた。天蓋のカーテン越しに差しこむ光がぐしょ濡れの園を照らす。陰毛は毛束を作り、まるで海藻のようにうねうねと伸びていた。

（判ってはいたけど、こんなに濡れているなんて……うう、恥ずかしい……）

　昔から剛毛で、匂いも強く、かと言って剃る勇気もなかった。世那のコンプレックスの一つで、香蓮にクンニをさせられない理由でもある。その秘所を今、中年に差しだしていた。

「おお、これが世那ちゃんのおま×こか……ああ、良いね。素晴らしいよ」

「や、やっぱり見ないで、ください……僕、コンプレックスで、それでっ」

「僕じゃなくて『私』だよ。それに気にすることはない。毛で蒸れて匂いが余計濃くなって最高だ。奥に見える慎ましい縦筋もまた……ふふ、我慢できないな」

「えっ――ひゃうううッ！」

　中年はにたりと口元を緩めると、一気に陰部へと吸いついた。太腿に両手を回し、貪るように顔をぐりぐりと股間へ押しつける。男の大きな口で割れ目が完全に覆われた。

（あつ、い……な、何、これッ……僕のやってるクンニと全然違――ッ！）

　口腔からの熱波が祠に流れこむ。粘膜が蕩けるような快美感に媚肉がじゅくりと疼く。男が溢れた甘露をじゅるるるッと啜った。淫らな汁を飲まれる羞恥――そして媚粘膜を愛液が擦る刺激に、世那の視界がパチッと白んだ。

「はぁ、あっ、んっ……んくっ、んあぁっ、はぁ、はう、んんッ！」

「はむっ、じゅるっ、ぷはぁっ！　なんて甘いマン汁だ！　そこに小便と汗の酸味が絡みあって――止まらん！　じゅるるるるうっ！」

「くひぃっ……ひ、ぁっ……！　はぁっ、はひっ、ひくぅんッ！」

　伴藤の舌先が膣の中に潜り、縦横無尽に這い回る。脂ぎった男の頭を掴む世那は、言葉にならぬ嬌声をあげて首をぶんぶんと横に振る。

　なんて苛烈で荒々しく、そして凶悪な口淫なのだろう。伴藤が顔を小刻みに揺すると、まるでロータで陰唇を擦られているようだ。長い舌は世那の弱点を突き続ける。太い肉の帯が触手のように陰核へ纏わりついた。

「はぁ、あっ……そこ、は……ッ！」

　豆の剥き身が舌先に転がされて、裸身がビクンッと跳ねあがる。世那はいつしか背中をベッドに預け、シーツをぎゅっと掴んでいた。完全なる降伏の構えだ。少女にできるのは、ただひたすらに身を悶えさせて喘ぐ以外にない。

「そ、それだめ！　だめッ！　こ、こんなの知らないっ……こん、なぁっ、あっ、あっ……や、ぁっ……き、きちゃうっ、く、くるのっ！」

「イッて良いんだよ、世那ちゃん……ここはセックスする部屋なんだ……思いきりアクメして、イキ声をあげなさい……さあ、イクんだ……じゅるるるっ！」

「は、ひぃッ……はぁ、あっ、ああッ、あああんッ！」

　ひぃひぃと息を荒げ、涙を流して世那は喘ぐ。男の舌先が肉芽を弾いた瞬間、鋭い肉悦が脳天を貫いた。

「んひ、グゥッ……！」

　低く生々しい呻きを漏らし、唇の端から涎の泡を噴いて絶頂へと至る。心臓が止まるかと思うほどの愉悦だった。男の口に股間を押しつけるように腰が浮く。投げだされた両脚は性悦の電流でピンと伸び、何もない宙を蹴りあげていた。

（イ、グッ……や、あ……あ、頭の中が、飛ぶみたい、にッ……！）

　伴藤の顔が吸いついた股がガクガクと上下に躍り続ける。なんて快感なのだろう。意識が途切れるほどの悦びが脳をじんじんと焦がす。

「ふふ、どうだい世那ちゃん。本職は指だけど、舌遣いも結構評判が良いんだよ。気に入ってくれたら嬉しいなあ。おじさんのクンニ、気持ちよかったかい？」

「はぁ、はぁ……はひ、ンン……んはぁ、はーッ……」

　何も言葉を返せなかった。中年の唇から糸を引く股間は、未だに宙へ向かって震え、涎の浮いた唇はひたすら乱れた呼気を漏らす。下品に開いたままの脚を閉じる気力さえもなく、少女の裸身はぶるりぶるりと波を打っていた。

「さて、前戯はこのくらいでおしまい。ま×こもぐっしょり解れたし、そろそろ本番といこう。世那ちゃんの帰宅時間が遅くなるといけないからね」

「ぜん、ぎ……ほんば……――ひッ！」

　伴藤が下着ごとスラックスを下ろした瞬間、世那はたまらず悲鳴をあげる。男の股座から伸びるのは天を衝かんばかりに屹立する逸物であった。

（これ、が……おちん×ん……これが……中、に……？）

　赤黒い肉棒はまさに凶器だ。乳飲み子の手首ほどはあるのでは……そう思うほどの半径を誇る柱は、巻きついた青っぽい血管も相まって酷く禍々しく映る。

　男がベッドに膝をつき、だらしなく開いた世那の脚――その間に肥えた身体を滑りこませてくる。少女は赤らんだ頬を引き攣らせた。本能的に後退りしようとするも、男の腕が膝下に回り、グッと身を寄せてくる。

「怖くないからね。痛くもないから安心して。……と、そうだ。今日は安全日かい？　ピルがあるとは言え、危険日は避けないとね。大丈夫？」

「え、あ……あ、えっと。危ない……かも……今日は、ちょっと」

「判った。ならゴムを嵌めようね。――ほら、コンドームを着けたよ。これで安全だ。これで子供ができない、ただ気持ちいいだけのセックスができるね？」

　伴藤は避妊具を纏った肉茎の根元を掴み、ぷらぷらと揺らす。覚悟を決めるしかない。正しく避妊されているならば、何も問題は起きないはずだ。

「何も怖くないよ。セックスは幸せな行為だからね。ほら、お願いしてごらん。私の処女ま×こにおち×ぽハメてください――って。指で穴を拡げて」

「はぁ、あ……わ、私の処女ま×こに……伴藤さんの、お、おち×ぽを……ハメてくだ、さい……お、お願い、しま、すっ……」

　意を決して蜜穴をくぱぁと拡げる少女へ、伴藤は肥えた身体を寄せ、潤みきった割れ目に怒張を添えた。

　ゴム越しでも判る淫らな熱気に媚肉がざわつき、可憐な花弁は泡の浮いた蜜を滲ませる。それは、未だ知らぬ牡の味に涎を垂らしているようだ。

「さあ挿れるよ、世那ちゃん。おじさんのち×ぽでたっぷり気持ちよくなってね？」

「はぁ、はあッ……あ、くッ……んぁっ、アァッ！」

　肉刀がずぶりと膣穴に差しこまれた。慎ましい割れ目がぐぱぁと大口を開く。股が裂けるような圧迫感に少女は泡を噛んだ。全身の毛穴が開き、一斉に産毛が逆立つ。

（な、に……ごれッ……ぐる、じっ……い、息……できなっ……い！）

「んぐ、ひっ……はぁ、はぁっ、あぁっ、あっ、ああああッ！」

　愛液塗れの粘膜を押し拡げ、穂先が子宮の入り口へと触れる。それでも肉棒は十センチ近く残っているようだ。穴の深さと棒の長さはあまりに不釣り合いである。

「ふう、奥まで入ったね。処女膜は流石に残ってないか。陸上の子は大体そうなんだよな。どうだい、世那ちゃん。……おーい、大丈夫かい？」

「はっ、はっ……い、息……息、が……で、でき、なひ……」

「おお、そうか。なら抜いてあげよう。おじさんのち×ぽを意識するんだよ。抜き差しに合わせて息を吸うんだ。判るね？　おま×こに意識を集中して。ここだよ、ここ」

「はぁ、あっ……は、いっ……んぁっ、ああんッ……！」

　男は掌を世那の下腹部に宛がい、子宮を意識させた状態で腰を引いていく。ゴムの中で肉傘が開き、余すことなく媚粘膜を掻いた。

「く、う……んぁあっ、あく、ンッ……」

　愛液を纏った陰茎がぬぷぬぷと膣口から姿を見せる。内の圧迫が薄れると、ようやく空気が喉に流れこむ。だが息を吸えたのも束の間だ。男が再び肉矛を差しこむと、一気に肺から酸素が抜け、少女は再び強烈な窒息感に襲われる。

「最初は苦しいかもしれないけど、コツを掴むとすぐに良くなるよ。ほら、セックスの練習だ。抜いて……入れて……吸って……吐いて……」

　伴藤の声に促されるがまま、出し入れに応じて必死に呼吸を繰り返す。息遣いに合わせて膣肉も蠢き、徐々に徐々に、当初感じていた圧迫感が心地好いものに変わっていく。

（……あ、う……嘘、でしょ……僕……こんな、あっさり……？）

「はぁ、あっ、ああっ、んっ……んぁっ、あっ、あんっ……」

　ぐちゅっ、ぬちっ、ぐちっ……粘ついた姫鳴りと一緒に、少女の嬌声が部屋に響き始める。

　処女膜を失っていたとはいえ、男との性交渉は初めてで――それも規格外の剛棒を差しこまれているのだ。にも拘わらず、蠕動する牝肉からは喜悦のさざ波が広がっていく。

（こんな、の……香蓮とのエッチと、全然違う……香蓮の指じゃ届かないところまで……ずんずん、突かれてっ……や、だッ……声が抑えらん、ないッ）

「あっ、あっ、あんっ……はぁはぁっ、ああっ、やぁっ、ああんっ」

「口を塞ぐのは禁止だからね。世那ちゃんの可愛い喘ぎ声をおじさんに聞かせてくれよ。こらこら、目を背けない。可愛いお姫様の顔を見せてごらん」

「か、可愛くなんてぇ……こんな顔、見ない、でッ……」

　口を塞ごうとした手に太い指が絡みつく。覆い被さるような体位へと変わると、男のぶってりとした腹が恥丘を圧迫して、より密着感が深まる。

　伴藤の視線は世那の顔へと熱心に注がれ続けていた。少女の瞳は潤み、半開きの唇は涎で艶を帯びて、甘い喘ぎが忙しなく漏れる。

（お姫様なんて……僕は、そういうのじゃ……耳を傾けちゃだめ……こんなの全部嘘で、僕を篭絡するための罠で……ああ、でも……でも、僕……）

　お姫様。可愛い。その単語がもたらす悦びに、女性器がキュンキュンと痺れた。下がりきった子宮は入り口を亀頭に吸いつかせ、幾重もの肉襞はゴム越しに剛棒を舐めしゃぶる。

「はぁ、ふぅっ……世那ちゃんが陸上を頑張っているから、おま×この締まりが極上だよ……なんて健気で素敵なおま×こなんだ……気持ちいいよ……世那ちゃんはどうだい？　痛くない？　辛くない？　嫌だったら中断するからね？」

「はぁ、あッ……判らない、です……こんなの、知らないっ……」

　嘘だった。痛くも辛くもない。息苦しさすら甘美に思う。満足に酸素を吸えない苦悶の後にくる快感――交互に訪れる肉悦は津波となって少女を襲うのだ。

「ふふ、なら判るまでま×こ穿ってあげないとねぇ？　知ってるよ。レズの子と付き合ってるんでしょ。でもち×ぽの方がいいよね？　女の子の細い指じゃ届かないま×この奥まで突かれて、息ができないぐらい喘ぐのが最高だよねえ？」

「あんっ、あんっ、あっ、そんなわけ、なぁっ、あんっ、ああん！」

「ふふ、強情だなあ。全部判ってるんだよ？　乳首の勃起も酷くなってるし、可愛いクリちゃんは皮がずる剥け。ま×この締めつけはどんどん強くなって、子宮口がち×ぽにちゅーちゅーキスしてる。ほら、もうここまで子宮が降りてる」

「んひァッ！　あ、それだめっ……お腹ぐりぐりしちゃ……ひぃっ、ひぐッ」

　熱く硬く、そして厚い掌が、薄く腹筋の浮いた下腹部をグッグッと押す。痛みはない。だが女性器が外から圧迫されると、膣肉の結合感が強まってしまうのだ。

（はぁ、ああ、もう満足に息も、できないっ……こ、これがセックス、なの？　か、香蓮とのエッチと、違い過ぎるっ……身体が言うこと、聞かないッ……）

　力強く穂先で穿たれるたび、骨の髄までがビリビリと震え、電流が総身を巡る。もう指の一本も満足に動かせない。ただ喘ぐだけの道具に成り下がったみたいだった。

「ふふ、理性が飛びかけてるねえ。彼女がいるのにイケナイ子だ。でも仕方ないね？　ち×ぽが気持ちよすぎて牝になっちゃうね？　ふふっ、ほうら世那ちゃん。おじさんを見てごらん」

「ふぇ……んむぅうううっ！」

　虚ろだった瞳がカッと見開かれる。男の太い唇が口を塞いでいた。流石にこれはだめだ――香蓮の顔がちらついて伴藤を跳ね除けようと腰を捻る。だが肉杭に穿たれた女体は少しも動かない。膣に納まった剛直にぐねぐねと膣奥を捏ねられ、閉じていた口を開いてしまう。

「はむぅ、んっ……ンッ！　んふっ、んぅっ、んむぅうっ！」

（舌が、入ってッ……だ、めェ……力、入らない……！　舌の先まで性感帯になったみたいに……頭の中……脳みそまで蕩けるみたいに……）

　舌と舌が根元まで絡みつく。気力を振り絞るも舌を逃がすことは叶わない。流れこむ唾液で肉の帯が滑ると妖しい昂りが増す。官能の悦びに脳汁がどばどばと溢れ、理性や自制心を融かすようだった。

（これが本当の……僕たちのキスなんて、おままごとだったの……？）

　下品で乱暴で卑猥で、悦を貪るだけの接吻だ。伴藤が唾を飲まないために、世那の口腔にたっぷりと唾液が溜まる。その状態で男が腰を揺するものだから、衝撃で泡立った涎が噴き零れてしまう。

「ふぅっ、ふむぅっ、んふっ、ちゅっ、んぅ……んぅっ、んむゥッ！」

　溺れるような口吸いの中、伴藤が腰をばちゅんっばちゅんッと打ちつける。肉びらが捲れるたび、暴力的な黒い歓喜が脳天に向かって渦を巻く。頬に酸味のある液体がどろどろと流れていく。その強烈な獣臭でさえも牝欲を激しく焚きつけた。

（だめ……だ、めェッ……やめ、ないと……知らない男の人とキスして、おちん×んで犯されて感じるなんて……ぜ、絶対にだめ、だめ、なのにっ）

　正気を保とうとしても、肉打ちの衝撃が思考を蹴散らした。ただでさえ息苦しいのに、男の鼻息で余計に息が吸えない。酸欠に陥った世那の頭は、いよいよ混沌として、快楽以外の信号をまともに受けつけなくなっていく。

（もう……無理――無理ッ！　我慢できない……く、る……またきちゃう！）

　肉悦の電流が迸り、筋肉が強烈に強張った。先と同じ――否、先とは比較にならぬほど猛烈な歓悦の奔流が脊椎を駆けあがっていく。

「ぶはぁっ、はあっ……世那ちゃんのおま×こが痙攣してるね……さあ、イッてごらん。おじさんのち×ぽでイクんだよ」

「あ、あっ……だめっ……イ、イクのはだめっ……ああ、おち×ぽでイクなんてだめっ……だめェッ……！」

　もう何を言っているのかも判らない。だめ。だめ。だめ。熱にうなされているかのように繰り返し、両脚を弱弱しく暴れさせる。だが一方で、限界を感じた少女の腕は何かに縋るように男の背中へ巻きついていた。

（が、我慢でき、ない……！　か、香蓮……ごめんなさぁ、いっ……）

「……クッ……だめイクッ！　イ――クぅうううううッ！」

　男の背中に指を立て、牝の遠吠えを部屋いっぱいに響かせる。灼光に満たされた世界は何も見えなかった。雷に穿たれたような痺れが毛先の一本一本にまで迸り、官能の嵐に揉まれた身体は完全に世那の制御を逸していた。

（う、あ……ドクドク、してる……出てるん、だ……僕の中で……伴藤さんも、気持ちよくなって……僕は今……射精されてるんだ……）

　覆い被さる伴藤は穂先を何度か子宮に押しこむと、怒張の形を覚えさせるようにゆっくりと腰を引いた。

「はぁ、ああ、ンッ」

　勃起を維持した剛直がぶるんっと牝花弁を捲りあげて顔を出す。白く泡立った淫液が、濛々と湯気を漂わせながら膣口から溢れ、尻の谷間へと伝う。まるで生の射精を浴びたかのようだ。しかし実態は、その全てが世那の蜜汁である。

（濡れてるなんて生易しいものじゃない……漏らしたみたいに溢れて……香蓮の指でイクときと全然……あ、ああ……こんなのってないよ……）

　甘酸っぱい匂いを放つ甘露が菊穴を撫で、ぶるりと身体の芯が震える。鎮まる気配を見せない絶頂の余韻が、汗みどろの肌に波紋を広げ続けた。

「ふぅ、気持ちよかったねぇ。お姫様ま×こにたっぷりザーメン搾られちゃったよ。次はもう少し薄いゴムにしようか。ち×ぽの形がよく判るヤツだ」

「な、何を言って……何をしてるん、ですか……どうして、ゴム、嵌めなおして……」

「ん？　どうしてって……コンドームを嵌める理由なんて一つでしょ？　あれ、一回で終わると思った？　はは、やだなあ。おじさん、五連続くらい余裕でいけるから。まだまだセックス愉しめるね？」

　男は人の好さそうな笑みを浮かべ、「よいしょ」と漏らして再びベッドに膝をつく。世那はふるふると首を横に振った。毛束から汗が散り、発情した牝の匂いが鼻孔を撫でる。

「む、無理、です……もう、これ以上は……こんなの続けてたらッ……」

「ああ、ごめんね。君に拒否権はないんだ。おじさんも仕事だからさ。一週間かけて、世那ちゃんをち×ぽ中毒にしろって言われてて。ああでも、世那ちゃんは気にしないで。ただ、ベッドで横になっていれば良い。あとはおじさんがイかせまくってあげるからね」

「イ、イかせまくっ――そんな……ひッ！　待っ――ああああんッ！」

　白い果汁を垂らす蜜壺を、肉の槍がずぶりと貫く。肉の杭に穿たれては世那にできることは何もない。すぐにベッドが軋む音が響き始める。粘ついた水鳴りが奏でられ、そこに少女の牝啼きが混じって、一室を淫らに染めていった。
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　その日もまた、二人はラブホテルの一室にいた。

　頬を紅潮させた世那は男の前に膝をついている。少女は仁王立ちする男の股に顔を寄せ、すんすんと鼻を鳴らす。口淫の作法は一通り教えられていた。まずは男を上目遣いに見つめつつ、跪いたまま肉棒の匂いを嗅いでいく。

「君みたいな若くて可愛い子にち×ぽの匂いを嗅がれるなんて、男としてこれ以上幸せなことはないよ。世那ちゃんも幸せだろう。君のま×こをイかせまくったち×ぽだ。そろそろ、恋人ちゃんの指よりも好きになってくれたかな？」

「そ、そんなことあるわけ、ないです……僕――私の恋人は香蓮で……か、彼女より好きになるなんて……はぁはぁ……あ、ありえない、です」

「ふふ、そういうことにしておくよ」

　見透かすように言って、伴藤は世那の汗ばんだ髪を撫でる。耳をくすぐるような手つきに肩が震え、形の良い桃尻がぷりっと揺れる。

（こんなの好きになるわけない……そう思っても……ああ、この匂い……臭いはずなのに、お中の底がむずむずして……頭がぼうっとしちゃう……）

　陸上着から覗く下腹部がキュンッと疼きを訴えてくる。犯され始めてから三日間――この逞しい逸物から与えられたのは、苦痛ではなく悦楽ばかりであった。牝の幸福を教えてくれた肉棒に対し、女体は嫌悪や忌避の感情を向けはしない。

（まだたったの数日なのに……もう、ここまで慣れるなんて……）

　自分の身体に理解が及ばなかった。男根の熱波を顔面に浴びると股座がじんと痺れる。汗とは違う粘ついた液体がインナーを割れ目に吸いつかせていた。

「それじゃあフェラチオしてみようか。教えた通りにできるかな？　フェラの作法はなんだった？」

「は、い……おち×ぽを舐めるときは、勃起した乳首を見せて、脚は下品に開く……ですよね……あ、う……これ、本当に……？　うう、恥ずかしい」

　羞恥に潤んだ瞳を震わせ、少女は陸上ウェアを捲る。瑞々しい白果実がぷるんっと姿を見せた。乳首は既に勃起を済ませている。男の視線が乳輪に這うと、まるで繊細な愛撫を受けているかのようにピリピリと先端が痺れた。

（こんなの絶対に普通のフェラチオじゃないよ……でも、やれと言われたらやるしか……おっぱいを見せて、脚を下品なぐらいに開いて――）

「んぅっ、ん、あ……はぁ、ああ、んッ」

　世那は左手でブルマをずらすと、愛蜜に塗れた秘園に指を這わせ始めた。

　男性に奉仕する際は、後の性交渉がスムーズになるよう、自ら刺激して股を濡らすこと……伴藤の教えを忠実に守り、しなやかな指を筋に沿わせる。ぬちっ、くちっ……と、淫らな音が響き始めた。

「良いねえ。ほうら、世那ちゃんがオナッてる姿が可愛すぎて、おじさんのち×ぽも悦んでるよ。さあ、練習の成果を見せてもらおうかな？　ん？」

「はぁ、はい……頑張り、ます……んむっ」

　小さな唇で亀頭を覆う。口腔に不潔な熱波が流れこむ。初めて舐めたときは吐き気を催したのに、たった二日目で味や感触にも慣れてしまった。

　繊細なタッチで舌を這わせ、カリ首の段差に溜まったカスを掬う。白い汚れが唾液で融けると、口の中いっぱいに牡の風味を感じた。唾を飲むたびに腹の底で官能が滾りを増すようだ。

「ちゅっ、んれろっ……んふっ、むふっ……ちゅっ……」

「ああ、良いよ……素敵な表情をしてきたね。でも指が止まっているよ。ち×ぽに夢中になっちゃったかな？　ほら、ち×ぽをしゃぶっている最中は舌遣いに合わせてま×こを弄らなくちゃ」

　世那は頷き、膣孔に指を挿入する。生温い愛液がぬちりと水音を立てた。恥骨の裏側に円を描くと意識がふわふわと浮く。少しでも気を抜くと腰がゆるゆると動いて、牡に請うような動きを披露してしまっていた。

「さあ、後は射精するまで続けるだけだ。裏筋。カリ首。先っぽを穿って……おお、そうそう。あー、良い具合だ。ち×ぽが膨らんできたのが判るね？　後は下品に涎を垂らして加速させるんだ」

　ぐぼっ、ぐびゅっ、ぐぷッ……少女が口淫に及ぶ艶めかしい音が反響する。泡立った液体が顎からぶらぶらと滴り、汗に濡れたウェアを余計に湿らせる。

「はぁ、ふぅっ……よし、今日は口の中に出そう。精液を零してはいけないよ。口に溜めて、たっぷりと味わうんだ。それと、射精の瞬間にイクんだ。両手でま×こを弄って絶頂しなさい。できるかい？」

　口の中に射精される……恐怖の未来に肩が強張る。それでも世那は首を縦に振り、左手の指先を陰核に添えた。

　剥け癖がついた肉芽はつるりと顔を出す。愛液を纏った指で敏感な豆を転がすと、鋭い電流が脊椎に迸って、挿入された右手の指を蜜壺が咥えこむ。

（あ、う……く、るッ……おじさんのモノをしゃぶったまま、僕ッ……）

「おお、出る……出すぞ……！　喉奥まで咥えてイクんだ。良いねっ？」

「んむ、ぐッ……！　んごっ、ご、ぎゅッ……ング、むぅううッ！」

　言われるがまま、世那は必死に陰茎を喉奥で迎える。首がぼこりと膨らむほどの圧迫感が訪れたかと思うと、肉の管が一気に弾けた。

（凄い、量……くる、し……喉に出されながら……イ、イク……ッ！）

　伴藤の劣情を口腔で浴びる中で、ほとんど使命感に似た感情に動かされ、世那は自分の勃起豆をゴリュッと潰した。

「んぐっ……おごッ……んぐ、ぶッ……」

　誰にも聞かせられない下品な呻きを漏らし、世那は剛直を咥えたまま肩を躍らせた。灼熱が口腔から胃までを一瞬で満たす。喉射精の苦悶と絶頂の喜悦で涙がぽろぽろと零れた。

「さあ、抜くよ。零さないようにね。良いと言うまで口に溜めるんだよ」

　穂先が上唇をぷりんっと捲る。跳ねた精液を浴びる中、口を「んあ」と開く。絶頂で震える膝の動きに合わせて、口に溜まった白濁のプールがたぷたぷと波打っていた。

「ああ、壮観だね。口を開いたまま両手でピースをしてごらん。ちゃんとできたら飲んで良いよ。さあ笑顔を作って。鬼崎くんに送る写真だからね」

「ふ、ふぁ、い……ぴー、ふぅ……」

　青臭い匂いと絶頂の余韻で思考が戻らない。何より子種を口に含んだままでいるのが辛く、世那は言われるがまま行動していた。

　カシャッ、カシャッ。カメラの音が響くたび、背筋に震えが奔る。フラッシュの光はオーガズムで視界が瞬くのと似ていて、軽い浮遊感に少女の柔肌はぞわぞわと震えていた。

「――よし、バッチリだ。これなら大丈夫。さあ、飲んでいいよ。ただし、たっぷり口の中で味わうこと。教えたよね？」

　頷き、世那は奥歯で精液を噛む。ゼラチン質のぷりんっとした汚液が潰れ、濃厚な牡臭が喉から鼻に突き抜けた。

（う、う……凄い味と匂い……でもやっぱり……なんだか、変な気分に……）

　舌で口裏や歯に精液を擦りつけるのも忘れない。自分の口腔がセックス用の器官に変わるのを実感しながら、喉に引っ掛かる精液を懸命に嚥下していった。

「はぁ……はぁっ……飲み、ました……ごちそう、さまでした……」

「ふふふ、おつかれさま。頑張ったご褒美に、世那ちゃんの好きなバックでま×こ突きまくってあげるよ。お姫様専用ベッドへ乗って、おねだりしてごらん」

「ぼ、僕は好きなんかじゃ……セックスなんてしたくないですから……！」

「はは、そうだな。仕方なくやってるんだよね。判ってる判ってる。じゃ、仕方なくま×ことち×ぽ擦りつけよっか。ね？」

　うじうじ悩んでも意味がないのは学習済みだ。世那はベッドで四つん這いになり、男に尻房を差しだした。伴藤が背後で膝をつく。

　部屋のあちこちに設置されたカメラに見つめられる中、伴藤の剛棒がぬるりと膣溝を滑る。ゴムを纏った肉の凶器が少女の聖窟を穿った。

「はぁ、ああっ……ああ、ンッ！」

　降りた子宮が歪む圧迫感に髄までが痺れた。ただ挿入を許しただけで視界が光に呑まれる。少女は「ウウッ……」と呻いて鼻先を上向けた。

（う、ううッ……またセックス、を……ごめん、香蓮……）

　謝罪をしながらも身体は拒絶を示さない。じゅくじゅくに蕩けた蛇腹の粘膜は雄々しい肉塊を包み、子種をねだるように蠢きを繰り返していた。ただ息をするだけで頭がじんじんと痺れ、脳が牝の多幸感でいっぱいになる。

「はぁっ、はうっ、ああんっ、あんっ、あっ……！」

「良い声で啼くようになったねぇ。最初はあんなに声我慢してたのにね？」

「だ、だって伴藤さん、が……あ、喘ぎ声を我慢するのはだめって、言うからっ……だ、だからッ……あああんっ」

「おじさんが言うことならなんでも聞いちゃうんだ？　全く、世那ちゃんはどうしようもない淫乱だな。そんな卑しい子には――こうだッ！　それそれッ！」

「ひぐ、んあッ……いきなり激しっ……お尻叩かなっ、あんっ、あんっ！」

　腰を打ちつけながら、伴藤は世那の桃尻を打擲する。臀部の表面が少しピリピリするくらいの衝撃が、鍛え抜かれた下半身をキュッと引き締めるのだ。

「今更良い子ぶるんじゃないぞ、変態めっ！　世那ちゃんにマゾッ気があるのは知ってるんだからな！　叩くたびケツ穴ヒクつかせて悦んでるだろ！　このマゾ牝！　ドスケベ女めッ！　ほら、どうだ、このっ！」

「ん、ぁあっ……ひど、い……僕は変態なんかじゃッ……はひっ、ひぐぅッ」

　傍から見れば酷い凌辱の光景だろう。剛棒を激しく出入りさせながら、汗だくの尻臀を掌で叩き、唾と一緒に罵りの言葉を浴びせているのだ。

（伴藤さん……人が変わったみたいに激しくしてッ……ウウッ、これされると、僕も女になっちゃうッ……牝にされるのが判っちゃうっ……）

　力強い牡の律動が女芯を襲う。突きあげのたび腰骨が軋み、内臓が揺れる。その暴力的な肉打ちこそが、王子様に女の性を思いださせるのだ。

「ふふっ、やっぱり世那ちゃんはマゾだなあ。責め甲斐があって愉しいよ。こうやって激しくされるの好きだろう？　ほら、撮影した動画も見て興奮しようね」

「あッ……！」

　テレビの画面がパッと明るくなる。そこに映るのは昨日の光景だ。

　全裸の世那がシャワー室で男に背後から犯されていた。湯気を立ち昇らせ、水滴を肌に滴らせながら、立ちバックで女が喘ぐ。

『も、もう許してッ！　ずっとイッてるの！　イッでるがらぁッ！』

『まだまだ終わらないぞ！　おじさんのち×ぽナシじゃ生きられない身体にしてやるからな！　ほれ、ほれほれッ！　ここが好きなんだろう、ええッ？』

『ひ、ァッ……深ぁ、イッ……グッ！　イグッ……イグイグぅうッ！』

　牝の飛沫を股から散らし、下品な喘ぎを響かせて首を反らす。絶頂の荒波に揉まれる女は、悩ましく背筋をたわませ、喉奥を晒して牝悦を極めていた。

（これが僕の、女の顔……で、でも仕方ないよ……あれだけイかされたら、誰だってこんな風に狂っちゃうから……！）

「ほぅら、おま×この締まりが強くなった。自分のアヘ顔見て興奮した証拠だよ。世那ちゃんは真性マゾなんだ。辱められると悦んじゃう変態さんなんだよ？」

「そ、そんな、こと……僕は、違……ウゥッ！」

　穂先が子宮口をぐにぃッと歪ませる。重々しい肉悦の濁流に意識が呑まれそうになるのを、シーツを掴んでぐっと堪える。

「僕じゃなくて私、でしょ。何回言ったら判るのかな。それとも、もっと身体に叩きこまれたい？　君が王子様なんかじゃなくて、ち×ぽであんあん喘ぐか弱い女の子だってコト、もっとち×ぽで教えないと判らないかなぁ？」

「そ、そん、なっ……はぁ、はぁっ……私、ンンッ……」

「君は初めてのセックスでイッた。三日でザーメン飲めるようになった。王子様気取りはおしまいにしなさい。君はち×ぽの前じゃ、一匹の牝なんだよ」

　否定しようにも、膣奥を捏ね潰す動きに息もうまく吸えず、ハッハッとか細い呼気が漏れるだけだった。

　だがやはり、その苦悶も良いのだ。絶対に敵わない男女の差を――自分が牡に蹂躙される牝であることを深く実感して、細胞の一片までもがわななく。

「変態でも良いだろ。おじさんも変態だ。大事なのは自分を受け入れ、許すことだ。淫乱。変態。マゾ。露出狂。スケベ。……なんだって良いじゃないか。ち×ぽとま×こを擦りつけるの気持ちいいだろう？　幸せだろう？」

「そ、そんなことっ――」

「否定しちゃだめだよ。ほら、見てごらんよ。あれが今の世那ちゃんだよ」

　男がピッとリモコンを操作する。テレビの画面が切り替わり、世那の顔がアップで映しだされた。

　録画じゃない。今この瞬間の映像だ。後背位で貫かれる女の姿がそこにある。

（これが、僕……？　こんな表情で……エ、エッチを、しているの？）

　垂れた目尻からは喜悦の涙が流れ、半開きの朱唇には涎が浮いている。高々と掲げられたヒップに男が腰を打ちつけるたび、顎の下で唾が揺れ、勃起した乳首から汗粒が散っていた。

「はぁ、はぁっ……こん、な……ぼ、僕は、こんなの、じゃ……！」

「自分と向き合うんだよ。彼女は何に見える？　尊敬を集める陸上部の部長？　金髪美少女と付き合うカッコイイ王子様？　いや、違うな。可憐な一人の少女だよ。男に成すすべなく蹂躙されて悦ぶ、哀れで可愛いお姫様なんだ」

　荒唐無稽で、無茶苦茶だ。しかし甲高い耳鳴りに苛まれる世那の耳には、その言葉がやたら甘美に聞こえてしまう。

　向き合う。王子様じゃない。自分は――哀れな、お姫様？

「さあ、試しにおじさんの言葉を繰り返すんだ。おち×ぽ気持ちいい。おま×こにち×ぽハメられて幸せ。もっと私のおま×こをパコパコして――ってね」

「はぁ、はぁっ……お、おち×ぽ……き、気持ち、い……んぁあッ！」

　口にした瞬間、膣肉が強烈な収縮をみせる。まずい、という気持ちはあった。この快楽は拒絶すべきで、唇を噛みちぎってでも抗うべきものだ。

「だ、だめ、やっぱり言えないッ！　ああ無理……もう許して……」

「ふふ、自分が自分でなくなるのが恐ろしくなったかな？　だけどね、おじさんは君の調教役なんだ。そんな懇願を許すわけがないだ――ろッ！」

「ひぐぅううッ！」

　ぐんッと肉矛が突きこまれる。子宮を抉る一撃に、世那は泡の浮いた涎を噴いた。全身の毛穴がカッと開く。生殖本能を無理矢理呼び覚まされる律動に、世那は汗と喘ぎを散らして首を悶えさせる。

「んはぁっ、はぁっ、あっ、あんっ、あんっ、ああんっ！」

「そら――言いなさい！　ち×ぽ気持ちいいかッ！　おじさんとセックスできて幸せなんだろう！　もっとま×こをハメまくって欲しいだろう、ええッ？　どうなんだッ！　言わないと気を失うまでま×こを犯すぞッ！」

「はぁ、あっ、あんっ！　言うっ、言います、がらッ！　はぁ、ひーッ……激じッ……ンンッ！　ああっ、はーッ！　ち、ち×ぽ、気持ちいいですっ！　セ、セックスするの、幸、せぇ……！」

　ぞわッ、ぞわッ。叫ぶほどに、得体の知れないモノが背筋を抜け、頭を痺れさせる。肉壺が剛直へ吸着したまま戻らず、下半身が壊れたように震える。

（あ、あっ……もう、だめ……イ、イクッ！　イッちゃう！）

　頂はすぐそこだった。汗だくの指をシーツに食いこませ、眉間に皺を刻んで顔を伏せる。もう口から垂れ流れる涎を啜る余裕もなかった。男は腰を打ち、円運動を加えて秘奥を捏ね、牝穴を巧みに穿り返し続ける。

「ふふ、よぉし良い子だ。自分に素直になるのは気持ちいいだろう？　さあ、自分が三日でち×ぽに屈した淫乱だと認めなさい」

「んぐっ、んはぁ、はーッ……わ、私は……世那は……たった三日でち×ぽに負けた……ああ、い、淫乱です……はぁ、ああううッ……」

　言えば言うほど、肉悦の波は高く、間隔を詰めていく。まだ上の快感があると言うのだろうか。己を塗り潰す未知の愉悦が恐ろしく、そして同時に妖しい期待を抱いてしまう。

「ああ、世那ちゃんは完璧だね……ふふっ、次はなんて叫ぼうか？」

「もう、やめて……許して、ください……うう、こんなのあんまりです」

「おっと、ごめんよ。でも、おじさんは世那ちゃんに知って欲しいんだ。自分を曝けだす解放感を。悦びを。女の子としての幸せを。嫌な気分になったかい？」

「そ、それはっ……僕、は……でも、こんなの……」

「ほら、また取り繕った。見るんだよ、あの可愛い子を。これが、本当の世那ちゃんなんだ。この子が、君の知ってる皆の偶像――憧れの王子様かな？」

　顎をくいっと持ちあげられ、再び自分と対面する羽目になる。そこに映る女の様相は酷い有様だ。

　羞恥と快楽で火照った頬に、喜悦の涙を汗と一緒にぼろぼろと流している。唇の両端からは泡の浮いた涎が垂れ、顎から糸を引いて揺れていた。下品で慎みもなく、凛々しくもなければ、爽やかでもない。

　だけどこれが本当の自分――王子様ではない牝の、荒鷲世那なのだ。

「今は受け入れられなくても構わないよ。でもね、これだけは覚えておいて欲しい。おじさんも鬼崎くんも、世那ちゃんを破滅させたいわけじゃない。ただ、幸せを与えたいだけなんだよ」

「そ……そんなの、嘘です……何日も犯して……さっきだって、散々酷いこと言わせて……信じられない……」

「いつか世那ちゃんも判るよ。理解してくれるまで、おじさんも頑張るからね。もっともっと気持ちいいセックス、教えてあげるから」

「あっ――んむっ、ん、ふッ……」

　伴藤が背中に覆い被さり、唇を重ねてくる。先までの荒々しい性交とは違う、身も心も蕩けるような肉の交わりだった。舌も膣もうねうねと牡に絡みつく。

（もっと気持ちのいいセックス……？　これ以上を味わったら、僕……）

　想像すらできない。だがきっと、伴藤は際限のない愉悦を送りこみ続けるだろう。果たして自分は、『王子様の荒鷲世那』でいられるのだろうか。男の唾をごくりと飲んで、世那はぶるりと身を震わせた。




「今までおつかれさま。今日でひとまず最終日だよ。よく頑張ったね」

　最終日――日曜日の朝から、世那はいつものホテルに来ていた。

　私服姿の少女は、呆気なく放たれた言葉に困惑する。一週間。確かに今日は予定通りならば最終日だが、すんなりと受け入れられるほど馬鹿ではない。

「ほ……本当に、今日で終わりなんですか？　そう言って……写真や動画で、脅すんじゃ……」

「ははは、疑う気持ちは判るけどね。少なくとも、俺は今日で最後だよ。脅迫なんてしたら鬼崎くんに怒られるよ。そういう契約なんだ。もし個人的に俺が世那ちゃんに関係を迫ったら……ああ、想像したくもないな。鬼崎くんに殺されちゃいそうだ」

　伴藤はそう言って自身の肩を抱き、ぶるりと身体を震わせる。男の発言は嘘ではないだろう。だが問題は解決していない。

（……きっと今日で終わりじゃ、ない。伴藤さんとセックスをするのが終わるだけで……僕はきっと、これからも鬼崎くんに……ああ、どうしよう……）

「大丈夫だよ。鬼崎くんは悪いようにはしないからさ。それより、最後のエッチを始めようか。一週間学んだことを生かして、たっぷりとセックスをしようね」

「は……はい……よろしくお願い、します……」

　律儀に言って頭を下げる。男の膨らんだスラックスが視界に映ってドキリとした。もうホテルに入る前から心臓は弾み続けている。火照りを帯びた肌にはびっしょりと汗が浮いて、簡素な白いシャツを透けさせていた。

「世那ちゃん」

「あ……」

　名前を呼ばれ、世那はピクリと肩を震わせる。思わず口から漏れた声は、自分でも驚くほど色っぽい。たった一週間という期間は――しかし蛹だった少女を羽化させ、女にするのには充分過ぎたのかもしれない。

　瞼を伏せ、無防備な顔を晒す。朱唇を薄く開き、差しこまれる舌を受け入れる。男の太い指が尻房を掴んだ。ジーンズの生地は厚いのに、指が這い回る感覚が明瞭に素肌へと伝わって、ぞわぞわと官能の寒気が奔る。

（伴藤さんの触れた部分が、燃えてるみたいに熱くなる……一週間……ただ七日間で、僕の身体は……男を覚えて、変わったんだ……）

　はぁはぁと熱っぽく息を吐いて口吸いに応じる。尻を揉まれるお返しとばかりに、男のスラックスを掌で包み、愛撫する。これも全て仕込まれたことだ。舌を絡め、肌を重ねながら、互いの身体に手を這わせて情欲を高める。

（伴藤さんのペニス……今日はこれが僕の中に……直接……）

　危険日はとうに過ぎた。伴藤は今日という日まで生での性交を強要しなかったが、流石に最終日までは逃げられない。

「ちゅっ……ん、あッ……は、んっ」

「ふふ、世那ちゃんのこと、もう湿ってるね。ねえ気づいてた？　ここに入ったときから、ジーンズに染みができてたよ。水色のズボンがさ、おしっこ漏らしたみたいに濃くなってたんだ」

「違い、ます……これは、汗で……あんッ」

　伴藤が世那をぎゅっと抱き寄せてくる。身長差はあるが、世那は背が高く、脚が長いために、二人の股間はピタリと同じ高さで密着した。

　膨張しきった剛直が潤んだ恥部をぐりぐりと押す。それだけで股先は甘い痺れを帯びて、意識が浮くような性の酩酊に襲われる。

（おじさんの、汗……この匂いを嗅ぐと……うう、なんで僕、興奮して……）

　伴藤が腰を揺する。振動が下半身に伝わり、喜悦の波紋へと昇華して全身に広がっていく。男の胸板で潰れた乳房はパンパンに張って、勃起した乳首がブラの中で擦れる。少女の瞳はとろんと融け、虹彩が滲んでいた。垂れかけた涎を慌てて啜る。熱い。暑い。あつい。細胞が発情して、震えている。

「ああ……辛抱ができないよ。もういいかい？　おじさん、ずっと我慢してたんだ。頑張り屋さんな世那ちゃんのぎゅうッて締まったエッチな穴にさ……おじさんの生ち×ぽハメて、ＪＫま×こに子種を注ぎたくて、たまらなかったんだ……」

「はぁはぁ……伴藤、さん……やっぱり、生は……僕……」

「『僕』じゃないよね。ほら、世那ちゃん。何度も教えただろう？」

　自分を曝けだすんだよ――男の低い囁きが、やけに蠱惑的な響きを伴って脳を揺らす。

　伴藤に手を引かれる。男がベッドへ仰向けになった。気がつくと、伴藤は服を脱ぎ捨て、全裸になっていた。頭がぼんやりする。自分も脱がなくては――世那はジーンズに指を伸ばすも、手が肌の上を滑る。既に世那は裸だった。薔薇がデザインされたピンクの下着が、二色のコントラストで彩られた少女の身体を覆っている。伴藤からのもらい物だった。

「プレゼントした下着、着てくれたんだね。凄く似合っているよ。本当に世那ちゃんはお姫様みたいだ。ああ……感動するな。こんな可愛くて素敵な女の子と、生でセックスなんて。生きてて良かったよ」

「お、大袈裟です……あ、う……」

　世那は頬をかぁっと赤らめる。スポーツブラばかり身に着けてきた少女にとって、香蓮の身に着けるような愛らしい下着なんて初めてだ。

（僕にこんな可愛い下着、似合うわけない。絶対、皆は鼻で笑うよ……後輩だって、友達だって……香蓮だって……馬鹿にするに決まってる……で、でも……）

　伴藤が嘘を吐いているようには見えなかった。この男は、激しくも優しく、そして偽りなく、自分を肯定してくれる。一週間で一生分の可愛いという言葉を浴びせられた世那の心身は、じわじわと男の色に染まっていた。

「下着、身に着けたままセックスするかい？　別に汚れても構わないよ。気に入ってくれたのなら、そのままエッチしよう。どうする？」

「い、いえ……汚れて、だめになったら、困りますし……」

　何が困ると言うのだろう。もう二度と身に着けないはずだ。縁にはフリルがついているし、何よりピンクで似合わないし、筋肉質な身体には合っていないし。……。

　世那は思考を払うように首を左右へ振る。ホックを外し、ブラを脱いで、ショーツを太腿に滑らせる。愛液の糸がつう……と伸びた。股間から立ち昇る牝の匂いに酔いそうだ。だがそれ以上に濃厚で、生殖本能を揺さぶる香りがある。世那はそそり勃つ肉棒に生唾を飲んだ。

「さあ、おいで。怖くないよ。今までで一番の幸福を教えてあげる」

「……はい」

　蜜に吸い寄せられる蝶のように、世那はよろよろとベッドに上がる。男に跨り、そして腰を沈めていく。

（ほ、本当に、シちゃうんだ……僕……僕……おじさんと、生でエッチを……）

　心臓が痛いくらい弾む。うまく息が継げない。大量の汗が脇腹を伝う。

　震える身体に伴藤の手が添えられる。少女は指を陰唇に宛がった。男に整えてもらった茂みの奥で、剛棒を迎えるように割れ目がくぱぁと開花する。

「はぁ、あ、ン……ッ！」

　穂先が陰唇に触れた。花弁がふわぁと綻び、肉の柱がつぷりと侵入を果たす。何度もセックスをしたのに、今までとは段違いの愉悦が膣口から迸った。

「ん、あッ……はぁ、はぁっ……これ、凄ッ――ああんッ！」

　亀頭が恥骨の裏に擦れた瞬間、あまりの快感に膝から力が抜ける。生の肉棒がずぶずぶゥッと聖道を進み、降りていた子宮を強烈に突きあげた。

（入っ……ちゃ、った……入っただけでイッちゃ……った）

　肌の震えが止まらない。奥歯がカチカチと鳴る。視界が白黒に明滅する。咲き誇る肉悦の火花が涙で滲み、目に映る全てがぐねぐねと歪む。勃起した乳首が宙でビクビクと跳ねていた。

「お、おお、凄いな、世那ちゃん……ち×ぽの根元までずっぽりだよ……う、ぐッ……それにしても、末恐ろしいおま×こだね……生だから余計に締めつけが……なんて快感なんだ……勝手に腰が動いてしまう――よッ！」

「あああああんッ！」

　伴藤が腰をぐんッと突きあげる。蛇腹を描く膣が無理矢理引き延ばされ、子宮口が亀頭の形に潰れた。

（う、うう……苦、しい……だけど息ができないのが、癖になってる……）

　真っ赤な頬に滝のような汗を流し、はぁはぁと掠れた呼気を漏らして少女は顔を歪ませる。その表情は悦楽に溺れる牝そのものだ。

「さあ、始めるぞ世那ちゃん……！　おじさんのち×ぽの形に変えてやるぞ！　ま×この入り口から子宮の奥までマーキングしてやるッ」

「そん、なッ……あっ、あんっ！　あぁっ、ああんっ、ああんっ！」

　穂先が膣奥を嬲り、迸る肉打ちの衝撃に総身を電流が駆け巡る。引き抜きの際には腰の筋肉が蕩けるような快美感が広がって、思わず口元が緩み、目尻がとろんと垂れてしまう。

（う、ううっ……これが、生のおちん×ん……コンドームありでも凄かったのに……ぜ、全然、違う……声が勝手に出ちゃうッ……）

　一ミリにも満たぬゴム膜が消えただけなのに、その感触はまるで別次元だ。

　亀頭の弾力を子宮の底に感じる。放たれる淫らな熱波が膣肉を蕩けさせる。開いた肉傘は壁に生えた肉の突起を余すことなく掻き毟る。太い血管の脈動させも肉壺を震えさせて、少女の背筋に喜悦を奔らせた。

「あっ、あんっ、あんっ、伴藤さんっ、だめ、だめぇ……ああッ！」

「おっと、いきなり激しかったかな？　じゃあ今度は世那ちゃんのペースで動いてみようね。ほら、イチ、ニー、イチ、ニー……さあ、腰を動かしてごらん？　イチ、ニー……」

「はぁ、あっ、待ってぇ……ああんっ、は、早い、です……！　もう少し、ゆっくり……あぁっ、ああんっ、あっ、あんっ、あんっ、あんっ！」

　言いながらも、世那は男の声に合わせて腰を揺する。股を大きく開いた下品な騎乗位だ。だが品のない所作が黒い愉悦を生むことは、嫌というほどに知っていた。

（や、だ……カメラに撮影されてる、のに……お尻の穴ヒクヒクさせて……顔も声もとろとろにして、おま×こ擦りつけちゃってる……）

　尻肉を緩衝材にして、男の赤黒い太腿で腰を跳ねさせる。白く泡立った液体が結合部からねらねらと淫猥な汁を垂らした。

　淫液の糸がぷつりと切れ、濃厚な男女の匂いがむわっと広がる。セックス特有の香りに、既に曖昧になりつつある思考が余計に蕩けていく。

「一週間、たっぷりま×こを育てたからね。普通の女子校生とは段違いに感じているはずだ。奥も入り口も最高だろう。ほら、乳首も弄ってあげるよ。勃起乳首を捏ねられると、おま×こキューってなって幸せだね？」

「ああ、ンンッ！　はぁ、はぁっ……おっぱいも同時、なんてぇ……おかひく、なりゅ……わ、わたひ、狂っちゃうっ……んあぁあっ……」

「狂って良いんだよ、世那ちゃん。ほら、ベロチューもしてみよっか」

　伴藤が舌をべろぉと出す。正しいキスの方法も学習済みだ。世那は口の中で涎を転がす。白く濁った唾液の塊を男の口腔に向かって垂らし、その粘着質な糸を手繰るように顔を落として、伴藤と唇を重ねた。

「んふっ、んふぅっ、ちゅっ、んれろぉ、ちゅっ、じゅるぅ……」

　唾液を舌と舌の間で潰し、転がす。こんなことイケナイのに――そう思っても、伴藤の太い指が乳首を抓り、剛棒が粘膜を削ぐと、思考は呆気なく霧散する。

（こんなの……でも、仕方ないよね……セックスしないと、だめだもの……僕だってこんなキス、本当はしたくない……したくないのッ……）

　唾液を交換しながら、男の律動に合わせて腰で円を描く。上下左右の動きに牝壺を捏ねられ、怒涛の肉悦が頭の芯へ次々と押し寄せる。

　はぁはぁと息を継ぐ唇は二人分の唾液に濡れ光り、汗みずくの四肢は妖艶な照りを帯びて牡の上で卑猥な踊りを繰り返していた。

「世那ちゃん、世那ちゃん。電話だよ。電話。香蓮ちゃんからだって。はい」

「ふぇ……えッ？」

　着信音など全く気付かなかった。伴藤から通話状態になったスマホを渡される。『もしもし』と香蓮の声が聞こえる。汗だくの手でスマホを握り、頬に宛がった。

「も、もしもし、香蓮……？」

『ああ、世那？　突然ごめんなさいね。今日の予定が少し変わりそうなの。ソロの子が指を怪我して、緊急でミーティング開くことになってさ。それで、午後からの遊ぶ約束だけど』

「う、うん……えっと――ああ、ンッ！」

　中年が穂先でゴリュッと秘奥を抉る。脊椎を焦がす性電流に、世那はたまらず喘ぎを散らした。首を横に振るも伴藤は動きを緩めない。世那の腰を掴み、少女の身体を上下させ、ベッドのスプリングを利用してずんずんと腰を遣る。

（な、何を考えている、のッ！　今は香蓮と電話しているのに！）

　だが焦燥とは裏腹に、蜜肉は収縮を強め、結合感を深めてしまう。蕩ける媚粘膜が白い本気汁を噴き零し、伴藤の律動に合わせて下品な姫鳴りを鳴らした。

　ぐびゅっ、ぶびゅッ――卑猥な水音が聞こえるのではないかと思うと恐ろしいのに、性の濁流は次々と源泉から漏れ、男の抽送を滑らかに加速させる。

「はぁ、あぅ、んっ、あ、あん、んっ、ンンッ！」

『せ、世那……？　ちょ、ちょっと、凄い声よ……ど、どうかしたの？』

「はぁはぁっ……ち、違う、のッ……今、外でェッ……は、はひっ……走って、てぇ……！」

『え……ああ、そうなの……今日は休日なんでしょ。大丈夫？　休むときはしっかり休まないと、身が持たないわよ。大会が近くて頑張りたいのは判るけど』

「う、うんっ……判ってりゅ、からぁっ……はーっ、はひ、ひぃっ、ひぐ、んんッ」

　太腿の引き攣りが激しくなる。もう限界だ。だがスマホを切ろうとした瞬間、伴藤が別のスマホを差しだしてくる。

「こっちの電話にも出て。左耳に宛ててごらん。そっちの電話に返事はしなくていいから」

「でん、わ……」

『僕だよ。鬼崎だよ。そのまま聞いてね。今、夜宮香蓮さんの近くにいるんだ。凄く怪訝な表情をして、耳を澄ませてる。さて、命令するね。イクまで電話を切っちゃだめだよ。通話したままイけ。良いね？』

「そん、なっ――」

『世那？　何か言った？　どうしたの？　本当に大丈夫？　もう切った方がいい？』

「あッ……ま、待って、もう少しだけ……はぁ、はっ……もう少しで、走るのやめるから……！」

　伴藤が腰を止める。やるしかない。世那は両手にスマホを掴んだまま、肥えた男の上で腰をくねらせる。香蓮がスマホの向こう側にいるのに――だが罪悪感も背徳感も、黒い悦楽を燃やすだけで。

（か、香蓮、ごめんッ……！　でも仕方ないことだからっ……こうしないと、僕も香蓮も破滅しちゃうから！　だから、だからッ――）

「ん、グッ……はぁはぁッ……あっ……イ……クぅッ……！」

　懸命に閉ざしたのに、唇は勝手に開き、女の啼き声を恋人へと聞かせていた。膣肉が収縮したまま強烈な引き攣りをみせる。その痙攣運動が男の肉欲を後押しした。

（あっ……く、るっ……あっ、あッ！　僕の中に、直接出てる……！）

　爆ぜた肉茎がドクドクと脈を放ち、新鮮な子種を子宮に注ぐ。中年の汚液が聖袋に溜まっていく感覚に頭が真っ白になる。

　だが身体は少女の意思などお構いなしだ。子宮口は穂先に吸いつき、痙攣の止まらぬ膣粘膜は男根を搾るように蠕動していた。

（これが精液を注がれる感覚……どう、しよ……し、幸せな気持ちが溢れて、止まんない……絶頂しながら中に出されるの……これ……気持ち、いい……）

　熱い汁が子宮の壁に散るたび、ぞわぞわと甘い鳥肌が立つ。女の本能が充足する悦びが、あまりに純粋な多幸感となって脳を侵していた。

「はぁ、はあ、ああ、ン……はーっ……はァッ……」

『……世那？　ねぇ、どうかしたの？　世那……』

「あ、あ……えっと、今日、行く……その、香蓮の予定に合わせて、デートに行くから……」

『え？　え、ええ。判ったわ……ねえちょっと。今、外なんでしょう？　あんまり変な声、出しちゃだめよ？　勘違いされちゃうから』

　それじゃ、ミーティング始まるから後でね――どこか不穏な気配を察知した様子で、だが香蓮はそれ以上言及せずスマホを切った。世那はその場から動けぬまま、腹筋を引き攣らせて虚無を見つめる。放心状態の少女へ鬼崎が囁いた。

『ふふ、おつかれさま。夜宮さん、首を傾げてるよ。まさか恋人がラブホで中年と生ハメしてるなんて思わないだろうね』

「鬼崎、くん……もう、良いでしょ……これ以上、は……」

『ああ、そうだね。伴藤さんとのセックスはこれで終了だよ。そうだ。今後、彼から誘いがあっても受けちゃだめだからね。個人での付き合いは避けるように。判った？　破ると大変な目に遭うよ？』

　脅迫されてなければ、見知らぬ中年とセックスなどするはずがないだろう――と言い返したいが、ぐっと堪える。と言うより、反論するほどの気力が残っていなかった。

『それじゃ、明日からの予定を伝えるね』

「ま、まだ……何かするの……」

『当然だよ。明日からが本番なんだ。まあ心配はしなくていい。これまで通り、荒鷲さんの日常生活は邪魔しない。それに君が嫌がることもしない。夢見心地でいさせてあげるからさ』

　男を調子づかせてはいけない。意思を示し、拒絶すべきだ。

　しかし開いた口はハァハァと艶っぽい呼気を吐くだけで、性に酔い痴れる頭にも言葉は浮かばず、怒りや不満を発露することもできなかった。

『後で詳細を連絡するから。最後だし、正午までは付き合ってあげなよ』

「あっ、ちょ……ンンゥッ！」

　何か言う前に通話が終わり、同時に秘奥から鋭い肉悦が噴きあがった。萎えることを知らない剛棒に突かれ、子宮に溜まった精液がたぷたぷと揺れる。

「あっ、あっ……まだ、硬く……つ、続ける気、なんですかッ……？」

「当然だよ。世那ちゃんみたいな可愛い子を抱ける機会なんて二度とないんだ。この引き締まったＪＫおま×こ、ギリギリまでおじさんに恵んでおくれよ。……もちろん、世那ちゃんが嫌ならやめるけど……だめ、かな？」

　獣のように求めてきたときとも違う。巧みな手淫で責めたててきたときとも違う。請うような瞳で見つめられ、世那の心は揺れる。こんな風に男から求められるなど初めてで困惑した。

（嫌なことは嫌って、言わないと……ああでも、伴藤さんは今日で最後、だし……昼までエッチをする、命令だし……し、仕方ない、のかな……？）

　全てが不明瞭で、曖昧模糊として、雲のようにふわふわと浮かぶ思考は纏まらない。絶頂後の気怠くも恍惚とした頭では満足に物事など考えられなかった。

「……わ、判りました、から……最後……ですし……」

「ありがとう、世那ちゃん……さあ、金玉空っぽになるまで中出しするぞッ！」

「はぁ、あっ、待ってくださっ、まだイッたばかり、でッ……いきなりこんな、激しッ……ああんっ、あん、あんっ！」

　世那が了承するや否や、男は滾りきった逸物で少女の柔壺を捏ね回す。隙間なく密着した結合部からは、青臭い淫汁がぶびゅっぐびッと噴き零れていた。




　足を踏み入れた瞬間、その空間が酷く淫猥な場所だということを五感で悟った。

　まず匂いだ。脳の芯がじんじんと痺れるような甘ったるい匂いが充満していた。部屋のあちこちに巨大なアロマディフューザーが設置されており、その先から煙る細かい粒子が肌に纏わりついてくる。

　真夏だと言うのに冷房の類は全く効いていない。蒸し風呂のようだ。カーテンは閉めきられ、橙色の光で満たされた空間は高級なエステ店そのものだ。中央に置かれた施術用のベッドが、余計にその認識を補強する。

「いらっしゃいませ、荒鷲様」

　部屋の隅から聞こえた声にビクッと肩が跳ねる。恭しく頭を下げるのは白衣を着た女性だ。このサウナ部屋の中でも汗一つかいていない。ロボットと言われた方が納得できそうだ。

「準備が整いましたら、バスローブを脱いでうつ伏せになってくださいませ」

「は……はい。えっと、あの……何をするん、でしょうか……」

「ご心配なさらないでください。簡単なマッサージです。専門的な説明は省きますが、筋肉痛や凝りの改善、怪我の予防、リラクゼーション効果もありますよ」

　穏やかな、どこか眠りを誘う声で女性は言う。世那はバスローブに指を掛け、帯を解いた。極小の白いマイクロビキニ姿が露わになる。乳輪も陰部もギリギリ覆うサイズの小さな三角形と紐が、少女の締まった裸身を飾りたてる。

（こんな恰好……命令されたからって着ちゃうなんて……やっぱり今からでも帰った方が……ああ、だめ……考えられない。頭、ふわふわする……）

　桃色の濃霧漂う施術室の中、世那はよろよろとベッドへ横になる。枕へ顔を伏せると、無防備な後ろ姿が間接照明に照らされた。尻に食いこんだ生地を直そうにも、紐同然の下着は手の施しようがない。

（ホテルじゃないけれど、油断はできない……マッサージだけで終わるはずがないよ……今日からまた……ここで、犯されるんだ……）

　唇を噛み締める世那の耳に扉の開く音が聞こえる。男が一人、部屋に入った。

「こんにちは、荒鷲さん。担当する八重垣です」

「あ……えっと」

「おっと、そのままで。荒鷲さんは何もしなくて良いですよ。ただ横になっていればいい。眠っていても構いませんよ。我々が極楽へと導きますからね」

「われ、われ……？　あッ！」

　ぞろぞろと男たちが入室してくる。施術用の白い衣装を纏った男の群れは、何か怪しい宗教団体のようだ。一人、二人、……その数は十二人だった。

「う、嘘でしょう……こんな大勢と――で、できませんっ！　無理です！」

「大丈夫ですよ。一斉に荒鷲さんを襲って食おう、というわけではないのです。研修生もいましてね。見学するだけの者もいますから。では、早速始めていきますよ」

「ちょ、待っ――ひゃッ！　な、何……何を垂らして……」

「血行を良くするオイルです。高級品ですよ」

　ベッドの四方八方を囲まれる。世那が狼狽する間にも、粘性のオイルが首筋や脇腹へと伝う。男の掌が背中に触れた。ピクッと肩を震わせる少女の肌に、厚い手がぬるぬると滑り始める。

（は、始まった……囲まれて……裸同然の恰好で、身体を触られてる……）

「はぁ、はあっ……あう、く……ううッ……んあっ……」

　身体を撫でる手が増える。背中。肩。脇腹。足裏。ふくらはぎ。膝の裏。そして太腿に腕……。太い指先が、繊細なタッチで少女の上を這い回っていた。

（何人から同時に身体を触られて……というか、この手つきなんなの……？　まるで伴藤さんが五人も六人もいるみたいに……）

　一週間で徹底的に牡愛撫の悦びを細胞に叩きこまれた身体だ。指先が触れた部分から淫らな熱が滲み広がって、火照りが波及していく。

「それにしても評判通りの素晴らしい身体ですね」「なんでも陸上部の主将だとか」「伴藤さんは『可愛いお姫様みたいな子だよ』と言っていましたねえ」「いやはや、まさにその通りだ」「可憐で愛らしく、それでいて努力を怠らぬ少女とは」「施術の甲斐がありますなあ」

　男たちの談笑が聞こえる。潤んだ瞳で周囲を見ると、最初はなかったカメラがベッドを囲んでいた。撮影もまた、世那に危険な昂揚を与える舞台装置だ。

「や、ぁ……さ、撮影は、だめ……だめです、お願い、だから……はぁ、あっ、ん……こんな映像、残さないで……だめ……」

「何を仰るのですか。この動画は施術のサンプルにするんです。全国の研修生に配布しますからね。隅々までしっかりと撮影しなければ。貴重な映像ですよ」

「サ、サンプルって……そん、なぁ……あんっ」

　太腿の付け根に指が滑りこみ、反射的に喘ぎを零してしまう。蒸れた股の間、下着の縁をなぞるように指先が往復した。

　追い打ちをかけるように尻臀に指が沈む。ねっとりとした手つきが二色の桃尻を揉み解す。オイル塗れの指が紐下着を除けた。肛門が露わになり、世那はハッと身を起こそうとする。だが這い回る手に筋肉が弛緩して満足に動けない。

「ほお、これが荒鷲さんのお尻ですか。肛門の形まで芸術的ですねえ」

「そ、そんなところ見ないでっ……汚いですから！」

「とんでもない。汚くなどないですよ。荒鷲さんは肛門まで可憐で美しい」

「こんな可愛いケツ穴初めて見ますよ。まさにプリンセスの肛門だ」

　十を超える双眸の矛先が一斉に尻穴に集中する。尻は左右に緩く開かれ、ヒクヒクと蠢く菊皺が晒されていた。

（見られてる……撮影も、されて……この動画が、もっと大勢に観られて……？　僕のお尻の穴が……知らない人たちの教材に……？）

　ゾッ、ゾゾッ……背筋を妖しい悪寒が伝い、世那は官能の戦慄に震える。また、この感覚だ。強烈な羞恥が黒い昂揚を生んで、腹の底を激しく疼かせる。

　変態。淫乱。伴藤に囁かれた言葉が蘇る。まさか、自分はそんなわけ――。

「さあ、お尻の穴にも馴染ませましょうね。なあに、最初ですから。入り口だけにしますよ」

「はぁ、はっ……お、お尻の穴……入り口って……ひゃあッ！」

　肛門にぬぷりと小指が挿入され、世那の思考は無理矢理に途切れる。オイル塗れの指は菊口を数ミリ前後した。潤滑液が腸門を捲り、泡の浮いた潤滑液がつぷつぷと淫らな音を奏でる。

「ちょ、ちょっと……あうっ、くっ……お、おねが、やめっ……んッ」

「リラックスですよ。身体を動かさないように。我々に身を委ねて」

「痛みはありません。施術は最後まで、荒鷲さんを気持ちよくするものですから」

「お尻の穴を解すのも大切なんですよ。括約筋をうまく制御しましょうね」

「怪我のリスクを軽減するためです。便秘解消にも効果がありますから」

　男たちの囁き声が鼓膜を震わせる。肛門を弄られる最中も、腋や太腿をまさぐられ、快楽の波紋は広がり続けていた。

（だ、め……頭、ぼうっとしてくる……しっかりしないと……嫌なことは嫌って言って、少しは抵抗して……惚けてる、場合じゃ……あ、うう）

　絶え間なく続く愛撫に女芯がとろとろと蕩ける。部屋に充満する匂いが肺を犯すようだ。乳頭に鋭い愉悦が迸り、首をグンッと反らす。

（あ、ああ……いつの間に僕は、うつ伏せから仰向けに……？）

　先ほどまで枕に顔を埋めていたはずだ。身体を見下ろすと、首元から爪先までオイル塗れになっている。意識も記憶も曖昧だ。空気と肌の輪郭が融けあうような、心地好い微睡みに似た浮遊感が全身を覆っている。

（乳首が、透けて……アソコも、完全に見えちゃって、る……）

　白く薄い材質の下着は完全に役割を放棄して、秘すべき乙女の筋が浮きあがる。赤く勃起した乳首は女体の興奮を嫌と言うほど周囲に伝えていた。

「はぁ、はあっ……あの、いつまで続けるん、ですか……」

「終わらせて欲しいですか？」

　八重垣が眼鏡の奥にある瞳をニコリと弧状に細める。世那は「はい」と言えなかった。終わらせて欲しいと答えれば、きっと最後は全員に犯される――そんな風に考えたのだ。その覚悟はできなかった。

「では続けますね。ここからは更に、凝り固まった部分を解していきますよ。荒鷲さん、正直にお答えください。今、身体で一番硬い部分はどこでしょうか？」

「え……ふ、太腿、とか……やっぱり、脚の辺りが……んんっ」

　答えた傍から男たちの手が太腿を這う。咄嗟に手が伸びそうになるも、両手首を掴まれ、バンザイのポーズをさせられる。汗とオイルに塗れた腋がてらてらと照明を反射した。

「本当に太腿ですか？　一番硬い部分がどこか、正直に答えてください。協力してくださった方が早く終わりますよ？　さあ、どこです？　そこを重点的にマッサージしますからね」

「そ、そんな……わ、判りません……」

「判っているんでしょう？　さあ、言ってください。どこが硬くなっていますか？」

　視線が双丘の頂へ集中する。何を言わせたいのか理解して少女は息を呑んだ。

（言うしか、ない……早く終わらせないとだめだし……言う、しか……）

　伴藤との一週間で学んだことだ。男たちは卑猥なことを言わせたがる。そして言うまで進まない。逡巡や狼狽は彼らを悦ばせるだけで、何の意味もないのだ。

「ち……乳首、です……お、おっぱいが張って……特に先端の方が、硬くなって、ます」

「素晴らしい。なぜ硬くなったのかも、ご説明いただけますか？」

「う、あ……さ、触られ、て……皆さんに身体を愛撫されて……興奮して気持ちよくなって、硬くなりました……」

「なるほど。施術中に快楽を覚え、撮影されることで性的に興奮し、大勢の男が見ている前で乳首が勃起した……と。では次は乳首の凝りを解しますね」

「そ、そんな言い方――あッ」

　結んでいた下着の紐がするりと解かれ、ピンとはしたなく屹立した乳首が露出する。男たちの指が乳房の根元を掬い、硬く凝った先端部が指で挟まれる。乳房が視界の下部でぐねぐねと歪んで、女の悦びが脳芯を熱くする。

「はぁ、あっ、あんっ……んぁ、ああっ、はあっ、ん……」

「良い胸だ。引き締まって形も良い。ですが少し凝りが強いですね」

「他にも凝っている部分があるでしょう。さあ、遠慮せず言ってください」

「こちらの方にも同じくらい硬いモノがあるんじゃないですか？　言えば早く終わりますよ？」

　ショーツの紐が解かれる。オイル塗れで重くなった下着が外れ、綻んだ牝の花弁が姿を見せる。両手と同様、両脚も左右に開かされた。男たちの手が陰毛を撫でる。オイルではない透明な露がたらりと付け根を這った。

「はぁ、はぁっ……あ、あ、う……そっちの方も、硬くなって、ます……」

「そっち？　そっち、では判らないよ？」

「あ、あっ……クリトリスが、勃起してます……マッサージされて興奮して、エッチな気分になって……乳首もクリも勃起、しました、ああんッ！」

　世那が言いきった瞬間、ご褒美とばかりに男の指がぬるりと肉芽を撫でた。刺すような肉の愉悦が脳天へと突き抜け、腰がぐんッとベッドから浮きあがる。

「よく言えましたね」「さあ、ここからは極上の時間ですよ」「素直な可愛い荒鷲さんには、更に綺麗になっていただきます」「身体に溜まった老廃物を出しきってしまいましょうね」

「あっ、あんッ……激、ひッ！　ひぐっ、んあっ、あんッ！」

　乳房が揉まれ、腋の窪みを指先で穿られ、肉豆の剥き身をオイルで転がされ、膣中に指が潜りこむ。両手足の指先一本に至るまで男たちの手が這い、全身が脱力する。

（なに、これぇ……も、もう、意味が判ら、ないっ……身体が融けちゃうッ）

「ふぁ……あっ、何、を……」

「より感度が高まるおまじないです。我々の指先に集中してください」

　顔に温かい布が置かれる。オイルを吸ったタオルが視界を完全に塞ぐと、男の言う通り肌がより鋭敏になる。

　触れられた個所が性感帯になっていくようだ。オイルで滑る手が少女に牝悦を送り続ける。目の前が薄暗いのに、やたらに眩しくて息ができない。

（こんなの我慢できるわけないっ……き、きちゃう、イッちゃう！）

「ンはァッ！　あぁっ、あっ、あっ、あんっ、はぁはぁっ、あっ、ああッ！」

　膣に納まった二本の指が、恥骨の裏を圧迫しながら小刻みに振動する。乳首がぎゅっと抓まれた。肉壺が男の魔指を噛みしめる。くびれた世那のお腹が引き攣りを起こして、形の良い臍が汗を吸いこんだ。

「はぁ、あっ……！　ああっ、だ、だめぇえええッ！」

　白い光が渦を巻き、少女の意識を攫う。強烈な浮遊感に世那の股間はぐっと跳ねあがっていた。己の秘部を高々と掲げる下品極まりない絶頂――だがオーガズムに呑まれた身体に自由など利かなかった。

「く、はぁッ……ひッ……！」

　八重垣がずるりと指を引き抜く。収縮しきった膣祠が指の腹に擦られ、絶頂の最中にある女体はガクガクと躍り、女の間欠泉をしぶかせた。

「おお、芸術的な潮噴きですねえ！　素晴らしいですよ！」

「身体に溜まった老廃物が出ていくのが判りますか？　さあ、もっと出しましょうね」

「ちょっと、待ああんッ！　あっ、あんっ、あぁっ、はひっ、ひぎ、ンンッ」

　再び指が挿入され、じゅくじゅくに蕩けた蜜壺を掻き回してくる。まだアクメの余韻は少しも鎮まってはいないのだ。絶頂の波濤が次々と押し迫り、少女を溺れさせる。

「やめ、でぇ……ッ！　イ、イグッ！　イッで、ますッ！　イッでる、のぉッ！　ン、グぅうッ！　イグッ！　はぁはぁイクッ！　イクッ、イクぅううッ！」

　ベッドに敷かれたタオルを足の指で挟み、両手は誰とも知らぬ男たちの手首を掴む。絶頂の叫びと一緒に少女は再び潮を撒き散らす。それでも男らは責めを緩めない。暴れる四肢を抑えつけ、あらゆる弱点へ的確に性刺激を与え続けた。

（あ、ああっ……イクッ！　イクのが、止まらな、いッ……息、できな……イ、グッ！　イ、イギ死ぬッ、イッで心臓どまっで、じ、じんじゃうッ！）

「ン、ぐッ……ん、ぎ……グぅッ……お、おおお、おひッ……ぎッ」

　もはや言葉にすらならなかった。爪先から首までを反らし、絶頂のアーチを描いて歓喜の呻きをあげる。ずり落ちたタオルから視界が開けるも、涙に濡れた瞳には何も映ってはくれない。

　ようやく指が引き抜かれる。たっぷりと水気を吸ったタオルの上で、オイルと汗に濡れた裸身をビクビクと躍らせる。直後、膀胱が緩む感覚を抱いた。まずい――そう思うも、絶頂で制御を逸脱した下半身に力は入らなくて――。

「あ……あ、あ……」

　ちょろ、ちょろろろろ……。開ききった割れ目の中、尿道口から黄色い液体が迸る。既に濡れたタオルは吸水性に乏しく、小便は尻房から腰――そして施術台の下にまで流れていった。

「はぁ、あ……み、見ないで……カメラも止めて、ください……や、ぁ……」

「恥ずかしがることはありませんよ。寧ろ、これで良いのです」

「全身が脱力した証拠ですからね。完璧なリラクゼーションですよ」

「老廃物も流れて、これ以上ない成果です」

「これを毎日続ければ、体調も万全で陸上に打ちこめますよ」

「さあ、水分補給と休憩を挟みつつ、続きをしていきましょうね」

「つ、続きって……まさか……ぜ、全員で、僕を犯すん、ですか」

「まさか。我々は施術師ですよ。五日間、荒鷲さんの身体をケアするのが役目です。強姦などしません。それとも、ペニスを使った内側からのマッサージもご希望ですか？」

　その言葉を受け、世那は無意識に八重垣の股間を見てしまう。意識が曖昧になるほどの絶頂に至ったというのに、女体は渇きを訴えていた。いや寧ろ――体液を垂れ流したから、だろうか？　だから、注いで欲しいというのか――。

（昨日の、凄かった……な。生のをアソコに挿入されて……も、もし今、こんなぐずぐずに蕩けた状態で、エッチしたら……あ、ああ、僕は何を考えてッ）

　いくらアクメに惚けていると言っても、あまりに思考が邪過ぎるではないか。首をぶんぶんと横に振って意思を示す。

「そうですか。承知しました。気が変わりましたら、言ってくださいね」

　男は平然と受け入れる。これで良いのだ。何も間違ってはいない。そう判ってはいるのに――なぜこんなに、苦い味のする寂寥感が滲むのだろうか。




「はぁ、あっ、ん……あぁっ、はぁっ、ん、ンンッ……イ、ク……！」

　左手で乳首を、右手で陰核をきゅっと押して、少女はベッドの上で肩を躍らせた。

　三度目のマッサージを受けた日の夜のことだ。世那は悶々とした欲求に流されるがまま、己の身体を慰めていた。達したばかりの身体をくたりとベッドに預ける。艶々した唇から漏れる熱っぽい呼気が、冷房の風に乗って部屋を舞っていた。

「……今日もシちゃった……どうして……どうしてこんなに、疼くの……」

　愛液で濡れた指を見つめながら自己嫌悪に陥る。自分で自分が理解できなかった。昨日も今日も、男らの魔指によって散々絶頂を味わっているのだ。それはもう、立てなくなるほど心身ともに疲弊しきるというのに。

　なのに――なぜかこの身体は飢え、渇き続けている。

（まさか……もう僕は……男の人のアレでないと、満足できなくなったんじゃ……そんな、卑しい身体に堕ちたんじゃ……）

　いや、そんなはずはない。それでは本当に淫乱ではないか。絶対に、違う。

　己の胸裏を否定するように首を横へ振る。その拍子に、姿見に映る自分と目が合う。だらしなく開いた脚。股の付け根から溢れる甘露。乳首は痛々しいほど勃起して、荒い呼気に合わせて上下する。

　自分から目を逸らす。だけど我慢できなくなって、ベッドの下にある引きだしを開ける。紙袋や新聞紙、ビニールで幾重にも包装されたディルドを取りだすと、少女は生唾を飲んだ。かつて伴藤からフェラチオの練習用にと渡された道具だ。

「だめ……だよ。こんなの絶対にだめ……本当に、変態さんになっちゃう……」

　言いつつも性玩具から目を離せない。ごくり。ごくり。何度も喉を鳴らし、世那はディルドを咥えた。

「んぅっ……ん、ふ……ちゅっ、じゅるっ、んぅ、ンンッ……」

　舌を這わせ、鼻をヒクつかせ、樹脂の棒を舐めしゃぶる。男根を咥えながら指を膣中に挿れて、伴藤が教えてくれた弱点――ざらざらした部分をくるくると擦る。すぐに肉の悦びが火花となって散り始めた。

（下品、過ぎる……こんなの絶対だめ……こんなの、やっちゃだめなのに）

「はぁ、はぁっ……だめぇ……だめ、やめて……お願いだから、やめて……」

　自分に向かって懇願するも身体は止まらない。姿見の前にあるカーペットをずらし、床にディルドを立てた。涎に塗れた疑似棒がピンと屹立している。

「……で、でも、ちょっと、だけ……別に僕がオナニーをしたって……だ、誰にも迷惑は掛からないし……それに、自慰はストレス発散にも、大事だし……身体にも、良いし……フェロモンの分泌が……安眠作用が……」

　一体誰に言い訳しているのだろう。それさえも曖昧なまま、世那は割れ目に指を添えた。縦の筋をくぱぁと開き、女の穴でディルドを呑む。

「んぁっ、はあ、あッ……ああ、ンッ！」

　棒が肉の花弁を拡げ、長い自慰で熟れきった粘膜を滑っていく。穂先が子宮にコツンと触れるだけで脊椎がビリビリと痺れた。

　求めていた感覚はこれだ。世那はカエルのようなポーズを取り、床に向かって腰を振る。下はリビングだ。声を懸命に抑えて股を性玩具に擦りつけた。

「ふーっ、んんっ、ンッ……んはぁっ、はっ、はぁンッ！」

　不自由な体勢も、陸上で鍛えた足腰にはなんら問題なかった。愛液と唾液が混じり、摩擦で泡立って、幾重もの糸を引いて床に溜まっていく。腰を振りたくりながら、世那は姿見に映る自分をぼうっと見つめた。

　なんて卑猥な姿なのだろう。自分の涎で湿らせた品のない玩具に向かって、慎みの欠片もない姿で腰を振っているのだ。口角に浮かんでいた唾は、今や朱唇の両側から溢れて首筋を伝う。啜っても啜っても間に合わず、上下に躍る乳房の谷間まで流れていた。

（酷い顔……何度見ても、セックスしてるときの僕は……いやらしいよ……でも、これが本当の僕なんだ……我慢できなくて、部屋で偽のおちん×んに腰振って感じる、スケベな僕が……）

　伴藤の言葉が蘇る。淫乱。変態。マゾ。そうかも、しれない。そして、それの何が悪いのだろう。快楽で淀んだ思考は、日々の凌辱も相まって、酷く弱弱しいものに変わっていた。

「あっ、あっ……くるッ……イクッ！　あっ、イクッ！　イクッ！」

　ひと際強い性電流が裸身を跳ねさせた。浮きあがった股間からぶるんっとディルドが弾け出て、躍る股が濁った淫汁をびちゃびちゃと撒き散らす。

　快美感で決壊しそうになる尿意をぐっとこらえた。イキ癖と一緒に失禁する癖までつきそうだ。マッサージの際に何度も小便を漏らしたことを思いだして、少女はぶるりと震える。潮を噴き、尿を漏らすのは、得も言われぬ快感があった。

（凄いイキ方、しちゃった……う、う……でも、なんで……？　足り、ない……まだ、満足できてない……今日だけで、軽く十回以上イッてるのに……）

　息もできないほど達し、水分が枯渇するほど汗と尿と涙を流し、それでもなお疼きは続く。一体、この身体はどうすれば満たされるのだろう。頭に浮かぶ答えがある。だけど、それを肯定する気にはならない。してはいけない。

（伴藤、さん……今、何してるん、だろ……）

　中年男の顔を、腹を舌を指を、そして男根を思いだす。

　認めたくないだけで、世那は理解していた。生の肉棒だ。樹脂ではなく、ゴムも纏っていないアレを、この穴に挿入して、大事な部分を牡の力で捏ね潰されたいのだ。そして最後には、この渇き飢えた子宮に精液を――。

（――ば、馬鹿っ……馬鹿っ！　馬鹿ッ！　なんてことを考えてるのッ！）

　これ以上沼に嵌まってはいけない。世那は汗だくの髪を振り乱して己を叱咤する。マッサージのことも伴藤のことも考えるな。自分で性欲を制御するすべを身に着けるのだ。そのためには。

（……満たされるまで、繰り返さないと。策略に、嵌まらないためにも……）

　それが誤った思考だと薄々気がついていても、少女は自分を慰める理由を肯定する。ぬるついた樹脂の棒を掴み、ぷるぷると引き攣る腰を立たせた。

「はぁ、あっ……ンッ！　あっ、あんっ……あん、ああんっ……」

　樹脂棒に跨り、再び腰を遣り始める。ぐびゅっ、ぐぶっ、ぶびっ……淫乱に相応しい下品な水鳴りが、牝猫のような甘ったるい喘ぎと一緒に響いていた。











第三章　肉棒を求めて疼く女体









「おっ、十回目ですね。さあ荒鷲さん。絶頂するときはどうするんでしたっけ？」

「可愛いアヘ顔を見せてくださいね。バッチリ撮影しますから」

「さあ、美しいイキ声を響かせて。女としての幸福を味わってください！」

　ヴヴヴヴヴッ……！　という激しい駆動音と一緒に、どこか激励するような声が鼓膜を震わせる。男たちの手からは先端の丸いマッサージ機が伸びており、少女のあらゆる性感帯に振動を送りこんでいた。

　腋。乳首。乳房。臍。太腿。そして恥裂。十本を超えるバイブが、世那に恐ろしいほどの悦楽を与える。少女はカッと目を見開き、股間を天に向かって掲げた。

「イ、イクッ！　世那、イッちゃいます！　はぁ、はーッ！　あああイクッ！　イクイクイクイクッ！　イ――クぅううううううッ！」

　オイル塗れの裸身を弓なりに反らし、教えられた通りに絶頂の遠吠えを響かせる。オーガズムの瞬間に男らは一斉にバイブを離した。打ち上げられた魚のようにガクガクと腰を跳ねさせ、世那は無様な牝の躍りを披露する羽目になる。

　まるで見世物だ。だが、そんな醜悪な仕打ちすら、日々の苛烈な調教でイキ狂う女体にはマゾヒズムの悦びとなってしまう。

「はあ、ひーっ……あ、あ……で、出るっ！　出ちゃい、ますっ……」

「おお、まだ出ますか。今日はもう三回も出しているというのに……流石は荒鷲さんですね」

「小便を漏らすときはなんと言うか、覚えていますね？　さあ、言ってください」

「は……は、いっ……み、見てください……イキしょん漏らして、幸せな気分になるマゾの変態を……ど、どうか心ゆくまで鑑賞して、ち×ぽ硬くしてくださいっ……あ、あっ、あああっ……」

　脱力した下半身から、じょぼぼぼと小水が噴き零れる。絶頂直後は尿道まで敏感になって、小便を漏らすだけでオーガズムの波が荒々しく乱れた。

　軽い絶頂が続いて腰がカクカクと上下に跳ね躍る。当然、尿もびちゃびちゃとあらぬ方向に散って、濃厚な臭気を部屋に撒いた。

（あ、ああ……僕はまた……なんてことを、して……）

　尿の勢いが弱まり、世那の身体はびちゃっと施術台へ倒れる。数時間に及ぶマッサージを受け、最後は指先まで力が入らぬほどに絶頂で疲弊する。この心地好い倦怠感は、まさに女にとっての至福に違いなかった。

（でも……それでも僕は……僕の身体は……こんなにイッても、まだ……）

　この五日間、一度も世那は性交渉に及んでいなかった。伴藤に会うまで異性との性経験がなかった世那にとって、五日間セックスしないなど極めて普通のことだ。だが、やはり疼くのだ。寧ろ絶頂を味わうほどに、身体は渇き続ける。

（まさか、オイルに……？　媚薬とか？　何か変な物が混ぜられていて、それで僕は……そのくらいの理由じゃないと、説明がつかないよ……）

「さて、これで施術は終了です。五日間、おつかれさまでした」

「え……お、終わり、ですか……」

　世那は呆然とする。伴藤が最終日に世那を生で犯したように、男らも最後は世那を輪姦するものと思いこんでいた。

「何かご不満ですか？」

「あ、いえ。……あ、ありがとうございました……」

　渡された白いタオルで胸元を覆い、言わなくても良い礼を言う。幾度とない絶頂を味わった心臓がバクバクと跳ねて、息が苦しかった。

「午後からは自主練でしょう？　ここで少しゆっくり休んでいってください」

「水分補給もしっかりしてくださいね。あっ……でもドリンクの残りあったかな」

「いや、確か切らしてたはずですよ。参ったな。すぐに買いに行かせますね」

「それともこれで水分を摂取しますか？　栄養もたっぷりですが、いかがです？」

「……え？」

　いつものように滔々と紡がれる言葉に、違和感のある一節が混じる。八重垣が自身の股間に手を伸ばし、スラックスのファスナーを掴んだ。水分補給。その言葉の意味をようやく頭が理解する。胸が、先ほどまでとは違う弾み方をし始めた。

「水分補給は大事ですよね。サービスいたしますよ？　さあ、どうです？」

「あ、あ……そん、な……僕――あっ、私はその……えっと……あっ」

　男たちが一斉にファスナーを下ろす。自分を囲む十二本の肉棒に息を呑んだ。

（ほ、ほら、やっぱり……僕を、犯すんだ……なんて酷い人たち、なの）

　そう思いつつも嫌悪感は滲んでくれない。舌の根に滲んだ唾をごくりと飲む。実際、喉も酷く渇いていた。鈴口から滴る先走りの露に視線が吸い寄せられると、やはり下品にも喉を鳴らしてしまうのだ。

「さあ、好きなち×ぽをどうぞ。我々のことは蛇口か何かだと思って」

「荒鷲さんのお好きなようにしゃぶって、水分を摂取してください」

「す、好きなようにって……僕は別に、舐めたくなんて……んむぅっ！」

　八重垣が股間をぐっと突きだす。肉棒が唇を割り開いて口腔に潜った。

「おっと……辛抱できず挿入してしまいました。さあ、舐めて。どうぞ遠慮なさらず。ち×ぽがずっと欲しかったんでしょう？　仕方ないですよ。このオイルを我々に延々と塗られては、誰だってそうなります」

（オイル……ほら、やっぱり！　僕の所為じゃなかったんだ……！）

　この五日間に味わった疼きの正体が判って安堵する。別に彼らは『媚薬』だとは一言も言っていないが――自分を納得させられる理由があれば良かった。

　薬を塗られたのなら仕方ないと、世那はイカ臭いペニスに舌を這わせる。独特の塩辛さと苦味が広がる。それは絶頂の余韻が残る身体には甘美な毒だ。

（おちん×ん舐めるのも、久しぶりな気がする……最初は不味くて吐きそうだったのに……あ……そう、だ……オナニーしなくちゃ……）

　伴藤に教えられた作法を守ろうと恥部へ手を伸ばす。だが男たちに腕を引かれ、世那は両手で別々の陰茎を握らされた。これでは自慰ができない。肉棒を頬張る少女は困惑を浮かべる。

「大丈夫ですよ。今はひたすらち×ぽを堪能してください」

「フェラ奉仕の際には自慰をするというマナーは、今は無視して」

「荒鷲さんはお客様なんですから。さあ、リラックスですよ」

「ふぁ、い……はむっ、じゅるっ、んむ、ふッ……ンッ……」

　両手と口腔を使って三本のペニスを扱く。既に干からびるほどの絶頂を味わった後なのだ。思考は混沌として自制心は利かない。

　裏筋に舌を這わせ、カリ首を唇で擦る。分泌された牡汁を唾液と混ぜて嚥下すると、牝の渇きが一気に潤っていく。

（絶対、凄く下品な顔してる……顔だけじゃない……脚も閉じずに、両手まで使っておちん×んをシコシコして……こんなこといけないのに……）

　オイルが垂らされ、全身を隈なく愛撫される。男たちは手だけでなく、各々の陰茎を少女の艶肌に押しつけた。逸物の弾力がくにくにと心地好い。肌を這う牡の感触が少女をより淫らに、そして艶っぽく変貌させていく。

（あ……そろそろ出そう……膨らんでる……）

　肉棒が口腔で膨張する。男たちの息遣いが切羽詰まったものに変わる。世那もまた、ゾクゾクと背筋を伝う昂揚に身を任せた。

「はぁ、はっ……で、出る……出ますよっ……出るッ！」

「んむぐっ……んむぅっ、ん、ンンゥ……ッ！」

　八重垣が唸り声をあげ、穂先をぐっと突きこむ。鈴口から精が飛沫をあげた瞬間――それが引き金になったかのように、少女を囲む全ての剛直が一斉に子種を放った。

（う、あっ……精液のシャワーが僕にっ……熱ぅ、いッ……はぁ、あっ！　だ、だめ、きちゃうっ！　精子を浴びてイクッ！　イ……クぅッ！）

「お、ぎゅッ……ング、ふ……ッ！」

　白濁に塗れた小麦の肌が、恐ろしく艶やかにさざ波を打った。それでも世那は咥えた剛棒を離さない。掌の中で陰茎が脈動するのを感じながら、喉に流れこむ精液をごくりごくりと嚥下する。

（なんて濃厚な精子なの……喉に絡みついてくるっ……）

　呼吸ができぬほどの粘度であった。それでも吐きださず、肉の管から子種を吸いあげては喉を上下させる。両の掌に納まった男根からも、指を蠢かせて白濁を搾りあげた。

「ふぅ……素晴らしいフェラチオでした。我々にとっても夢のような時間でしたよ。では最後に、開いた毛穴に精液を塗りこんでいきましょう」

「精液を、塗るんですか……そんな、はしたない……」

「想像してみてください。ザーメンオイルに塗れて、街中や学校を歩くんです。皆があなたを見ますよ。そしてこう思うでしょうね。ああ、この子は変態なんだ、って。男は勃起して、声を掛ければヤれる尻軽ビッチだと思うでしょう。女性はきっと蔑みます。こんな変態マゾと同じ女だと思われたくないわ――とね」

「そん、な……はぁ、んッ……あ、ンンッ……やめ、ああん、ああ……」

　狼狽する世那の身体に男たちの手が這い回る。触れた個所から官能が滲み、愉悦の波紋は重なって、巨大なうねりと化して少女の理性を呑む。世那はただ、端正な四肢をくなくなと悶えさせるだけだ。

「さあ、午後からの練習も頑張れるよう、仕上げていきますよ」

「今しばらくお付き合いくださいね、荒鷲さん」

「んっ、はぁ……や、ぁ……こんなのって……ンンッ」

　オイル。精液。汗。とろみのある液体が混じり、濁って、塗り拡げられていく。結局、男たちが挿入に及ぶことはなく――世那は極上の愛撫の中で、緩んだ唇の隙間から甘い息を継いで、白濁に塗れた小麦色の肌を波打たせていた。




「ねえ、顔が赤いけれど大丈夫？」

　机越しに香蓮が怪訝な視線を向けてくる。ジャージを羽織った世那は作り笑いを浮かべて「大丈夫」と返す。実際、体調は悪くなかった。

「多分、日に当たり過ぎたんだと思う。体調不良とかじゃないし、心配しなくても今日は自主練習の日だから無茶はしないよ。大丈夫。ありがとう、香蓮」

「そう……まあ、そうなら良いんだけど……」

　香蓮はそう言って、世那の身体をまじまじと見つめる。気づかれただろうか。シャワーこそ浴びたが、身体からは精液やオイルの残り香が漂っている気がした。

（ううん、きっと大丈夫……しっかり洗ったし……ただ喉に残ってる精液の匂いがするだけで……大丈夫に決まってるよ）

　香蓮の鼻が少しヒクつく。ドクン。ドクン。心臓が脈を強める。同時に、妖しい昂りが首筋を伝う。ばれるかもしれない――その緊張感が黒い昂揚を生むのだ。

「その恰好暑くない？　いつもは体操服とか陸上着でうろうろしてるのに、珍しいじゃない」

「え……あ、いや、うん。まあ、上着ぐらい羽織っておいた方が良いかなって」

「へえ、王子様にも遂に羞恥心が芽生えたんだ？　大人になったわねぇ」

「か、からかわないでよ。それに羞恥心なら元から強い方だってば」

「知ってる。恥ずかしがり屋の王子様だもんね。……ねえ、やっぱり暑いでしょう。脱がしてあげようか。上着も。下に着てるウェアも……ね？」

　蠱惑的な声で香蓮が囁いてくる。朱唇がうねうねと動く様子に世那は息を呑んだ。性交渉の誘いだ。未だに火照ったままの細胞がざわついて、喉がこるりと上下する。だが、世那は首を横に振った。

「や、やめておくよ。そろそろ午後練に行くし、今日は学校にいる生徒も多いしさ。ほら、三組で補習もしてるし。それに吹奏楽部だって集まってるんでしょ？　あまり派手なことできないよ」

「ま、確かにそうね。大事な時期だし我慢も大事、か。じゃあこうしましょ」

　そう言って香蓮が顔を近づけてくる。世那も顔を寄せた。

「今度の大会終わったらさ、ホテルでエッチしない？」

「えッ！」

「しー。声、大きい。ほら、私たちってラブホテルとか使ったことないでしょ？　色々道具とかも使ってさ……たっぷり愉しみましょうよ。それまではお互いに我慢ってことで。どう？」

　今度は首を縦に振る。心なしか頬を赤らめた香蓮は、「良かった」と口元を緩めた。それから少女は世那の頬にちゅっと唇を触れさせ、鞄を手に取って立つ。

「じゃ、そういうことで。王子様の性欲が強いのは知ってるけど、あんまりオナニーばかりしちゃだめよ？　私とのセックスまで悶々とした感情を抱えておくこと。判った？」

「ちょ、ちょっと……あまりそういう、下品な言葉遣っちゃだめだよ。風紀委員なんでしょ。生徒の模範にならなくちゃ」

「はいはい。ほんと、初心なんだから」

　流石の香蓮も少しは照れがあるのだろう。その様子を意外に思いつつも教室を去っていく少女の後姿を見届ける。一人になった教室で世那は深く息を吐いた。

（ごめんね香蓮……僕はもう、ラブホテルに行ったことがあるんだ……）

　上着のファスナーを少し下ろす。以前より膨らみの増した乳房――その谷間を見て自分で生唾を飲む。こんなにいやらしい身体つきだっただろうか。上着の中で蒸れた牝の匂いが、鼻をねっとりと撫でた。

（こんな穢れた身体で香蓮とエッチなんてできないよ……僕はどうすれば……）

　考えても答えの出ない問題だ。世那は思考を振り払い、バッグを肩に掛けて教室を出る。悶々と思案する時間があるなら陸上に使うべきだ。とは言え、今日はサッカー部がグラウンドを使っている。軽く身体を動かすか、それとも――。

　考えている最中にスマホが振動する。画面を見て心臓が止まるかと思った。鬼崎だ。電話に出る。少年の声が鼓膜を震わせた。

『やあ。教室でセックスを始めるのかと期待してたけど、流石にやめたんだね？　風紀委員長と王子様のセックスを眺めるの好きなんだけどな。残念』

「み、見てたんですかっ……！」

『ああ、周りを見ても判らないよ。そこに僕はいないから。それより、指示を出すよ。なに、ちょっとしたお遊びだ。君が男子にどう見られてるか教えてあげる』

　スマホを握る手に力が籠る。「嫌です」「やめてください」そんな風に強い言葉を返す勇気はなく、スマホが手汗で滑るのを必死に抑えながら耳を傾ける。

『今、男子サッカー部がトレセンにいるんだ。そこに行って、僕の指示通りに動いて欲しい。大丈夫。セックスしろとかち×ぽ咥えろとか言わないから』

「そ……そんなことして、何の意味があるんですか」

『さあ？　意味があるのかもしれないし、ないかもしれない。ま、そんなもんだよ。でも良いでしょ。無意味を愉しむのが人間の特権なんだから』

　机の中にあるイヤフォンを嵌めておいてね――憎らしいほど爽やかに言って、返事を待たずに通話を切る。やはり鬼崎雄吾という人間が理解できない。このまま逃げればどうなるのだろう。想像しながらも、いつの間にか机の中にある無線イヤフォンを取り、世那は右耳に嵌めていた。




　部室棟の一階に、空き教室を利用して作られたトレーニングルームがある。意外と上等な器具の揃った部屋だ。

　トレセンと呼ばれる教室の扉に手を掛ける。開いた瞬間、強烈な熱気が肌を撫でた。男の匂いだ。十名を超える男子たちが驚いたように顔を上げた。

「えっ、荒鷲先輩……？」

「あ、すんません！　今日って陸上でしたっけ？」

「う、ううん！　違うの。サッカー部の皆……だよね？　今日は自主練習で来てて……その、僕のことは気にしないで。あっ……べ、別にシャツも着なくて大丈夫だから！」

　慌ててシャツを身に着けようとする男子を制止する。大量の汗を滴らせる肌を見てドキリとした。大勢の男に囲まれると今朝の施術を思いだす。

「いやでも、なあ……？」

「良いのかな……。女子が来ることないから判んねえけど……」

「ほ、本当に大丈夫だし、気を遣わないで欲しいな。僕のことは男子だと思ってくれれば良いから……」

『良い滑りだしだね。命令するよ。僕も上着を脱ぐから大丈夫と言うんだ』

　どこかで監視している鬼崎の声が右耳に響く。世那は小さく息を吸って、笑顔を作って少年らに言った。

「……それに僕も脱ぐから、大丈夫。皆の方も見ないし、普段通り過ごしてよ」

　脱ぐ。その単語を発した瞬間、明らかに室内の空気が変わった。

（え……あ、れ？　皆……興奮……してるの？）

　それは世那にとって衝撃の事実だった。同級生も後輩も、男子は自分を女として見ていないと、そう思いこんで生きてきたから。だが今の、この空気――間違いなく、彼らは部屋に迷いこんできた『女』を意識している。

（これ、脱いでも大丈夫なのかな……？　み、皆、我慢できなくなって……僕を襲ったりするんじゃ……で、でも、脱ぐしか……）

　ドクンドクンと弾む心臓を抑えつけながら、世那はファスナーを下ろした。震える指でジャージを脱ぐ。下着同然の恰好――あるいは、見る者によっては下着以上に興奮を抱く陸上着は、今この瞬間にはあまりに無防備だった。

『ランニングマシンを使うんだよ。ああ、ウェアの食いこみは直しちゃだめだからね。背中を向けて、お尻を振って、性欲を煽るんだ』

　セイヨク――直接的な表現に息を呑む。やはり性行為をさせるつもりなのか。どちらにせよ、世那は鬼崎の言葉通りに行動するほかなかった。

「それ、じゃ……ランニングマシン使わせて、もらうね？　もしも交代するんだったら代わるから……僕のことは気にせず、トレーニングしてね……？」

　世那はランニングマシンを操作し、ゆったりと走り始める。既に汗みどろになった後ろ姿を晒して、引き締まった脚を動かした。

（皆、見てる……こんな風に見られるなんて、初めて……ううん、もしかして気づかなかっただけ？　皆……僕に、欲情するんだ……）

　今、一人の女として見られている。その事実に戸惑う。そして戸惑いと一緒に、確かな――やけに純然とした喜びを抱いた。

『お尻を揺らすのを忘れてるよ。さあ可愛いヒップを見せつけてやりな』

「あぁっ、はぅ、んっ……はぁはぁ……あっ、あっ、ん……」

　指示通り桃尻を左右に揺らす。ずれたウェアを直すことは許されない。食いこむ陸上着から覗くヒップは、日焼けの境界線がやたらに艶めかしく映った。

（命令とは言え、男の子にお尻振ってるなんて……あ、ああ、凄く見てる……そ、そんな風に見られたら、僕だって変な気分になるよ……）

　五日間、延々と施術で発情し続けた身体だ。今日も性交渉には及んでおらず、悶々とした感情が肌の下で充満している。それが毛穴から染みた牡の肉欲に焚きつけられて、細胞をぼうっと燃やしていた。

『さあ、声を掛けてみようか。マシンの使い方でも教えてもらってよ』

「はぁ、はぁ、んっ……ね、ねえ誰か……これ、どうやって速度を調整したら、良いのかな……教えてくれると、嬉しいんだけど……」

「あッ……じゃ、じゃあ俺が！　お、俺が手伝います！」

　すぐに一人の男子が駆けつけてくれる。誰かが「ちぇっ」と舌打ちする。それが少年に対する嫉妬だと判ると、産毛がゾゾッと逆立った。なんという恍惚感なのだろう。

（これ、まずいかも……癖になる……こんな感情向けられ続けたら……）

　手伝いに来た少年がマシンを操作してくれる。耐えきれず、世那はブルマの位置を調整する。だが、それは間違いだった。ウェアが動く様子を男が見つめてくる。遠慮がちだが確かに、少年の視線は股を這った。

『ふふ、見られてるね。さ、お礼を言って。笑顔でね』

「あり、がと……丁度良い、速さになった、よ……はぁ、はぁ……んっ」

「な、何かあったら、また呼んでください……て、手伝います、から！」

「うん……頼りに、してるね……？」

　ふぅと息を吐いて、頬を赤くする少年に微笑みかける。肌に奔る甘い鳥肌が鎮まらない。そして鎮まらぬまま、鬼崎の命令が続く。

『汗を拭うふりをして、腋を見せるんだ。荒鷲さんの腋は素敵だからさ』

（腋なんて……そんなところ見せられても、嫌なだけだと思うけど……）

　困惑しつつも、必要以上に腕を上げて汗を拭う。ぐっしょりと濡れた腋窩に男のぎらついた視線が注がれると、猛烈な羞恥と一緒に黒い昂揚が渦を巻いた。

（う、そ……え、えっ？　お、男の子って腋でも興奮、するの？　し、しかも今、僕も興奮して――う、う。腋を見せて、こんな気分になるなんて……）

　腋とは不潔の象徴だと、そう思っていた。見せるのも見るのも、誰も得しない汗の溜まった窪みだと。だが、違っていた。一度意識し始めると――まるで性器を露出しているような気分さえ抱く。

『興奮するよね。腋フェチって多いんだよ。ふふ、もっとサービスしてあげなよ。腋汗を拭く姿を見せたりしてさ。腋でち×ぽ勃起させてやりな』

「あ……タオル、忘れちゃった……」

「あッ！　じゃ、じゃあコレ使ってください！　まだ、その、未使用なんで！」

「ありがとう……ねえ、腋とかも拭いて大丈夫かな？　はぁ、はぁっ……腋の汗が凄くって……腋汗で、汚れちゃうかもしれないけど……良い、かな？」

　タオルを持ってきた生徒がぶんぶんと首を縦に振る。世那はマシンから降りて、肩で息をしながら左腕を上げ、タオルを宛がう。

　公開自慰をしているようだ、とさえも思った。自慰という単語が脳裏をよぎり、世那の意識は股に向く。汗ではない染みが滲むウェアにドキリとした。

『さ、もう少しサービスしちゃおっか。股間も拭くんだ。オナニーしてもいいよ？』

「ねえ……下半身も、拭いて良いかな……臭くなっちゃうかも、だけど……」

「へッ……あ、はいッ……ど、どうぞ、好きに使って、ください！」

　すっかり声が上擦った少年に世那は目を細め、股の付け根にタオルを這わせる。筋に沿って布を前後させると、ピリピリと甘い牝悦が背筋を伝う。

（何を馬鹿なことして……じ、自慰まではしなくていいでしょ！）

　流石に自分の行動が恐ろしくなってタオルをパッと離す。だが男たちの双眸が官能の情念に滾るのを見ると悪い気はしなかった。

「タ、タオルありがとう……ごめんね、私の汗で汚れちゃって……あっ。洗濯して返した方が良いよね？」

「い、いえ！　そのまま……そ、そのままが、良いですっ」

　まさか、家に帰ってからタオルを嗅いで自慰に耽るのだろうか。だが男の『オカズ』になると言うのは、いかにも『女の子らしい』ことにも思えた。

『後はフリータイムだ。さっきまでやったことを生かして、思うように振る舞いなさい。僕はもう帰るから、怪我のないように、ほどほどにね』

　鬼崎の言葉に世那は小さく頷いて返す。一体どこから見ているのだろう。何にしたって、世那のできることは――すべきことは一つだけで。

「……ねえ、まだお願いがあるんだけど、良いかな……？　他のマシンも使ってみたいの……皆……使い方、教えてもらえる？　邪魔して悪いけれど……手取り足取り、教えて欲しい、な……」

　申し訳なさそうに言う世那に対し、少年たちは筋トレを中断して立ちあがる。

（や、だ……皆の目が血走ってる……ま、待って、もう勃起してる子もいる……あ、ああ……僕に欲情して、僕に興奮して……僕も、興奮、してる……）

　五日間で丹念に育てられた牝欲の濁流が少女の心を侵食する。もう鬼崎の指示はない。それでも溢れる生殖欲求に促されるように、世那は催眠術にでもかかったように、曖昧な思考の中で淫猥なトレーニングに耽った。




「はあ、はぁ……手伝ってくれてありがとう。凄く良いトレーニングになったよ。じゃあ、お手洗いに行ってくる、ね……？　荷物の見張りだけお願い」

　一通りの器具を使い終えた世那は、肩で息をしながら口早に告げ、部屋を出た。閉めた扉に背中をそっと預け、深く呼吸する。

「……凄かったな、さっきの」「荒鷲先輩ってあんなにエロかったっけ？」「今まであんま意識してなかったけどさ……なんていうか……」「めっちゃ美人だよな」「スタイルも最高だし」「てか、ケツのラインエロ過ぎるだろ、マジで！」「あんなんパンツと一緒だよな……」

　すぐにヒソヒソと話し声が聞こえ、世那は息を潜めて聞き耳を立てた。

「ああ、くそっ。もう勃起し過ぎて筋トレどころじゃねー」「お前は良いじゃんか。先輩の腋汗タオルでシコるんだろ？」「……腋どころか股も拭いてたよな。ま×この匂いもついてるんじゃね？」「くっそぉ。……あっ、でも見ろよ」「先輩のジャージ……ちょっと俺、嗅いでも良いかな……」「お、お前、それはやば過ぎだろ」「でも、俺も嗅ぎたいかも……」「……俺も」

　途端に部屋が静かになる。ドアのガラスからそうっと中を覗くと、男たちが世那のジャージに鼻を寄せ、すんすんと匂いを嗅いでいた。

（嘘、でしょ……お手洗いに行くだけの短い時間で、我慢できなくなっちゃったの？　そんなに、僕で発情して……？）

　発情する少年らを見て世那もたまらなくなる。左手にスマホを握り、右手をブルマの中に挿入した。ちゅくり――女のとろみが中指に纏わりついた。

「あ、んッ……お漏らししたみたいに、濡れちゃってる……はぁ、はあっ……男子にジャージを嗅がれてる傍で……興奮してオナニーしちゃってる……」

　学校の廊下であることも忘れ、世那は夢中になって蜜壺を穿り回す。朝からの施術に加え、男子たちの肉欲を一身に浴び続けた結果、女体は燃えるような淫熱に苛まれていた。

（今日の僕、どうかしてる……ああん、でも指が止まらない……）

　十人を超える後輩たちに手伝ってもらう時間は、まるでお姫様のような気分だった。歪で、短い時間だったが、憧れていた自分になれたのだ。

　その悦びが性衝動となって少女を突き動かしていた。もう止まれない。キーンと騒がしい耳鳴りが響いて、目の前にチカチカッと雷光が瞬いた。

「イ、クッ……はぁはぁ、イクッ……イクぅッ」

　肩が躍り、汗だくの手からスマホが落ちる。世那はその場に膝をついた。毛先からポタポタと汗粒が滴る。今日何度目の絶頂だろう。凄まじい快感だった。でも。それなのに、まだ。

（まだ、足りない……イッてもイッても、渇いて……このままじゃ僕――）

「きゃっ」

　スマホが震え、短く悲鳴をあげる。部屋の中でもガタガタっと音がした。世那はウェアを元に戻し、素早く廊下を出て上履きのまま外に出る。

　電話の相手は伴藤だった。既に暴れ狂っている心臓が、更にドクンッと跳ねる。汗濡れの手を何度もウェアに擦りつけ、唾の塊を嚥下して電話に出た。

「も、もしもし、伴藤さん……？」

『おお、世那ちゃん！　久しぶり。暑いけど体調は大丈夫？　今日も練習？』

「は、はい……あ、えっと練習は別に……あの、終わったところ、です」

『そっかぁ。今日もおつかれさま。……でさ、用件なんだけど……』

　溌剌とした調子の声がトーンダウンする。緊張した息遣いが聞こえた。

『あのさ……近くに鬼崎くんがいたりしない、よね？　ばれちゃうとヤバい話なんだ……でも、相談したくて……』

　相談ですか？　そう尋ね返そうとして言葉が詰まる。

　何を言いたいのか、それだけで察していた。

『……今日、会えないかな。おじさんの家で……迎えに行くからさ……どう？』

「ど、どうと、言われても……個人で会うのは、禁止なんじゃ……」

『でも会いたいんだ。どうしても……たまらないんだよ。世那ちゃんを忘れられないんだ。俺にとって君は理想のお姫様で……ああ、すまない。気持ち悪いよね。判ってる。でも抑えきれなくて……ああ、会いたいよ世那ちゃん……世那ちゃん……だめかい……？』

　甘えるような声で囁かれる。気色が悪いという感想は抱かない。低い声に鼓膜が犯されているようだ。頭が痺れて、達したばかりの股から愛液がどばどばと溢れる。それでも世那は首を横に振った。断るべきだ。断ろう。――決意した少女は返事をしようとして口を開くも、それより先に伴藤の声が続く。

『実はもう、学校に来てるんだ。校門見える？　あ、こっちは裏門になるのかな。ほら、いつもの車。お、世那ちゃんが見えた。おーい、こっち、こっち』

　裏門に停まる車の傍で汗だくの男が手を振っている。なんて迂闊なのだろう。鬼崎がどこで見張っているか判らないというのに。

（まずいよ……こんなの見つかったら……伴藤さんも、僕も……）

　とにかく行くしかない。本当に？　別に伴藤が見つかっても関係ないではないか。いや、連帯責任を問われるかも。本当に？　判らない。

　だが世那の足は動き始めていた。荷物を取りに戻った後、伴藤の下へ向かう。中年は世那を見るなり腰に手を回した。大きな掌が、少女のくびれた腹を撫でる。

「ひゃッ……ちょ、ちょっと伴藤さんっ……こんなところで、だめっ」

「ああ、悪いね。世那ちゃんを見て我慢できなくなって。危ない危ない。続きは俺の家でやろう。さあ、入って入って。もう待ちきれないよ」

「え、い、いや……あの、僕はッ……あんっ」

　腰を這う手がするりと下り、少女の臀部をきゅっと掴む。まだ格好は陸上着のままだ。汗で吸いついた生地越しに尻房を揉みほぐされ、世那の息は発情した犬の如く弾む。五日間のマッサージで全身の感度が跳ねあがり、トレセンでの出来事で発情しきった身体は、巧みな牡の愛撫を浴びてくねくねと悶えてしまう。

「う、あ……だ、だめ。お願いですから、やめて……み、見られちゃいます」

「だったら早く入って。ね？　頼むよ。悪いようにはしないから。もう世那ちゃん以外とのセックスなんて考えられなくて……オナニーもしてないんだ。ほら、ち×ぽがパンパンに膨らんで辛いんだよ。生活に支障が出てるくらいでさ……」

「あッ……ちょ、こんなところで出しちゃ……はう、あっ、ンンッ！」

　伴藤はペニスを露出させ、ぐりぐりと太腿の付け根に食いこませてくる。牡棒の触れた個所が官能で炙られているようだった。

（だ、だめ。こんな場所で、こんなことしてたら……み、見つかっちゃう）

　鬼崎や香蓮だけでない。教師はもちろん、通行人に目撃されるだけで大ごとだ。世那は潤んだ瞳をそわそわと彷徨わせる。遠くを歩く制服姿の生徒を見て、もはや猶予など一刻もないことを悟った。

「……わ、判りました、から。い、行きます……乗りますから」

「おお、ありがとう！　それじゃ、車に乗って。鬼崎くんに見つかったら大変だからね。早く行こう。さ、乗った乗った。家でハメまくってあげるからね」

　鬼崎を恐れるなら学校に来なければ良いのに。そう思うと同時に「そうまでして世那に会いたい」という男の心理を考えると、どうにも嫌な心地はしない。

（もう迷っても仕方ない……こうなったら、伴藤さんを満足させるしか……）

　世那は諦めて車に乗る。シートベルトを締め、身を縮めて顔を伏せた。

「以前にも増して綺麗になったねぇ……急に呼びだして悪かったね。お礼にたっぷり、世那ちゃんを幸せにしてあげるからね……」

「あ、んっ……ば、伴藤さん、こんなところで……はぁ、はぁ……だ、だめ……あっ、あん……や、やるなら別の場所で……は、早く移動を……ンンッ」

　伴藤の太い指が芋虫のように太腿を這う。車が上下に揺れるほど世那はビクビクと肩を躍らせた。女の源泉から果蜜がどばどばと溢れる。処女を奪った男だと女体が認識しているのだろう。触れられた個所から官能の業火が噴きあがり、耳の裏まで一瞬で燃えていた。

「ふふ、そうだね……ここで乳繰り合って鬼崎くんに見つかったら大変だ。さ、行こうか。そうだ世那ちゃん。オナニーしてみてよ。家に着くまで、乳首とま×こ弄ってて欲しいな」

「そ、そんなことできませんッ……通る人に淫乱だと思われちゃう……」

「おや、違うのかい？　世那ちゃんは筋金入りの変態マゾ牝だろう。ほら、解放感があって気持ちいいよ。やってごらんよ。頼むからさ」

　中年の目がぎらぎらと輝く。穏和な声音だが、サディスティックな昂揚に憑かれているのは明白だ。何にせよ門の傍で問答を繰り返す余裕はない。

（やらないと、車を出さないつもりなんだ……こんな状況を見られたら終わる……こ、この車の窓は見えづらいし……だ、大丈夫だよね……？）

　キュッと目を瞑り、ウェアを捲りあげ、乳房を露出させる。硬く尖った勃起に冷房の風が触れて眉が跳ねた。ブルマの紐を解いて足首まで滑らせる。

　男の手が太腿をぐっと割り開いた。促されるがまま大きく股を拡げ、少女は濡れそぼった恥園に指を這わせる。

「あっ、ん……はぁ、はぁっ……あっ、あ……ンッ」

「ふふ、ぐしょ濡れだね。乳首もビンビンだ。期待してたんだろう？　おじさんと電話して、セックスできると思って、マン汁垂れ流してたわけだ？」

「な……なんでもいいです、から。早く車を……！」

「判ってるよ。意地悪してごめんね。安全運転でゆーっくり走らせるから、世那ちゃんは気にせず、オナニーしまくって愉しんでね？」

　もう世那は返事しなかった。乳首を抓み、膣中に挿入した指で小さな円を描く。羞恥を紛らわせるために快楽に縋るなど最悪だが、車が動かない方が困る。

（うう……車の助手席なんて、ほとんど外と変わらないのに……おっぱいもアソコも、酷いことになってる……早く動かして……！）

　想いが通じたわけでもないだろうが車が動きだす。どうか誰も見ないで――そう願うのに、人の近くを通るたびに膣が指をぎゅっと締めつけるのが哀しかった。

「世那ちゃん世那ちゃん。左、見てごらん」

「ひだり……あッ」

　見ると、自動車に乗った男が目を丸くして世那を見つめていた。いや、目を丸く、というのは少し違う。眼球を見開いて、少女の痴態を網膜に焼きつけているのだ。見えている――薄黒い窓は完全に遮蔽してはくれていなかった。

「や、やぁっ！　い、嫌、もうやめます！　こんなの無理、無理です！」

「そう言わずに。サービスしてあげなよ。どうせもう二度と会わないんだからさ。ほら、おじさんの指をしゃぶって、エロい顔も見せてやりなよ」

「そんな――んむっ……んむ、んふ、ンッ……」

　伴藤の指が口の中に突っこまれる。舌を引っ張られ、涎がだらだらと顎先に零れた。男の視線が胸の突起に集中するのを感じて、先端がビリリと痺れる。

「イクまで続けるよ。信号変わっても動かないからね」

　言っていることが無茶苦茶だ。それでも世那は首を弱弱しく横に振って、膣中に潜っていた指を抜き、剥けた肉豆を転がす。乳首と陰核の二点をくにくにと潰すと、瞬く間に筋肉が張りを強め、ぷるぷると引き攣り始めた。

（涎垂らしてオナニーしてるの……見られ、てる……！　はぁはぁっ……こんなの嫌なのに……どうして僕は……あっ、あッ！　くるっ……イクッ！）

「んむぅ、ふッ……！」

　性電流に腰が跳ね、恥部からぶしゅッと潮が噴きだす。絶頂の瞬間に左手が乳首をぎゅっと抓り、それがまた狂おしい歓悦の奔流を呼んで、少女の背筋はぐねりと座席から反り返った。

「ふふ、良いイキっぷりだね。あっちのおじさんも満足しただろう。ほら、最後に笑って。笑ったら、後はもうゆっくり休んでていいから。ね？」

「はぁ、はぁ……い……」

　オーガズムに浸る脳は思考を放棄して、口元をにへらと緩める。涙に濡れた視界には、相手がどんな顔をしているのかは判らなかった。ただ判るのは――自分が恐ろしく、下品ではしたないイキ顔を晒し続けているという事実だけだった。

（どこまで堕ちて……こんなことしていたら、本当に戻れなくなる……）

　やめなければ。特に今は鬼崎に脅されたわけでもなく、伴藤に従うなんておかしい。今更になって異常性に気づくも、既に遅かった。

「さあ、到着したよ。結構良いマンションだろう。これでも稼いでるんだよ」

「あ……」

　目の前にそびえたつマンションを呆然と眺める。「あの、やっぱり僕……」口ごもる世那の横でドアが開き、男が手を引いた。

「さあ、おいで」

　帰らないと。陸上着のままで、荷物も車の中だ。だけど、どうしても男の手を振り払えない。エレベータに入る。不意に中年が抱き締めてくる。世那は「あっ」と短く声を発するだけで、何も言えなかった。伴藤が唇を重ねてきたからだ。

「ちゅっ……んっ……待っ、ンンッ……はぁ、はむぅっ、んふ、んむぅ……」

（こんな、いきなりッ……や、ぁ……やっぱり伴藤さんのキス……頭の中、蕩けちゃう……ふわふわして、何も考えられなくなるッ……）

　太い指が尻房に食いこみ、無茶苦茶に揉みたててくる。舌先はクリトリスのように敏感になっていた。男の肉帯と擦れるたびに脳の芯まで熱く痺れる。

「はぁはぁ……ほら、世那ちゃんも。教えたよね？　キスの最中は何をするんだった？　少し会わない間に忘れちゃったかな？　ほら、撫でてよ……ね？」

　誘導され、掌を男の股間に宛がう。伴藤の股は酷い有様だった。下着とスラックスを隔てているのに、先走りの露が掌に糸を引く。高々と張ったテントを指先で揉みほぐす。勃起棒をゆったりと撫で回すと嫌でも心臓が弾む。

（今からこれ、挿れるんだ……僕、犯される……犯されるって思うと、どうしてこんな……うう、認めたくないけど、身体がセックスを期待してる……）

　生で生殖行為に及んだ記憶が脳裏に蘇る。子宮が降りて、女の芯が官能の期待に震えた。抵抗の意思も逃げるという気力も、性欲に押し返される。

「ああ、世那ちゃん。だめだ……もう我慢できないよ……」

「え……何を言って――ひゃあッ！」

　一瞬の出来事だった。男に身体を反転させられたかと思うと、膝の上までぐいっとウェアを下ろされる。世那が狼狽する間に中年は逸物を取りだした。弧を描く男根を股の下に潜らせてくる。愛液塗れの割れ目に陰茎が滑った。

「あっ、あんっ……ば、伴藤さ……何を考えてッ……エレベータの中なんですよ！」

「そんなの判ってるよ。でもね、世那ちゃんがいけないんだよ？　君が可愛くて色っぽくて、セクシーで素敵で、おじさんの理性がおかしくなっちゃったんだ」

「そん、なっ……ぼ、僕の所為にしな、あああんっ」

　男が腰を前後に揺する。凄まじい段差を誇るカリ首が、咲き綻んだ少女の花弁をくちくちと捲る。ただそれだけで腰の抜けそうな愉悦が脊椎を抜けた。

（あ、あ……だめ、力入らない……僕……おち×ぽに弱すぎる、よ……）

　だが知ってしまった。この灼熱を帯びた肉刀に刺され、粘膜を抉られる牝の悦びを。汗だくの両手がエレベータの壁に埋められた鏡を滑る。目の前にいる女は涎を浮かせ、熱っぽい呼気を漏らして腰を揺らしていた。

「僕？　僕、じゃないよね。やっぱりセックスして思いださないとね？　世那ちゃんが生ち×ぽ大好きなドスケベお姫様だってことをさ……」

「はぁ、あっ、あっ、ああ……ッ！」

　穂先が膣口に嵌まる。熟れきった牝穴は少しの抵抗も見せない。花弁が亀頭を包みこみ、蠢く淫溝は奥へ奥へと剛直を招く。焦らすように緩慢に、ずぶずぶと肉茎が潜りこんでくる。

（ほ、本当に挿れてッ……あ、あっ……また私の中に、おちん×んが……う、嘘、やだ、だめッ！　嘘くるっ！　きちゃう……あっ、あッ、くるッ――）

「はぁ、はひ、グ……ッ！　イ、イクッ！　イクぅううううッ！」

　穂先が子宮に接吻した瞬間、歓喜が脳天に向かって駆け抜けた。ただ挿入されただけで達したのだ。灼光に世界が瞬き、喜悦が肌に波を奔らせる。

「あ、あああ……はぁ、ひーっ……んあ、ああ……はー、ハァッ……」

　指や性玩具では決して味わえない深い結合感に恍惚と息を漏らす。肩が跳ね躍り、半開きの唇は泡を噛んで、透明な涎をたらたらと零していた。

「お、ほッ……これだよ、これ……このギチギチに締まったま×こ……陸上で鍛えた膣圧がち×ぽを食い締めてッ――腰が勝手に動いちまうよッ！」

「あ、あんっ！　はぁ、あっ、い、いきなり激しっ――あああんッ！　あんっ、あんっ！」

　くびれたウエストを掴み、伴藤が腰を遣る。解れきった粘膜は貪欲に蠢き、そして陸上で鍛えた膣口は強烈に男根を締めあげる。まさに蜜壺と呼ぶに相応しいだろう。蠕動する媚肉は蕩けるような愉悦を牡にもたらしていた。

「どうだい世那ちゃん？　久しぶりのおじさんの生ち×ぽの味は。まあ、答えなんて聞かなくても判るけどねえ。このま×この蠢きが返事だよね？　ふふ、白く濁ったマン汁が泡噴いて溢れてきて……顔もどろどろだね？」

「はぁ、はぁ……ゆ、許してくださ、ひっ……ンッ！　あああ、こ、こんな場所じゃだめ……らめなの……へ、部屋には行きます、から……！」

「ああ、そうだね。当然、部屋には行くさ。エレベータからも出てあげるよ。世那ちゃんの望みは全部叶えてあげる。――っと、さあ到着したよ」

　エレベータが止まる。ドアが開き、心臓が破裂しそうになった。幸い誰も待ってはいなかったようだ。しかし本当の窮地はこれからだった。

「え、あっ……待って！　こ、こんな状態で出るなんて……ああっ」

　伴藤は両手首を手綱のように引くと、ぐっと身体の向きを変えてしまう。その状態で歩みを進め、信じられないことに結合したまま廊下へ出た。

（な、なんてことを……！　セックスしている、のに……セックスしたまま、マンションの廊下を……ああああ、こ、こんなの狂ってるッ）

　やめさせないと。逃げないと。頭で判っていても身体が思うように動かない。肉杭に穿たれた股を中心に四肢は末端まで痺れ、ピクピクと引き攣るばかりだ。その状態で伴藤が腰をずんずんと遣ると、世那はあんあんと喘いで進んでしまう。

「伴藤、さん……お、お願いです……！　ハァハァッ……こ、こんな、見つかったら僕たち……ウウ、絶対にだめ……だめェッ……！」

「何度言えば判るんだい。僕、じゃないよね？　それに嫌なら階段まで歩けばいい。このマンションで階段を使う住人はいないからね。そこまで進むんだ。ほら」

　伴藤が腕を離す。上等な赤銅色の絨毯に手をついた世那は、少しの間迷うも、諦めてよたよたと進み始めた。

　極限の緊張感と性悦に眩暈がする。涎か汗か判らない液体が眼下で揺れていた。これはきっと悪い夢に違いない。だが残念なことに、子宮を穿たれる甘い息苦しさも、膣を擦られる狂おしい快美感も、今が現実であることを告げていた。

「おっと、まずいぞ。鍵が開く音がした……ほら、世那ちゃん！　早く早く」

「あ、あ……そんな……はぁ、はひ、ひーッ……」

　秘奥を叩き、尻をペチペチと打擲して急かしてくる。少女は必死の形相で手足を動かした。廊下から踊り場へ出た瞬間に背後で扉の開く音がする。息を殺す二人の背後で――住人が遠ざかっていく気配がした。

「ふー……危なかったね。廊下で生ハメセックスなんて危険過ぎるなあ。この淫乱ＪＫめ。おじさんを誘惑して、破滅させる気だな？　ん？」

「何、言って……伴藤さんが無理矢理ッ……も、もうこんなのやめ、ああんッ！」

　腰を掴んだ中年はひと際強く子宮を突きあげる。世那は縋るように手すりを掴んだ。涙で滲む視界に青空が映る。その下には駅前の街並が広がっていた。

（あ、ああ……こんな場所で、僕はセックスを……こんなのって……）

　車が行き交い、往来を歩く人の姿も多い。世間は夏休みだ。学校の生徒と思しき人影が眼下を通ると心臓が余計にバクバクと弾む。

「本当に判りやすいねぇ。エレベータより廊下。廊下より階段。ま×この締まりが更に強くなってるよ？　世那ちゃんは露出プレイが好きなんだね？」

「そんな……露出なんて……誰かに見られたく、なんて――」

　言ってからハッとする。トレセンでの昂揚が蘇って、ぞわぞわとうなじが震えた。誰かに見られるかも――そんな風に想像すると、頭の芯まで甘く痺れた。

（ち、違う……僕は……だってこんな、全部仕方なくやらされて）

「己を曝けだしなさい。胸もま×こも心の内さえも、空の下にね」

「あ、ンッ！」

　捲られたウェアが乳首をピンと弾いた。たぷんっと顔を出した肉鞠に男の指が沈む。膣奥と乳房を同時に捏ねられ、垂れた目尻から涙が零れる。もう自力で脱出するのは不可能だろう。己の末路を悟って鼻を啜った。

「取り繕うのはやめにしようじゃないか。君は露出狂なんだよ。青姦して悦ぶスケベ女子校生なんだ。そらッ――自分を解き放ってみろ！　今どこで、誰と何をしてるんだ！　ほらっ、そらっ！　言え！　言うんだよ！」

「はぁ、あっ、あんっ！　や、ぁっ……無理ですっ、こんな、ああんっ」

「言わないと終わらないぞ！　判ってるんだろ、ええッ？　おじさんの指示に従って叫べば部屋に連れて行ってやる！　さあ言いなさい！　世那ちゃん！」

　指の隙間で乳首を挟みながら、青さの残る尻房に腰を打ちつけてくる。普段の穏和な姿とはまるで違う苛烈な物言いが、唾の塊や荒れた鼻息と一緒に背中へ降り注ぐ。

（伴藤さん、完全にスイッチが入って……うう、こうなったらもう、僕は何もできない……ただ伴藤さんの言いなりになるしか、ないっ……）

「どうなんだ世那ちゃん！　一生あんあん喘いで言わないつもりかい？　それとも露出狂の君は、誰かが通るまでここでハメたいのかなッ？」

「ああ、そんな……い、言いますからっ、ああっ！」

　伴藤の手が尻房をペチィンと叩く。打擲の刺激で尻房はキュッとえくぼを作り、女の粘膜は吸着を強める。背筋を伝う肉悦の電流に脳がショートした。思考が爆ぜた世那は、半ば自棄気味に叫びをあげる。

「わ、私……はぁ……おじさんと、階段でセックスして、ますッ……」

「お、おおッ……！　叫んだ瞬間にま×この締まりが強くなったぞ……！　やっぱり淫乱だねえ！　だけどそれで良い！　ほら、こっちも責めてやるッ」

「はひッ……そこ、はぁ……ッ！」

　伴藤の指が菊穴に挿入される。肛門が異物を察知すると、なぜか膣がじゅくりと疼く。入り口付近だけとは言え、尻の穴も五日間で何度も解されていた。人の指程度ならすんなり入ってしまう。

「そこじゃないだろう？　どこに何をされてるんだ？　んッ？」

「あ、ああっ……お、お尻ですっ……お尻に、おじさんの太い指が入って……指とち×ぽで、お尻とおま×こ犯されてます……ウウウッ」

「お尻じゃないよ。今日からココはケツま×こ、だ。ほら、もう一度！　ま×ことケツま×こ犯されてアヘ顔晒すマゾ牝です――って言ってごらん！」

「はぁはぁ……は、い……ケツま×こ、と……おま×こ犯されて……世那はアヘ顔晒す……はぁ、あんっ……ああん、マゾの、牝です……ううっ」

（は、あッ……なんて下品なことを言って……あ、ああ、でもだめッ！　エッチなこと言うと、お腹の奥から気持ちいいのが溢れて……あ、頭が、痺れる、のッ）

　解放――伴藤の言葉が頭をよぎる。まさに解き放っているのだ。他者の評価や印象など関係ない。衣を脱ぎ捨て、己を晒し、叫んでいるのだ。王子様なんかじゃない。誰かの偶像ではない――これが今の、荒鷲世那なのだ。

「はぁ、あっ、あんっ、ああっ、あんっ！」

「お、ほぉッ……！　調子が出てきたじゃないか！　さあ、たくさん言葉を教えたろう！　おじさんのち×ぽ気持ちいいかい？　ん？」

「は、いッ……おじさんのち×ぽ……き、気持ちいい、ですっ」

「なら態度で示すんだ！　自分でフィニッシュまで導きなさい！　部屋に行きたいだろう？　射精させたら終わりにしてやるぞ！　さあ、ま×こ締めて、腰を振るんだ！」

「はぁ、は……いッ……おま×こ締めて……あうう、腰、振ります……ンンッ」

　思考は弾けたまま戻らず、世那は自ら腰を振りたくる。恐悦に身を委ねなければ気が狂ってしまいそうだった。快楽の濁流に攫われるがまま――何かに縋るように手すりを握りしめ、女の頂に向かって駆けあがっていった。

「あ、ああんっ、あんっ……伴藤さんっ、私、もうっ……！」

「あ、ああっ……判ってるよ……ううっ、おじさんもイクよッ」

　伴藤が律動を繰り、前後する剛直に応じて少女も腰を躍らせる。これ以上ない結合感に、あまりに純然とした多幸感が湧きあがり、とぐろを巻いて少女の理性を攫う。

（も、ぉ……だめッ！　凄いのがきちゃうッ……伴藤さんのも膨らんで……ああ、生で出されるなんて……でも早く終わりにしなくちゃ……終わってぇッ！）

「イ、イクッ！　イクッ！　ああ、伴藤さん、イキますッ！」

「う、ぐッ……ああ、俺もだ！　出るッ……出すぞッ！　現役ＪＫのま×こに中出しだッ……お、おおっ……イクッ！　イクッ！　イクッ！」

「イ、クッ……ああイクッ！　イクイクイクッ、イクぅうう――ッ！」

　牡棒が子宮口にめり込んだ刹那――世那はしなやかな女体をぐんッと反らし、歓喜の瞬間を迎えた。目も鼻も口も総身の毛穴まで開いて、青々とした空に向かってケダモノじみたイキ声を響かせる。流れる性電流に全身の痙攣が止まらない。髪の一本まで痺れる歓悦に、鍛え抜いた四肢をビクビクと震わせた。

（出て、る……伴藤さんのせーえき……私の中……満たされて、る……）

　どぷっ、どぴゅどぷっ……膨張し、爆ぜ、牡欲の果てが子袋へと注がれる。子宮の壁を灼熱のとろみが叩くたび、恍惚とした感情が下腹部で煮えたった。

（うう、この感覚……僕の身体が欲しがってたのは、やっぱりこれなんだ……）

　認めたくはないし、認めてもいけないだろう。だが脳が融け、汁となって全身を侵すような悦楽は到底否定できない。本能的に菊穴をキュッ、キュッと窄ませ、艶尻を揺らして肉棒を扱く始末であった。

「はあ、ふう……ほら世那ちゃん、繋がったままキスしよう……」

「あっ……はむぅ、ん、ふっ」

　顎をくいっと傾けられる。促されるがまま、汗だくの背中をくねらせて口吸いを交わしていた。絶頂中のディープキスに脳芯がビリリと痺れる。蕩けたままの思考は形を成さず、理性は蒸発したまま戻らない。

「……じゅるっ、ぷはぁっ……気持ちよかったね、世那ちゃん……でも判るだろ？　おじさん、この程度じゃ全然満足しないんだ。ほら……ち×ぽが全然鎮まらなくてさ……ね？」

「ああ、ンッ……ら、め……奥ぐりぐりしちゃ……ああんっ！」

　膣中の圧迫は少しも衰えぬままだ。寧ろ女の露を吸い尽くした影響か、勃起の脈動は強さを増して、子宮に溜まった子種をたぷたぷと揺らす。

「さ、それじゃあ続きをしよっか。約束通り、お望み通り、俺の部屋で犯し尽くしてあげる。アフターピルあるから大丈夫だよ。たーっぷり、世那ちゃんの大好きな中出しセックスを愉しもうね？」

「の、望んでなんて……好きなんかじゃ……あぁ、あンンッ！」

　否定の文言さえ満足に紡がせてはもらえない。伴藤に腰を引っ張られ、世那はその場で四つん這いに崩れ落ちた。

「お、また獣みたいなエッチがしたいのかい？　よぉし、ならさっきの続きだ。部屋までセックスしながら歩こうか。ふふ、すっかり癖になったんだねぇ」

「そ、そんなっ……約束が違っ、あっ、あんっ、待っ、ンぁっ、ああっ！」

　男がずんずんと腰を遣り、前に前に世那を押す。余韻が残る媚粘膜を擦られては何もできやしない。肉打ちのたびに結合部から淫汁を撒き散らしながら――世那は牝犬の如き体位で、四肢を震わせて階段を上っていった。




「ん……」

　焼きつくような陽光に、世那は貼りついた瞼を開く。倦怠感の残る身体を起こすと、上質な薄い寝具が肌を滑った。露わになった乳房が、てらてらと夏の陽射しを照り返している。

（なんで、裸……僕、どうして……ここは……）

　目を擦り、何度か瞬きをしてようやく、世那は現在地を思いだす。伴藤の家だ。昨日は結局、夜通し性交渉を繰り返し、半ば気を失う形で眠ったのだった。

（う、あ……そう、だった……僕……伴藤さんの家で、セックスを……）

　後悔が津波のように押し寄せる。情けない自分に嫌気がさして泣きそうだ。だが過ぎたことも、今この場にある現実も変えようがない。

　布団を除ける。尿か愛液か汗か――ベッドには大きな染みが広がっていた。股には乾いた精液が付着している。股間から立ち昇る淫臭が鼻を衝いた。

「おはよう、荒鷲さん。昨日はよく眠れたかな」

「あッ……あ、えっと。は、はい。おかげさま……で――？」

　返事をしながら声の方を向いた瞬間、世那は硬直する。鬼崎雄吾だ。その前には、椅子に縛られた全裸の伴藤が座っていた。

「な、何……なんで、鬼崎くんが……と、と言うか、これは一体……」

「簡潔に説明するよ。伴藤さんはルールを破った。僕に黙って、個人で君に会ってはいけないルールを。だから罰を与えることにした。これで理解できた？」

「罰って……な、何をする気、なんですか」

「別に殺すわけじゃないよ。指を詰めるとか、去勢するとか、そういうことはしないから。物騒なのは苦手なんだ、僕は。――ただ、社会的に抹殺するだけ。方法は簡単だよね。女子校生とセックスしてる証拠があるんだもの」

　世那は口をパクパクと開閉させる。目覚めたばかりの頭では処理しきれない。伴藤と言えば、後ろ手に縛られたままぐったりと顔を伏せていた。外傷はなく呼吸もしている。もはや諦めている様子だ。暴れる様子も抗議する様子もなかった。

「大丈夫だよ。荒鷲さんには罰なんて与えないから。悪いのはこの男一人だ。そうでしょ？」

「そん、な……でも、そこまですること……！」

「悪いのは伴藤さん一人だ。そうでしょ？」

　鬼崎は同じ台詞を繰り返す。瞬間、世那は男の意図が判ってしまう。この男を救いたければ、どうすればいいか判るよね――と、男の目が笑う。

（い、いや、待ってよ……僕は別に……相手が香蓮だったら、そりゃ絶対に助けるけど……ば、伴藤さんを助ける義理は……そもそも、伴藤さんが無理矢理……）

　だが力なく項垂れる男を見ると胸がざわつく。心が痛い――というよりは、化膿した傷がじゅくりと疼くような、そんな不快な心地がする。世那の性格上、原因を伴藤一人の責任にはできなかった。

「ち……違い、ます。僕も悪いんです……僕が流されて、断らなくて……」

「へえ、そうなんだ。意外と淫乱なんだね。そんなにおじさんたちとの遊びが気に入ったの？　こんな短期間でそこまで快楽に溺れるとはねえ」

「ち、ちが――だって、毎日あんなエッチなマッサージされたら、誰だって！」

「あれ、違うの？　尻軽ビッチだから、こんなおじさんとほいほいセックスしちゃうんでしょ？　マッサージの所為って……そんな漫画じゃあるまいし。その程度で簡単に人間性が変わるわけないでしょ。人の所為にするなよ、淫乱」

「あ……う。それは……でも僕……だって、その……」

　少年の瞳が鈍く輝く。蛇に睨まれた蛙、という言葉の意味を理解する。やはり、この少年は異常だ。彼を前にすると、心臓を鷲掴みにされたように錯覚する。腋汗が滲む。息が詰まり、言葉が詰まる。

（だ、め……逆らっても意味ないよ……イエス以外の返事は許されない……）

　汗だくの手で寝具をきゅっと掴む。精液の味が残る唾を飲んで言う。

「そ、そう……です。人の所為にして……ごめんなさい」

「うんうん。荒鷲世那さんは淫乱なんだよね？　誰の意思でここにいるの？　ほら、言えよ。簡単に股開く尻軽だって認めて、何をしたか自白しなさい」

「は、はい……ぼ、僕は簡単に股を開く、尻軽の女です……お、おじさんに誘われるがまま、避妊具すら着けずに……夜通しセックスを、しました……」

　自分の口で状況を説明すると、いかに現状が狂っているかが判る。学校で中年からセックスの誘いを受け、承諾して車に乗り、車内で自慰をした挙句、エレベータで挿入を許し、階段で絶頂し、そのまま部屋で一晩を過ごしたのだ。

　確かに、拒否が難しかった面はある。言い訳は充分できるだろう。だが、それでも、だ。この事態招いた責任は免れない。

「そっか。なら、君も共犯者というわけだね。そして罪を犯した者には罰を与えなければならない。僕のモットーは平等だ。公平に扱わないとね」

「罰って……何を……」

「まずはそうだね。謝罪を兼ねて、手始めに誠意を見せてもらおうかな。棚に置いてある花瓶の中身を床に捨てなさい。十秒以内だ。一、二、三、……」

「あ、あっ……待って！　や、やります！　今すぐやりますから」

　思考の余地を一縷も与えない命令だった。狼狽の暇さえもなく慌てて立ちあがり、命令通りに花瓶の中を床に捨てる。躊躇せずに済んだのは造花だったからだ。中に水はなく、造り物の花が一輪挿してあるだけだった。

「よし。じゃあ次は、その花瓶を床に置くんだ。そしてこっちを向いて、できる限り下品に股を開いて屈みなさい。最後に花瓶の中へ排尿すること。判った？」

「……え？　ほう、にょ……え？」

　信じがたい命令に言葉を失う。絶句するとは、まさに今の状態を言うのだろう。放尿の意味を理解できなかった。否――脳が理解を拒絶していた。

「やれば、彼を社会的に抹殺するのはやめてあげるよ。どうかな。別にやらなくてもいいよ？　そもそも君が伴藤さんのために身体を張る必要はないからね」

　鬼崎の言う通りだろう。伴藤は赤の他人であるし、彼のために犠牲になる理由はないのだ。寧ろ関係を考えれば世那にとっては加害者とも言える。

（だけどやっぱり……うう、今更、無理だよ……無関係な人だと切り捨てるなんて……少なくとも、僕にそんな勇気はない……）

　流されやすい性格が災いしていた。周囲の求める自分で在り続けてきた荒鷲世那は、凌辱者にしてみればこれほど扱いやすい女もいないだろう。

（どうってことない……マッサージの最中だって、何度も漏らしたもの。そう、だよね？　今更おしっこを見られるなんて……大したことじゃない、よね？）

　花瓶に跨り、鬼崎と向き合う。鍛えた下半身は昨日の余韻を引き摺ってか、あるいは羞恥が原因か、ぷるぷると小刻みに震えていた。

「ふふ、決意できたみたいだね。さあ、撮影するよ。自己紹介するんだ。名前。所属。なぜ小便をするのか。頭を回転させて、男が悦ぶよう卑猥な台詞を考えろ。チャンスは一回だけだよ。下手なことをすれば、彼の人生が終わるよ。そうだ、腋も見せなさい。できるね？　蟹股で全身を晒して小便するんだ」

「う、うう……判り、ました……はぁ、ハァ……あうう」

　肌を真っ赤に染め、両手を後頭部に置く。スクワットと呼ぶにはあまりに下品なポーズだ。汗だくの腋窩は女性器のように蠢いてぬらぬらと輝く。

　こんな事態であるのに乳首は勃起して、肉芽は皮から先端を覗かせていた。奥に溜まっていた精液がとろりと溢れ、我先にと花瓶に流れた。

（恥ずかしがったら、思うつぼだよ……こうやって羞恥に悶える僕を見て愉しんでるんだ……毅然として、振る舞う……いつもやってることでしょ？）

　自分へ必死に言い聞かせる。何度も何度も唾を飲み、張った股の付け根をぷるぷると震わせながら、少女は上擦った声で言葉を紡いでいった。

「僕……私の名前は、荒鷲世那、です。現役の女子校生で、陸上部の部長をやって、います。こ、このたびはルールを破り、おじさんに誘われるがまま、夜通し生ハメセックスを、してしまいました……車で人に見せつけながらオナニーしたり、セックスしながら階段を上ったりも、してしまいました……」

　言葉にするたび、昨日の出来事を思いだして肌の下が燃える。もう耐えられない。尿をすること以上に、この品のない行為を続けることの方が辛かった。

「規則を破り、許可なく生ハメしたことを謝罪したします……お、お詫びとしまして、花瓶に排尿します……現役ＪＫの朝一おしっこ、を……どうか心ゆくまでご鑑賞ください……はぁはぁっ……はぁ、あっ、う……んんッ……！」

　言葉を詰まらせながらも最後まで言いきって、股下に力を込める。時間は必要なかった。尿道口がぷくりと開き、ちょろっと黄色い飛沫が散る。少女は腰をより深く落として、一気に膀胱へ力を込めた。

「はぁ、あっ……んッ……う、く……で、出ますっ……出、るッ……ウウッ」

　シャーッと鋭い音を立て、花瓶の中に黄金水がしぶく。透明な容器は少女が放尿する光景を少しも遮らない。一日で最初の排尿は長く、そして濃厚で、一気に独特の臭気が広がる。

（あ、ああっ、全裸で腋見せて……下品に脚を開いて、花瓶におしっこしてッ……は、早く終わってェ……こんなの耐えられないっ……！）

　だが一方で、背中をゾゾッとした寒気が奔る。尿道まで性感帯になったのか、小便を噴きだす快感に頭が痺れた。絶頂と小便が結びつきつつあるのかもしれない。ぶるっ、ぶるっと腰が震え、尿が瓶の外にまで飛び散った。

　ちょろちょろと小水は勢いを弱めていく。黄色い液体は脚を伝い、爪先を生温く湿らせていった。ただ排尿しただけなのに――世那は汗だくの肌をてらてらと波打たせ、情事に及んだ後のように息を乱していた。

「はぁ……はーッ……あ、ああ……こんな……はぁ、ああ……」

「ふふっ、良い見世物だったよ。百点満点だ。合格だよ。何も後悔することはない。君は正しい行いをした。これからも、君はそうあるべきだ」

　鬼崎は落ちていた花を拾い、泡立った小便の中へ挿す。黄色い液体の中で揺れる造花は、不潔な官能の世界に嵌まる世那を表現しているようにも見えた。

「さて、荒鷲さんの誠意も見られたことだし、伴藤さんの処分は保留にしよう。だけど、君の方は今後も命令を聞いてもらうよ。良いね？」

「も、元からそのつもりだったんでしょう……今までと変わりませんから……」

「良い返事だ。ルールは一つだけ。これから毎日、日替わりで男たちの相手をしてもらう。その男たちの命令を聞き、拒絶せず受け入れ、実行すること。なあに、常識のある人たちだ。無茶はしないよ。それに皆、君のことが大好きだから」

　だからと言って安心はできない。そして、だからと言って拒絶はできない。世那は股下から漂う尿の匂いを嗅ぎながら、返事もできず瞳を震わせていた。

「これで準備期間は終わり。本格的に始めて、そしてすぐに、王子様の生活を終わらせてあげる。君の中に植えた種を咲かせてやるよ。僕好みの淫らで卑しい花をね」

　それじゃ、詳細は後で連絡するよ――鬼崎は少女の返事を待たずして、あまりに呆気なく部屋を出ていく。広い寝室を一瞬だけ静寂が満たし、男の声がそれを破る。

「世那ちゃん……ごめんよ……おじさんの所為で、こんなことに……」

「い……良いんです。どうせ、やることは一緒で……今までと変わりませんから……今回のことがなくたって、きっと彼は同じ命令をしてたと思うし……僕はそれに逆らえなかったと思うから……だから、別に、どうってことないです」

　男の拘束を解きながら世那は言う。別に気を遣う必要などないのだが、他人を蔑ろにできないのが性分だ。でなければ、今日の今日まで王子様など続けていられない。

（でもそれが仇になってる……その自覚はあるけれど……ああ、明日から、もっと酷いことをさせられるんだよね……？）

　花瓶に排尿する程度では済まないだろう。一体どんな責め苦を受け、辱められ、凌辱されるというのか。淫惨な未来を想像して、世那は身体の芯を震わせた。
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「やあ、いらっしゃい。ふ、ふふっ……さぁさぁ、入って入って……」

「お、お邪魔します……」

　カマキリ顔の男――井之上に促されるがまま、世那は住居に足を踏み入れる。

（今日は、この人に犯されちゃうんだ……知らない人と、セックスを……）

　ジャージ姿の少女はスポーツバッグをぎゅっと握りしめる。既に掌は酷く汗だくだった。緊張で息が詰まって、呼吸がうまくできない。

「その恰好……今日も練習だったの？　悪いねぇ……ふひっ、疲れているだろうに、こんな風に呼びだしちゃってさ。鬼崎さんが、良いって言うもんだから」

「……だ、大丈夫です。今日は休みで……その、着る服が判らなくて、それでジャージを着ているだけ……なので」

「だったら丁度良かったよぉ。ふひっ……おじさん、色々用意してるんだ。午前中は世那ちゃん貸し切りだって言うからさ……ほら、こっち。おいでよ。世那ちゃんが喜ぶモノたーくさん、買ったからね。ふふ、ひっ……」

　気色の悪い喋り方にゾクリと寒気が這う。喜ぶモノ……それが何を意味するかなど考えるまでもない。性的な快楽や辱めを与える道具に違いなかった。

（どんな犯され方をするんだろう……絶対、陰湿な方法で責めてくるよ……）

「さあ、天国に連れて行ってあげる、からね……おいで……」

　男の細く骨ばった指がドアノブに手を掛ける。きっと、普通の女の子なら失神するような淫惨な光景が広がっていることだろう。

　ここは相手のホームだ。拷問まがいの性行為を強要される可能性もある。世那は覚悟を決めて居城に踏み入れた。

「え……」

　その瞬間に少女の目は大きく見開かれる。呆然と立ち尽くす世那の瞳に映ったのは――なんとも色鮮やかな光景だった。

　壁に並べられた魔法少女のコスチューム。ベッドの上に置かれた可憐なワンピース。デニムのスカート。メイド服。クローゼットにもパステルカラーの愛らしい衣装が並び、新品の下着や靴下が丁寧に畳んで置かれていた。

「こ……これ、なんですか……エッチな玩具で、僕を犯すんじゃ……」

「エッチな玩具なんて使わないよぉ。僕はね、キモいと思われるだろうけど、ドールの着せ替えが趣味なんだ。君を見たときに……くふふ、ときめいちゃってさ。色々服を着せたいと思ってねぇ……お愉しみは、その後ってコトで。ほら、好きな服を着ていいよ。クリーニングしてるから清潔だよ？」

　好きに、と言われると寧ろ困った。今までは男たちの命令を受け、それに沿って行動してきた。自主的に動けと言われても難しい。何より、こんな事態を少しも予想していなかった。

（最初から無茶苦茶に犯されると思ってたのに……ま、まずはコスプレをするなんて……確かに鬼崎くんは『男たちの命令を聞くこと』しか言ってないけど）

　とにかく行動に移すしかない。鬼崎と伴藤の顔が脳裏をよぎる。覚悟は決めてきたのだ。やることはただ、男たちに従い続けるだけである。

「じゃ、じゃあ……着替えますから……えっと、下着とかも、ですか？」

「もちろんだよ……ふひ、パンティも色々用意してるからねぇ」

　口角に泡を浮かせる男にゾッとしつつも、世那は服を脱ぎ始める。男の視線が無遠慮に身体を這い回るのを感じて鳥肌が立つ。

（なんて目で見てくるの……視線だけで肌をべろべろ舐められてるみたい……）

　男に背を向けたままジャージを下ろす。少しでも腰が左右に揺れると「おお……」と感嘆の声が聞こえてくる。その恍惚とした息遣いを耳にすると、どうにも悪い気がしない。寧ろ一種の心地好さすら抱くような――。

（……そ、そんな風に思ったら変だよ。今から犯されるって言うのに……気持ち悪いって思うべきなのに……）

　心のざわめきを払うように小さく首を振り、世那はショーツに指を掛けた。鍛え抜いた太腿に薄い布を滑らせて床に落とす。少女は一度秘部を両手で隠すも、すぐに諦めて両手を身体の横につけた。

「ぬ……脱ぎ、ました……それじゃあ、服を選んでいきます、から」

「ああ、素敵だよ……ふふ、乳首が尖ってるね。おま×こも少し濡れてる？　ヒクヒクした可愛い花びらからマン汁が垂れてきてるよ？」

　男の言葉を受け、世那はちらりと自分の身体を見下ろす。状態は最悪だった。双丘の頂はピンと尖り、悩ましく首をもたげて存在を主張する。花園は朝露を帯びた青葉のように、透明な雫を纏って牝の匂いを漂わせていた。

（なん、で……どうしてこんな……僕の身体、どうかしてる……）

　返す言葉も見つからず、羞恥で肩がぷるぷると震える。そんな世那に構うことなく男はカメラを構えた。唇を忙しなく舐める井之上は恍惚と呟く。

「じゃあ撮影するけど、気にしないでね？　はぁ、はぁ……世那ちゃんの身体、何度見ても凄く素敵だな……日に焼けた部分と、そうじゃない部分のコントラスも最高で……火照って赤らんだ肌が……ああ、たまらない……」

「あ、う……あの、もう始めていい、ですか……」

「その前に言ってよ。これから三時間、おじさんに絶対服従の人形になります。世那の身も心もおじさんに捧げますって。誓って？　ああ、そうだ。右手でま×こ拡げて、左手はおっぱいキュッて絞ってね？」

　瞳を弧状に細めて井之上は言う。酷く淫らな命令にも従うほかない。震える指で陰唇をくぱぁと開き、椀型の乳房を自分の手で揉みながら世那は言った。

「せ、世那は今から……おじさんに絶対服従で……な、なんでも言うことを聞く人形になると、誓います……三時間、僕――私で好きに遊んで、ください……よろしくお願い、します……」

　カシャッ、カシャッと音が鳴る。羞恥か昂揚か、女体の芯がぶるぶると震えを起こした。裸身を撮影されるだけで脊椎が喜悦に波打ってしまうのだ。

（撮影と快楽が結びついて……勝手に反応しちゃう……うう、発情してるのが自分でも判る……僕はいつから、こんな淫乱に……）

　だが官能の疼きは鎮まらない。緊張で毛穴が開き、汗がじわぁと滲む。小麦の肌は一層の艶を纏って、引き締まった四肢の魅力を何段階も引きあげる。

「ふふ、良いねえ。それじゃ、始めよっか。おじさんのことは一切気にせず、好きな衣装を選んで着替えていってよ」

「……は、はい」

　心臓がバクバクと弾むのに合わせ、息もハァハァと甘く乱れる。早く終わらせねば気が変になりそうだ。ただでさえ、最近は性欲をうまく制御できないのに――世那は熱情的な視線に耐えきれず、男に背を向けて屈むと、下着の箱を覗く。

「おお……凄いな……世那ちゃんは背中も凄く綺麗だ……背筋って言うのかな……筋肉がしっかりしてて、身体のラインも完璧で……ああっ、お尻！　世那ちゃんのお尻……ぷりっぷりで瑞々しくて……素晴らしいねぇ……」

（や、ぁ……見て、る。僕の後ろ姿……お尻の奥まで、覗かれて……！）

　首筋から垂れる汗の雫を追うように、男の視線がねっとりと肌を蛇行する。蒸れた尻の谷間――その中央にある菊座に意識が絡みついてくるのが判った。

　はしたなくも肛門はヒクヒクと蠢いた。その下で綻ぶ花弁からはねっとりと蜜液が糸を引く。カシャ。カシャ。男の荒い息遣いと一緒にシャッターを切る音が響くたび、官能の寒気が総身を駆けた。

（は、早く下着を穿かないと……ああ、僕に似合わないような可愛い下着しかない……絶対に笑われちゃうよ……こんなの穿いたら、馬鹿にされる……）

　視界を埋め尽くすパステルカラーの中から、薄桃色を基調とした下着を手に取る。赤いレース素材で縁取られたショーツは可愛らしくもあり、大人っぽい印象も受ける。どちらにせよ、いかにも『女性的』な下着だ。

（……普段は絶対に穿けない下着……でも今は、他に選択肢もないし……）

　決意して下着を着用し、今度は服を物色する。最初に選んだのは短いデニムスカートだ。ショルダーカットの白いトップスを一緒に手に取り、身に着けた。

　傍から見れば一般的な女の子の服装だが――ボーイッシュな服装ばかりの世那にとっては制服以外のスカートすら一大事だった。

「き……着ました。どう、ですか……ぼ、僕がスカートなんて、変だと思――」

「お、おおッ！　凄く良い！　良い！　良いよ完璧だ！　最高に似合ってる！」

「え、えッ……？」

「やっぱり君は僕たちのお姫様だよ！　いや、天使か？　それとも聖女……ああ、もうなんでもいい！　なんて可愛いんだッ……はぁはぁ、凄いぞ……想像の百倍どころじゃ……あああ、こんなの見たら、ドール趣味に戻れないッ」

　男は口角に泡を浮かせて口早に喋る。その様子を気色悪いと一蹴できれば良いのだが、世那の中にはやたらに心地好い、恍惚とした感情が滲んでいた。

（へ、変じゃないの？　下着も服も僕らしくないって、笑われると思ったのに）

「さあ、笑顔を浮かべて……！　とびっきりの一枚を撮影させておくれよ！　あああ、貯金崩してカメラ買って良かった！　今日のために仕事をしてきた……ううんっ！　今日のために生きてきたようなものだよ！」

「そ、そんな大袈裟、な……あ、うう、笑顔って……こう、ですか？」

　ぎこちなくもニコリと微笑んでみせる。男は眼鏡の奥にある目を見開き、鼻を膨らませ、首が落ちるのではないかと思うほど激しく頷いた。

（ちょっと、まずいよ、こんな……あ、頭おかしいよ、僕。変態さんと密室にいて、写真撮られて……あ、あう……ちょっと幸せな気分に、なってる……？）

　歪で狂っている。そう判っていても自尊心が充足するのを抑えこめない。お姫様になりたかった。可愛い服を着たかった。今この状況は、幼い頃に憧れた――いや、本当は今だって夢に見ている、なりたい自分そのものであった。

「ふぅ、ふひひ……どんどん撮影していこうねぇ……！　して欲しいポーズとかもあるんだ。たくさんお願いさせてもらうからね？　たっぷり愉しませてもらうからねぇ？」

「か……構いませんから……え、遠慮せず、言ってください……」

「ありがとう！　世那ちゃんも愉しんでね？　ふ、ふふ、じゃあまず――」

　指示通りにポーズを取っていく。ベッドに腰を掛け、上目遣いに男を見る。尻を向け、スカートを抑えながら唇を尖らせる。脚を開き、スカートを捲って下着をチラつかせる。両腕をうんと上に伸ばして、汗ばんだ腋と臍を見せる。……。

　やればやるほどに、妙な酩酊感は強まって、少女の呼気は熱を増していく。それは男も一緒だ。目を見開き、鼻を拡げて、テントを張ったデニムパンツを先走り汁で湿らせていた。

「はぁ、はぁ……凄い。世那ちゃんフォルダが潤っていくよ……疲れてないかい？　大丈夫？　次の服を着てもらってもいいかなぁ？」

「大丈夫……です。その、体力には自信ありますから……大丈夫」

　大丈夫。大丈夫。繰り返す言葉は自分に言い聞かせているようだった。

　服を脱ぐ。下着に浮かんだ大きな船底型の染みを見なかったことにして、水色のショーツを穿く。夏空のような色調の布地に白とピンクの百合が咲いていた。

　その上に白いワンピースを着て完成だ。小麦色の肌には似合わないだろう――そう思う世那は「どうですかね……」と自信なく尋ねる。男はすぐに首を横に振った。それは否定ではなく、肯定の反応であった。

「最高に決まってるよ……ひまわり畑が頭に浮かんで、ノスタルジックな気分になって……ああ、今になって青春の気分まで味わえるなんて……次はメイド服とか、どうかな？　くひひ……それを着たら……ね？　やろっか？」

　はい――そう答えようとして言葉が喉で閊える。入室した当初とは別種の緊張感に発声する器官が引き攣ってしまう。喉だけではない。手足も震えていた。

（セックス……次着替えたら、僕はこの人と、セックス、するんだ……）

　衣装を変え、白黒のメイド服を身に着ける。清楚な白いパンツとニーソックス。スカート丈は太腿の中腹までしかなく、少し身じろぎするだけで股間がちらちら見える仕様だった。まさに『奉仕用』の服である。乳房も大胆に谷間が覗き、乳輪まで見えかねない危うい短さだった。

「あ、ああ……やっぱり最高だねぇ……もう我慢できないよ。世那ちゃん……ふふ、従順奴隷メイドとしてご奉仕してよ。なりきってさ、ち×ぽ大好きなオナホメイドちゃんとして気持ちよくして欲しいなぁ？」

「オ、オナホメイドって……そんなの、僕」

「あれぇ？　従えないの？　ルールを破るのかい？　そ、れ、にぃ……今の世那ちゃんは、おじさんの何だったのかナー？」

　強姦には及んでこず、余裕の態度で粘着質な笑みを浮かべる。帰路のない一本道に立たされているのだ。世那は目を伏せ、太腿をきゅっと寄せて言う。

「……僕――私は、おじさんに絶対服従の着せ替え人形、です……はぁはぁ……オナホメイドとして、ほ、奉仕します……」

「あれれ、なんだか嫌そうだなぁ？　嬉しいよね？　笑顔でご奉仕しなくっちゃ。だって世那ちゃんはち×ぽが大好きで、ご奉仕するのが何よりの幸せだもんね？」

「は、はい……世那はち×ぽ大好きです……お、おち×ぽにご奉仕したいの……はぁ、あ、あ……ご奉仕させてください……ち×ぽ、気持ちよくしたいの……」

　にへら、と少女は笑みを浮かべた。井之上は満足げに頷いてベッドへ仰向けになる。もっこりと膨らんだ股間に世那は唾を飲む。

「前戯はいらないからねぇ。ふふ、騎乗位セックスでたーっぷり搾り取ってよ」

「……はい。し、失礼いたします、ね」

　床に膝をつき、男のベルトを外す。染みの滲んだズボンを下着ごとずらすと、勃起しきった牡柱がぶるんっと弾け出た。先端から露を撒き散らす陰茎は十七センチほどだろうか。細いが長く、それに強烈な反り返りを見せている。

（こ、れ……この人のも、長い……男の人って、皆こんなに長いの……？）

「おーい、世那ちゃん？　ち×ぽじぃっと見つめてないでさ。早く奉仕してよ、ご、ほ、う、し。ドスケベな腰振りでご主人様を昇天させてよぉ」

「あっ……申し訳ございません……はぁ、はぁ、はむぅっ、んれろっ……」

　ハッとして陰茎の根元を掴み、前のめりになると、世那は穂先にちろちろと舌を這わせる。涎を垂らして竿を扱き、溜まったカスを掬っては喉奥に流した。

「お、ほっ……ちょ、ちょっと待った！　前戯いらないって言ったよね？」

「んむ、じゅるっ……ん、あっ……あっ、ご、ごめんなさいっ……わ、私」

「くふふ、謝ることはないよぉ。世那ちゃんはち×ぽ大好きだもんね？　ち×ぽ見ると反射的に咥えて、先っちょから根元までしゃぶり回したくなるもんねー？　ふふ、変態オナホメイドとして正しいよ。偉い偉い」

　少女は真っ赤な顔を弱弱しく俯かせる。一体何をしているのだろう。発情した身体は世那の意思を無視して勝手に動いているようだった。

（こんなの嘘だよ……無意識に、おちん×ん咥えるなんて、そんな）

　だが現実は変わらない。唇と亀頭は唾液の橋を架け、今もぷらぷらと揺れていた。

「ふふ、恥ずかしがらなくてもいいよ。寧ろ正しいんだから。ほら、ち×ぽに跨いで。今度こそ腰振ってくれるかな？　笑顔で、メイドっぽくね？」

「……はい」

　もう自分自身について深く考えたくもないと、世那は逡巡を挟まずに男へ跨る。下着を横にずらし、肉茎の位置を右手で調整して、穴と棒が向き合うようにする。

「それじゃあ……ご、ご奉仕させていただきます、ね？　どうぞ、ご主人様はお寛ぎください……せ、世那が、おま×こでたっぷり接待いたしますから……はぁ、あ、ンンッ……！」

「う、あっ……ああっ、世那ちゃんのおま×こ、が……あ、アアッ……！」

　すっかり準備の整った割れ目が肉の柱をぬぷぬぷと呑んでいく。先ほどの不安や戸惑いが一瞬で吹き飛ぶ快感に、メイド服を纏った背筋をぐねりと反らす。

（あ、あっ……挿れちゃった……でも、もう今はこれで良い……あんまり考えごとしたく、ないよ……自分が怖くて、向き合いたくない……）

　すっかり世那の心は萎んでいた。それに結合の愉悦が心地好い気怠さを全身に波及させて、思考を巡らせるのも億劫になる。世那は男の胸に手を置き、腰で円を描き始めた。うねる肉の祠は複雑に入り組んだ粘膜を陰茎に絡みつかせた。男は眉根を寄せて呻く。顔を真っ赤にしてこらえる姿を見つめながら、少女はメイドの振る舞いをする。

「はぁ、あっ、ん……どうですか、ご主人様……せ、世那のおま×こ――いいえ……ご主人様専用のち×ぽケース……はぁはぁっ……ハメ心地は、いかがでしょう、かぁ……？」

「あ、ああ……凄いよ……世那ちゃんの中、熱くて、とろとろ、で……！」

「すぐに出ちゃいそう、なんですね……？　ああん、嬉しい……ご主人様が、私なんかのオナホま×こで感じてくださるなんて……世那、もっと頑張ってご奉仕いたしますっ……あっ、あんっ、あっ、あっ、ああんっ、あんっ、あんッ！」

「お、おほっ……く、ひぃ……ひぃっ、ひーっ……！」

　少女はフリルのついた衣装を揺らし、腰を上下に躍らせた。快楽に縋ってはいけない――そう判っていても、今更中断する方が辛かった。ひぃひぃと喘ぐ男の上で、恥骨をぶつけるように身体を跳ねさせる。

「ほら世那ちゃんっ！　もっと感想言って！　ご主人様ち×ぽどうなのッ？」

「はあ、あっ、あんっ……ご主人様ぁ……ああん、ご主人様ち×ぽ、素敵ですっ……世那のメイドま×こにずんずんきてぇっ……幸せ、なのぉ……」

「う、くッ……せ、世那ちゃんッ……世那ちゃん！」

「んむぅッ？　んぅっ、んふぅッ……！」

　辛抱たまらぬ様子で、男はがばりと身を起こして唇を重ねてくる。世那は一瞬狼狽するも、長い睫毛を伏せて口吸いに応じる。

　上下の口を使った深い交わりに頭が芯まで痺れる。舌と舌を絡め、世那は妖艶な腰遣いでくねくねと牡棒を扱きたてた。

（なんてエッチなことをして……うう、だめッ！　今はもう考えられない……ああんっ、おちん×んのことだけ考えてないと、気が変になりそうだからっ……）

　次々と訪れる肉悦の濁流に身を任せ、涎が溢れるのも構わず乱暴にキスを繰り返す。背筋がビリビリと痺れを帯びて、少女は切なげに訴える。

「あっ、あっ……イ、イクッ……ご主人、さまぁ……せ、世那、もうイッてしまいます……はぁはぁ、イッてもよろしい、でしょうかッ……ああんっ」

「だめに決まっているだろうッ！　ご主人様が射精するまでイクんじゃない！　ご主人様を悦ばせるのが仕事だろう！　この淫乱メイドめ！　このっ、このっ！」

「はぁ、あああんっ！　お、お尻叩くのだめっ……ああんっ、あんっ！」

「何がだめなんだ！　ま×こが締まったぞ！　お前は本当に卑しい女だな！　ほら自分で言ってみろ！　お前はどんな女だ、ええッ？」

　顎へ流れる涎をずるりと啜る。汗だくの肢体を悩ましく悶えさせる少女は、はぁはぁと息を弾ませて応えた。

「はぁはぁ、は、いぃッ……世那は、世那は卑しい女ですっ！　奴隷オナホメイドなのに、ご主人様より先にイこうとする淫乱です……っ！」

「ふ、ふふっ、よく言ったぞ淫乱メイド！　よしっ……ご褒美だ！　くひ、ふひっ……中に出してやるっ！　ご褒美だ、イけッ！　オナホメイドッ」

　男は叫びと唾を飛ばし、腰をぐっと突きこむ。今日一番の肉打ちが性の衝撃となって少女の秘宮を襲った。

（う、あっ……中に、きてっ……ああイクッ！　イ……グッ！）

　毛先から汗をしぶかせ、黒髪が宙を舞い躍る。女の匂いを撒き散らしながら、世那は喉の粘膜まで覗かせて宙を仰いだ。

　性の浮遊感は何度味わっても慣れず、そして残念ながら、狂おしいほどに愛おしい。生の結合でしか体感できない快楽の果てに目を細めてしまう。

　びゅる、びゅるっ、ぴゅっ……肉茎が脈を刻み、管に残った子種を放つ。媚粘膜は濁汁を吸って歓喜に蠢き、それが新たな喜悦を生んで、メイド衣装に身を包んだ柔肌を震わせていた。

「ふ、ふふ……最高の気分だねぇ……少しの間とは言え、こんな可愛い子を独占できて幸せだよ……くふふ、ありがとうね、世那ちゃん」

「お礼、なんて……はう、ンッ……」

　酷い犯し方をしたくせに、何を白々しい態度を取るのだろう――と一蹴できればどれほど良かったろう。哀しくも世那は悪い気分ではなかった。フリルのついたメイド服で男に奉仕するのもまた、どうしようもなく女の性を実感できてしまう。それは陸上部や学校では味わえない甘い心地に相違なかった。

「お礼と言っちゃなんだけど、服も下着も、好きなものを好きなだけ持って帰って良いからね。可愛い世那ちゃんにピッタリだもんね」

「そん、な……私は、こんな可愛いの……似合うわけ……」

　言いつつも、部屋に置いてある衣服を視線でなぞってしまう。どれを持ち帰ろうか。きっと香蓮に見せたら笑われてしまうだろう。でも彼らは――この男たちは、本当の世那を肯定してくれる――。

（だ、め……そんなの、考えちゃ……僕は『僕』でいない、と……）

　必死に自分へ言い聞かせる。だが再び井之上が腰を揺すり始めると、その思考もまた、愉悦の中で曖昧に融けていくのだった。




「はぁ、はあっ……本当に、するんですか……誰かに、見つかったら」

「それを言うのは何度目ですか。世那さんも判っているんでしょう。私たちの命令は絶対で、逃げることは叶わない。あなたにできるのは最後までやり遂げることだって」

　さあ、脱ぐんですよ――八重垣の声が、夜のグラウンドで静かに響いた。

　陸上着にジャージの上着を羽織った世那は、慣れ親しんだ光景へ視線を泳がせる。控えめな照明が宵闇に覆われたグラウンドを照らしていた。

「嫌なら、やめますか？　無理強いはしませんが」

「い……いえ。や、やります……やらないと……色々、困るでしょう」

「ええ、確かに。お互いに困るかもしれません。色々と、ね」

　静かだが厳かで、そこには有無を言わさぬ空気が漂っていた。施術中とは違う。今の八重垣は一匹の牡獣であり、世那は捕食対象の獲物だ。

（鬼崎くんのルールに……八重垣さんに、従わないと……あ、う……でもまさか、学校の……それもグラウンドで、するなんて……）

　世那は一つ深呼吸をして、ジャージの上着を脱いで八重垣に渡す。躊躇しても無意味なのは重々承知だ。ウェアを脱いで、ソックスと靴だけの恰好になる。汗ばんだ肌を粘ついた夏の夜風が撫で、思わずぶるりと身震いが起きた。

「何度見ても美しいですね。五日間施術して、録画した映像も穴が開くほどに観ましたが……溜息が出るほど素敵です。やはり、あなたの身体は完璧だ」

「お、お世辞は良いですから早く……誰かに見つかったら、終わりです……」

「お世辞なんかじゃない。ほら、私の股間を見てください。これが何よりの証拠ですよ。あなたに性的な魅力を感じる、何よりのね」

「あ……」

　施術用の白いズボンがボコリと膨らんでいる。八重垣のペニスが脳裏に浮かぶと、先とは違う理由で身震いが起きた。自分に性的興奮を抱き、あの巨根を勃起させているのだと思うと――どうにも、女としての『私』が喜悦を覚えてしまう。

（だ、だめ……快楽とか性欲に呑まれちゃだめだよ……心を無にするの。嫌々やらされて、乱暴されてるってこと、忘れちゃだめ……）

　性処理を淡々と行うだけのロボットになるのだ。でなければ――この愉悦の日々に、身も心も呑まれてしまうような気がする。

「ですが確かに、学校で長々と行為に及ぶのは危険ですね。では命令しましょう。そのまま全裸で、ゆっくりグラウンドを一周してください」

「それだけ……そ、そんなことに何の意味があるんですか？」

「さあ。意味があるかもしれないし、ないかもしれない。まあ、ただの余興ですよ、余興。その間に私は次の準備をしてきます。くれぐれも焦らず急がず、ゆっくりと、歩いてくださいね」

　男の意図が判らない。全裸でただ歩くだけ……そこに何の意味があるのだろう。だがとにかく、命令には従うしかない。世那はスタートラインに立った。

「ああ、その前に。言い忘れるところでした」

　八重垣がぬうっと背後から身を寄せてくる。男の手が左肩に触れて、ぞわりと寒気が奔る。

「想像しながら歩いてくだい。もし今が、昼間で、部活の時間だったら？　もしここが、学校のグラウンドではなく大会の競技用トラックだったら？　全裸で歩く世那さんを見て、どう思いますかね。さあ、頭の中で想像して……自分がどう見られているか、考えるんです」

「そんな想像なんて……」

「できますよ。さあ、一周するだけで良いんです。歩いてみてください」

　ぽんと軽く肩を叩かれ、世那は困惑しつつも歩きだす。やはり男の意図が汲めなかった。

（今が昼間だったら……？　部活の休憩時間とか？　皆は木の陰で休憩してて、私は一人だけ服を脱いで……突然、グラウンドをゆっくりと歩き始めて……）

『ね、ねえ、ちょっと……荒鷲先輩、何してるの……？』

『わ、判んないよ……なんで、裸で歩いて……こ、これって、夢か何かなの？』

『部長、どうかしちゃったんですか……』

　頭の中に後輩たちの驚く顔が浮かぶ。心配してくれるだろう。怖がる子も多いだろう。でも彼女たちは世那から視線を外さない。はぁはぁと息を漏らす女を見て、誰かが真相に気づく。

『……世那……もしかして、変態なの？』『え、嘘ッ……だ、誰かに脅されてるとか、だよね？』『夏の暑さでおかしくなっちゃったとか……？』『でも、見てよ……あ、あれ』『な、なんて顔してるの……』『顔だけじゃないよ。乳首と……アソコも、凄いことになってる……』

　想像――と言うよりは妄想の中で、友人たちがヒソヒソと言葉を交わし、日に焼けた世那の身体に視線を這わせる。世那もまた、自分の身体を見下ろした。

「――ッ……」

　照明の中に浮かびあがる小麦色の裸身に世那自身が息を呑む。

　控えめな乳輪の中央で大胆に己を主張する赤い頂。薄く浮いた腹筋はびっしょりと汗を纏い、乱れた呼吸に合わせて波を打つ。淫花から垂れる果蜜は太腿をたらたらと流れていた。

（な、に……ただ歩いているだけなのに、興奮してるの……？　八重垣さんの言葉を間に受けて妄想して、勝手に発情して……そんな、馬鹿みたいなこと……）

『荒鷲先輩ってあんなにエロかったっけ？』『めっちゃ美人だよな』『スタイルも最高だし』『ケツのラインエロ過ぎるだろ』『あんなんパンツと一緒だよな』

　不意に、トレーニングルームで聞いた男子の声が蘇る。そこで彼らから受けた好色な視線は忘れられない。世那の腋を見て鼻を膨らませ、タオルやジャージの匂いを嗅いで喜んでいた。

（男の子の視線なんて、意識したことなかった……でも大会のときとか、本当は見られてたの？　皆……僕の乳首とかアソコとか、想像してたのかな……？）

　脳裏に浮かぶ光景が切り替わり、妄想の舞台は競技場に移る。

　トラックを全裸で歩く女を見て場内は騒然とするだろう。だが男たちは目を見開き、鼻を拡げ、股間を滾らせるに違いない。観衆の前で露出して悦ぶ変態のマゾを見て歓喜するのだ。

「はぁ、はぁーっ……はぁっ、ハァ……」

　息が弾む。瞳が潤む。ただグラウンドを歩いているだけなのに頭がくらくらして、足元がふらつく。『変態』『淫乱』『マゾ』『露出狂』――想像の中にいる知人たちが失望し、蔑んでくる。男たちは顔に好色を滲ませ、この破廉恥な牝をどう犯すか思案するのだろう。

（絶対に犯される……簡単にヤれる尻軽のビッチだと思われて……男の人たちに、ボロ雑巾になるまで輪姦される……あ、あ……そんなのって、そんな――）

「……さん。世那さん」

　声を掛けられ、世那はハッと顔を上げた。見ると、まだ出発地点から数メートルのところである。少女は困惑した表情を浮かべた。

「あ……えっと、もう、いいんですか」

「良いも何も、とっくに一周していますよ。気づかなかったんですか？　ふらふら歩いてましたけど……もしかして、体調が悪いとか？　今日はもうやめておきますか？」

「え……？　あ、いや、大丈夫……です……」

　言葉を詰まらせながら世那は足元を見る。筋の浮いた太腿がぷるぷると震えていた。汗と愛液が足首まで流れ、ソックスに染みている。一周……全く気づかなかった。妄想の世界に憑かれて、ひたすらトラックを歩いていたらしい。

「そうですか、それは良かった。実はね、今日は鬼崎くんから直接指令を受けていまして。もしも拒絶されたら、私の立場も危うかったですよ」

　八重垣は鞄から何かの器具を取りだす。巨大な注射器に似た容器を見て眉間に皺が寄る。中には白い液体が入っていた。

「そろそろ本格的に新しい快楽を知っていただこうと思いましてね。ささ、四つん這いになってください。綺麗なヒップを私に向けるんです」

「そ、それ、中に入れるんですか。あ、あの、せめて場所を」

「ああ、移動はするから大丈夫ですよ。その前に、こちらの処理を済ませないといけないんです。心配なさらないでください。怖い道具ではないですよ。痛くもありませんから」

　鬼崎の直接指令という点が気がかりだが、どのみち世那に取れる行動は命令に従うのみだ。余計な問答を切りあげて地面へ四肢を置く。そして命令通り、男に尻房を差しだした。

「では入れていきますね。暴れると怪我をしますから、何があっても絶対動かないように」

「は……はい……ンンッ！　えっ、あっ……ちょ、そっちは違っ、ああっ」

　器具の先端が尻谷間の中央――肛門へぬるりと挿入される。膣に何かを注入すると思っていただけに、予想外の刺激で反射的に身を起こしそうになる。

「割れたら危ないですよ。そのままじっとして。これは五日間の施術で集めた貴重なザーメンですからね。皆の想いが詰まっているんですよ」

「ザーメ――はぁ、はぁっ……な、なんでそんなものを、お尻に……！」

「ふふ、本当は判っているのでしょう。何度も我々に弄られたじゃないですか。いよいよ、そのときが来たのですよ。女にある三つの穴……その最後の穴で味わう幸福を教えてあげます」

　闇の中で眼光を妖しくぎらつかせ、八重垣はシリンダを押していく。奥からとろみのある液体が流れこんでくる。

（は……入って、くる……精液がお尻に……ううっ、く、苦しっ……）

　直腸を逆流する白濁はぬるま湯程度に温められ、まるで尻中に射精されているように錯覚する。いや実際、もはや射精と大差ない状況だろう。

「はぁっ、ひぃっ……ウウッ……い、一体、いつまで……」

「もうすぐです。我慢して……さあ、抜きますよ。漏れないように締めて。良いですね？」

　世那は汗だくの首をぶんぶんと縦に振る。男が浣腸器を抜いた瞬間に、鍛えた括約筋を懸命に締めた。入り口に残っていた白濁がぶぴッと品のない音を立てて散る。ヒクつく菊穴からとろりと残り汁が垂れるも、ほとんど全ての精液は少女の腸内へと納まっていた。

「はぁ、あっ……ああ……う、う……」

　だが安心はできない。すぐに腹がぎゅるぎゅると抗議の音を発し始める。開いた毛穴から嫌な汗が一斉に噴きだした。こんな状態を長く維持できるとは思えない。世那は左手で肛門を抑えながら首をふるふると横に振った。

「あ、あ……が、我慢できないです……お手洗いに、行かせてください。お願い……」

「だめですよ。我慢してください。今から世那さんには、その状態でやっていただくことがあります。さあ、立って。ジャージを着てください。これから、買い物に行ってもらいます」

「買い物――む、無理です！　こんな状態で買い物なんて、できるわけが」

「おや、命令に逆らうのですか。鬼崎くんからは、命令には絶対に従うと聞いたのですがねぇ」

　八重垣の瞳がサディスティックな弧状を描く。施術中とは違う牡の態度にゾクリとした。逆らえない――世那はごくりと唾を飲んで、よろよろと身を起こした。




「あ……あの、すみません。ちょっと、いいです、か」

　欠伸をしていた店員へカウンター越しに声を掛ける。青年は気怠そうな顔を取り繕うこともせず、世那に顔を向けた。その瞬間――男は、目を見開いて少女を見つめる。

　当然の反応だろう、と世那は思う。夜のコンビニに現れた女は、自覚できるほど淫猥な雰囲気を纏っていた。マスク越しでも判るほど頬は赤く染まり、帽子を被った髪は大量の汗を吸って毛束を作り、身体中から発情牝の匂いをむんむんと立ち昇らせる。

　何より目を惹くのはその恰好だ。上半身は長袖のジャージに覆われているが、下半身にズボンの類は見受けられない。当然だ。世那は今、何も穿いてなどいないのだから。

「あの、すみません。ちょっと……お尋ねしたいん、ですけれど」

　呆然とする男へもう一度声を掛ける。店員は今更になって「いらっしゃいませ」と上擦った声で言う。その視線はジャージ越しに乳房をなぞっていた。

「な、何か、お探しですか。それとも機械の使い方とか、ですか」

　店員はしどろもどろに言いつつも、世那のしなやかな脚に視線を這わせる。ジャージの裾先はギリギリで恥部を隠しているが、それも少しの動作で捲れる範疇だ。

（アソコがスースーする……でも今の問題は、そっちじゃない……）

　世那は左手でジャージを下げる。それでも、尻と太腿の境界線がちらりと覗いてしまう。もしも捲れたら――黒いプラグの埋めこまれた肛門が男の眼前に露わになるだろう。

「あ、あの……お客さん……？」

「ふぇ……あっ！　あ、っと……その、探しもの、です。商品を……探してて」

　そこまで言って言葉に詰まる。いや、迷うな。先に店内へ入っていた八重垣の姿を見て己を叱咤する。そもそも便意は限界だ。惑う余裕などなかった。

「えっと……ゴムを、探してるんです……」

「ゴム……あっ、輪ゴムですね？　でしたら、文房具の――」

「ち、違います……ゴムは、避妊具のゴムで……セ、セックスするときに、おち×ぽを覆うための、コンドームのことです……な、生ハメだと、子供ができて困る、ので……」

　青年はあんぐりと口を開く。当然だろう。明らかに女子校生と思しき少女が卑猥な単語を羅列すれば誰でも驚く。

　そして店員はもう一つの事実を悟ったはずだ。この女が、何かしらの性的な行為に及んでいることに。ジャージ一枚の恰好でコンドームを買う『立場』にあることに――。

「……こっちです」

　男は不気味なほど短く呟いて案内する。避妊具がコンビニにあること自体、世那は初めて知ることだった。鮮やかな箱が目立たない位置に陳列されていた。

「あの、どれを選べば良いんですか……」

「そんなこと俺に訊かれても……その彼氏さんの、サイズに合わせて……」

「サイズ……あ、えっと確か……十三センチ、十五、十六、十八、二十です……」

「ご、五人って……輪姦かよ」

　店員は小さく舌打ちする。そこに込められた感情は世那には判らない。少女に酷い扱いをする男たちへの怒りか、この少女を犯せることへの羨望か。

「もう、全サイズ買っておけば良いんじゃないすかね。……事情よく判ってないすけど、何かヤバそうなら、警察とか呼びましょうか。脅されてるんですよね。違うんすか」

「えッ！　い、いや、それは困ります！　事件とかじゃなくて……！」

　狼狽する世那は八重垣の方を見る。だが男の姿はそこにない。

　警察。言えば、どうなるのだろう。そう言えば考えたこともなかった。そして今も、その選択肢を取ろうとは思えなくて。

（だめ……ここでミスをしたら……今までの苦労も、水の泡になっちゃう）

「その、私が好きでやってることなんです……こ、これは、ご主人様に命令されて……悦んで、従ってて……だから通報は、しないで……」

「……好きでやってるって……本当に？」

　こくんと世那は頷く。男は怪訝な表情を浮かべていたが、大きく溜息を吐いた。そこに哀れみや同情はない。

（こ、この眼……僕がさっき妄想してた中で向けられてた、視線だ……）

　瞳には軽蔑や失望、そして性的な昂揚の色が浮かぶ。まずいと思った。店内に他の客はいない。世那は後退りする。背中が棚に触れて、漫画が床に落ちた。

「あ、あの……何、するつもりなんですか……や、やめて」

「やめて？　ケツ丸出しで店に来て、ち×ぽだの生ハメだの言いながらコンドーム買おうとしてる変態が何言ってるんだよ。ユーワクしてるんだろ、ええ？」

「ち、ちが……僕はそのッ――」

「見せろよ」

「……え？」

「乳首とま×こ見せろよ。早くしろ。他の客がいないうちに、やれよ。それともバックヤードで犯してやろうか。便所が良いか？　レジの裏でハメるのが好きか？　ほら、選べよ。逆にお前を通報しても良いんだぞ？　警察に突きだして欲しいのか？　ほら、早くしろって、なあ！」

　男がにじり寄ってくる。世那は救いを求めるように店内を見渡すが、やはり八重垣はいない。一体どういう状況なのだ。男とは皆、こういう風に自制が利かないものなのだろうか。

（逃げないと犯される……こんな知らない人とまでエッチなことし始めたら……ほ、本当に収拾がつかなくなっちゃうよ……でも）

　他の客が来たら。通報されたら。困るのは世那の方だ。尻に精液を溜め、性玩具で肛門に蓋をして、コンドームを買いに来た女に言い訳はできない。そして事実が露呈すれば、友人や親――そして香蓮に迷惑が掛かる。

（僕が……僕だけが今、我慢をすれば……それで全部、済むなら……）

「お、おおッ……へ、へへへ、本当に……マジでお前、変態なんだな……」

　長い睫毛を伏せ、覚悟を決めた世那はファスナーを下ろした。開いたジャージからむわっと熱気が広がる。勃起した肉の蕾も、淫蜜を垂らす股座も、あまりに無防備に晒された。

「み、見せましたから……もう、許して。これで充分、でしょう？」

「許してだと？　嬉しいくせによく言うぜ。犯して欲しくてこんな恰好してるんだろう。俺のち×ぽをぶち込んで欲しくて来たんだろう。ええ？」

　店員はもはや獣の本性を隠そうとはしない。ファスナーから肉棒だけを器用に取りだすと、猛りきった剛直を世那へと向けてくる。

　蒸れた牡の匂いを嗅ぐと一瞬で思考がぼやける。露出の昂揚に拍車がかかって、気を抜くと飲みこまれてしまいそうだ。

「嫌……嫌、です。お願いだから、解放してください……み、見逃して……」

「だめだ。……って言いたいけど。俺だって危険な橋は渡りたくないしな……じゃあ、へへ。オナニーだ。マンズリコキな。俺が射精するまでオナッたら解放してやる。これでどうだ？」

「そ、そんな……こんな場所で、自慰なんて」

「じゃあセックスの方が良いか？　ま×こにコイツをハメて欲しいのか？」

「ひッ……そ、それは嫌！　だめ、です……だめ！」

「あれも嫌、これも嫌。それじゃ話にならないぞ。ほら、オナれよ。やるんだ。射精してください……変態の私を見てください……そうお願いしながらま×こを弄るんだよ。そうすりゃ見逃してやる」

　絶望的な状況に成すすべはない。従わなければ、待っているのは通報か強姦だ。

　世那は股間に手を伸ばし、愛液の洪水を起こす花園に指を這わせ始めた。

（はぁっ……はあっ、どうして、こんなことに……コンビニの中で……ああ僕、知らない人の前でオナニーしちゃってる……こんなの普通じゃない……）

　ピンクの艶々とした花弁を捲り、肉芽を押し、あるいは膣の中をちゅくちゅくと掻き回す。愉悦のさざ波はすぐに津波となって脳髄へ迫った。

「ふへへ、良いねえ。ほら、お願いしろよ。じゃないと俺もオナニーしてあげないぞ？」

「あ、う……オ、オナニーして、ください……お、お願いします……」

「もっと具体的に言え。誰を見て、何をして欲しいんだ？」

「はぁはぁ……僕――私を、見て……！　ろ、露出してマン汁垂らす、淫乱マゾ牝のオナニーを見てッ……あ、ああっ、ち、ち×ぽを、シコシコしてくださいッ……お願い、しますっ……」

（う、くぅ……だめぇ……そんなこと言っちゃだめ、だってばぁ……）

　だがやはり、一度性行為が始まると自制心が機能しない。淫堕な日々を送るほどに、情欲に呑まれるまでの間隔が狭まっているような気がした。

（あ、う……お腹、が……お尻が、破裂しちゃう……）

　左手でプラグを抑え、汁だくの右手で陰核を捏ねる。目の前が酷く眩しい。曲がった膝は自然と蟹股のポーズを取って、今にもガクリと折れそうだった。

「へへ、相当に調教されてるみたいだな。左手は何してるんだ？　ケツ穴も躾けられてるのか？」

「は……はい、現在調教中、で……お、お尻の中に、ザーメンで浣腸されて、ます……」

「うへえ、気持ち悪いことするなぁ。ケツ穴で感じるやつなんて本当にいるのかよ。お前、もしクソ穴でイクようなことがあれば終わりだぞ。本物の牝犬だ。もう人間じゃねえよ。いや、犬どころか便器だな、便器」

「イ、イクわけ、ないです……そんな……はあ、んっ……お尻でなんて、そんな……」

　そわそわと落ち着きなく瞳を震わせる。言葉を交わしつつ、世那は己の限界を悟っていた。

（だ、だめ……もう我慢できない！　イキそうに、なってる……）

「はぁ、あっ、あんっ……あ、あのっ……私、もう……ああ、あの、私っ……」

「はあ、はあっ……ああ、俺もだ……ちんたらやってられねえからな……出してやるよ……ほら、お願いしろ！　俺にどうして欲しいのか言え！」

「は、はいっ……出して……出して、くださいッ」

　男の怒鳴り声に気圧され、何より絶頂の焦燥に思考の容量を奪われ、世那は間を置かずに叫んでいた。

「だ、出してっ……私の身体に、濃厚な精子をぶっかけて……！　露出狂のっ……お、お尻の穴開発されて興奮してる変態に……ウウッ、お兄さんのザーメン、思いきりぶっかけてくださいッ……」

　狭い店内に牝声が反響する。卑猥な台詞を口走ると同時に、股座から鋭い愉悦の雷が迸った。

「あっ、ああイクッ！　イキますッ……ああんイクッ！　イクぅッ！」

「う、おっ……俺も出す！　出すぞ変態めッ！　お、おおおおッ……！」

　獣の唸りを発しながら、男は鈴口から吐精を開始する。乳房から股の付け根まで精を浴びた世那は、腰をガクガクッと振り乱して頂へと昇り詰めた。

「はぁ、ああっ……あ、ああ……」

「はあ、ふぅっ……ああ、最高だな……ほら、記念にジャージくれよ」

「あ……」

　無理矢理にジャージを脱がされ、世那は全裸で膝をつく。「店員さーん」と八重垣の声がした。今更助け舟なんて、どういうつもりなのだろう。男は世那の髪でペニスの汚れを拭った後、レジへと戻った。

　やがて八重垣が戻ってくる。男はニヤリと口元を緩めた。

「まさか、命令されるがまま従うとは思いませんでしたよ。いやあ、世那さんも好きですねえ。男に求められ、命じられ、辱められる……これが癖になったのでしょう？　立派な変態牝奴隷ですよ、あなたは」

「はぁ、ああ……な、なんでも良いですから……た、助けて……お手洗いに……」

「判っていますよ。さあ、これを着けてこちらへ来てください」

「え……なんでこんな……あ、うう……」

　八重垣がピンク色の首輪を差しだしてくる。大型犬用の首輪に少女は愕然とするが、ただでさえ絶頂直後の頭は痺れているうえに、腸中で暴れる排便欲が思考を掻き乱していた。

（もう、わけ判らないよ……とにかく今は、従うしか……うう、限界が……）

　瞬きするたび、涙と汗の混じった雫が真っ赤な頬を流れる。世那は震える指で首輪を取った。なぜ手洗いに首輪が必要なのか――そんなことを考える余裕すら、今の少女には残っていなかった。




「はぁ、はぁ……ああ、はぁ、はーっ……はぁ、ふぅ、うぅ……」

「さあ、どうしましたか。お望みのトイレですよ。好きに出してください」

「そ、そう言われ、ても……あぁ……」

　夜の公園に少女の切なげな声が響く。世那は今、全裸のまま砂場にいた。騎乗位をする際のカエルに似たポーズで砂の上に座っている。ぷるぷると震える桃尻の中央には変わらずプラグが差しこまれていた。

（こんな場所で出すなんて……すぐ目の前にトイレがある、のに……）

　虚ろな瞳に女子便所の壁を映す。もう視界も滲んで、抵抗の気力もない。学校で浣腸され、コンビニで自慰をさせられ、全裸に首輪を嵌めた状態で公園まで歩かされたのだ。恥辱と快楽で頭がどうにかなりそうだった。もう現実味がない。ずっと夢の中にいるような気がする。

（夢……そう、だよ。夢に決まってる……ああ、夢でも現実でも関係ない……これ以上の我慢なんて、できない……）

　抗うのはあまりに億劫だった。世那は尻をくっと掲げる。ぷるぷると震える汗だくの桃尻は月光を反射して艶めかしく輝く。男の手がプラグに伸びた。

「覚悟ができたようですね。それでは抜きますよ。たっぷり、ザーメンをヒリ出してください」

「あ、ああ……ま、待って、やっぱり僕――ひぅッ！」

　八重垣がプラグを抜く。イチゴ型の道具はぶりんっと菊穴を捲って、白い糸を引いて肛門を離れた。排泄に似た快感がゾゾゾッと脊椎を抜けていく。それが最後の一押しになった。

「だ、だめ……で、出るっ！　ああああ出るっ！　見ないでェッ！」

　肛門がぷくぅと開く。奥から精液の塊が漏れた。プラグで拡張された尻穴にソレを押し留める力はない。白い世那の腸口から一気に白濁が飛沫をあげた。

「はぁ、ああっ！　ああああああ――ッ！」

　ぶびゅっ、ぶぼっ、ぶぴゅっ、ぶぴぃッ――放屁混じりの音が肛門から奏でられ、子供たちの遊ぶ砂場を汚液で穢していく。

（う、あっ……何、これっ……と、止まらなっ……ううう……ッ！）

　下品を極めた行為だと言うのに、我慢に我慢を重ねた末の排泄はあまりにも心地が好かった。外で、全裸で、精液の浣腸を尻から撒き散らす――まさに獣に堕ちた行為に、信じがたい肉の悦びが次々と駆けあがってくる。荒々しく息を乱し、世那はその場に膝をついて項垂れた。

「ふふ、良い画が撮れましたよ。本当に世那さんは期待を裏切りませんね。ですが、この程度で満足してもらっては困ります。本番はここからなのですから」

「ほ、本番……ひッ！　ま、待って……まさか、八重垣さん……」

　亀頭が菊華に添えられる。宣言通り、男は肛門を嬲ろうと言うのだ。全身から血の気が引く。だが動く体力も気力も残ってはいない。八重垣は腰をぐっと突きだした。プラグなど比にならぬ圧迫感に息が止まる。両手で目一杯砂を掴み、世那は首を反らして宙を仰いだ。

（お、おちん×んが……ぼ、僕のお尻に……ううううっ、お尻の中に入って、くるっ……お尻を、おま×こにされちゃう……！）

「うぐ、ひッ……はぁ、あっ、無理ッ！　アアッ……！」

「力を抜いてください。私に身を任せるんです。私は世那さんを幸福にしたいだけです。グラウンドでの行為も。コンビニでの行為も。今この場でのアナルセックスも。全ては世那さんのためですよ。さあ、力を抜いて……」

「はぁ、はぁっ……は、い……んぅっ、ん、はぁっ、あッ……！」

　未知の感覚に襲われる世那にとって、今この瞬間に頼れるのは凌辱者である八重垣だけだ。脂汗を垂らす世那は耳元で囁かれる言葉に従い、懸命に括約筋を緩める。ぬるっ、ぬぷっ……怒張がノコギリのように細かく前後しながら、ゆっくりと腸中を這い進む。

「ああ、その調子ですよ。さあ、リラックスして。肩の力を抜いて。そうです。ああ、素晴らしい。露出は恐ろしかったでしょう。でも愉しかったはずです。私は世那さんを困らせたくてやったわけじゃない。これもそうです。怖くても、最後には愉しくなりますから」

　催眠術のようだった。低い声は施術の五日間で最も多く聞いた声に違いはなく――蕩けるような愉悦を与えてくれた声の主だと思うと、どうにも心は拒絶を示さない。

「はぁっ、あっ、くっ……んんっ、グ……んハァッ……はあっ、はーッ！」

　肉棒が腸壺へと姿を消していく。肉杭に穿たれた尻は献上するように掲げられたまま、情けなくもぷるぷると引き攣っていた。

「ふぅ……さあ、入りましたね。ですが、アヌスの悦びはここからです。ふふっ……光栄ですよ。私たちのお姫様……世那さんのケツ穴処女を、この私が愉しめるのですから……」

「ひ、ぁッ……！」

　八重垣がゆっくりと腰を引く。肉棒が来た道を辿り始めると、寒気に似た喜悦が競うように背筋を抜けて、ぞわぞわッと産毛が逆立った。

（あ、う……い、今の感覚、何……？　まさか僕、お尻で感じてるんじゃ……！）

　否定したくとも、太い肉幹がずるずると腸管から抜ける心地に唇がぼうっと開く。それは明らかに快美感と呼ぶべき甘い肉の愉悦であった。

「んひ、ぐッ……はぁっ、あぁっ……ひぐっ、うう……ッ！」

　八重垣がゆっくりと抽送を始めた。差しこまれる瞬間は決して気持ちいいとは言えない。頭の奥がギュッと締めつけられるような息苦しさを覚え。眉間に皺が寄り、全身の筋肉が強張る。

　だがその次が厄介だ。開いた肉の傘が腸粘膜を掻くと快感に脳汁がどばどばと溢れ、唇の端に涎まで浮いてしまう。初めての肛交であるが、脳髄に迸る疑似排泄の悦楽は凄まじく、とても跳ね除けられるものではない。

「最初とは思えない感じ方ですねえ。まあ、施術中に解した効果もあるのですが……ふふっ、やはり天才ですよ。鬼崎くんが目をつけるだけのことはある。このままケツハメでイかせてあげますよ」

「はぁ、あっ、ンッ……お、お尻でイクなんて……そんなこと、あっ、ある、わけないですッ……ああっ、そんなの、あ、あり得ないッ」

「強がりはやめて、素直になりましょうよ。我々の前で王子様を気取る必要はないんです。公園でクソ穴を穿られて涎垂らす、露出狂の淫乱マゾ牝なんです。結構なことじゃないですか。ケツイキして誰に迷惑が掛かるんです？」

「そ、それ、はぁっ……でも、そんなのっ……あっ、あンッ」

「解放ですよ。自分まで自分を否定してどうするんですか。解放するんです。さあ――牝の自分を解き放って！　そらっ、そらそらッ」

「あひ、ひぎっ、は、激ひッ、ひあぁっ、ああっ、あああんッ」

　八重垣が一息に剛直を引き抜き、菊華をべろんっと捲った。すぐに牡棒は肛門の中へと戻り、乱暴に腸肉を捏ね潰す。じゅぼっ、ぐびゅっ、ぐびぶッ――腸中に残った濁液が結合部から噴き零れて、下品な水音が響いた。

「はぁ、ああんっ、あっ、あんっ！　ああ、だめ、だめェッ！　はぁはぁっ……お、お尻壊れちゃうッ！　頭が変になるのッ！　あああん、だめェッ！」

「安心してください。誰がどう見ても頭がいかれた気狂いの変態ですよ！　初対面の店員にオナニー披露してッ、公園でザーメンをケツ穴から撒き散らして――挙句にクソ穴をち×ぽで穿られて悦ぶマゾ牝なんですよ、あなたはッ」

「ち、がぁっ……わら、ひはぁっ、あひっ、ひぎっ、んは、ひーッ」

　否定したくとも、口から溢れるのは獣じみた喘ぎと涎ばかりであった。

　腸奥を穿たれる苦痛さえも内に秘めたマゾ欲を充足させるだけだ。排泄の悦びが無限に送りこまれ続けて、脳が沸騰するような恐悦が背筋を駆け抜ける。肉悦の花が咲いては散って、涙で滲む視界には何も映らなくなっていた。

（はぁ、はぁっ……こ、このままだと僕、本当に――あ、ああっ、やだっ！　い、嫌ぁあっ！　イキたくない！　お、お尻でイクのなんて嫌ッ、嫌、なのにぃっ！）

　鼠蹊部が引き攣り、砂の上で爪先がピンと張る。膝がガクガクと内向きに震えるのを止められない。目尻が垂れ、口元は緩み、汗と喘ぎを散らして肉悦の坂道を転がり落ちていく。

「さあ、認めるんですよ！　自分が露出狂のマゾであることを認めて、ケツま×こ気持ちいいと叫ぶんです！」

「あ、あああ、そんなの言えないっ、無理っ、無理ぃッ……」

「言わないと一生終わりませんよ！　朝までここでアナルセックスしたいんですかッ？　ほら言いなさい！　あなたはケツハメ狂いの淫乱なんですよ！」

　荒々しく股間を打ちつけ、暴れ馬を操るように尻房を叩いては、少女の背中へ唾を飛ばして男は叫ぶ。言いたくはない。だがやはり、従うほかなく――世那はキュッと眉間に皺を刻んで、その台詞を口にしていた。

「あ、ああっ……もち、い……ケ……こ……き、きもひい……ですっ」

「何を言っているのか判りませんよ！　もっと大きく！　さあッ」

「はぁはぁ、ああッ……気持ちいい、です！　あああん、ケ、ケツま×こ気持ちいいのッ！　はぁ、はひっ、ンンッ！　ケツま×こ気持ちいいですっ」

　最悪の文言を紡いだ瞬間に、脊椎を這う快感が爆発的に高まる。

　解放――男の言葉が脳裏をよぎる。まさにその通りだった。全裸で、犬の恰好で、尻を犯されて、夜空に向かって歓喜の咆哮をあげる。人であることを――理想の王子様であることを放棄する解放感に、世那はぼろぼろと感涙を流す。

（なんでこんなに感じちゃうの……あううっ、僕の身体はもう……もう、どうしようもないっ……淫乱なんだ……僕は本当に、変態なんだ……）

　汗だくの手で砂を握りしめる。己の卑しい性を認めた瞬間、防波堤が崩れたように肉悦の大波が押し寄せる。四肢を攫う波濤に抗おうとも思わなかった。

（きちゃうっ……くる、きちゃうっ！　お尻でイクッ！　本当にイッちゃう！）

　八重垣の剛棒もまた強烈に膨らんでいた。腸壁越しに子宮が擦られ、締まった膣肉から圧力で本気汁が噴きだす。世界が赤い灼光に染まった。

「あぁっ、ああんっ、あんっ！　も、もう無理ッ！　我慢できないっ！　や、八重垣さんッ！　ああんイクッ！　もうだめイクッ！　イキますッ！」

「なら最後も叫ぶんですよ！　どこでマゾイキするんですか！　さあ、解放です！　解き放つんです！　ケツイキして叫べ、世那ッ！」

「お、お尻ぃッ……は、初めてのアナルセックスでイキますッ！　ハァハァッ、世那はケツま×こでイキますッ！　イクぅううううッ！」

　歓喜の産声を宵闇に響かせ、少女はその瞬間を迎えた。

　意識が弾ける。全身の筋肉が一斉に緊張して背中が反り返った。排泄穴に埋まった男根が激しい脈動を起こし、牡欲の果てを腸奥へと注いでいく。

（本当に出されて……お尻の奥に……精液、がぁ……）

「はぁ、あぐ、ひっ……はぁ、はひっ、ン……」

　八重垣は肉棒をぐっぐっと突きいれ、残った汁を最奥へと散らす。少しの間、二人は無言で腰をぶるりぶるりと震わせていた。

　奇妙な静寂が公園を満たす。四つん這いで尻房を掲げる少女も、恍惚と目を細めて悦に浸る男も、はぁはぁと熱っぽく息を吐くだけであった。

「ん、あッ……」

　八重垣が肉棒を抜く。剛直の蓋がぬぽんっと抜けて、開ききった肛門から濁り汁が溢れた。温かい精液が尻谷間から秘唇へと伝う。子種が肌を撫でるだけで腰がピクリと躍り、ゆで卵の剥き身に似た艶尻がビクッと躍る。

「ふぅ……素晴らしいケツま×こに、年甲斐もなくはしゃいでしまいました。世那さんはどうでしたか――と、聞くまでもなさそうですねえ。牝犬の格好で涎垂らして、まだ物欲しそうに尻を振っているではないですか」

「はぁ、はーっ……そんな、物欲しく、なんれ……はひんッ」

　八重垣の掌がペチペチと尻臀を叩く。その程度の刺激でも敏感になった腸粘膜がざわついて、菊門からぶびゅぼびッと泡立った白濁液が噴き零れた。

　腸粘膜が精液に擦れて、鎮まりかけていた喜悦が噴きあがる。意図せぬ絶頂を浴びた股間は強烈に強張った後で一気に弛緩した。尿道口がぷくりと開く。

「はぁ、あっ……う、嘘、や、やだっ！　漏れるっ、で、出ちゃう！　見ないでくださっ……あ、ああっ……あうううううっ……」

「ん？　おお、これはこれは……ふふっ、世那さんは期待を裏切りませんねえ」

　ちょろ、ちょろろろ……緩みきった股から黄色い液体が飛沫をあげた。太腿に掛からないよう咄嗟に左脚を上げたものだから、その姿はまさに犬の放尿である。

（あ、あ……お尻でイッて、出された精液を肛門から撒き散らして、その挙句におしっこまで漏らすなんて……ぼ、僕は本当に、なんて酷い変態なの）

　淫らで下品な牝の本性に自分自身で失望を抱く。だが一方で、悦楽を極めた後に尿を垂れ流すのは、どうしようもない生物的な多幸感を覚えるのだった。

　尻穴から精液を、尿道口から小水を漏らし、少女は遂に砂場に倒れる。鍛え抜いた四肢は使い物にならず、ハードな部活動の後よりもずっと情けなく震えていた。

「大丈夫ですか？　少し無茶をし過ぎましたね……すみません。ですが、誰かに見られるかも……という興奮は凄まじいものでしょう？　なに、ご安心を。学校の警備員は買収済み。コンビニの店員は我々の仲間です。今この瞬間も、公園の周囲には見張りを立てているんですよ。全てが鬼崎くんの計画通りですから」

「計画通りって……ぼ、僕がお尻でイクことも、ですか……僕はどうなるんです……鬼崎くんの計画じゃ……僕は最後に、どうなるんです……」

「さて。私は歯車の一部に過ぎませんからね。ただ断言しますよ。あなたは幸福を得られる。大いなる流れに身を委ねれば、最後には壮絶な幸福に至るでしょう。我慢せず、抵抗せず、快楽と欲望に従うのです」

　解放ですよ――八重垣は何度も繰り返した言葉を囁く。絶頂の耳鳴りに混じって聞こえた声は、恐ろしく甘美な響きを伴って、世那の頭に残り続けるのだった。
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「お、来たな。約束の時間の十五分前とは、流石運動部。時間の管理がキッチリしてるな。それとも、おじさんとセックスできるのが愉しみで早く来たのか？」

　玄関扉を開けた男は、ジャージの上下に身を包む少女を見て下品な感情を隠さずに言う。世那はスポーツバッグを握りしめて視線を逸らした。

　性交渉に及ぶ直前の緊張感は何度味わっても慣れない。胸で暴れる心臓は、四百メートルを全力疾走した後のように痛かった。練習後の身体を強張らせる世那は、汗粒の浮いた唇を結び、駐車場に並ぶ自動車を見ながら言う。

「は、早く着いてしまっただけです。それより……い、いいんですか。渡邉さん、家族があるんでしょう。子供だっているんじゃ……」

　二階建ての一軒家。駐車場にある二台の自動車。犬小屋。それらは全て、平穏な家庭の象徴に見えた。とても女子校生を連れこむべき空間に見えない。

「あれ、俺の心配してくれるんだ？　噂通り、可愛いうえに真面目で優しいんだなぁ。大丈夫だよ。妻は今頃友達とランチ。娘はまだ部活動に行ってるから。世那ちゃんはどうなんだ？」

「ど、どうって、何がですか」

「ちゃんと、部活が終わったままの状態で来てくれたのか？」

　渡邉の視線が身体の輪郭を撫でる。ジャージ越しであるのに、舌を素肌に這わせ、べろべろと舐め回されている心地がした。怖気が奔り、寒気が産毛を逆立たせ、毛穴から嫌な汗がどっと噴きだし、そして何故か下腹部が熱を孕む。

（あ、あ……最悪なのに……最悪だけど、僕は……僕の身体は……）

　あれから何度も男らと性交渉を繰り返しているのだ。夏休み前の初心だった女体は面影もなく、牝の悦びを知った少女の身体は、中年を前にするだけで火照りを帯びてしまう。小麦色の肌はぼうっと赤味を増していた。

「は、はい……部活終わって、すぐに来ました……シャワーも浴びて、ないです」

「なら証明してもらおうかな。今ここで服を脱いで、全裸になりなさい。身に着けているものを全て俺に渡すんだ。確認するからな」

「か、確認……全裸って、そんなッ」

「大丈夫だって。別に外でおっ始める気はないから。あ、でも世那ちゃんは露出癖があるんだっけか？　なら、このまま外でハメちまうか？」

　世那は青褪めた顔を横に振る。脱ぐなんて無理だ。当然、外で性交渉に及ぶなど考えられない。マンションの階段や夜の公園とはわけが違うのだ。

「躊躇っても無駄だって。命令に従うまで進まないぞ。なあに、心配するな。これを言ったら興醒めかもだけど、状況は鬼崎くんに管理されてる。八重垣さんのときを思いだせよ。君はただ、俺たちに従って行動すりゃいいんだ」

「……ほ、本当、ですか。本当に……大丈夫、なんですか……」

「今は、な。ちんたらして時間が進めば状況が変わるが。可愛い娘が帰ってきたら、俺の家は終わりだよ。世那ちゃんも終わる。それは困るだろ。お互いに」

　暴虐的な光を瞳に宿し、渡邉は口角に泡を浮かせて言う。拒否権はないのだ。鬼崎が管理しているという言葉を信じる以外にない。

（ああ、もう……毎日毎日、こんな命令ばかり……一体何がしたいの）

　反った睫毛を伏せ、少女はジャージのファスナーを下ろす。閑静な住宅地に衣擦れの音が響く。上着を、シャツを、ハーフパンツを脱いで男に渡す。我ながら呆気なく裸体を晒すようになったものだと呆れる。だが本番はここからだ。

（うう、恥ずかしい……だけど今更もう、怖気づいたって仕方ない……）

　呼吸を整え、ショーツに指を掛ける。鈍色の簡素な下着に黒い染みが浮かんでハッとした。明らかに汗の濡れ方ではない。船底型の染みに息が詰まる。

「おー、既にま×こが濡れてるな。なに、恥ずかしがることじゃない。俺だってもう、ち×ぽがパンパンだよ。カウパーでズボンがぐしょ濡れだ。ほら」

「あ……」

　言葉通り、黄土色のスラックスは先走り汁で茶色に染まっていた。高々と張ったテントに思わず喉が鳴る。牝の反応に世那は頬の熱をかぁっと強め、汗ばんだ太腿に下着を滑らせる。その勢いのままスポーツブラも脱いだ。

（あ、あ……また全裸になってる……何回、外で裸にされて……）

「ほら、下着も渡すんだ。これは俺とのセックスが終わるまでお預けだからな」

「う、う……わ、判りましたから。命令通り、脱いだんです。お願いですからもう……は、早く中に……」

「待て待て。当初の目的を忘れてるぞ。確認だよ、世那ちゃん。ちゃんと汗臭いか調査しないとな。まずはパンティから――おほっ！　こいつは最高だなァ。マン汁がたっぷり染みて、ねっとねとだ。それにこの匂い……はあああ……ＪＫのスメルがたまらん……娘のパンツよりずっと濃厚な汗臭だ……」

　男は世那のショーツをひっくり返し、股を覆う最も不潔な部分を鼻に寄せる。いや、寄せるという表現は生温いだろうか。染みの付着した部分を鼻尖に擦りつけ、マスクのように口元を覆っているのだ。

「汗、マン汁、小便。どの匂いも濃厚で素晴らしいな。着替えずに来たのは本当らしい。ケツの方も……おおっ！　蒸れたクソ穴の香りがたまらん……！」

「も、もう充分でしょう……やめてくださいっ……」

「だめだ。直接匂いを嗅ぐまで証明はできん。さあ、脚を蟹股に開いて。両手は後頭部。君みたいな奴隷には一般的な服従のポーズだよ。さあ、するんだ」

「奴隷って……ぼ、僕はッ……」

「しー。他所に聞こえるよ。大丈夫だって。別に本気で奴隷だと思ってるわけじゃない。そういうプレイだ。世那ちゃんも色々なシチュを愉しみたいだろ？」

　男は黄色い歯を見せて笑う。世那は眉間に皺を寄せ、双眸を震わせながらも――両手を後頭部に宛がい、腰を落とす。狼狽に意味はなく、羞恥は男らの思うつぼで、必要のない感情なのだ。

「ほら、お願いしなさい。おじさんにどうして欲しいのかな」

「はぁはぁ……お、お願いします。部活で汗だくになった世那の身体を、嗅いで……僕――わ、私が嘘を吐いていないことを、確認してください……」

「お願いされたなら仕方ないな。じーっくり、体臭を嗅ぎまくってやろう」

　渡邉の顔が腋に近づく。露わになった腋窩は汗みどろで、酸味のある匂いがむわっと漂っていた。男は無遠慮に鼻をヒクつかせて腋臭を堪能する。熱い呼気が窪みを撫でると、首裏にぞわぞわと寒気が這った。

「ああ、良い匂いだ。やっぱり直接嗅ぐのが一番だな。ふふ、君の汗臭さは癖になる。腋だけじゃない。この胸も……すう……はああ……谷間に汗が溜まって濃厚な香りがするなァ……素晴らしいよ世那ちゃん……」

「あ、ああ……早く、済ませて……うう……」

「まあ待てよ。まだ大事な部分が残ってるだろ？　ケツ穴とま×こ、だ。何をすれば良いか判るな？　お願いするんだ。そうすれば嗅いでやるよ」

　背後に回った男がねっとりと囁く。酷い物言いに肌がぞわりと粟立った。哀しくも怒りや憎しみは湧いてこない。開いた毛穴からしぶく汗からは甘酸っぱい匂いが漂い、自分が発情している事実をありありと実感した。

「お願い、します……今度は私のお尻……ケツ穴の匂いを、嗅いでください」

「よろしい。では尻を突きだして、肛門を大きく拡げるんだ。最後にま×こ。それが終われば家の中に入れてやる。良いな？」

　こくりと頷き、指示されるがまま両手を尻臀に食いこませ、ぐいっと左右に割り開く。屈んだ男の視線が蠢く腸中へ熱心に注がれる。

　男の息に夏の熱波が絡みつき、生温い風になって腸肉を撫でた。ピンクの粘膜からじんわりと官能の熱が滲む。八重垣に初めてを奪われて以来、他の男にも犯されたのだ。今や肛門は膣と同等の性器へと昇華していた。

「ふふ、君も大分狂ってるな。薄々実感してるんだろ？　外で全裸。腋の匂いを嗅がせて、今度はケツ穴の奥まで披露してる。それに気づいてるか？　ケツ穴拡げた途端、ま×この方が涎を垂らしてるぞ？　もう立派な変態だな君は」

「わ……私は変態なんかじゃ……これは全部、生理現象で」

「生理現象じゃ、ケツ穴見られて感じないぞ？　ふふ、ケツま×この中も確かめてやる。蒸れ蒸れのクソ穴、味見させてもらうぞ」

「ひゃうっ！　んあぁっ、な、何を……あぁっ、やめ、ああうッ」

　中年は鼻先を谷間へ埋め、菊華をちゅうっと吸いあげた。伸びた舌先が腸口をぬるぬると穿る。生温い肉帯の蠢きに、少女は首に青い筋を浮かせて悶えた。

（あ、ああ、嘘ッ……お尻……お尻を舐められて……！）

　浣腸もしておらず、シャワーも浴びていない。身体の中で最も不潔な穴を舐めしゃぶられ、恥辱の炎が小麦色の肌を激しく燃やした。

「や、やめ……そんな、汚いです……だめ、だめっ」

「じゅるるう、んれろぉっ……だめなんかじゃないって。世那ちゃんのくっさいケツま×こ、苦くて酸っぱくて最高の味だぞ？　んれろれろぉ……」

「はぁ、はっ……どうして、そんな場所……ウウ、変なところばっかり……」

「俺たちは君の全てを愛してるからな。腋もクソ穴も足裏も、悦んでべろべろしゃぶれるんだよ。噂の金髪彼女ちゃんはケツ穴の奥まで愛してくれるかな？」

（香蓮が……？　そ、そんなの、してくれるわけ……）

　美しい顔が自分の尻に埋まっている姿を想像する。あの艶のあるリップが肛門を塞ぎ、汚れのない舌が腸管を穿るのだ。頭に浮かべるだけで強烈な背徳感に苛まれ、世那は汗粒を散らして黒髪を横に振った。

「はぁ、あっ……んんっ。や、やめて……もう、お願い……」

「なら一度イクんだな。ケツだけでイクのが難しいなら、自分でま×こと乳首弄っても良いからさ。ほら、やってみ。イッたら終わりにしてやるから」

「わ、判りましたから……はぁ、あっ……はう、ンンッ」

　玄関脇の壁に手を置き、世那は右手を秘園に滑らせる。従順過ぎる自分に嫌気がさすも、全裸で尻穴をしゃぶられ続ける以上の羞恥などない。

（はぁ、ああ、凄く濡れてる……ぬるぬるして……どうして、こんな）

　膣壁に円を描く。腸への刺激が膣の収縮を強めているようだ。蜜壺は指に吸いつき、複雑に粘膜を絡めつかせ、泡の浮いた女の涎を溢れさせる。

（あ、あ……もう、昔とは全然違う……オナニーの方法もよく判らなかったのに……お尻舐められながら外でおま×こ弄って……あっ、あっ、くるッ）

　股の付け根が震える。眉間の奥、脳の芯が熱く痺れた。絶頂の予感に肌が強烈に突っ張って、頂へ到達する瞬間に向かって全身が強張った。

「色々な人に教わっただろ？　イクときはイクと叫ぶこと。判るな？　絶頂したら部屋の中でセックスしてやるから。ちゃんとイクって叫ぶんだぞ？　な？」

「はぁ、はぁ……いっ……イ、イキ、ます……ハァハァ……きますッ……」

　腸穴に囁かれる言葉が、甘い倦怠感の纏わりつく頭へ届いてくる。セックスのために外で尻を舐められながら絶頂する――それがいかに歪かも判別できぬまま、世那は勃起した肉芽を弾く。背筋を焦がす電流に少女は四肢を跳ね躍らせた。

「イ、イクッ！　イキますッ！　ああん、イクッ！　イクぅうううッ！」

　世界が白く瞬く。頂に昇る感覚は何十――何百と味わっても慣れるものではない。鮮烈な肉の悦びが駆けるたび、筋肉が不規則な痙攣を繰り返した。

「はぁーっ、はぁっ……はぁはぁ……ああ、ううん……」

「ふふ、ごちそうさん。夢見心地って感じだな。君のコトを王子様なんて呼ぶ女がいることに驚きだよ。この蕩けきったアヘ顔……これ以上に女の子らしい表情はないってのにな。可愛いよ、俺たちの世那……」

「渡邉、さ……んむぅっ、んふっ……んぅ、ふッ……」

　背後から身を寄せた渡邉が口吸いに及んでくる。苦味のある腸汁が唾液と混じり、普段より強い粘り気を伴って舌を滑った。

　初対面の男とキスをするのは何度目だろう。両手で数えきれぬ事実が恐ろしい。だが恐怖も不安も、絶頂後に及ぶキスに融け、多幸感となって脳を侵していく。

「ぷはぁっ……ふふ、俺は構わないが、こうやって全裸でキスしてて良いのか？　そろそろ娘が帰ってくるぞ？　ご近所さんもいつ通るかな」

「あっ……や、だめ……約束、守ってください。中で、エッチして……」

　言って、すぐにハッとする。甘え媚びた牝猫の表情で性行為を請う――まるでセックスをしたがっているようではないか。

「ふふ、全く可愛いなぁ君は。もっとメチャクチャに犯しまくるつもりだったのに、予定が狂うじゃないか。さ、もうノンストップだ。中でハメてやるよ」

　男は最後に唇を吸いあげ、世那の乳首をきゅっと抓り、ようやく身体を離す。少女は未だピクピクと肌を震わせながら、今から起こる情事に心音を強めていた。




　渡邉夫妻の寝室で二人は身を重ねていた。シックスナインの体位で行為に及ぶ男女は、互いの股間に顔を埋め、下品な水音を鳴らして悦を送りあう。全裸で四肢を絡め合う二人は既に汗だくだ。

「んれろ、れろ、じゅるるるっ……ぶはぁっ、うまいなァ……世那ちゃんはクソ穴の味も極上だがま×こも良い。この塩気と酸味のバランスがたまらん」

　渡邉が口を離す。脂ぎった顔からは大量の汁が糸を引いていた。世那の股間は太腿までぐっしょりで、ベッドにも小便を漏らしたような染みが広がっている。

（熱ぅ、い……もう何回も口だけでイかされて……身体、融けちゃいそ……）

　世那も剛棒から口を離す。少女の唇からも白い濁液がねっとりと橋を架ける。既に二度、口腔へ射精されていた。しかし肉の刀は反り返ったまま精気を失わず、雄々しく脈を刻む血管が萎える様子はない。

「わ、渡邉、さん……ずっとこんなことして……大丈夫、なんですか」

「娘のことなら心配いらんよ。まだ犬の散歩中だ。それとも、早くセックスしたいかな？　そうだよなあ。セックスするために部屋の中に来たんだもんな？」

「ちが――あああんッ！　はぁ、あっ、ンッ、イクッ！　イクッ！」

　渡邉が再び顔を埋め、舌先で陰核の剥き身を転がしてくる。小さな肉豆から鋭い喜悦が迸ると、魚のようにビクビクと跳ねてしまう。尖った急所を軽く弾かれるだけで少女は呆気なく達していた。

「三十分ひたすらクンニすりゃ、流石にま×この感度もやばいなぁ」

　男は陰唇を両手で開閉しながら、脂と蜜汁でぐしょ濡れの口元を歪める。弄ばれる割れ目は濃厚な汁をべっとりと引いて、赤らんだ媚肉をウネウネと蠢かせては牡の目を愉しませていた。

「この敏感なとろマンにち×ぽハメてみろよ。一瞬で天国行きだぞ。なあどうする？　そろそろセックスするかい？　世那ちゃんのま×こ、生ち×ぽハメて良いかな？」

「はぁ、はーっ……い、嫌だって言っても……するんでしょう……？」

　その質問には答えず、中年はニヤリと不敵な笑みを浮かべて身体を起こすと、ぐったりと寝そべる世那の脚を開いた。

　普段は縦筋のような慎ましい花弁は完全に開いていた。肉びらは少女の荒い息遣いに合わせて揺らめき、花蜜をたらたらと零す。

　渡邉は肉幹を割れ目に添えると、毛深い股間を擦りつけるように腰を揺すった。ちゅぷっ、くち、ぬち……性器が接吻して蜜鳴りが響く。

「あ、ンンッ……！」

　渡邉がゆっくりと股間を押しこんでくる。赤黒い亀頭が窮屈な花門をこじ開けた。身体の内側に逸物が侵入する圧迫感に背中が浮く。シーツをぎゅっと掴み、爪先をキュッと丸めて何もない宙を噛んだ。

（ま、た……こんな呆気なく、セックスをして……ああ、それにしても凄い……二回も射精した後なのに硬くて……うう、お腹が膨れてる、みたい）

　精液臭くなった息を忙しなく吐く。汗だくの男もまた、愛液と腸汁の匂いを纏った呼気をハァハァと継いで、口角に涎を浮かせていた。

「ああ、蕩けきってるな。ま×こが絡みついてくるぞ。おじさんの生ち×ぽをずっぽりと咥えちゃって……全く、悪い女の子だな、君は……ふふ」

「い、いいですから、早く……や、やって……終わらせて」

「おお、すまんな。淫乱の君はち×ぽ挿れるだけじゃ満足できないよな？　赤ちゃんの部屋までたっぷり幸せな気分にさせてやるよ。――そらっ、そらッ！」

「ひぐっ、んあぁっ、あっ、ああ、ンッ！　あっ、あんっ、あんっ」

　亀頭が秘奥を穿ち、輪状の入り口をぐにぃと歪ませる。開いたエラが襞を掻く心地はいつになっても鮮烈だ。ベッドが抗議するように軋んでも男が構う様子はない。蛇腹を描く膣道を捏ね潰して悦楽を貪っていた。

「あんっ、ああっ……はひっ、ひぐっ！」

「はぁ、ふぅっ……ああ、くそッ！　俺が犯している側のはずなのに、無理矢理腰振らされてるみてェだ……なんて貪欲なま×こだよッ！　これが陸上で鍛えた扱き穴……まるで処女じゃねえか！　ハァハァッ……あああ、たまらんッ」

　男は唾を飛ばして性器を擦りつける。両手は椀型の乳房へ伸びて、毛深い指で双丘を揉みしだく。乱暴で配慮のない肉打ちだが、マゾの悦びを覚えた女体は官能に燃え、発情の汗をしぶかせて艶々と華やいでいた。

（う、う……だ、だめッ！　やっぱり僕、感じちゃう……こんな無茶苦茶に、玩具みたいに犯されても……ああ、香蓮とエッチするより――）

　恋人との情交と比較するなど最悪だ。慌てて思考を振り払うも、股間から迸る背電流は跳ね除けられない。少女の視界は瞬きを繰り返す。息がうまく吸えない。ハァハァと喘ぐ口に男が唇を重ねてくる。

「んむぅっ、んふっ……はぁはぁ、はむぅ、んれろ、じゅるぅ、ンンッ」

（上と口同時はだめっ……頭が真っ白になって……何も考えられなくなるッ）

　渡邉が覆い被さってくる。恥骨を打ちつける腰振りが股間を襲うと、肥えた腹が恥丘を圧迫して息苦しさが増す。重ねた唇から泡立った唾が噴き零れて鼻孔に潜り、荒々しい鼻息が内側から膨らませ、ぶびゅっと唾液の提灯が膨らんだ。

（息ができないッ……辛くて苦しくて……頭の中が、弾けそう……）

　顔中が涎塗れになる。肉壺で掻き混ぜられた甘露は牡汁と絡んで糸を引き、ぐびっぶびゅっと下品な音を奏でては淫臭を撒き散らしていた。

　強烈な刺激臭が鼻奥を衝き、肺まで犯すようだった。獣じみた情交の愉悦に理性が呑まれる。いつしか世那は縋るように両手足を伸ばし、男の身体に巻きつけていた。少女は四肢を強張らせ、仰け反らせた首をくたくたと振り乱す。

「はぁ、ああっ、ああんだめッ！　渡邉さんっ、渡邉さんッ」

「ああっ、イクんだな世那ちゃんッ！　マン肉のウネりで伝わってるぞ……はぁはぁっ、俺もイクッ！　ああ、現役ＪＫに中出し射精だっ、おお、おおおッ！」

「ああんっ、あんイクッ！　あっ、あんっ、イクッ！　イ――」

　まさに悦の頂へ辿り着く刹那だった。「ただいまー」と一階から声が響き、二人はピタリと身体を止める。足音がしていた。手を洗う音と犬の鳴き声が、ぜぇぜぇと乱れた二人の呼気に混じって聞こえてくる。

（う、そ……帰ってきちゃったのッ？　というか、今の声、どこかで）

「……おっと、娘が帰ってきちまったな。だが問題ないだろ。さ、続きをしようぜ。壁が薄いから気をつけてくれよ？　隣が優里子の部屋なんだ」

「優里子……あっ、嘘……まさかッ」

「そうだよ。いつも娘がお世話になってるな、荒鷲部長？」

　鼻先が擦れ合う距離で男は勝ち誇った表情を浮かべる。渡邉優里子。後輩で、陸上部のマネージャーではないか。渡邉というありふれた苗字で気づかなかった。

「そ、んな……あなた、僕が娘さんの先輩だって知っててッ……」

「それが興奮するんだろ？　ほら世那ちゃん、続きといこうや。クライマックスだろ？　今からイッて、絶頂ま×こにザーメンを出すんだ。俺は娘の傍で。世那ちゃんは可愛い後輩の傍で。こんな興奮することあるか？」

　なんて歪みきっているのだろう。世那は真っ赤な顔を横に振って拒絶するが、絶頂の寸前にある中、長大な肉杭を穿たれていては動けるはずもない。

　廊下から足音がする。隣の部屋へ人の気配が移動するのが判った。

「あっ、あんッ……ちょ、っと……本当にするんですかッ……」

「世那ちゃんも寸止めで辛いだろ？　さっきみたいに派手に喘いだら聞こえるから気をつけろよ……なあに、すぐ終わらせてやるからさ……！」

「はぁ、あううんっ、あぁっ、はぅ、あんっ、ああッ……」

　再び腰を前後に遣り始める。ほんの数時間前に部活で会ったばかりの後輩――その父親と、壁一枚を隔てた場所で情交に及んでいるのだ。危機感も背徳感も凄まじい。だがそれらの黒い感情は、暴力的な愉悦の一助となるだけだった。

（あ、ああ、だめッ……感じるの、止められない……うう、くるっ、イクッ！）

「ハァハァッ……あ、うッ……イクッ！　イ……クぅッ……」

　厚い背中に指を突きたて、少女はしなやかな裸身を仰け反らせる。何かを掴むように丸まった爪先が宙を蹴りあげた。肉壺の中で牡棒が脈を刻む。

　小さな星がチカチカと舞った。思考は桃色に混濁して元に戻らず、促されるがまま男と口を吸ってしまう。絶頂、射精、接吻――牝としてこれ以上ない悦びに満たされて、世那は放心したまま中年と舌を絡めていた。

「ああ、気持ちよかったなぁ……だけど、聞いてた話と違うぞ？　世那ちゃんはセックスすると最後にアヘ顔で小便漏らすって聞いてたんだけどな」

「そ、そんなの、嘘です……私はおしっこ漏らしたり、なんて」

「それこそ嘘だろ？　世那ちゃんの動画、関係者は全員持ってるんだぞ。ほら、頼むよ。最後にさ、盛大に小便漏らすところ見せてくれないか？　それで終わりにしてやるから。な？」

　自分から放尿するなど無理だ。狼狽する世那の身体を反転させ、男は背後からぬっと抱きあげてくる。女児が用を足すような格好だ。Ｍ字に開かされた股の中央から白濁がごぼごぼと溢れていた。

「な、何を……こんな格好じゃ、余計に……む、無理です、本当に……」

「無理じゃない。やるんだよ。ほら、娘の部屋に向かって思いきり小便してやれ。それとも八重垣さんのときみたいに、ケツ穴穿られないと無理か？」

「そんな……あ、う……わ、判りました、から……」

　膝の裏に腕を回して渡邉が囁いてくる。実を言えば尿意も限界だ。絶頂で緩んだ股間は、少し力を込めるだけで容易く決壊するだろう。

（こんなことまで、させるなんて……でも出さないと、今度はお尻が……）

　肛交と放尿のどちらを取るか――最悪の選択肢だが、世那は尿道口を開く方を選ぶ。黄色い液体がちょろりと溢れた。後悔する暇もなく小便が流れ始める。不格好なアーチを描く液体が壁にぶつかって不潔な飛沫を散らした。

「あ、あああ……み、見ないでくださ……ああ、こんな……は、恥ずかしい」

「恥ずかしがることなんてないぞ。皆、君が小便を漏らす姿が大好きなんだ。世那ちゃんも小便漏らすの癖になってるんだろ？　今度陸上の競技中にさ、おしっこ漏らしながら走ってみたらどうだ。大会が近いんだろ？」

　三年生。最後の夏。大舞台で失禁しながら走る自分を想像してしまう。嫌悪や拒否反砲はなく、なぜか奇妙な寒気がぶるりと身体の芯を震わせた。

（本格的に壊れてるのかな……あ、ああ、人前でおしっこするのも、興奮するなんて……僕はもう、二度と戻れないんじゃ……）

　でも、それの何が悪いのだろう？　何度も自問自答してきた。そのたび必死に香蓮や後輩の姿を思い浮かべ、邪な思考を払ってはきたが――最近はもう、その努力さえ億劫になっている。

「本当に小便まで出してくれるなんて……ああ、感謝するよ。俺さ、女子校生に欲情しちゃうんだ。最近はずっと娘にむらむらして、もう襲う寸前で……そこで、鬼崎くんに話を聞いて。すぐに飛びついたよ。こんな可愛いＪＫとヤれるなら娘を襲わなくていい！　ってな……判るか？　君は俺を救ってくれたんだよ」

　ありがとう――渡邉はセックスの際に見せた獣の姿を消して、穏和な声で囁く。皆そうだった。酷い行為を強要し、辱め、心まで侵し尽くすくせに――最後はこうやって、謝罪や感謝を口にしてくる。

（こん、な……こんな言葉で動揺しちゃ……惑わされちゃ、だめなのに）

　ちらりと視線を下に遣る。生温かい小便を浴びた男の逸物は、再びムクムクと猛っていた。足元には小便溜まりが広がって、白濁がぷかぷかと泳いでいる。

「ああ、だめだ我慢できないな……泣きの一回だ……もう一回だけ出したら終わるから……ああっ、ハァハァッ、世那ちゃん、世那、世那ッ……」

「あ、あんっ、だめッ……約束が違ッ――あああんッ」

　猛りきった怒張が無防備な花唇を穿つ。弧を描く肉刀は一瞬で女の鞘に納まって、牝の最深部へと突き刺さった。小便を巻きこむ突きあげが、ぐびゅっぐびっびゅびッ――と下品過ぎる音を女の穴で奏でる。

「あんっ、だめぇッ……あん、あんイクッ！　はぁっ、はひっ、んあああッ」

　桃尻を緩衝材にして杭打ちを繰り返してくる。失禁しながらの性行為など最悪だ。屈辱的で暴力的で、息も継げず、泡の浮いた涎を啜ることも叶わない。それに隣室には後輩もいて。相手はその親で。――それなのに。

（どう、して……どうして僕はこんなに……こんなに気持ちよく、なって……こんなに幸せに……あ、あっ……だめ考えられないッ……イ……グッ！）

　喉の粘膜を晒し、唾を飛ばして小麦に焼けた肌を波打たせる。女の聖殿に子種を注がれる中、長い脚をビクビクと跳ねさせながら、少女は残った小便をじょろろろと垂れ流すのだった。




「おお、可愛いねえ。流石は世那ちゃんだ。うんうん、俺の見立て通りだ。君の鍛えた身体ならビキニが一番だよね？」

　砂浜の上、村田は腕を組んで満足気に頷く。世那は自分を抱くように右手で左腕をきゅっと掴んだ。照り返す夏の陽射しが原因か――既にその肌は赤らんでいた。

　いや、実際のところ理由は明白だ。瑞々しい柔肌を覆うのは白いマイクロビキニである。乳輪が隠れる程度の水着は全裸より淫猥に少女を装飾していた。股の部分は何度直しても割れ目の形が浮かび、Ｔ字の紐は尻谷間に食いこんで全く意味を成していない。淫乱と罵られても否定できない恰好だろう。

「こ、こんな衣装を着せて、どうするつもりなんですか……誰かに、見られたら」

「ふふ、見られるのが良いんだろう？　いかにも変態ですってアピールして、胸と尻を揺らして男の視線を誘って歩く……それがたまらないくせに」

「そ、そんなことッ……」

「大丈夫だって。心配しないの。知り合いなんていないさ。近くのプールを選ばず、わざわざ遠い海に来たんだ。それに変装グッズだって用意したからさ。ね？」

　パラソルの下、男はエクステとサングラスを掲げて見せてくる。そういう問題ではないのだが、何日も何回も何人ともセックスをした今、こういった問答に意味がないのは身に染みていた。

（コンビニで知らない人とエッチするとか、学校で全裸になるよりはマシ……かな。ああ……僕もう、相当貞操観念がおかしくなってる……）

「ほら、こっち来て。そんな不安そうな顔しないでよ。長居するつもりはないから。まずはオイル塗ってあげる。その後、セックスして終わり。ね？」

　村田はビニールシートをぽんぽんと叩いて招いてくる。世那は観念して頷くと、男に指示されるままうつ伏せになった。すぐに生温い液体が背中に垂れてくる。武骨な手が汗ばんだ肌をねっとりと這い始めた。

（あ……この、オイル……あ、あの頃ずっと身体に塗られてたやつだ……）

　ハチミツに薔薇を融かしたような甘く芳醇な香りが、潮風に乗って鼻先を撫でる。男は繊細な動きで柔肌への愛撫を繰り返した。背中を伝う手が腰に回り、水着の食いこんだ尻臀を揉みこんでくる。指先がつう……と尻谷間を撫でると、それだけで世那の腰はピクッと浮いた。「あん」と甘い声が漏れてしまう。

「はぁっ……んぅ、く……あ、あの、外でこんな……エッチ過ぎま、せんか」

「大丈夫だって。パラソルの下だし、オイル塗ってる人たちなんていくらでもいるよ。それより、世那ちゃんの身体はやっぱり良いなぁ。太腿のこの辺とか、物凄く締まってるね。それに……ふふ、日焼けの境界線が凄くエッチだよ」

「あ、ンッ……あ、ちょっとそこ……んあぁっ、んっ……」

　太腿の隙間にぬるりと指が潜りこむ。オイルを纏った手は、粘着質な琥珀色の糸を引いて股の付け根を優しく圧迫する。陰唇の縁を撫でる指先に心臓が跳ねた。

（や、だ……もう、身体が熱くなって、きた……うう、知らない人が大勢いるのに……でもやっぱり、この手つき……それに、このオイル塗られると、僕……）

　心も身体もとろとろに解された記憶は細胞の一片にまで残っている。毛穴に沁みたオイルが記憶を呼び覚まし、少女の身体を火照らせた。

　頬が赤くなり、息が弾み始める。近くのタオルをぎゅっと握って、世那は奥歯を噛みしめる。そうしないと唇が開いて喘ぎそうになるのだ。

「さて、背中側はこれくらいかな。次は前を塗っていこうか。なあに、すぐ終わらせるよ。陸上の大会も近いんでしょ？　今日は長居する気はないからね」

「ま……前は自分で塗れま……あっ」

　村田の手が肩と太腿を掴み、くいっと身体を押す。それだけで世那は呆気なく仰向けになっていた。既に筋肉は弛緩していて、四肢に力がうまく入らないのだ。

　目元に温かいタオルが被せられる。腹部に垂らされたオイルが、村田の掌によって塗り広げられていく。脇腹を伝い、腋の窪みを指の腹でくすぐられる。まるで女性器を手淫するような好色な指遣いに、世那の上半身はくねりと悶えた。

「じっとしていて。高級なオイルだからね。無駄にしちゃだめだよ？」

「で、でも……あの、タオル外しても、いいですか……こ、怖くて」

「何が怖いの？　大丈夫だよ。周囲の状況を教えてあげる。世那ちゃん、凄く見られてるよ。当然だよね。こんなドスケベな水着を着て、父親ぐらいの年齢の男に身体をまさぐられて、ハァハァ喘ぎながら悶えてるんだもんね」

「なッ……そん、な……僕は喘いでなんてな、あんっ！」

　村田の指が乳首をツンと弾いた瞬間、真っ黒な世界にチカッと星が瞬いて、世那は甲高い声を散らしていた。

（う、そ……僕の乳首……はぁ、はぁ……凄く、硬くなって……）

　水着越しに撫でられただけで鋭い喜悦が次々と首裏へ駆ける。村田は乳房をねっとりと揉みあげつつ、もう片方の手で下腹部に円を描く。子宮の位置を意識づけるような円愛撫に、反応した子宮は何センチも降りて粘膜をざわつかせる。

「はぁっ……はぁ、あん、ふ……ハァハァ、んん……」

「声も表情も色っぽくなってきたね。ほうら、ビンビンの勃起乳首にオイルかけてあげる。ま×この方もたっぷり解してあげるね。声、我慢するんだよ？」

「ま……そっちは――はぅっ、んっ……んぁっ、はぁっあっ……」

　大量のオイルを纏った手が水着の中に潜る。ヒトデのように股座へ張りついた掌は、細かく振動しながら右に左に揺れ動く。女の花弁がくちくちと捲られて、肉の悦びが放射状に広がり、思考をぼうっと霞ませる。

（あ、あ……どう、しよ……こんなのだめなのに……だめって思うほど、熱くなって……ハァハァッ……もう、きちゃうっ……うう、イクッ、イッちゃう！）

　足の爪先がビニールシートを挟み、きゅっと反り返って強張る。世那は左手で口元を覆い、縋るように右手で男の水着を掴んだ。

「ふふ、イキそうなんだね。歩いてる人が見てるよ？　そりゃそうだよね。水着の中に手を入れて、ま×こ弄られて、イキそうになってるＪＫがいるんだ。皆、興味津々だよねぇ。さ、イッちゃおうか。イキ潮撒き散らして、アヘ顔晒そうね」

「はぁ、ああ……だめっ……そ、そんな、だめェッ……！」

「そっか。なら、やめにしよう」

「……え」

　村田がすう、と手を離す。呆気なく手淫から解放された世那に残ったのは、じんじんと疼くような股の痺れと、絶頂寸前のもどかしい寂寥感だった。

「目を見なくても判るよ。寂しそうにしちゃって。イかせて欲しいだろう？」

　水着越しに割れ目を撫でて囁いてくる。経験に裏打ちされた自信が指遣いから伝わるようだ。微妙に性感帯をずらし、もどかしい性悦を送りこんでくる。哀しくも反応は抑えこめない。ハッハッと短く息を継いで、少女はしなやかな四肢を切なげにくねらせていた。

「言えば解放してあげる。このぐずぐずに蕩けたま×こ、ち×ぽで入り口から奥まで掻き回してあげるよ。さあ、どうして欲しいか言いなさい。ん？」

「あぁ、はう、うう……い、意地悪しないで、ください……こんな……ああ、無理……無理です、言えない……はぁはぁ……許して」

「ふふ、相変わらず可愛い反応だな。でもイキたくないとは言わないんだ？」

　世那は否定しない。イキたい――その願望は既に頭の中に鎮座して、消えてくれないのだ。胸と股を同時に甘弄りされては思考も纏まらない。

（寸止めを繰り返すの、かな……ずっとずっと、周りに人がいる中で焦らされ続けて……僕は耐えきれなくなって、イかせてくださいって叫ぶのかな……）

　最後まで我慢できると思えない。忍耐力には自信があるが、性的な事柄になれば身体も心も途端に無理が利かなくなる。

「寸止め地獄が始まる――と思ってるだろう。はは、そこまで酷いことしないさ。岩陰に行ってセックスをしよう。あっちは人が近づかない場所だから大丈夫。荷物は置いたままで良いから、一メートルぐらい間隔を開けてついてきて」

「そ、外で……するんですか。車とか……あの、どこか、中で……」

「良いから良いから。それに凄く愉しいぞ。世那ちゃん、癖になるかもな」

　目を覆うタオルが外され、手を引かれるがまま立ちあがる。そしてすぐ、村田の言葉が事実でないことを知る。誰も近くを通ってはいなかった。

（……なんだ。誰も見てなかったんだ……）

　胸裏で呟く世那は複雑な心情を抱く。安堵と一緒に、なぜか一種の寂しさを覚えたのだ。まさか、男の愛撫で悶える姿を見て欲しかったのだろうか？

「ほら、変装道具を着けて。移動するよ。ルールは一つだけ。胸もま×こも尻も絶対に隠さず、水着に触れないこと。最後までキッチリ守れたらご褒美をあげる」

「ご褒美なんて……僕――私は早く済ませたいだけ、ですから」

　言いつつも、男の股間をちらりと視線でなぞってしまう。膨らんだ水着を見て、その奥に秘めたる剛直を頭に浮かべ、秘芯を穿たれる未来を想像して生唾を飲む穢れた反応を示す身体が恨めしい。だがもはや、理性だの自制心で発情は抑えこめなかった。

（僕は悪くない……このオイルに、媚薬が入ってるから……これ塗られて、おかしくなってるんだ……だからずっと、ふわふわして、変な気分になってるんだ）

　言い聞かせながらエクステとサングラスで簡単な変装を済ませ、歩き始める。足裏に熱い砂粒の感触を覚えて海に来たことを実感する。だが感じるのは砂の熱さだけではない。

「なあ、見ろよアレ。あの子だよ、あの子。……凄くね？」

「う、っわ……マジでヤバイな。なんだあの水着……エロ過ぎんだろ」

「ケツの食いこみも半端ねー。しかもおい、見ろよ。ま×この方も見えてるぞ。マン毛が透けてさ……なあ、声かけたらさ……ヤれるんじゃね？」

　男たちの話声がヒソヒソと聞こえてくる。視線が全身を舐め回すのを感じて、世那はようやく今になって、自分がいかに変態的な姿を晒しているか気づく。

　白い水着は半透明になっていた。赤く充血した突起はテントを張って、股を覆う三角形の薄布は役割を放棄して縦の筋を浮かせる。丸出しの尻は言うまでもない。脚を一歩踏みだすたび、緊張でえくぼを作る桃尻を視線で追いかけてくる。

（あ、あ……凄く、見られて……や、だ……僕、なんて恰好を、して……）

　絶頂寸前の身体が余計に発情を強める。膝が内向きに震え、貝唇が吸着する水着を咥える。水着を直してはいけない――そのルールを忠実に守り、世那はよろよろと中年の背中を追う。

（この、感じ……触られてもいないのに、男の人の性欲で全身を揉みくちゃにされて、犯される感じ……あ、ああ……だめ……こんな気分に、なっちゃ）

「はぁ、はぁ……んぅ……ふぅっ、ふーっ……」

「世那ちゃん、息が荒いけど大丈夫？　この辺りで少し休憩する？」

　村田が首を傾けて尋ねてくる。世那はハッとして顔を上げた。もう意識は朦朧として、暑さと陽射しまでが性の酩酊を強めて、頭は満足に働いていない。

「え……や、ぁ……だめ。だめです……お願い、早く……み、見られてます。私……うう、露出好きの変態だと、思われて……あ、頭、変になっちゃう」

「じゃあ、急いで岩陰に行ってセックスしよっか？」

　世那は目を見開き、視線を泳がせる。だがもう、男と性交渉に及ぶ以上に、この場で陽光と視線に肌を炙られ続ける方が苦しかった。

「は……は、い。し、しますから……エッチ、するので……お願い、早く……」

「ふふ、良いよ。来てごらん。お望み通り、ハメまくって、狂わせてやるからね」

　望んでなんていませんッと香蓮なら言えるだろうか。だが世那の喉はもう、忙しなく息を継ぎ、唾を飲むだけでいっぱいいっぱいだ。

　視線を浴びる中、男に手を引かれて移動する。そこは岩陰――というよりは洞窟の入り口であった。足首が浸る程度に海水がある。

「さ、水着を脱いで。ああ、上は脱がなくていいよ。どうせ勃起乳首丸見えで、意味ないからね。ささ、ま×こ丸出しにして、壁に手をついて、お尻向けて」

　抵抗が無意味なのは知っている。世那は蜜液とオイルに濡れた水着を足首から抜いて村田に渡すと、ぷりっとした艶尻を差しだした。男は水着からペニスを出して尻臀に擦りつける。牡の熱波を浴びた尻果実がぶるりと震える。

「あーあ。現役の女子校生が、こんな簡単に中年親父の生ち×ぽ受け入れちゃって。そんなに興奮したんだ？　やっぱり世那ちゃんは露出狂なんだなあ」

「そんなことっ……セ、セックスしないと解放してもらえ、ないし……それにっ、あんな風に身体触られて……あんなに媚薬塗られたら、誰だって……」

「媚薬？　あー……はいはい、さっきのオイルね。ふふ、そうだな。あの媚薬入りオイルを塗られたら、女の子は誰だって乳首勃起して、マン汁塗れになっちゃうね。こんな風に、中年ち×ぽ受け入れ態勢万全になっちゃうねぇ？」

「ひゃッ……あぁっ、あんっ……あっ、ン！」

　肉幹が股下に滑る。太腿肉の間でぬっちぬっちと前後する牡棒は、少女の露を吸って滾りを増す。性器同士の接吻は腰に甘ったるい愉悦を滲ませた。世那は毛束を作った髪を揺らし、背中をたわませて眉を跳ねさせる。

　村田の掌が尻臀を撫でると、下半身に纏わりつく官能はより粘着質に肌を覆う。一体いつ挿入されるのか――そわそわと息を呑む世那を嘲笑うように、男は太い親指をつぷりと肛門に差しこんだ。

「はぁ、あッ……そこ、お尻っ……んあっ、はぅ、ンンッ……」

「お尻を指で弄られるなんて君にしてみれば普通だろ？　聞いたよ。ケツ穴の処女、八重垣さんに奪われたんだってな。全く、皆狙ってたってのにずるい人だ。それから何回、この可愛いうんち穴でセックスしたの？　三十回くらい？」

「そ、そんなにするわけ、ないでしょうっ……ろ、六回くらいしか……！」

　言ってすぐ、世那はカァッと赤面した。六回、くらい。その言葉はあまりに異常だ。普通の女の子は一回も肛門でセックスなどしないのに。

「も、もういいでしょう……はぁ、はぁ……や、やるなら早く、済ませて……陸上の大会も、近いんです……こんなことばかり、してられない……」

「判ってるよ。だから、今日は大会前にする最後のセックスだ。これから三日、ち×ぽはお預けだからね。たっぷり愉しむんだよ。――あ、そうだ。景気づけにコイツを塗って中を穿ってやろう。ふふふ」

　そう言って村田が取りだしたのは小さな瓶だ。中から琥珀色の液体を垂らし、ペニスに塗りたくる。例のオイルを纏った肉刀はより雄々しく脈を刻んだ。

（な、生でエッチするだけでも大変なのに、オイルつきなんて……）

　哀しくも卑しい期待で胸がドクドクと弾む。喉を鳴らす世那の穴に男は穂先を潜らせた。花弁を弄ぶように浅く出入りさせる。琥珀色の液体がちゅくちゅくと蜜音を鳴らした。

「それじゃ、挿れるぞ？」

「――ッ……は、い……ど、どうぞ……」

　壁についた手をぎゅっと握りしめる。挿入に身構えて息を詰めた。目を瞑り、はしたない嬌声を漏らすまいと奥歯を噛む。そして男は腰を引いて――膣孔から抜いた亀頭を、肛門へと宛がい、そのまま腰を押しこんできた。

「んぐッ……ま、待ァッ……なん、れっ……！　そっち違ぁあッ！」

「おっと、オイルで滑っちゃったかなぁ。でも良いよね？　もう六回もハメてるんだ。ち×ぽなんて余裕でずっぽりだろ？　おお、おほっ……ほうら、やっぱり。指で軽く解しただけなのに、ち×ぽをずぶずぶ呑んでいくぞォ……？」

「はぁ、はひっ……かひィッ……ちょ、待っ……う、うううッ……！」

　肉キノコが菊門を割り開き、ずぶりずぶりと尻奥へ姿を消していく。不意の一撃に世那は目を剥き、口角に泡を噴いて首を反らした。

（そん、な……またお尻の中に、入って……！）

「お、ほッ……こいつは良い！　ケツま×こも噂通りの名器じゃないか。ち×ぽが食いちぎられそうだ……そら、捏ねて気持ちよくしてあげるよ」

「んぐ、ひぃっ……ぐ、ぐりぐり、らめェッ……」

　ぐっ、ぐっと突きこまれ、頭の中が白く染まる。肉幹がミチミチと腸管を圧迫して満足に呼吸ができない。脂汗が毛穴から一斉に噴きだして、滝のように肌を流れた。

　身体が内側から膨張するようだ。肉の杭で穿たれた身体はその場から動けない。酷い苦痛だった。しかし世那は知っている。この後に何が起きるのか――。

「ひぃっ、ああああんッ……！」

　男が腰を引くや否や、世那は発情した牝猫のような惚けた声を漏らした。一度目の肛交ですらあれほどに感じてしまったのだ。何度も貫かれ、解され、開発されきった腸肉は、カリ首に掻かれて凄まじい恐悦を奔らせる。

（うう、だめ……お尻でのエッチ……どうしてこんな……ああ、凄く苦しくて辛いはずなのに……抜かれる瞬間に、頭が真っ白になって……）

　拡がった肉傘が腸壁を掻き毟ると、排泄の快感に脳汁がどばどばと溢れる。否、脳自体が蕩けているかのようだ。身体の芯までどろどろになるような愉悦に、唇の橋から涎が垂れてしまう。

「ああ最高だな……ま×こを味わう前にケツ穴を堪能する……これが俺のやりたかったことだよ。贅沢なプレイだろう？」

「はぁ、あっ……も、もうやめ、て……ぬ、抜いてくだい……！」

「オッケーオッケー。可愛い世那ちゃんの頼みだからね。抜いてあげる。でも抜く前には押しこまないと――ねッ」

「ぞん、なッ……ウウッ！」

　再びゴリュッと腸奥を穿られ、首を反らして呻く。それは性行為と呼ぶよりは暴力に近い。だがそんな暴力的な律動に、世那はヒィヒィと喘いでしまうのだ。

「さあ、お望み通り抜いてあげるよ。そしてまた奥に突っこんで……おお、たまらん！　世那ちゃんのケツま×こッ！　腰が無理矢理動かされるよッ！」

「ひぁっ、あっ、ああんっ……や、やめっ、んぐひっ、ひぃっ、ああッ」

　村田はだらしない腹を揺らし、少女の背中に唾を飛ばして腰を打ちつける。肉欲の枷が外れた男は抽送を緩めない。艶尻に股間を押しこみ、窮屈な腸管を剛棒で掻き分けては、入り口までずるりと抜いて排泄の悦びを与えてくる。

（お、お尻犯されて感じるなんてだめ、なのに……あ、ああ……我慢ができない……全身が痺れて、頭が馬鹿に、なる……）

「んむぅっ、んふっ……ちゅ、んむ、むふぅ、ンンッ……」

　顎をくいっと引かれ、唇が重なり、そして間を置かずに舌が絡みつく。脂ぎった獣の顔を振り払うことは叶わない。

　肛道を穿られながらの接吻に目尻がとろんと垂れる。尻に衝撃が奔るたび唇の端から涎が溢れた。まさにケダモノの肉交だ。男女の淫臭と唾の匂いが絡みつき、それが潮風に舞いあげられて鼻奥を衝く。

「ああ、可愛いよ世那ちゃん……マッサージで身体中敏感になって、乳首もマン毛もケツも晒して興奮して、クソの穴まで犯されて喘ぐ世那ちゃん……そんな惨めで哀れな君が大好きだっ……はぁはぁ、好きだぞ、好き、好きだッ」

「あ、あっ……言わない、で……はぁ、はひっ……やめ、てぇ……」

　唾液塗れの頬を緩め、村田は粘着質に耳元で言う。中年に尻穴を犯されて、愛の言葉を囁かれる――普通の女子校生ならおぞましくて鳥肌が立つだろう。

（だけど、僕は……僕の身体……悦んで……こんな状況なのに……）

　股の粘膜が強烈に収縮する。カリ首が腸壁越しに子宮を擦りあげるたび、窄まった膣孔から濁った愛液がピュッと散る。視界が瞬いて戻らない。

「はぁ、あっ、あんっ……ああぁっ、ひぃっ、ンンッ！」

「ああ、そろそろ限界が近いな……世那ちゃんもだろ？　ほら、最後にお願いしてごらん。おじさんのち×ぽでケツま×こ孕ませてくださいって」

「う、あっ……お、おじさんの、おち×ぽ、で……お、お尻……はぁはぁっ……世那のケ、ケツま×こを……孕ませ、てェッ……！」

　絶頂寸前の頭は思考を放棄していた。自分の蕩けた叫び声が洞窟に反響し、鼓膜をビリリと震わせる。世那は眉間に深い皺を刻み、その一瞬に息を止めた。

「く、ふふっ……簡単に言うようになっちゃって。だが――良いぞ！　しっかり言えたご褒美だ！　ケツ穴に注いでやるッ！」

「はぁっ、あっ、あんっ、あっ、中に出てっ……く、ひッ……！」

　腸奥に突き刺さった矛先が弾け、熱い濁液を注ぐ。射精の脈動に釣られるようにして、精を浴びていないはずの子宮が歓喜に震えあがった。絶頂の波紋が一瞬で全身へと伝播する。肉の悦びに支配された身体は、壊れたように痙攣を繰り返して、足元の海水に向かってびちゃびちゃと愛液の塊を散らしていた。

「はあっ、はーっ……あぁ、ンっ……」

　ぐりぐりと腸奥を捏ねた後、緩慢な動作でペニスが引き抜かれていく。絶頂に収縮する腸管から巨大な海綿体がぬぽんッと抜ける心地は、至極の排泄悦と呼ぶに値するもので、開いたままの唇からだらだらと涎が垂れ流れた。

（あ、ああ……お尻……またお尻で、イッちゃったんだ……）

　絶頂に波打つ尻が何もない宙へ向かって跳ね躍る。窄まった菊穴から泡立った白濁が浮いて、ぶびっ、ぶびゅっ……と下品な音を立てて噴き零れた。

「ふふ、ザーメンでオナラしちゃってるね。ああ、惨めな姿も可愛いなぁ」

「そん、な……見ないで、ください……こんなの、可愛いはずがない……」

「はあ、まだそんなことを言うのかい？　君は判ってないよ。君自身の魅力に全然気づいてない。どうしてそんなに頑なに可愛いを否定するの。おじさんたちが嘘を吐いてると思ってる？　本当に自分は可愛くないと思ってる？」

　村田が再び身を寄せてくる。まだ勃起を維持する剛直が割れ目の下に宛がわれた。牡の灼熱を察知した媚肉が強烈にざわつく。腹の底が蠢き、子宮が子種を求めて降りて、女の花弁は果蜜を滴らせて前後する肉棒を舐めた。

「ねえ世那ちゃん。そろそろ決断しようよ。ハッキリさせておこう。俺たちの気持ち。世那ちゃんの気持ち。曖昧なままじゃなくて、白黒つけようよ」

「はぁ、あっ……ン……白黒って、なんですか……私の気持ちはずっと、一緒です……こんな生活をやめて、元の日常に……ンンッ」

　村田の指先が水着の上から乳首をコリコリと擦る。汗とオイル塗れの首筋に舌が這って、耳朶をちろちろと舐めてくる。中年は低い声で囁いた。

「元の日常って？　王子様として過ごす毎日のこと？　そんな日常、望んでないだろう。それにハッキリ言うけど、世那ちゃん、全然王子様っぽくないよ」

「で、でも……皆は、私のこと……」

「皆って誰？　おじさんたちは、その皆には含まれてないの？　それは世那ちゃんの意思じゃないよね？　そもそも皆じゃなくて、世那ちゃんはどうなの？」

　肛門絶頂で混沌とする頭に男の言葉が潜りこみ、思考へ融けていく。皆とは誰だったか。改めて考えると、世那を王子様と呼ぶのは香蓮だけだ。陸上の後輩たちは慕ってくれているが、アレは敬愛という感情に近いように思う。

（……あ、れ？　僕……なんで王子様……なんだっけ……？）

　小学校の頃、男子に「男みたい」と言われた。中学生の頃、陸上で成績を残すたび女子に「カッコイイ」と言われた。初めての恋人は女の子だった。

　その彼女は――香蓮は自分を「王子様」と呼んだ。お姫様のような彼女に言われるたび、それが正しい位置づけなのだと思った。そう振る舞うことが、荒鷲世那の正解なのだと思っていた。実際、後輩たちも王子様の仕草を喜んでいる。

　だけど考えてみれば――直接王子様と呼ぶのは、香蓮だけではないか？

「だ、だって私、身長も一七〇くらいあって、こんな、お腹も硬いし日焼け凄いし……可愛くてふわふわした感じじゃ、ないし……こんな、私なんて……」

「君は可愛いよ。手足もすらりと長くて、少し腹筋の浮いたお腹も、引き締まった腰回りも魅力的だ。この綺麗な黒髪も艶々していて素敵だよ」

「そんな……そんなわけ……はぁ、あっ……ん」

　肉の幹でちゅくちゅくと花弁を弄り、乳房をねっとりと揉みあげながら、村田は耳元で繰り返す。重なった肌の輪郭も、自分の存在さえもどこか曖昧になる酩酊感の中、心の一番深い部分に言葉が染みていく。

「薄々勘づいてるんじゃないの？　どういう風に自分が見られているか。男が君に対して、どんな風に感じているか。君は可愛いんだ。認めるんだよ。今の幸せを受け入れて。王子様ぶるのはやめにして、本当の自分を曝けだそうよ」

　男の言う通りだった。今まで気づかなかっただけで、本当はずっと、男たちから世那は「女の子」として見られていたのだ。伴藤や八重垣、村田や井之上。トレセンでの男子たち……。この凌辱の日々は、世那にそれを気づかせていた。

「……だ、だめ……だって私は……僕でないと、いけないから……」

「……可哀想に。君の彼女は、ちゃんと世那ちゃんを見てくれないんだね。無理矢理君を王子様の枠に当てはめて、都合の好い女に仕立てて……素直になろうよ。世那ちゃんは、どんな子になりたいの？　君がなりたい自分になるんだよ」

「あ……」

　村田が股を離す。粘ついた淫糸を引いて肉茎が遠のくと、自分の一部が欠けるような寂寥感を抱いた。たまらず腰が悶え、尻をくねらせてしまう。

「さあ、どうして欲しいのかな？　言ってごらんよ。ま×こが疼いているだろう？　もう自分を偽るのやめてさ、俺たちのお姫様として生きていこうよ。ほら、ま×こ拡げてさ、私をお姫様にしてください――って、生ハメ懇願してみな」

　村田の言葉に細胞がざわめく。尻から垂れる精液が恥裂の縁を伝い、赤らんだ女の花弁を撫でた。生殖準備の整った肉穴は艶めかしく蠢いて牡欲を誘っていた。

　ここに肉棒を受け入れて、快楽に心身を委ねて、何も考えずに悦を貪りたい――そんな欲求が沸々と下腹部から湧きあがって、喉元から出そうになる。

「だ……め。い、言えない……私には……できない……無理、です」

「ふふ、そうかい。いいよ。無理強いはしないさ。だけど、永遠にどっちつかずじゃいられないよ。王子様か。お姫様か。どちらかを選ぶ日が来るんだからね」

「そんな……私は……ああンッ！」

　猛った肉の槍が秘唇をずぶずぶとこじ開ける。重々しい肉打ちの衝撃が子宮を震わせ、少女は「ウウッ……」と呻いて磯臭い空気を噛みしめた。

（あ、ああ……おま×こに、入って……やっぱりこれ、だめ……）

　男がいなければ味わえない粘膜の結合感に濡れ肌が波打つ。薄く開いた朱唇に涎が浮いて顎へ筋を引いた。性悦は電流となって総身を駆ける。産毛が逆立ち、毛穴が開き、指先が痺れ、筋肉が引き攣って、頭の芯が熱く燃える。

　世那は縋るように壁へ手をついたまま上半身を伏せる。たらたらと糸を引く涎が、足首で揺れる海水に滴っていた。

「ほら、ぼうっとしてないでさ。こっち向いてごらん。もっと深い部分で繋がろうじゃないか。な？　今は難しいこと考えずにさ。良いだろ？　ほら」

「はぁはぁ……あぁっ、あ、んッ……あ、あの、優しく……んんぅっ」

　結合を緩め、中年は少女の身体をくるりと反転させた。向き合う格好になるや否や、村田はぐいっと左腕を抱えあげ、世那を抱き寄せてくる。苛烈な肛交での絶頂を味わった後だ。四肢に力は入らず、されるがままに唇を重ねていた。

「はぁ、はあ……世那ちゃんっ……じゅるっ、んれろおぉ、じゅるるるっ」

「んむぅっ、んんッ……んふっ、ん、んむ、ふッ……」

　尻房を揉みしだき、熱っぽく名を呼んでは舌を絡めてくる。こうなると世那にできることは何もない。流れこむ涎が口呼吸を、顔面を撫でる獣の息が鼻呼吸を阻害して、満足に息が吸えなくなる。それに加え蜜壺には肉刀が納まっているのだ。上下の粘膜で及ぶ深過ぎる結合に思考が霞んでいく。

「ああ、ま×この方も最高だな。膣が締まって、子宮が亀頭に吸いついてくる。だが世那ちゃんもセックスに慣れて、この程度の刺激じゃ不満だろ？」

「ふ、不満……なんれ……はぁ、あんッ！　ちょ、どこに移動して……」

　男は右手を尻房に宛がい、左腕で世那を抱き締めたまま動き始める。洞窟から出ると痛いくらいの陽光が背中に降り注いでくる。途端に人々の声が鼓膜を震わせた。村田は繋がったまま砂浜を歩き、人の気配が多い場所へ近づいていく。

「な……何を考えてるん、ですかっ……ハァハァ……わ、私たちセックスしてるんですよッ！　こんな状態で行ったら……ああ、それに私、水着が……」

「そんなことを言って、本当は嬉しいんだろ？　大勢の前で生ハメできるのが幸せなんだろ？　ほうら、ま×この締まりが更に強くなった。生だから襞の絡み具合がよく判るぞ。君はね、露出と青姦で悦ぶ変態マゾなんだ」

「そ、そんなわけッ……び、媚薬が……全て媚薬が悪いんですっ……」

「媚薬？　ああ、あのオイルのことか。そんなもの最初からないよ」

「…………え」

　コアラのように抱き着いたまま世那は硬直した。男は赤子をあやすように少女の裸身を揺すりながら、どこか優し気な微笑みを浮かべて言う。

「血流を良くして発汗を促す程度の効果はあるけどね。媚薬なんて大層なものじゃないよ。騙すみたいでごめんね。これが現実だよ、世那ちゃん」

　世那は言葉を返せない。嘘だ。施術の際にあれほど感じたのも。オイルを塗られてから発情が続いたのも。全てが「気のせい」だと言うのか。いや違う。世那は答えを知っている。媚薬の所為でもなく、プラシーボ効果でもない。

　世那自身が最初から、露出好きで、変態で、淫乱だった――？

「ち、違いますっ、私は……！」

「しー、静かに。もう何人か気づき始めてるよ。皆に知られて良いの？　ほら、荷物置き場に戻るまでの辛抱だよ。ああ、辛抱って言い方は変か。世那ちゃんは今、最高に幸せな気分だもんね？　観られながらの生ハメがたまらないもんね」

「ちが……ぁっ、んッ……や、ぁ……はぁ、はう、ンンッ……」

　違う。違う。違う。否定したくとも、背中や結合部に視線を浴びるほどに昂りは増す。螺旋を描く昂揚が、次々と背筋を駆け登っては頭を焦がす。

「ねえ、見てよアレ……」「水着きてないよね？」「てか、入ってね？」「お尻、何か白いの垂れてるんだけど……」「せーえき？　嘘だぁ……」「なんかの撮影でしょ」「だって見ろよあの女」「すっげぇエロ顔だもんなぁ」「絶対演技だろ」「じゃないと、あんなアヘ顔はしないよな」

（あ、あ……ああ、違う、の……僕は……僕は、そんな……）

　囁きが鼓膜を震わせる。村田が歩くたび、子宮がビリリと痺れ、性悦の波が全身へ広がる。男の肩に鼻先を埋め、以前より伸びた髪で横顔を隠し、必死に唇を噛む。だが喘ぎは完全に押し殺せず、下から浴びる抽送に少女は呻く。

「んぅっ、んふ、くッ……ふぅっ、ふく……ンッ……はぁはぁ……もう、やめて……か、解放して、ください……耐えられない……」

「意地悪なことをして悪いね。だが、君とセックスした他の男も言っているだろ？　これは世那ちゃんのためだ。君を破滅させたいわけじゃない。ただありのままの自分を認め、受け入れて欲しい。判ってくれるかな？」

　少女はこくこくと首を縦に振る。もう充分だ。これ以上恥辱の炎で炙られ続ければ気が狂いそうで――それに自分の本性と向き合うのが辛かった。

「じゃあ呟いてごらん。世那は露出狂の変態です。海でケツ穴からザーメン垂れ流して、ま×こ犯されて悦ぶ淫乱牝です――って。言ったら中に出して終わりにしてあげる。言わないと、この場でずーっと生エッチしちゃうぞ」

　男は脚を止めてしまう。世那はおろおろと周囲に視線を遣った。今や完全に注目の的だ。男たちの股間は膨らみ、女は好奇や侮蔑の感情を浮かべていた。

（み、見られてる……もう、ぐだぐだと迷っていられない……）

　懸命に息を整え、滲む唾を必死に飲みこむ。世那は眉をぎゅっと寄せ、男に抱き着いたまま言葉を放った。

「はぁ、あ、ああ……世那は露出狂の変態です……す、砂浜でお尻を丸出しにして……ケ、ケツ穴から精液を垂れ流して興奮する、淫乱です……ああんっ」

「ほうら、またま×こが締まった。さあ、最後まで言おうね。淫乱で？　クソ穴からザーメン垂らして興奮して？　最後にはどこに何を出して欲しい？」

「ううっ……お、おま×こに……ハァハァ……世那の卑しいおま×こに……人前で犯されて悦ぶスケベま×こに、射精してください……」

　顔も見えないのに村田がニヤリと笑うのが判った。男の指が肛門にずぶりと差しこまれる。たまらず「ひぃッ」と悲鳴じみた嬌声をあげ、少女は変装用エクステをつけた髪をぶわっと躍らせた。サングラス越しに周囲の様子が目に映る。

（こんな大勢に見られているのに……僕……僕、はぁ……ッ！）

　鉤爪の形に曲げた指を腸肉に引っ掛け、村田が激しく腰を揺すりたてる。もはや隠す気もない律動に世那の視界が激しく揺れる。水着は男の胸でずれ、露出した乳首が擦れて電流が奔る。その瞬間が訪れるのに時間は必要なかった。

「あっ、あんっ、イクッ……ンくぅうう……ッ！」

　男の広い背中に指を食いこませ、世那は状況も忘れて歓喜の雄叫びをあげた。汗だくの柔肌は海にも負けぬほど波を打ち、ぬらぬらと妖しい光沢を放って観衆を喜ばせる。収縮する若壺の中では当然のように精が放たれていた。

　一刻も早くこの場を離れなくてはいけない。頭で理解していても、オーガズムに痙攣する四肢は男に抱き着く以外の行動を取れなかった。

（ああ……こんな……人前でセックスをした挙句、絶頂して、中出しなんて……僕は本当に……ああ、露出狂の、変態なんだ……）

　認めてはだめだ。しかし絶頂に次ぐ絶頂が、衆人環視の中での生殖行為が、告げられた媚薬オイルの真実が、少女の心を完全に萎えさせていた。

　本当の自分。なりたい自分。男の台詞が蘇り、記憶もフラッシュバックする。着せ替え人形にされ、メイド服で男に奉仕した。夜の公園で肛門を犯された。後輩の傍でその父親に犯された。そして今、観衆がいる中、海で二穴を蹂躙された。

　こんなもの、望むお姫様の姿ではない。では、なぜ？

　なぜこんなにも、幸せな気持ちを抱くのだろう？











第六章　陸上部の奴隷姫









「あの……一体、何の用事なんでしょうか……競技前に呼びだされるのは、困ります」

　世那は競技場に隣接された駐車場にいた。ジャージに身を包んだ少女はワゴン車の前で身を強張らせている。

　その前にいるのは五人の男だ。いずれも世那と肉体関係を持った者ばかりである。

（この人たちに呼びだされた以上、やることは一つ……だよね。ああ……またセックスするんだ……大事な大会の前に、エッチしちゃうんだ……）

　肉欲の日々を送る世那の身体は、すっかり『女』――いや、『牝』に仕上がっていた。男たちを前にすると乳首が硬くなり、股の付け根に生えた肉芽は皮の中からむくりと身を起こして、膣は甘い露を垂らして挿入の準備を整える。心臓は弾んで、吐息も熱っぽく変わる。自力で抑えこめる反応ではなかった。

「やあやあ、世那ちゃん。ごめんよ。今日は大会だって言うのに、呼びだして」

「本当はやめようと思ったんだよ。でも結局さ、皆我慢できなくなって」

「それより本題に入りましょうよ。世那ちゃん、困ってますよ。ほら」

「ああ、そうだね。えっと、世那ちゃん。あのね、今から僕たち……」

　きた。身構える世那は上着のファスナーに手を伸ばす。集合時間まであと一時間ある。相手は五人。この人数とセックスするには少し短いけれど、それでも命令なら――。

「僕たち、現場で応援させてもらおうと思って。今日の大会、頑張ってね」

「……え？」

「ほら、引いてるじゃないですか！　だからコッソリ応援しようと言ったのに」

「おじさんに応援されても困るだけだろ。はあ……やっぱり失敗だった」

　思わぬ状況に世那は目を瞬かせる。応援。その言葉の意味なんて知ってるはずなのに、頭がうまく処理できない。何を言っているのだろう。

「えっと……それだけ？　応援って……今から僕を犯す予定だったんじゃ……」

「えッ！　い、いやいや、そんな！　鬼崎くんからキツク言われてるんだ。性的な欲求は生活に支障のない範囲で行うこと――って。今セックスなんてしたら、足腰痛めちゃうよ。そんなの酷過ぎるって」

「昨日だって休みだったでしょ？　僕たち、世那ちゃんを酷い目に遭わせたいわけじゃないんだ。本番直前に無茶なんてさせられないよ」

「いきなり困惑するよね。でもほら……毎日、世那ちゃんにお世話になってるからさ。僕たちも世那ちゃんに感謝してること伝えたくて。応援してるから」

　思いもよらぬ事態に世那は未だにうまく反応を返せない。時折、この男たちと自分の関係が判らなくなる。凌辱する側とされる側……のはずなのに。

　思えば初めて伴藤と性行為をしたときからそうだった。彼らの行為は過激だが、常に世那の身体を気遣い、苦痛は一切与えてこない。ひたすら毎日、男たちは女の愉悦ばかりをもたらしてきたのだ。

「あ……ありがとう、ございます。で、でも、本当に良いん、ですか」

　困惑混じりに礼を言いつつ、男たちの股間をそっと盗み見る。既に肉棒は大きく膨張していた。テントを張った五人の股を視界に映すと無意識に喉が上下する。

「いやいや、しないよ。さっきも言ったでしょ」

「そりゃ、もちろん……本音を言えばさ。セックスはしたいよ。そりゃね」

「でも今はやめておこうよ。ね？　大事な時期なんだから」

　諭すように言われて急に恥ずかしくなる。まるで世那から性交渉に及びたいと言っているようではないか。

「……じゃあさ、世那ちゃん。終わった後はどう？」

　男の一人が忙しなく唇を舐めながら言う。瞬間、辺りの空気が酷く淫猥なものに変わるのを感じた。他の男たちの目にも官能の情念が灯る。それは世那も同様だった。訪れる淫猥な肉交の催しを予感して、腹の底が疼くのだ。

　無意識に子宮の位置へ手を宛がう。ジャージ越しでも判るほど、下腹部は強烈な熱を発して、肉棒を挿入される予感にざわついていた。

「おつかれさま会をしようよ。競技が終わった後の恰好で、そのまま来てさ」

「凄く大きなワゴン車だから、ホテル行かなくてもできるよ？」

「走った後の筋肉をとろとろに解してあげるからさ……指とアレで、ね？」

「あ……」

　男が肩をポンと叩き、そのまま指をねっとりと蠢かせる。まるで鍵盤でも弾くかのような繊細な愛撫を思いだし、それだけで世那の腰はピクッと引き攣った。

　牝の穴から蜜がごぼりと溢れる。身体が覚えているのだ。彼等の指遣いもペニスも、失禁するほどの愉悦を与えてくれるのだと。

「わ……判り、ました。終わったら、来ますから……あ、あの、くれぐれも目立たないでください。友達とか後輩とか、他の学校にも知り合い多くて……見つかるとまずいので……」

「判ってるよ。その辺は凄く注意してるんだ。今までもうまくいったろ？」

「大丈夫だから。安心して走っておいで。その後でたっぷり愉しもう」

「終わった後、汗だくのまま来てね。大丈夫。全てうまくいくから」

　大丈夫。大丈夫。大丈夫。何度も繰り返される男たちの言葉に、世那はこくりと首を縦に振る。

（大会が終わったら、セックス……大事な夏の大会なのに……僕はもう……競技のことより、エッチで頭がいっぱいになってる……うう、どうして、こんな）

　だが自分への失望は今更で、発情は抑えこめない。口の中に滲む唾液をごくりごくりと嚥下して、少女は潤んだ双眸を忙しなく震わせていた。




　競技が終わり、世那は女子更衣室へと戻っていた。首に掛けたタオルで汗を拭おうとして手を止める。汗だくのまま――男の言葉を思いだして拭くのをやめた。

（シャワーも浴びず身体も拭かず、なんて……ああでも、そんなありのままの僕に興奮してくれるんだ……あの人たちは、こんな僕を……）

　鏡に映る自分を見て息を呑む。いつから、こんな牝の表情をするようになったのだろう。瞳は潤んで、口元は緩み、ウェア越しでも判るほど張り詰めた乳房が、荒い息遣いに合わせて膨張と収縮を繰り返す。女の子らしくない――そう思って嫌厭していたお腹も、汗だくで波打つ様子は酷く淫らに見えた。

（僕って……僕が思うよりずっと、いやらしい身体してるんだ……）

　目を伏せ、競技中に浴びた視線を思いだす。ストレッチ中は腋の窪みに。走り終わった後はウェアの食いこんだ尻臀に。太腿の付け根には常に舐め回すような視線を感じた。そして牡欲を肌で感じるほどに、世那もまた昂ってしまった。

（今まで意識したことなかっただけで、僕はずっと見られてたんだ……セックスしたいとか、おちん×ん挿れたいとか……そ、そんな風に思われていたんだ）

　ぞわぞわと産毛が逆立つ。普通の女の子なら嫌がるだろう。だが世那にとっては、性欲を向けられることは決して不愉快ではなくなっていた。

「世那、一位おめでとう。今日もぶっちぎってたねえ。で、この後どうする？　一度家に帰ってさ、皆で打ちあげしよーって話だけど。ほら、最近駅前にできたスイーツビュッフェ」

「ごめん。これから用事あって……行かなくちゃだから。じゃあ……っと。ちょっと待って……ねえ僕ってさ……可愛いと、思う？」

　唐突過ぎる質問に級友は目を瞬かせる。世那自身、自分の口から出た言葉に驚いた。少女は少し間を置いた後、「そんなの決まってるでしょ」と言って笑う。

「そうだよね、僕が可愛いわけ――」

「世那は可愛いでしょ。そりゃ、真面目で責任感あるし、部長だし、一番背高いし――世那を尊敬してる子は多いし、ガチ恋勢も後輩にいるけどさ。でもま、うちらからすれば可愛い系かなー」

　今度は世那がきょとんとする。可愛い？　今、そう言われたのか。

「え、なに？　突然どしたの？　あれ、イケメンって言った方が嬉しかった？　確かに走ってる姿カッコイイけどさ、うちら同級生はそういう風に見る人いないと思うなぁ。世那の可愛さはどっちかというと妹系の――」

「あ、う、うん。ありがと！　もういいよ、大丈夫。そっか……そういう感じ、なんだ……あっ！　と、ごめんね。用事あるから、ちょっと私は、ここで」

「なになに？　まさか彼氏――って、世那、あんた今――」

　それ以上会話を続けていられず、くるりと背中を向けて友人の元を離れていく。身体も拭かず、着替えもせず、汗を吸った陸上着のまま競技場の廊下を進む。

（……可愛い？　僕が？　僕は、可愛い？　一体いつから？　僕はいつから、僕は可愛くないと思いこんでいたの？　僕は……なんで王子様やってるんだっけ）

　自分の心音ばかりがやたらに大きく聞こえた。悶々と考えるほど沼に嵌まっていく心地がする。だが思考は止まらず、加速して、脳が熱を帯びていく。

　小学生のとき、男子にオトコオンナと言われたから？　でもそれは身長が男子より高かったからで、顔が原因じゃない。そしてよく思い返せば、彼は頬を赤くしていた。男子は好きな子に照れ隠しで意地悪をする……そう考えたら？

　中学生の頃から、女子にカッコイイと言われることが多くなった。だけどよく考えてみれば、それは陸上で走っているときの話だ。顔や髪型じゃない。

　私の王子様――香蓮の声が蘇り、息が詰まる。

　香蓮の所為……ではないのか？　香蓮が王子様のレッテルを貼ったから。彼女の求める王子様の振る舞いをしたから。ずっとずっと自分を勘違いしたまま、色々なコトが悪い方向に噛み合って、今日まで自分は――。

「なあ、相変わらず速かったよなあ、あの女子。荒鷲だっけ」

　男子更衣室から声が聞こえ、少女はピクッと肩を跳ねさせる。扉が半開きだ。中からは制汗剤と汗の匂いが溢れている。自分の話題であることを察した世那は、周囲に人がいないのを確認して更衣室に身を寄せた。

「見た見た。身長デカくて目立つよなぁ。しかも僕っ娘らしいぜ」

「何それ、めっちゃ萌えるじゃん！　あの可愛さで一人称ソレなの？」

「でも声かけづらいんだよなあ。いつも女子が周りにいるしさあ」

「てかまたケツ大きくなってなかった？　ウェアのサイズあってんのかな？」

「女子のユニ姿って眼福だよなあ。特に走り終わった後とか、食いこみ最高！」

　トレーニングルームでの一幕と同じだ。これも鬼崎の仕組んだ罠だろうか。あるいは偶然？　何にしたって、世那の胸はドキドキと弾みを強くする。

（僕がこんな風に話題にされるなんて、今まで一度も……少なくとも、僕の耳に入ってくることはなかった……可愛いって……お尻が、大きいって……）

　じわぁ……既に汗と愛液をたっぷり吸ったウェアに、新しく分泌された蜜汁が染みていく。股からビリッとした刺激が奔った。見ると、右手の中指がウェア越しに肉裂を撫でている。完全な無意識下での行動であった。

（何……してるの。ぼ、僕、オナニーしてるの……？　な、んで……）

　やめろ。やめろ。やめろ。何度自分に訴えかけても指が止まらない。鞄を置き、女の筋に沿って指を往復させる。左手で乳房を揉みしだきながら、指の腹で肉芽の部分を押した。頭の奥で小さな何かがチカッと弾ける。擦りつけるように尻を壁に向かって躍らせて、前のめりになった少女はその場でビクンビクンと震えた。

「はぁっ、は、ンッ……んはぁっ、はあ、はあ……」

（イっちゃ……た。ぼ、僕……男子更衣室の前で……廊下でオナニーして、呆気なくイッた……ど、どこまで変態なの。どこまで、スケベな女なの……？）

　だが渇きは潤わない。じんじんと痺れた頭には、トレセンで男子に視姦された記憶が蘇っていた。それに付随する興奮もまた脳裏で渦を巻く。

（僕は何を、考えてるんだろう……何を、してるんだろ……）

　自分の行動に理解が及ばなかった。絶頂に酔ったまま、世那は男子更衣室に足を踏みいれる。鬼崎に命令された以前とはわけが違うのに。男の汗臭が充満する空気を肺に吸って、ぼうっと息を吐いた。

「え……え？　あ、荒鷲……さん？　えッ？」

　半裸の男子たちが一斉に硬直する。当然だろう。今の今まで話題に出していた女子が、顔を赤く染め、ゆらゆらと男子更衣室に入ってきたのだから。

（や……やっちゃった……本当に、やっちゃった！　あ、あああっ、僕は何をしてッ！　で、でも皆が見て、る……僕の身体、み、見つめてる……）

　二の腕に。首筋に。背中に脚に乳房に股に――牡の欲情を感じて鳥肌が立つ。思考は桃色の靄に覆われて、正常な判断力を失っていた。膝が小刻みに震える。股の付け根に溜まった蜜塊が潰れて、くちっと粘ついた水音が鳴る。

「あ、あの……荒鷲さん、ですよね。ここ……男子の更衣室、なんですけど」

「え……あ、ああッ！　ご……ご、ごめんなさいっ！　全然気づか、なくてッ！　あ、あははっ、ど、どうかしてたな。疲れてて、それで――あッ」

　脚がベンチに引っ掛かる。乗っていたドリンクが倒れ、甘い匂いと一緒に床へ散った。世那は足元に広がるスポーツドリンクを見て、首に掛けたタオルを手に取り、その場に屈んだ。

「ご、ごめんなさい！　い、今すぐ拭きますから……いきなり入ってきて、ドリンク零して……ああ、どうしよう。本当にごめんなさい……」

「い、いや、それは構わないですけど……だ、大丈夫すか？」

「は、はい……ちゃんと拭いてから出ていくので……ちょっと、待っててください、ね。女がいたら……落ち着かないと思いますけど、き、気にしないで」

　駆け寄ってくる男らに笑顔を返す。少年たちの頬に赤味が差すのを見て、女の部分が充足するのを感じてしまう。

（何、やってるんだろ……こんなことしちゃ、だめなのに……ああ、でもこれ……たまらない気分に、なる……この部屋にいる誰も、僕を王子様だなんて思ってなくて……性欲を向ける対象……女だと、思ってくれてて……）

　四つん這いの世那はタオルでドリンクを拭いていく。ウェアはぷりっとした桃尻の谷間に食いこみ、小麦と白磁の二色――その境界線を男子の視界に晒す。白果実が揺れると、肉欲の籠った熱情的な視線が、汗で艶めく臀丘をなぞってくる。

「あ……お、俺、手伝いますよ。ティッシュとかもあるんで、どうぞ」

「これ、逆だったらやばかったですよね」

「そうそう。俺たちが女子の方に入ってたら、大問題ですし」

「本当、男子と女子って不公平ですよね……身体の作りも全然違うから、仕方ないかもですけど……皆はがっしりしてて、筋肉も凄くて……女の子じゃ絶対に敵わない強さがあって……走る姿を見ていても、ドキドキしちゃうし……」

　屈んで拾ってくれる男たちに対し、わざと異性を意識させるように言葉を選ぶ。この部屋で女子は一人だけ。女子は男子に敵わない。

　彼らが理性を手放せば待っているのは一方的な輪姦だ。あり得ないと判っていても、刻み込まれた記憶と快楽が蘇って眉間の奥が熱くなった。

「あの……荒鷲さん。まさかその……誘ってるん、すか」

　誰かがポツリと言う。場の空気が変質するのを感じた。一気に、淫猥な気配が立ちこめる。

「お、おい！　やめろって！」

「だ、だってさ……更衣室間違えるとか、あり得るか？　しかも無防備過ぎって言うか……お、お尻振って……誘ってるようにしか、見えないだろ」

　ドクドクとこめかみで血管が脈を刻む。それは自分だけの音ではないような気がした。男たちが期待して胸を弾ませ、股間を滾らせる音まで聞こえるようだ。

（僕が誘ってるって言えば……み、皆が僕を襲って……犯すの……？）

　黒い興奮に息が乱れる。もし汗を掻いていなければ、ウェアに滲んだ愛液が見つかっていただろう。言ってみようか。どうせもう、穢された身体なのだ。そんな考えが浮かぶも、少女は寸前で踏み留まって首を横に振った。

「ご、ごめんなさい……勘違いさせてしまって……そんなつもりはなかったん、です。説得力ないかもしれないけれど……本当に、ごめんなさい……」

「あ、いや……俺こそ、ごめん。変なこと言って……」

「な、なあ。で、でもさ。その。写真……撮影だけして良いかな？　なんて……」

「お、お前まで何言いだすんだよ。意味判んねえって、ソレ」

「だってほら、もう大会っつうか部活も最後だし……記念っていうか。お、俺、結構荒鷲さんに憧れてたって言うか……だ、だめっすかね？」

「い、いえ……ぼく――私なんかで、良いなら……構いません、けれど」

　世那が言うと、男たちはいそいそとスマホを用意し始めた。

　一人ずつ横に並び、笑みを浮かべて撮影に応じていく。一体なぜ、こんなことになったのだろう。もう一度考えて世那は答えを見つける。きっと己の立場を認識したかったのだ。自分がどういう女かを、理解したかったのだ。

（……もう、言い訳できないよ。香蓮のためでもない……命令されたからでもない……僕は自分から男子更衣室に入って、男の子の性欲を煽る淫乱なんだ……）

　完全に開花した己の淫性に、虚しさや哀しみより諦観を抱く。こうなってはもう、堕ちるところまで堕ちるしかないのではないかとさえ思う。

（だめ、だよ……だめ。僕は香蓮との日々を守るんだ……だって、それが王子様の役目でしょ？　耐えて耐えて耐えて……元の生活に、戻るんだ）

「荒鷲さん。ほら、もっと笑って！　折角可愛い顔なんだから！」

「う、うん。こう、かな……な、なんだか、照れちゃうね……あはは」

　ピースサインを作り、朱の滲む頬を緩める。こんなの王子様じゃない。だけど、そもそも王子様なんてなりたくもなかったのだ。だったらもう、これで良いじゃないか。これが良いんじゃないか。世那の心は、激しく揺れ動いていた。




「やあ、いらっしゃい世那ちゃん。さ、狭いけど入って入って」

「は……はい。よろしくお願い、します……」

　競技場に隣接された駐車場で、周囲をちらちらと見遣る。遠くに級友の姿があることに気づいて、慌てて後部座席から大型のワゴン車に身体を滑らせた。

　狭いとは言いつつ、車内は驚くほど広かった。確かに人が立ちあがるスペースはないが、男女合わせて六人が入ることができている。座席は倒されて床のように平坦だった。

「おお、ユニフォーム姿で来てくれたんだね。ああ、しかもこの匂い……」

「世那ちゃんのスメルが充満してるよ。ちゃんと汗を拭かずに来たんだね」

「それに……ふふ。おま×この匂いもするよ。世那ちゃん、発情してるでしょ」

「あ、う……そんな発情なんて、私は……」

　中央に世那を座らせ、男らは周囲を取り囲む。すんすんと鼻を鳴らされる恥辱に肌がぞわりと波を打つ。ああ、もう自分はとこどんだめな女だと、股を濡らしながら思う。自然と口に出た「私」という一人称にも違和感を覚えなかった。

「ほら世那ちゃん。アレしてよアレ。腋見せポーズ。前教えたアレ、やって欲しいなあ」

「こ、こんな場所で、ですか？　誰か通るかもしれないのに……」

「それが良いんでしょ。大丈夫だよ。外からは見えない窓だしさ」

　黒っぽい窓ガラスは確かに外部からの視線を遮っているようだ。しかし世那からは外が丸見えである。近くにはテニスコートや野球場もあるために、様々な学校の生徒たちが辺りを歩いていた。

「わ、判りました……やります、から……はあ、んっ……」

　世那は膝をつき、両手を後頭部に宛がう。大量の脇汗を纏う腋窩を男たちに晒して、少女は自身の汗臭を嗅ぎながら、何度も言われた台詞を口にする。

「あ、汗だくになった世那の腋を見て、ち×ぽ硬くしてください……はぁ、はあ……汗で蒸れ蒸れの発情牝腋ま×こ……匂い嗅いで、興奮して……」

「ふ、ふふっ……何度言わせても最高だな」

「腋ま×こ、どうして欲しいのかな？　お願いしてごらん」

「な、舐めて……世那の腋汗ぺろぺろして、しゃぶって欲しいの……あんッ」

　言い終わるや否や、両側から男二人が顔を寄せてくる。腋の窪みを舌がくすぐり、じゅるじゅると品のない水音を立てて吸いあげられた。

「はぁ、あっ、あんっ……そんなに吸っちゃ……ああ、恥ずかしいッ」

「何を言ってるの。お願いしたのは世那ちゃんでしょ」

「腋だけじゃないよ。ほら、おじさんの顔に跨ってごらん。ささ、遠慮しないで」

「あ、ああ……く、臭いですよ？　今日、シャワー浴びてないし……ウェアも着替えて、ないし……はぁ、はぁっ……絶対臭いのに……はぁ、ンンッ」

　寝そべる男の顔を跨ぐ。腰を下ろすと、硬い鼻尖がウェアを押し返してくる。男は顔を左右に震わせて刺激を送りながら、女の露が染みた布をちゅうちゅうと吸いあげた。不潔な汁を啜られているというのに股間には甘い痺れが滲んで、思考がぼうっと桃色に霞む。両腋をくすぐられる心地も驚くほど悪くない。

（腋もおま×こも汗だくで汚いのに……こんなことで幸せな気持ちになっちゃ、いけないのに……喜んで僕を舐め回してくれてるって……そう思うと……）

　不意に、香蓮の股を舐める自分を思いだす。今は逆だ。王子様として振る舞う荒鷲世那はここにはいない。

　男たちから奉仕を受ける――『お姫様の荒鷲世那』がいるだけだった。

「世那ちゃん。口が寂しいだろう。ほら、おじさんがキスしてあげる」

「はぁ、は、い……ちゅっ……はぁ、はむぅっ、んふっ……」

　抵抗はしなかった。中年の顔が眼前に迫り、すぐに世那は唇を重ねる。男に両手首をぐっと引っ張りあげられた。車のアシストグリップから伸びた手錠に両手首を拘束される。

「まるで囚われのお姫様みたいだねえ。ふふっ、王子様は来てくれるかな？」

「来るわけないよね。王子様なんていないし、いらないんだ」

「ここには可愛いお姫様だけで充分だよね。ああ、可愛いよお姫様……」

「お姫様、なんれ……わらひ……んんっ、んちゅっ、はむぅ、ン……」

　手錠と天井を繋ぐ鎖を汗濡れの手で握りながら、世那は蕩け眼を細めて中年と舌を絡める。車の中は瞬く間に蒸し風呂状態になっていた。発情しきった男女の熱気に頭がくらくらして、肌の輪郭まで融けていく心地がする。

　ウェアが上にずらされる。尖った乳首が生地に弾かれて、視界がパチッと白んだ。重ねた唇から唾液が垂れて乳果実を伝う。その涎と汗を塗りこめるように男の指が蠢いて、赤く実った尖りを転がされる。

「あ、んッ……ふぁ、あっ、あっ、んッ……」

「準備万端だねぇ。どうしてこんなに乳首勃起してるの？　走ってるときに興奮したの？　ふふ、してたよねえ。遠くから見ても判ったよ」

「そ、そんな……判るわけ……あぁっ、あ、あんっ」

　背後から伸びた手が乳房を搾りこむように揉みあげ、膨らんだ蕾を捏ねる。低い囁き声と中年の吐息が頬を撫でて、官能の寒気にぞわぞわと濡れ肌がさざ波を広げた。男たちは四方から少女を責めたてる。

「皆気づいてたよ。ウェアに乳首の形が浮いて、マン汁で股に染みを作って、発情して顔も蕩けてたねぇ。もう、ち×ぽ欲しがってるのバレバレだったよ？」

「おじさんたちだけじゃないよ。他にも気づいた人いるんじゃないかな。皆、世那ちゃんに夢中だったよ。ストレッチの最中、観客に腋見せてたでしょ？」

「ウェアを直すフリしてお尻を見せようとしてたのも判ってるんだよ」

「本当、世那ちゃんは破廉恥だね。もう完全な露出マゾになっちゃったね？」

「あ、ああ……そ、そんな、私は……ひゃうんッ！」

　ブルマがずらされ、男の舌が膣溝を穿る。慎ましい花弁の内側は汚れや匂いの濃い部分だが、男は嬉々としてしゃぶりつく。腋や陰部を舐められるのは、そこが不潔であれば不潔であるほど、男に求められている実感が湧いた。

「はぁ、あ、ンッ！　お、おじさん、そこは違ッ……おし、りぃ……！」

「ふふ、違わないでしょ。世那ちゃんがクソ穴穿られるの大好きだってこと、もう皆知ってるんだから。じゅるるっ、んれろおぉっ」

「くは、ひっ……そんなに吸っちゃ……んあぁっ、捲れちゃうっ……！」

　舌先で菊門をこじ開け、ずるりと音を立てて啜りあげてくる。排泄管が捲れあがりそうな吸引に少女は悶えた。

　男は大量の唾液を舌先で塗りたくり、腸壺の中でびちゃびちゃと掻き混ぜる。尻にキュッとえくぼを作り、世那はくたくたと首を左右に振った。

（こん、な……お尻と腋を舐められて、感じてる……おっぱいの揉み方も、凄いよ……弱いところ……全部完璧に把握されちゃってる、の…ッ…）

　乳首をキュッと抓られ、収縮した膣から愛液の塊がごぼりと溢れる。蜜壺の引き攣りは腸にまで及んで、中に潜る男の舌を締めあげた。

　汗。唾液。愛液。中年の口臭。股間から立ち昇る牡の匂い。それらは混交し、獣の匂いとなって鼻の粘膜に潜り、肺の奥まで犯し尽くす。もう世那の瞳は虚ろだ。虹彩は融け、牡の愛撫にハァハァと甘く息を継いでいる。

「素晴らしい仕上がりだ、自分の身体を見てごらん。汗と涎でぐしょ濡れだよ」

「ま×ことケツ穴もバッチリ解れたねえ。マン汁と腸汁がだらだら垂れてるよ」

「はあっ……はあっ……だって舌が……ああ、あんなに舐めるから……」

「ふふ、でもこの程度じゃ満足しないよね？　指より大きくて、舌より熱くて蕩けちゃうもの、おま×ことケツま×こにハメて欲しいでしょ？」

「お願いしてごらん。とろとろになった女の子の身体に、何が欲しいのかさぁ」

「あ、ああ……それ、は……そんなの、私……あ、うう……」

　アシストグリップに繋がれた少女は、蕩けた双眸をそわそわと彷徨わせる。どこを見ても男根が視界に映った。強烈な牡の臭気が車内の熱気に融けて、毛穴に沁みて、疲弊した身体がぼうっと官能に燃える。

（う、あ……匂い、すご……とろとろになったアソコに、アレを……あ、ああ……朝からずっと濡れっぱなしのおま×こに、挿れられたら……）

　青い血管の巻きついた剛棒から視線を離せない。世那は無意識に何度も唾を飲んでいた。ただ息を継ぐだけで酷い眩暈がする。性の酩酊感が思考をぐらぐらと揺すって、少女から正常な判断力を奪った。

（い、言いたくない……おちん×んが欲しいなんて、口にしたくない……けど。だ、だけど、言わないと解放してもらえない、から……仕方ない、よね？）

　唇に浮いた涎を啜り、ひと際大きく喉を鳴らす。どうせ言わされるのだから同じだ。世那は知らず知らず緩んだ唇を動かして、教えられた台詞を言った。

「く、ください……世那のおま×こに……はぁ、ああ……硬くて太くて熱い、皆さんのち×ぽを……露出して興奮する淫乱女子校生の私に……あ、ああ、お尻の穴でも感じちゃう変態の世那に……ハ、ハメてくださいッ……」

（ああッ、僕はなんてことを言って――あ、う、嘘！　だめ、イクッ！）

　ぞ、ぞぞぞッ……言葉にして発した瞬間、それだけで官能の寒気が奔り、背筋がわなないた。魂が浮くような絶頂感に身体の芯が震える。懇願しただけで達した――浅ましい己の本性に唖然としている暇はない。

「ふふ、素晴らしい。ちゃんと言えた可愛い子ちゃんにはご褒美をあげないとね」

「変態ＪＫちゃんのおま×こに、おじさんたちの生ち×ぽをハめてあげる」

「ま×こだけじゃないよ。口もケツ穴も、この綺麗な髪も鍛えた身体も」

「二度と匂いが取れないくらいザーメン漬けにしてあげるからねぇ」

「あ、ああ、そんな……はぁ、はぁ……お、お願い、優しくして……ああ」

　狭い車内で男たち器用に身を動かす。一人が世那の下に横たわった。

　艶々と実る白い尻果実の下――果蜜を垂らす花園へ穂先が宛がわれる。男は肉棒で円を描き、穂先で花弁を弄ぶ。肉びらがくちくちと捲られるだけで視界が瞬いた。涙で滲む視界に火花が咲いて前が見えない。膝がぷるぷると震えた。

「や、やるなら早く……て、抵抗しませんから、もう……」

「これが欲しかったんだよね？　さあ、もう一度言ってくれるかな？　おじさんの生ち×ぽで、私のＪＫま×こイかせてくださいって。言えるね？」

「はぁはぁ……は、い……お、おじさんの生ち×ぽ、で……私のＪＫおま×こ、イかせてください……世那の奥まで、犯してくださいッ……」

　二度も三度も同じだと、羞恥も躊躇もかなぐり捨てて少女は叫ぶ。男は無精髭を蓄えた口元をニヤリと緩めて――赤黒い怒棒を、一息に差しこんだ。

「は……ひィッ……！」

　肉矛に子宮が穿たれ、少女は言葉にならぬ悲鳴をあげて背筋をたわませた。肉の愉悦が爆発し、思考を白く塗り潰す。

　ただの一撃で頂に昇った身体がビクビクと躍る。だが本番はここからだ。男が律動を開始した。複雑に入り組んだ牝の祠を開いた肉傘が掻き回す。蕩けきった蜜壺は牝の涎を撒き散らし、ぐびっぶびゅっと品のない音色を奏でた。

「はぁ、ああんっ、あんっ、あっ、あっ、あんっ、あんっ！」

「お、ほぉ……！　何度味わっても最高のま×こだッ！　この締まり具合……それにたっぷりと熟成させたＪＫトロま×こッ……はぁっ、ああっ、腰が止まらん！」

「世那ちゃん、喘いでばかりいてはいけないよ！　いつも言ってるでしょ！　解放だよ！　ありのままの自分を叫ぶんだ！　気持ちいいのかいッ？」

「き、気持ちいい、ですっ……あああん、おじさんのち×ぽ、赤ちゃんの部屋まで届いて……子宮が跳ねてるみたいッ……ああっ、あんッ！」

　汗だくの髪を舞い躍らせて世那は反射的に応える。荒々しい快楽の波は躊躇を攫い、少女を牝へと変質させていく。性欲に呑まれてはいけない。そう思って奥歯を食いしばってはみるも、男たちが魔悦の坩堝へと引き摺りこんでくる。

　両の乳房に手が伸びる。滝のように汗を流す腋にしゃぶりついてくる。舌先が首筋を這い、耳穴を穿り、肛門につぷつぷと指が出入りする。その全てが狂おしいほどに甘美で、少女は股間に逸物を咥えたまま女体を悶えさせた。

（も、もう、どこをどう触られてるのかも判らない……快感の波紋があちこちから広がって、重なって……う、ううッ、気持ちいい、よぉ……！）

「お、見てごらんよ世那ちゃん。アレって、君の陸上部だよね？」

「あれが王子様を慕う子猫ちゃんたち？　見る目がないよねぇ」

「そうそう。世那ちゃんは王子様なんかじゃないもんね。腋舐められて、ケツ穴に指を突っこまれて、ま×こにち×ぽハメられてアクメをキめちゃう可愛い変態お姫様だもんね？　ほうら、アヘ顔見せてあげなよ」

「あっ……」

　腸の匂いが付着した指で顎の向きをくいっと変えられる。言葉通り、陸上着を身に着けた集団が遠方を歩いていた。

（み、皆が外に……すぐ近くに陸上部の子たちがいるのに僕は……あ、ああだめッ！　イクッ！　我慢できない、イクッ！　イクッ！）

「はぁ、あっ、アアッ！　イクッ！　イクッ！　イ――クぅううッ！」

　外の友人に聞こえても何ら不思議ではない雄叫びをあげ、涎塗れの身体を跳ねさせる。汗と涎に塗れた小麦色の肌が、てらてらと艶めかしい輝きを放って揺れた。絶頂に溺れる少女の下で、男は「おほぉ……ッ！」と頓狂な声をあげる。剛棒が弾けた。夥しい量の汚汁が聖殿を穢し、少女を黒い愉悦で染めていった。

「お、おおっ……なんて子だッ！　友達の姿を見た途端にイッて、ま×こ痙攣させてザーメンを搾ってくるとは……ううむ、うっかり出してしまった。全く油断も隙もないなあ。世那ちゃんは本当にセックスの天才だねぇ」

「そん、な……わ、わらひは、セックスのさいのー……なんて……」

「ほらほら、早く変わってくれよ。まずは一人一発ずつの約束だろう」

「お、良いねえ。世那ちゃんもまだ自分がいかにスケベな牝か理解できてないみたいだし。ふふっ、君がどれほど破廉恥な女の子か、教えてあげるよ」

　男たちが何やらヒソヒソと言葉を交わす。アクメに酔い痴れる世那の頭には耳鳴りばかりが響いて、彼らの不穏な気配をまるで察知できなかった。

（な、に……？　涼しい……？　おじさんたち、何をして……？）

　ガラガラと物音がしたかと思うと、夏風が汗だくの肌を撫でた。背後から男の太い腕がお腹に回り、世那の身体を浮かせる。膣からぬぽんっとペニスが抜けた。勃起した棒が花弁を捲り、精液を垂らす股が宙で躍る。

「さあ、脱ぎ脱ぎしましょうねー。産まれたての姿を見せてね」

　汗で密着していたウェアが脱がされる。陸上着を車の隅に放った男たちは、いそいそと世那の身体を移動させ始めた。

「え……あッ！　なんでドアが開いて……！」

　外の景色が映ってようやく、少女はバックドアが開いていることに気づく。

「しー。静かに。問題ないよ。両隣の車もおじさんたちの車なんだ。うまく遮蔽になるように駐車してあるから、ちゃんと姿勢を低くしてれば大丈夫だよ」

「で、でもっ……たくさん人がいるのに……あ、ああ、こんなのだめ……！」

　だが抵抗は弱弱しい。指の一本まで痺れて力が入らず、五人の男が相手ではどうしようもなかった。

　車から身体が下ろされる。伏せた上半身こそ車内にあるが、股から下は完全に夏の空気に晒されていた。風に撫でられた尻房がぶるりと震える。二股に分かれた精液が、絶頂で引き攣る筋肉の筋を撫で、足首へ伝っていた。

「こ、こんなの無理です……！　き、気が変になっちゃう。め、命令には従っているのに……ああ、酷いことしないで……」

「大丈夫だよ。車の陰だし、後ろにも樹が植えられてて見えないって」

「それに酷いことなんかじゃないよ。世那ちゃん、露出大好きでしょ」

「これはご褒美セックスだよ。さあ、膝を曲げて。蟹股でケツだけ掲げて、おじさんのち×ぽをねだってごらん。それとも、見つかるまでこのまま過ごすかい？」

　背後の中年がねっとりと囁き、声と同じくらい粘着質な手つきで尻臀を撫でる。世那はそわそわと落ち着きなく視線を彷徨わせた後、右手で膣孔をぐいっと開いて言った。

「お……お願い、します。世那のおま×こに……露出して悦ぶ真性のマゾに……はぁ、あ、ああ……おじさんのち×ぽ、生でハメてくださぁ、いぃいッ！」

　言葉を遮るように、肥えた中年がずんッと肉矛を突き刺してくる。絶頂後の膣奥は酷く敏感で、穿たれただけで鮮烈な肉の悦びが駆け抜けた。

（喘いでいる場合じゃない、のに……外でおじさんと……ああ、中年のおじさんたちと六人で乱交してるなんてバレたら……終わっちゃう、のにッ）

　だが男が腰を遣り始めると思考は霧散する。不安も焦燥も快楽の渦に呑まれて、生殖用に切り替わった身体はひたすらに牝の幸せだけを享受してしまうのだ。

「あっ、あっ、あんっ、あっ、ああんっ、あんっ！」

「ふふ、良いのかなぁ？　そんな大きなアヘ声出したら、お友達に見つかっちゃうよ？　そしたら、露出狂の変態ち×ぽ狂いだって知られちゃうね？」

「はぁ、はぁっ……だってこんなの、声我慢できるわけぇ……」

「悦んでもらえて嬉しいよ。でも聞こえちゃまずいから、世那ちゃんのお口に蓋したげるね。ほら、おじさんのち×ぽしゃぶって良いよ」

　目の前に別の肉棒が突きだされる。生々しい怒張を見た少女は、大した迷いもなく舌をでろんと伸ばしていた。喉の奥までを覗かせ、小さな口を目一杯開いて牡棒を頬張る。

（状況が悪くなってるのに……僕はもう、何を言われても従っちゃう……）

　舌腹に滲む牡味に鳥肌が立つ。肉の帯を旋回させ、カリ首に溜まったカスを掬い、唾液に融かして胃奥へと流す。もう考えるまでもなく口の中が動いていた。張った裏筋を弾き、鈴口をちろりと穿って、ぐっぼぐっぼと顔を前後させる。

「おお、凄いなァ……！　生温かい唾液がち×ぽを包んで、喉の入り口が亀頭に当たって……ああ、なんて刺激だ。ち×ぽが蕩けそうだよ……！」

「ま×この方もどろっどろだよ。先に中出しされた精液でぬるぬるしてっ……く、うっ！　ち×ぽ咥えた途端に締まり具合が更に良くなったぞ！　この淫乱め！」

「んむふぅうッ！　はぁ、あんっ……お尻叩くのだめっ、だめです、あんっ」

「何がだめなんだ、ち×ぽジャンキーめ！　尻を叩いたらキュッと締まったぞ！　加齢臭のするおじさんに外で犯されるのが幸せなんだろう、こいつめッ！」

　興奮した中年は声を荒げ、剥きだしの尻臀を毛深い手で打擲する。汗で湿った桃尻は小気味好い音を鳴らし、情交の音色を一層卑猥に奏でていった。

（はぁ、あっ……こんな状況で感じるなんて、僕はどこまで堕ちてッ……お、お尻を叩かれてイクなんて絶対にだめなのに！　我慢……できない！）

　かつて伴藤に植えられた被虐の芽は、男たちによって毎日育まれ、完全に開花していた。平手打ちを浴びた部分からマゾ悦がビリリと奔り、肉壺をキュッと収縮させる。頭の中が弾ける予感に世那は眉をぎゅっと寄せた。

「ぐ、おッ……この締めつけ……！　本当にち×ぽ好きだな、この変態ＪＫめ！」

「あ、あんっ！　私は変態なんかじゃあ……はぁん、あっ、ああん！」

「嘘をつくんじゃない！　認めるんだよ！　誰に見つかっても構わないから、思いきり叫ぶんだ。荒鷲世那は変態ＪＫですと叫びながらイキ散らかせッ！」

　穏和だった男は牡の本性を露わにして、少女の背中に唾を飛ばして掌と股間を尻に打ちつける。

　そんな言葉を口にしていいはずがない。だが世那の視線は辺りを素早く確認していた。亀頭から唾液の糸を引いた朱唇が開き、性の愉悦に身を任せて叫ぶ。

「はぁはぁっ……せ、世那、は……荒鷲世那は変態ＪＫですっ……外で犯されて悦ぶっ……全裸で生ハメしてイク、淫乱女子校生ですッ！」

（く、ああっ……や、ぁ……なんてことを叫んでッ……で、でもこれ、気持ちいいっ……外で下品に叫ぶと、身体が浮くみたいになって……あ、あああッ）

「う、ぐッ……完璧なマゾ牝っぷりだ！　イクッ……出すぞ！」

「ほら、口の方がお留守だよ！　口ま×こにも出してあげるからね！」

「はぁ、ああ、出してッ！　もう、なんでもいいがらっ……はぁ、はひっ、世那のおま×こに出して！　あ、ああイクッ！　イキますッ！　イクぅううッ！」

　子宮を抉る勢いで肉槍が突き刺さり、鈴口から白濁が流れこむ。目が眩むような性悦の中で、世那は膨張するペニスを咥えこみ、ごくごくと子種を飲んだ。

（下品なこと叫んで、口にもアソコにも射精されて……外でおじさんに輪姦されてるのに、僕は……あ、ああ、あ……今、幸せな気分になって……る）

　二つの穴で牡を味わう中、香蓮の顔が頭をよぎる。彼女と、彼女との日々を守るために始めたことだ。それは断言できる。最初はそれが全てだった。

　でも今の自分は？　大事な陸上の大会だった。なのに競技中はずっと股を濡らし、乳首を硬くして走っていた。視線を感じるだけで腹の底が酷く疼いた。自らの意思で男子更衣室に入って、少年たちの情欲を誘い、恍惚としていた。

　この全てが本当に『彼女のため』なのだろうか？

（だめだよ、こんなのっ……こんなこと、これ以上続けたら……僕は……）

「んくっ、んむっ、んふ、ン……はぁっ、はぁッ……あ、あの、僕は――」

「これで三人の射精が終了、と。さて、とりあえずは残り二人だね。もう少し付き合ってくれるかな？　その後で休憩にするからさ」

「見てるだけで暴発しちゃいそうだったよ。世那ちゃんの所為でち×ぽがもうバッキバキだ。最後は盛大に世那ちゃんに中出しさせてくれよな」

　二人の男がペニスを扱きながら言葉を掛けてくる。これ以上続けてはいけない――先ほどの決意が急速に萎むのを感じた。どうしても断れない。それに、三人射精させた後に残る二人とセックスしないのも不公平で、変だと思った。

（か、考えるのは後にしよう……今は無理だよ……後で鬼崎くんに、もうやめるって言おう……それまでは従うしか、ない……今はセックスするしか……）

「わ、判っていますから……そう焦らないで……今、車の中に――ひゃっ」

　二人が車の外に出てくる。股間を丸出しにした男たちは世那を前後から挟みこんだ。まだ外でする気なのか。だが状況は先より悪化していた。

　他の男が車に戻り、ドアを閉じてしまったのだ。

「あ、えッ……！　ちょっと、これじゃあ本当に丸見えに！」

「最後は盛大に愉しもうねぇ。はぁ、ふぅっ……この緊張感を味わったら、きっと世那ちゃん元に戻れないよ？　近くで同じ学校のテニス部も試合してるのに、おじさんたちと全裸でハメちゃうんだからね……ふふふ」

「ま、待ってくださいッ……流石にこれは――ああんっ」

　前にいる男の肉棒が、精液を垂れ流す股座をぬるりと滑る。背後の男もまた、世那の乳房を揉みながら股間を尻房に擦りつけていた。前後の刺激に膝が情けなく折れる。慌てて男に抱き着くと、中年は口角を歪めて鼻を拡げた。

「ふふっ、そうだよ。君は何も気にせず、おじさんたちに身を任せるんだ」

「さっきまでと同じだよ。ただち×ぽとま×こを擦りつけるだけ」

「愉しもうね……長居はできないけど、最高の幸せを注いであげるよ」

「幸せって、そんなっ……はぁ、あッ……ンくぅううッ！」

　男は世那の左脚を抱え、反り返った肉刀を膣の鞘に納めた。二度の中出し性交を経た身体にまともな抵抗力などあるわけがない。淫汁は極上の潤滑剤となって、三日月を描く刃は淀みなく秘奥へと達する。深い結合感に世那は青々とした空を仰ぎ男の背中に指を突きたてた。

「はぁ、はぁっ……あああ、頭がおかしくなっちゃう……ハァハァッ……あ、脚も震えて立てなくて……た、助けて……早く、早く終わらせてェ……！」

「そうだね。すぐに終わらせてあげるよ。でも世那ちゃん。最高の幸せってこの程度だと思う？　まだ世那ちゃんが味わってない極上の悦びがあるよね？」

「まだ味わっていない極上の――ま、まさか――くひ……ッ！」

　肛門に圧迫を感じて世那は目を見開いた。ローションを垂らした肉幹が菊門を割り開き、腸管にずぶりと差しこまれた。チカチカと視界が瞬き、結んだ唇の端から泡を浮かせて首を反らす。

（む、無理！　絶対に無理！　指とはわけが違うのに！　同時挿入なんてッ……）

　二本のペニスが股間の二穴を埋め尽くす。身体が浮きあがるような挿入感に右脚がピンと張り詰め、太腿がぷるぷると震える。

「はひ、グッ……そん、な……奥まで入って……ウウッ……」

「呆気なく入っちゃったね？　ああ、それにしても凄いな。処女ま×こより窮屈で……ふふっ、ウツボみたいに食いついてくるケツ穴じゃないか」

「これが女の幸福だよ。二穴刺しは最高だろ？　さあ、快楽を拒んではいけないよ。女に産まれ、女として生きる悦びを味わい尽くすんだ」

「ぞん、なっ……よろこび、なんれぇ……はひぃっ、ひぎっ、んぁあッ！」

　前後から囁き、男たちは腰を遣る。肉の壁を隔てて剛棒が擦れあうと、脳が沸騰するような肉悦が噴きあがった。

「はぁ、ああっ、あんっ、あんっ、ああんっ、あんっ、あんっ！」

　声を抑えねばならない。理性では判っているが、開いた朱唇からは涎と一緒に牝啼きを撒き散らしてしまう。世那にできることは何もない。中年に挟まれる中、汗みどろの裸身をくねくねと悶えさせて喘ぐだけであった。

「どうだい、世那ちゃん？　はぁはぁ……おじさんのち×ぽは気持ちいいだろう。ん？　ほら、言わないと終わらないよ。おち×ぽ気持ちいい？」

「あ、ああっ……き、気持ち、いい……おち×ぽ気持ちいい、ですッ……」

「おお、妬けるじゃないか。ケツま×この方が気持ちいいだろう？　ん？」

「はぁ、ああっ……ケ、ケツま×この方も……き、気持ちいいっ……！」

　夏の空気が思考まで融かすようだ。ここが外で、競技場の傍であることも忘れ、促されるまま返事を繰り返す。口にするほどに昂揚が背筋を抜けて、少女を黒い酩酊に誘っていく。

「どっちが気持ちいいのか言ってごらん。ほら、変態ＪＫま×この方だよね？」

「いやいや、ケツま×こでしょ？　クソ穴穿られる方が好きだよね？」

「はぁ、ひーっ……そ、そんなの、判らないですっ……ああ、どっちも凄く、てェッ……おま×こもケツま×こも……ううっ、き、気持ちいいのッ……ああくるっ、きちゃうっ！　きちゃうッ！」

　絶頂の予感に世那は首をくたくたと振る。初めて絶頂したときのような恐怖さえ抱いていた。自分の中で何かが爆発して、荒鷲世那という人間がバラバラに砕け散るような感覚だ。

　しかし跳ね除けることは叶わない。張った爪先を地面に突き立てて、世那は黒髪を宙に躍らせた。

「イ……イクッ！　イクッ！　イクッ！　イクッ！　イッちゃう！」

「う、お……そんなに締めたら、おじさんたちも出ちゃうよッ！」

「おま×ことケツま×こ、どっちに中出しして欲しいのか叫んでごらん！　絶頂の中で射精されるのが好きでしょ！　さあ言うんだよ！」

「ど、どっち、もっ……はぁ、ああっ、りょ、両方に出してッ……おま×ことケツま×こっ……淫乱露出マゾＪＫにぃ……世那の中に出してェッ！」

　オーガズムに理性を攫われて、もう自分が何を口走っているのかも定かではない。だが今、世那の意思などどうでもいいのだ。

（はっ、あっ……く、る……射精されちゃうっ……おちん×んが爆発するっ）

　射精を察知した肉壺が剛棒を搾りこむ。深い粘膜の結合が少女に牝の悦びをもたらした。息さえできぬ苛烈な律動を浴びる中で、世那は目を剥いて牝の頂へと昇り詰めた。

「よく言った世那ちゃん！　そらご褒美だ！　最高の牝イキをキめろ！」

「中年親父の特濃ザーメンで……おおっ、ケツま×こで孕ませてやるッ！」

「ン……ひッ！」

　歓喜の咆哮をあげることすらできなかった。二穴に納まった肉刀が同時に爆ぜ、その激しい脈動に合わせて電流が総身を駆け巡る。

　産毛の先までが痺れるようだった。汗が毛穴から噴きだし、目尻からぼろぼろと喜悦の涙が流れ、パクパクと宙を噛む唇から涎が零れた。

（も、もう……わけ判ん、ない……頭が真っ白になって……戻らな、い）

　昇天とは言い得て妙だ。魂が融け、意識が霞む。少女は鍛え抜いた裸身をひたすらに痙攣させて、精液臭い息をぜぇぜぇと継いでいた。

「ふぅっ、ふー……おつかれさま、世那ちゃん。ち×ぽ抜くよ？」

「はぁ、は……い……ン、ああッ！」

　勃起を維持するペニスが同時に抜かれる。膝から崩れ落ちる女体を男たちは両脇から支えた。蟹股のままガクガクと躍る脚の付け根から、中年の白濁液がぶびゅぶびっと噴き零れる。その刺激が緩んだ膀胱を刺激した。気づいたときにはもう遅い。尿道口から小水が漏れ、じょろろろと黄色い飛沫を散らす。

「あ、あ……ご、ごめんなさ……私、またおしっこ、出して……」

「気にすることないよ。ここは外だし、好きなだけおしっこしな」

「世那ちゃんがイクと股が緩むのは皆知ってるからねぇ。にしても可愛いイキ小便だね。蟹股でま×ことケツ振って、おじさんも車もぐしょ濡れだよ」

「ま、世那ちゃんの聖水を浴びられるなんてご褒美なんだけどな」

「でも大会の後にハード過ぎたかな。ごめんね世那ちゃん。皆、君のことが大好きで、あまりにも可愛くて歯止めが利かないんだよ。許してね」

　世間一般の女子校生からすれば、中年の言葉は気色の悪いものだろう。だが世那には甘い囁きにしか聞こえない。可愛い。可愛い。可愛い。絶頂で朦朧とした頭に滑りこむ声が、余計に股の付け根を緩ませる。

（可愛いなんて……今、そんなこと言われたら……あっ……イ、クッ…！…）

　ぶるっ、ぶるっ、と身体の芯が震える。腰が情けなく前後に引き攣って、精液と小便がびちゃびちゃと辺りに散った。

　本当にもう、自分はだめかもしれない。全裸で二穴を犯されて失禁して――そんな悲惨な状況で、こんなにも恍惚とした気分になってしまうのだから。




「大会が終わった日にデート――それも世那から誘ってくれるなんて珍しいわね。まあ嬉しいけど……何かあった？　やけに落ち着かない様子に見えるけど」

「い、いや、特に何もないよ。ただ香蓮に会いたくなっただけ……って、そんな理由じゃだめ……かな？」

　香蓮はメロンソーダを混ぜる手を止める。少女の白い指が掴むストローの先で、緑色の液体が螺旋を描く。透明な氷がパキンと小気味好い音を立てた。その振動が伝わったのか、透明なグラスが汗を掻くように水滴を垂らす。

（怪しまれてる……香蓮は勘が鈍い方だけど……流石に、違和感ある、よね）

　隠し事をしている罪悪感も相まって酷く喉が渇く。コーラの上で渦を巻いたソフトクリームをスプーンで掬って、舌の上で溶かして気を鎮める。香蓮は頬杖を突きながら、宝玉のような瞳をじいっと向けてくる。

「えっと……ぼ、僕、何か変なこと言ったかな？」

「ああいや、そうじゃないのよ。なんだか前と雰囲気が少し変わったから。ただ会いたくなっただけ――なんて格好良い台詞、前までの世那じゃ絶対素面で言えなかったでしょ？　ふふ、王子様らしくて素敵じゃない」

「も、もう、からかわないでよ。こんなお店の中で……恥ずかしいよ」

「大丈夫よ。どうせ知り合いなんて誰もいないんだし。それにからかってないわ。格好良くて素敵だなぁって言ってるの。純粋に褒めてるのよ」

　香蓮の言葉を受けて世那は俯く。確かに変わったという自覚はある。以前までの自分なら、賛辞の波状攻撃の耳朶も首筋も真っ赤にしていただろう。

　だが今は違う。頬を赤らめることはない。暖簾のように揺れる黒髪の手前――双眸は憂いを帯びて、ふるふると揺れていた。

（格好良い……王子様らしくて素敵、か……今更そんなの、気にする台詞じゃないのに……どうして僕はこんなに……）

　香蓮の言葉が胸の辺りに閊えて、コーラの粘ついた甘さでは消えない苦い感情となって滲む。あの人たちならお姫様扱いしてくれるのに――そんな風に考えてしまって、世那は小さく首を横に振った。

（だめ……だめだよ。僕は毎日のように犯されてるんだよ？　あんなのがお姫様扱いなわけがない……）

　今日の乱交はやり過ぎだ。途中からは我を忘れて喘ぎ、両手足の指で数えるのも困難なほど達してしまった。アレはただの輪姦である。

　太腿の上で拳をぎゅっと握る。そろそろ覚悟を決めるべきだと思った。

（王子様の僕か、お姫様の私……どちらも続けるなんて、できないよ。終わらせないといけない……そのどちらを選ぶべきかなんて決まってる……僕は……）

「世那」

　香蓮から短く名前を囁かれる。艶々とした唇から紡がれると、自分の名前がやけに煌びやかなものに思えた。

「考えごと？　難しい顔してたけれど。陸上のことかしら。それとも進路？　何かあるなら相談しなさいよね」

「だ、大丈夫……ちょっとその、悶々としてるだけで」

「悶々？　何それ」くすっと香蓮は笑う。「むらむらの間違いじゃなくて？」

　靴を脱いだ香蓮の爪先が脛をツンと突く。靴下一枚を纏った香蓮の足は、性的な気配を感じさせる動きで世那の脚を上下に撫でた。

「……ねえ世那。今日の夜、うちの親いないのよね。元々はホテルでデートしようって話だったけど……どうかしら？」

「お、お母さん、仕事なの……？」

「さあ、新しい男でも見つけたんじゃない？　朝からお洒落して出かけてたし、最近やけに機嫌が良いし。昔男に酷い裏切られ方したくせに懲りないんだから。男の何が良いのかしら。あんなの猿と一緒よ」

「香蓮……お、男の人が皆、悪いわけじゃないよ。善い人もたくさん――」

「いないわよ。善い男なんてものはね、この世にいないの」

　そんなことないよ。善い人だってたくさんいるよ。そう言いたいが、世那の頭に浮かぶ『善い男』たちは皆、世間的に見れば間違いなく悪人であった。

（……それなのに、なんで僕は今もやっとしてるんだろう……香蓮が男嫌いなのも今に始まったことじゃないのに……こんなの、当たり前だったのに）

「くだらない男の話より、さっきの続きをしましょ。ねえ、どうする？」

　異性の話をくだらないと切り捨てる口調は我儘なお姫様そのものに聞こえた。「どうする？」という尋ね方にも彼女の自信が見え隠れする。傲慢で不遜で、相手が絶対に断らないと判っている態度だ。拒絶したら香蓮はどう反応するのだろう。もちろん、できないけれど。

（僕、変だよ……香蓮に嫉妬することはあっても、苛立つことなんてなかったのに）

　何故なのか判らぬまま、負の感情を抱く自分にまで苛立ってくる。そんな重く薄暗い気持ちを飲みこむようにコーラを喉に流し、世那は笑顔を繕って返した。

「そう、だね。もちろん香蓮の家に行くよ」

「そう。良かった。今日は一日疲れたでしょう。たっぷり癒してあげる」

「う……うん。あ、えっと。僕、お手洗いに行ってくるね……」

　尿意も催していないのに、居心地が悪くなって席を立つ。直後に「あ、世那」と香蓮が呼びとめた。そして彼女は、世那に向かって致命的な一言を放つ。

「あなた、背高いしパンツスタイルの方が似合うわよ。スカートじゃなくてさ」

　少女の視線がデニムのスカートに這う。男たちが似合うと言ってくれた服で、世那にとってもお気に入りの一つだった。香蓮が褒めてくれるかもと、そんな淡い期待を抱いて、穿いてきたのに。

「そ……そっか。そう、だよね。あ、あはは……僕らしく、ないよね？」

「ええ。脚が長いんだし、シュッとしたズボンの方が良いわ。今度服屋にでも行きましょ。私が選んであげる。世那に似合うカッコイイやつをさ」

　ニコッと笑う香蓮に、世那は頬を引き攣らせることしかできない。何気ない会話だ。香蓮にも悪気はないのだろう。今に始まったことではない。それに世那は王子様で、王子様にスカートが合わないのも、当然で。

（なのに……なのに、だめ……やっぱり、前みたいに受け流させない……どう、して……苛々、する。お腹の底が、ぐつぐつ煮えてるみたいに）

　世那は鞄に手を伸ばす。「置いていけばいいじゃない」と言う香蓮の声を背中に受けるが、バッグを肩に掛けてふらふらと女子便所に入っていく。

　すぐに鏡に映る自分と視線が交錯した。女の顔は酷くやつれて見えた。陸上の大会に出場し、五人と同時にセックスしたのだから当然だ。本当に？　自分が疲弊している理由は、香蓮との会話に疲れたからではないのか。

「王子様……王子様……王子様……香蓮は僕を、なんだと思っているの……」

　ショルダーカットの白い服も、脚が大胆に覗くデニムスカートも、大好きなのに。いつまで『自分の好き』を諦め続ければ良いのだろう。いつまで『誰かの好き』を演じなくてはいけないのだろう。

（だ、め……そういう風に考えたら出口が見えなくなる……王子様の自分で在り続けることが唯一の道なんだから……そうでもしないと、呑まれちゃう……）

　考えこむままに個室へと入り、鞄を開ける。取りだしたのは地味なスポーツ用の下着だ。少し迷ってから、世那はスカートの中に手を入れた。穿いていたショーツを脚に滑らせ、爪先から脱ぐ。

　人肌の温もりを帯びる下着にはピンクのフリルがついていた。このまま行けば今夜は香蓮と身体を重ねるだろう。これを身に着けたままでは、香蓮に先程より酷い反応を返されてしまう。

　スポーツ向けの簡素な下着を穿こうとしたところで、鞄の中でスマホが振動した。鬼崎からの電話だ。便所内に人の気配がないのを改めて確認して、応答する。

「も……もしもし？　鬼崎くん……？」

『やあ、荒鷲さん。大会お疲れさま。その後の乱交も大変だったでしょ。でも皆大満足だったよ。次はいつ世那ちゃんとヤれるんだ――って、鼻息荒くして訴えてくるんだよね。もうさっきから電話予約が凄くてさ』

「……そ、そんなこと言われても。今日はもう無理ですからね？」

『判ってる判ってる。じゃあ手短に用件を。明日、例のマッサージ店に来てよ。そこで荒鷲さんに決断してもらうから、そのつもりでいてね』

「決断……？」

『今の関係を続けるか否か、だよ。もう荒鷲さんは充分やってくれた。最後の夏休みだし、友達との思い出も作りたいでしょ？　だから、嫌ならもう終わりでいいよ。もちろん、続けたいなら別だけどね』

　突然の事態に思考が追いつかなかった。彼は何を言っているのだろう。嫌ならもう終わりでいい――その一文が、洞窟に石を投げ入れたように反響する。びっしょりと汗の浮いた手でスマホを握りなおす。世那は震える唇を動かした。

「や……やめても、良いんですか……？　こ、こんな呆気なく？　突然？　僕がやめたいと言えば……それで、全て終わりに？　元通り、なんですか」

『そうだよ。僕はそう言ってる。後は荒鷲さんの意思だけ。僕は酷い人間だけど、約束は守る。脅迫もしない。写真や動画はとっくに削除した。信用はできないかもしれないけどね』

「い、いえ……それを疑うつもりはないですけど、でも」

『そう言ってもらえて嬉しいよ。じゃあ、続きは明日。直接答えを聞かせてね』

　残虐な凌辱者とは思えぬほど優しい声音で言って、鬼崎は一方的に通話を切る。世那はその場に硬直したまま動けなかった。

　なぜ、このタイミングで？　鬼崎はいつも、ここぞという好機に電話をしてくるように思う。いや、それより今は彼の言葉が大事だ。

（終わり……？　明日で、終わり……？）

　ガッツポーズの一つでもするべきなのだろうが、ただ唖然としたまま動けなかった。これで終わりなんて信じられない。今まで執拗に行為を迫り続けてきた男たちが、世那の気持ち一つで関係を断ってくれるのだろうか？

（断ってくれると、思う……判るよ……あの人たちは変態だけれど、嘘は吐かない……鬼崎くんは約束を破らないし、破らせない人だから……）

　胸に滲む寂寥感に気づかぬフリをして、世那は無理矢理安堵の息を吐く。返答は決まっている。考えるまでもない。これで終わりなのだ。

「世那？　ねえ、そこにいるの？　大丈夫？　お腹壊した？」

「えッ……あ、うん。大丈夫！　もうすぐ出るから、待ってて！」

　外から香蓮の声が聞こえる。慌てて返事をして運動用の下着に爪先を通す。

　そこで世那は一度身体を止めた。少し迷った後、元から穿いていた可愛らしい下着を選んで、穿きなおす。何をしているのだろう。絶対香蓮に呆れられるのに。

　でも、もし。もしも香蓮が褒めてくれたら――もしも彼女が、可愛い荒鷲世那を認めてくれたら、そのときは――。

（……そのときは明日、迷いなく断ろう……それで、良いよね）

　だけどもしも香蓮が今夜、『可愛らしい私』を拒絶して『格好良い僕』を求めてきたら？　そのときは――？

　少女は瞼を伏せ、思いつめた表情で息を吐きながら、ピンク色のショーツを小麦色の脚に滑らせていった。




「やあ、いらっしゃい。その表情――覚悟は決まっているみたいだね」

　施術所に到着した世那を迎えたのは、憎らしいほどに爽やかな笑みを浮かべる鬼崎だった。少年の素振りはまるで我が家に彼女を招くようである。どこまでも余裕に満ちた様子は、世那の決断を聞くまでもなく見透かしているようだ。

「……もちろん決めています。僕は――」

「待った」

　この関係を終わりにします。そう口にしようとした世那を少年は制止する。今更約束を反故にしようと言うのだろうか。身構える世那に男は続けた。

「そんな怖い顔しないでよ。約束は守る。荒鷲さんの意思を尊重する。だけど、それは僕に言うべきことじゃない。皆に言って欲しいんだ」

「皆って……」

「こっちだよ。さあ、着いてきて」

　身を翻し、鬼崎は我が物顔で施設の中を歩いていく。受付の女性が一斉に辞儀をして、世那も恐縮しつつ頭を下げた。

　廊下に敷き詰められた赤銅色の絨毯がスニーカーを沈ませる。場違いな服装だったろうか。世那は汗ばんだ手をスカートでそっと拭う。

（どうして僕はスカートで来ちゃったんだろう……香蓮に似合わないって言われた服なのに……実際、僕がこんな可愛い服装なんて……）

　昨日の出来事を思いだすと息苦しくなる。性行為の際に、世那が身に着けたピンクの下着を見て彼女は何も言わなかった。

（きっと呆れてたんだ……僕が可愛い恰好をするのが変だから、何も言わなかったんだ……）

　一度考えだすと止まらない。雪の積もった坂道を転がる雪玉のように、負の思考は肥大化していく。香蓮が一言、口にしてくれれば良かったのに。

『あら、スカートも似合うじゃない』『そういう可愛い下着も良いわね』『世那も女の子だもんね』『私の前では可愛いお姫様でいても良いのよ』……それだけで良いのだ。たったそれだけの言葉を掛けてくれれば、迷わなくて済むのに――。

（ち、違う……僕は迷ってなんか、いない。何をどう言うか、決めたはずでしょ。これで終わりにするんだ……いつまでも恋人を裏切ってちゃいけない）

　恋人を裏切る、という言葉が胸に引っ掛かる。裏切り、なのだろうか？　やはり思考は勝手にぐるぐると回って頭の中で膨らんでいく。

　自分は悪いことをしているのだろうか。そもそも彼女との日々を守るために始めたことであり、全ては致し方ないことだった。世那が男たちと関係を持つことで誰が損をしているのだろう？　だったら別に、このまま――。

（だめ！　だめ！　だめッ！　今日で終わり！　全部……全部、今日で関係を断ちきって、元の生活に戻るんだ！　元の僕に……王子様の、僕に……）

　少年の身体が止まる。鼻先が背中にぶつかりそうになって、世那も慌てて脚を止めた。いつもの施術室に辿り着いたのだ。鬼崎の白い手が扉を掴んだ。

「改めて言っておくよ。僕は荒鷲さんの決意を尊重する。写真や動画で脅迫することもないと誓うよ。今後一切、荒鷲さんには関わらないでおく。絶対に」

「……信じます。鬼崎くんは……そういう約束は守る人だと、思っています」

「そう言ってくれると嬉しいな。……さて。今までおつかれさま――って、そういう言葉を掛けた方が良いのかな？　さあ、決断を皆に伝えておいで」

　世那が頷くのを見届けた後、鬼崎が扉を引いていく。厚く作られたドアが、奇妙なほど音を立てずに開いていく。嗅ぎ慣れた甘い匂いを伴い、冷房の風が廊下へと流れだして、じっとりと汗を浮かせた世那の身体を撫でた。

（言う……言うんだ。今日でやめます……今まで、ありがとうございましたって……）

　少女はそっと深呼吸をして、部屋の中へと一歩踏みだす。その瞬間――視界に飛びこんできたのは、部屋を埋め尽くさんとする大勢の男たちだった。

「おお、世那ちゃん！　待ってたよ！　もう来てくれないのかと思った！」

「やった！　世那ちゃんがまた俺たちに顔を見せてくれたぞ！」

「ほら言っただろ！　世那ちゃんは俺たちを選んでくれるって！」

　中年たちが歓喜に色めきたつ。少女は口を半開きにしたまま立ち尽くしていた。確かに鬼崎は「皆」と言った。

　だけどこれは――本当に、今まで関係を持った男たち全員ではないか。

「さあ、さあ、世那ちゃん。こっちにおいで。今日は特製のオイルを仕入れたんだ。八十万円の上級コースでしか使わないやつでさ。夜まで予定空いてる？　たっぷり解してあげるからねぇ」

「あっ……ちょ、ちょっと……ぼ、僕は、その――」

「大会の後で筋肉も硬くなってるでしょ。今日一日で疲れを完全に取ってあげるからね。立てなくなるくらい身も心もとろとろにしてあげるよ！」

　取り囲んでくる男たちが口々に言って施術の準備を始める。世那は無意識に彼らの股間を視線で撫でていた。全員が股にテントを張っている。期待して、興奮して、発情して――そしてそれは、世那も同じだった。

　男の気配を察知した女体は瞬く間に火照りを帯びる。男たちとセックスした快感が蘇って、腹の底が独りでにざわざわと疼くのだ。

（ま、待って……今すぐ断らないと……この人たちに、もうこんなことは続けませんって、意思表示しないと……そのために来たのに……！）

「あ、あの、僕はッ――」

「僕のあげた服、着てくれてるんだね。嬉しいなあ……はぁ、ああ、凄く似合ってるよ……世那ちゃんはやっぱり完璧だ……なんて可愛いんだろう……」

「あ……」

　かつてメイド服で奉仕をした男――井之上がうっとりと呟く。可愛い。その簡潔、しかし必殺の威力を持つ言葉が頭で反響する。

「うんうん。スカートもそうだけど、シャツも可愛いよ。世那ちゃんは脚も綺麗だけど、首から腕のラインもとても美しいからねぇ」

「ああ、肩出しが似合うなあ。肌もすべすべで……この日焼けの跡も努力の賜物という感じで、チラチラと境界線が覗くのが……ううむ、たまらん」

「そう！　そこが世那ちゃんの魅力なんだ！　元の雪みたいな白い肌と、陸上で頑張ったから焼けた小麦の肌……この対比が世那ちゃんの良さをグッと惹きたてるんだ。他の女の子とは全然違う、最高の可愛さなんだよなぁ」

「そ、そんな、僕は……あんっ」

　背後から伸びた男の手が、揉みこむようにねっとりと肩を擦る。その卑猥な手つきに、剥きだしになった少女の肩がピクリと跳ねた。

「僕、じゃないでしょ？　ここでは、ありのままの自分で――ありたい自分でいればいい。何を取り繕うこともないんだ。幸福を享受するんだよ」

　別の手が腰に回される。シャツの中にするりと指先が潜り、汗の浮いた肌を撫でた。誰かの掌が尻臀の上で円を描く。強烈な熱波がデニムのスカート越しに肌を炙って、艶尻はきゅっとえくぼを作って悶えた。

（はぁ、はぁっ……だ、めぇ……早くなんとかしないと……このままじゃ……）

「あ、ンッ……」

　蒸れた尻の谷間に指が這い、腰がくねりと悶える。薄く腹筋の浮いた腹が愛撫に波打つ。スカートが捲られた。フリルのついた桃色の下着に「おおッ」と歓声があがる。視線が爪先から脚の付け根を舐め回して、ぞわぞわと背中が震えた。

「ああ、下着も最高に可愛いよ。世那ちゃんの桃みたいなヒップに似合ってるね」

「おい、あまりベタベタ触るなって。世那ちゃんの可愛い服が皺になっちゃうぞ」

「おお、そうだった！　ごめんよ。汚れてたらちゃんと弁償するからね」

「あ……」

　手がパッと離れると、少女は寂寥感の滲んだ声を漏らしてしまう。既に息は乱れ、熱っぽく弾んでいた。潤んだ瞳は劣情を隠せてはいない。何より股座に感じる湿り気が――船底型に浮かんだ愛液の染みが、世那の現状を物語っていた。

「でも世那ちゃんが良いなら、まずは服を着たままエッチなことしようよ」

「そ……そん、な……着たままって……こ、困ります、僕……」

「また家においでよ。新しい服を買ったんだ。凄く素敵なドレスだよ。脚が綺麗な世那ちゃんに絶対似合うと思ってさ……他にも服用意してるから。ね？」

「頼むよ世那ちゃん。百着くらい可愛い服買ってあげるから」

「世那ちゃんの可愛さに興奮しちゃって鎮まらないんだ。だから……ね？」

　世那ちゃん。世那ちゃん。世那ちゃん。

　請うような男たちの声を浴びるだけで甘く意識が霞む。誰かにそっと手を引かれた。誰かが「横になって」と囁く。誰かが身体を抱きあげてくれる。いつの間にか世那は施術台へ身体を横たえていた。

「ほら見てよ、世那ちゃん」「これが俺たちの想いだよ」「世那ちゃんへの気持ちがカウパーになって溢れてるのが判るでしょ」「ずっと今日が来るのを待ってたんだ」「早くシようよ、ねえ」

　男たちは口々に呟き、股間から逸物を取りだす。その総数は二十本を超えているだろうか。大きさも形も様々な肉棒に取り囲まれて息を呑む。

（凄い匂い……一瞬で、部屋の中がおちん×んの香りになって……ああ、本当に全部勃起してる……全員……一人残らず、僕で興奮してるんだ……本心で、僕を可愛いと思ってくれてるんだ……ありのままの僕を、愛してくれてるんだ……）

　舌腹に唾液が溜まり、ごくりと喉を鳴らしてしまう。はしたなくも脚はくたりと開き、捲れあがったスカートから濡れたショーツが顔を覗かせていた。気づいても世那は脚を閉じない。股の付け根に集中する視線があまりにも心地好いのだ。

「ストップですよ、皆さん。そこまでです。今日がどういう日か忘れたわけじゃないでしょう。今から彼女の許可なく、指先一本触れることを禁止します。良いですね？　破った場合は、社会的な制裁を受けると思ってください」

　少年の声を受け、世那を含めた全員がピタリと身を固くする。当初の目的を忘れていたのは世那も同様だった。無意識にペニスへ伸びかけた手を引く。

「少々予定が狂ったけれど……まあ、構わないよね。さ、荒鷲さん。君の答えを聞かせて欲しいな。この関係を続けるか否か。やめるなら、今すぐ家に帰って良いよ。もう二度と、君に行為を迫ることはないと約束する」

「そんな……か、考えなおしてくれよ」

「世那ちゃん……おじさんたちとエッチするの嫌かい？」

「え……お、終わり……？　これでもう、世那ちゃんと会えないの……？」

　男たちの寂しげな声が空気を震わせる。眉を垂らし、肩を落とし、不安そうな表情を浮かべる男たちを見て、世那の心は揺れる。

（馬鹿げてる……こんなことで揺らいで、どうするの。昨日決めたはずでしょ……僕のすべきことは一つで、迷う必要なんてない……でも。だけど……）

　ここには、世那が求めていた全てがあるのだ。

　ここなら、世那が在りたい自分でいられるのだ。

　慕い、愛して、可愛いと囁き、自分を女として見てくれる男たちがいる。彼らと出会って世那の人生は変わった。自分という人間を好きになれたと思う。

　学校。更衣室。競技場。そこで女として見られる悦びを味わうたび、自分が誰かの偶像である王子様から、自分の憧れであるお姫様に近づくような気がした。

「誰かに構うことなんてないよ。ここにいる皆にも。僕にも。そして級友や彼女、後輩や親にも。誰の意見や視線も気にしなくていい。荒鷲さん。君はどうしたい？」

「僕は……」

　そこまで言って区切る。誰かに構うことなんてない。意見や視線も気にしなくていい。鬼崎の言葉が、やけに明瞭な輪郭を伴って世那の中に鎮座する。

　自分がどうしたいか。そんなもの決まっている。世那は瞼を伏せた。暗闇の中でも男たちの様子が判る。不安を抱きつつ、期待して、待ってくれている。世那が己を受け入れる、瞬間を。

「もう、嫌です……終わりに……します」

「えっ」と誰かが呟く。落胆の気配が広がる。世那はまだ目を開けていない。自分の進む道を直視することができぬまま、その決意を口にする。

「今日で……王子様の荒鷲世那は、終わりにします……。僕は――私はもう、これ以上自分を偽りたくない……誰かの願う僕じゃなくて、私の望む私になりたいから……だからこれからも、お姫様で……いさせてください……」

　少女は目を開け、静寂に声を響かせる。誰も言葉を返すことはなく、しばらく森閑とした空気が漂っていた。言ってしまった。その後悔はない。諦観を胸に抱く世那は、己の淫らな本性も、それに伴う結末を受け入れていた。

　脂ぎった男たちの顔にみるみる喜色が滲んでいく。鼻が膨らみ、口角に泡が浮いて、その表情を牡獣のソレに変えていった。

（言っちゃった……もう後戻りできない……でも、それでいい……もう僕は僕で在りたくない……私は、私として生きていきたいから……）

　背徳感や罪悪感は抱かない。もう嘘偽りの泥で自身を塗り固める必要はないのだ。それは自身にも他人に対しても、至極真っ当な生き方にさえ思えた。

「よく言ったね、荒鷲さん。嬉しいよ。改めて君を歓迎する。もう何を我慢する必要もない。ただ欲望のままに求め、ありのままを受け入れなさい」

　まるで神の啓示だ。そして実際、彼こそが自分を救ってくれた男なのかもしれない。鬼崎は威厳さえ感じる口調のまま続けた。

「今日からは好きなだけ、何に縛られることもなく彼らと求め合うと良い。だけど、折角君が己を赦した記念すべき日だからね。最初の相手は彼が良いだろう」

「彼って……一体、誰と――」

「俺だよ、世那ちゃん。久しぶり」

　開いた扉から男が姿を見せる。バスローブを纏った中年に世那は目を見開いた。

「ば、伴藤さん！　どうして……！」

「鬼崎くんから許しを得てね。それにしても今の言葉は感激したよ。もし君が我々を拒絶したらどうしようかと、皆で不安になっていたんだ。でも杞憂だったようだね。さあ、俺も今日から復帰するよ。おじさんにどうして欲しいか――お願いしてごらん、世那ちゃん」

「あ……」

　伴藤がローブを外す。露わになった男根を目に映した瞬間、股先から首裏まで電流が奔った。背筋がくっと施術台から浮きあがり、腰が小刻みに震える。

（う、そ……私、今……あ、ああっ、伴藤さんのを見ただけで……！）

　絶頂、したのだ。伴藤の肉棒を見ただけで。それ以上でもそれ以下でもない。ただそれだけで、脳天から指の先までエクスタシーに痺れおののいたのだ。

（やっぱり私……もう、だめだ……どうしようもない女なんだ……でも、だったらこれで良かったんだよね？　これが正しい……私の在り方なんだ……）

　世那の口元が恍惚と緩む。砂粒程度に残っていた迷いや不安が、風に吹かれてどこかへ消えていく。もう惑うことはない。卑しく淫らな牝であることを自認し――仮面も衣もつけていない、裸の自分を晒すのだ。

「伴藤、さん……お願い、します……」

　息を弾ませ、瞳を潤ませ、脚をＭ字に開いてスカートを捲りあげる。ピンク色のショーツは既に大量の淫蜜を吸って濃色に染まり、隠すべき恥裂を浮きあがらせる。少女は右手で可憐な下着を除けて、ヒクヒクと蠢く女陰を惜しみなく晒し、上擦った声で言った。

「昨日の陸上で凝り固まった、私のおま×こ……伴藤さんのおち×ぽで……内側から、とろとろに解してください……」

「ふふ、よく言えました。それじゃ、始めようか？」

　世那がこくりと頷くのを見届け、伴藤は施術台に上がってくる。男たちはオイルを手に取り、世那の身体に向かってたらたらと垂らし始めた。

　琥珀色の蜜が服の上から身体に染みこんでくる。数えきれない数の手が肌の表面を這い回る。愛撫に悶える世那の股座に伴藤の陰茎が添えられた。雄々しい男根が肉の祠を這い進む。牡の灼熱を腹の底に感じながら――少女は喜悦の涙を目尻に浮かせて、しなやかな背中を反らし、甘い味のする宙を噛み締めるのだった。
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　これは僕が私に――王子様がお姫様になるまでの物語。

　だから私の物語は、一度ここで終わり。これが童話なら「お姫様は末永く幸せに過ごしましたとさ。めでたしめでたし」と締め括っていることだろう。実際、ここで話を終えても良いのだけれど――物語には、後日談が付き物だ。

　簡潔に結論を言えば、私は淫欲に塗れた日々を送るようになった。

　貪るように汗だくの四肢を絡めて、性器と性器を擦りつける日々だ。それがどれほど堕落し、獣じみて、爛れた生活だと自覚していても、私はやめなかった。

　だって、やめる理由がどこにある？　私は露出好きの変態だ。喉奥や肛門まで穿たれて悦ぶ淫乱だ。――なんて、実は完全に開き直って考えるまでには、流石に少し時間がかかったけれど。それでも私は、私である私を、肯定した。

　だが、傍から見れば私という人間は変わっていないと思う。

　大会が終わっても部活には顔を出していたし、香蓮との関係も続けている。それは鬼崎くんの命令でもあった。彼の魂胆はすぐに判った。

　鬼崎くんは香蓮も「こちら側」に呑みこもうと画策しているのだ。香蓮だけではない。陸上部の面々も。あらゆる女子生徒を色欲の奴隷にしようとしている。その駒として私を利用していた。と言うより、元々香蓮を性奴隷にするための一環として、私へ手をつけたのかもしれない。

　だったら、香蓮には感謝しなくちゃね。

　香蓮のお陰で、私は憧れの自分になれたのだから。大勢の男に囲まれ、求められ、無償の悦楽を与えられる――そんなお姫様の日々を手に入れられたのだから。

　今から紹介するのは、そんな私の毎日。つまり少し長い、エピローグだ。




「……さて、と。そろそろ良い頃合いかな」

　校舎の外に設置された部室の壁に背中を預け、世那はスマホで時間を確認する。午後の練習が終わって四十五分が経っていた。既に部員たちの姿はない。夕暮れの気配近づく空を見上げて、少女は緩んだ唇をそっと舐めた。

　周囲に人がいないことを確認してジャージの上着を脱ぐ。陸上のウェアだけを身に纏った肢体は、相変わらず無駄な脂肪が一切なく、そのくせ以前より艶っぽさが増していた。乳房は膨らみが大きくなり、官能的なヒップはブルマの生地では全く覆いきれていなかった。

（ウェアのサイズが全然合わなくなっちゃったな。まあ、もう引退だし……布面積が小さい方が興奮するから嬉しいんだけどね。ふふっ……）

　ユニフォームは最高の衣装だ。見れば見るほど破廉恥な衣装なのに、陸上の正装という一点の理由だけで、堂々と肌を晒して人前を歩くことができるのだから。

（……と。こんな風にのんびりしている場合じゃないよね）

　任された役割を思いだし、喝を入れるように頬をペチペチっと叩く。「よし」と呟いてドアノブに手を掛けた。左手で素早く鍵を開けて――一気に、部屋の扉を開いた。

「ひゃッ！」

　室内から悲鳴が響く。少女たちの匂いが籠った部室の中に、マネージャーである渡邉優里子の姿があった。渡邉は驚愕に目を見開いている。当然だろう。彼女は今、半裸で自慰をしているのだから。

「え、あ……ぶ、部長……どうして……あ、やッ！　ち、違うんです、これはッ！」

「……動かないで。渡邉さん、そのままだよ。動いたら人を呼ぶからね」

　長椅子に座る渡邉を制止する。普段より低くドスの利いた世那の言葉に少女は身を強張らせた。左右で二房に結ばれたおさげが震えている。

　大人しい優等生の後輩は既に涙目だ。恐怖や不安に焦燥。それから、つい先ほどまで耽っていた自慰の影響だろう。

「ねえ、何をしていたのか説明してくれるかな。もう皆、家に帰ってるよ」

「い、いや、その……仕事がまだ、残っていて……それで」

「マネージャーの仕事？　胸と股間を丸出しにする仕事があるんだ？　あ、もしかして着替え中だったのかな？　だったら悪いことしちゃったね」

「あ……そ、そうです！　着替えの最中でッ」

「へえ。渡邉さんっていつもそうなの？　乳首勃起させて、おま×こ濡らして、着替えるんだ。不思議だね」

　渡邉は言葉を詰まらせ、既に赤味が差していた頬をより真っ赤に染める。混乱して言い訳すら浮かばないに違いない。世那は追い打ちをかけるように言う。

「ねえそれ、僕のタオルだよね？　それを鼻に擦りつけて何をしていたのか、僕に説明してくれるかな」

「ご、ごめんなさ……」

　後ろ手で扉の鍵を施錠する。渡邉の肩が跳ねた。世界が滅亡するような表情をする後輩へ、世那は一歩踏みだす。目の前の子ウサギをどう調理するか――そんな嗜虐的な気分さえも抱いて、少女の隣に座り、震える右肩に手を回す。

「……ねえ渡邉さん。僕は別に怒ってないし、君を咎めるつもりもないんだ。だってそうでしょ？　別に、君が誰かを傷つけたわけじゃないし」

「で、でも……荒鷲部長のことを、傷つけてしまったかも……」

「大丈夫だよ。だから落ち着いて、深呼吸して。僕に説明してごらん。一体何をしていたの？　どういう経緯でこうなったのかな。正直に言えば、悪いようにはしないから。ね？」

　一転して優しい言葉を掛ける。太腿の上でぷるぷると震える少女の手をそっと握る。少しの間があって、渡邉はこくりと首を縦に振って語った。

　それは全て予想通りの回答だった。世那に恋心を抱いていること。気持ちを抑えたがったが、世那の忘れたタオルを見て、我慢できず自慰に耽ってしまったこと。自慰をしたのはこれで三度目だという告白もした。全てを語り終える頃には、頬に涙の筋が生じていた。

「う……うう、ごめんなさい……私、こんなつもりじゃ……部長は引退で、もう会えなくなるから、我慢できなくて……ごめんなさいッ……」

　大粒の涙をぽろぽろと流し、謝罪の文言を繰り返し口にする。痛々しい姿に世那の良心が揺さぶられた。渡邉の気持ちを利用したのは世那の方であり、罠に嵌めたも同然なのだ。

（ごめんね……悪いのは私なんだ。全部全部、予定通りなの……）

　以前までの――夏休み前までの世那ならば、ここで引き下がっていただろう。だが今の世那は違う。男たちに歪まされた思考は、別の結論へと少女を導くのだ。

（……でも安心して。渡邉さんも、私と同じお姫様の気持ちを味わえるから。ふふっ……女の子の幸せで満たしてあげるからね……）

「大丈夫だよ、渡邉さん。正直に話してくれてありがとう。部長としては何か言うべきかもしれないけれど……僕は君を責めないよ。ううん。寧ろ個人としては嬉しい、かな」

「う……嬉しい……？」

「当然でしょ。後輩にここまで慕われてるんだもの。凄く幸せな気分だよ。ありがとう。……ねえ、確認していい？　渡邉さんは僕のことが好きなんだよね？」

「え……あ、は、はいっ……」

　勢いに任せて言った後、渡邉は頬を赤らめる。頭から火を噴きそうな少女に世那はくすりと口元を緩めた。右肩に置いた手に少し力を込め、華奢な身体を抱き寄せる。少女の手に重ねていた掌をゆっくりと動かし、汗ばんだ太腿をそっと撫でた。渡邉の身体がピクリと震える。

「あ……あ、あの。部長……何、を……」

「責任を取ろうと思って。僕の所為で、渡邉さんは道を誤ったんだ。陸上部の部長として、先輩として、その罪を一緒に背負い、償うよ。だめかな？」

「償うって……な、何をするんですか」

「性欲が溜まって、僕が好き過ぎて、我慢できなくなったんだよね。だったら、その悶々とした感情を発散させてやればいい。こんなタオルより、僕の身体を直接嗅ぎたいと思わない？　妄想より、僕に直接触れたいと思わない？　ねえ、優里子ちゃんはどうしたいのかな」

　下の名前で呼ぶと、少女の細い喉がこるりと上下した。優里子は事態に気づいたのだろう。その頭は相当に混乱しているはずだ。自慰を見つかって、軽蔑されると覚悟したのに、その相手に誘われているのだから。

「ぶ、部長……からかって、いるんですか？　それとも私を試して――」

「優里子ちゃん。僕だって恥ずかしいんだよ？　冗談を口にしていると思う？　でも……そうだね。口だけじゃ、説得力がないかな」

　世那は長椅子から立ちあがる。優里子は「あ……」と寂しそうに声を漏らした。その反応を見て気を良くしながら、緩慢な動作でウェアを脱いでいく。肉の果実がたぷんっと弾んだ。練習で蒸れた股間が晒される。優里子は目を見開き、丸い瞳に無毛の秘園を映していた。

「ねえ優里子ちゃん。まだ冗談だと思う？　これでも僕、凄く勇気を出してるんだけどな」

「で……でも、部長」

「世那」

「え？」

「世那って呼んでよ、優里子」

　甘く囁き、全裸になった世那は少女の前に立つ。一糸纏わぬ肌はてらてらと濡れて、蛍光灯の光を反射して妖しい艶を帯びていた。

　優里子の呼気が乱れる。少女の熱い吐息が蒸れた股を撫でた。牝の花弁は息づくように艶めかしく揺れ、奥にある粘膜が蠢き、泡の浮いた甘露をとろりと垂らす。少女の顔が股座に近づく。世那はくすりと微笑んで身体を引いた。そのまま机に腰を掛ける。

「ねえ優里子。僕のおま×こ嗅ぎたい？　それとも舐めたい？　だったら言葉にしてよ。僕と何をしたいか言ってごらん。全部叶えてあげる。その代わり、今後は二度と僕のタオルで自慰しちゃだめだよ」

「は……は、い……部長……あ、いえ……世那、さん……」

「うん。ほら、どうしたいの？　言ってみて。もし嫌なら良いけど……こんなチャンス、二度とないと思うよ？　僕も引退しちゃうし。先輩として、思い出を残させてよ」

「引退……思い出……はぁ、あ、う……じゃ、じゃあ、その……えっと」

　優里子はしきりに喉を上下させる。その表情はどこか虚ろで、もう夢か幻とでも思っているのかもしれない。部室の中に籠った熱気も少女を朦朧とさせるのだろう。少しの間迷う素振りを見せた後、震える声で言った。

「せ、世那さんのアソコ……お、おま×こ、嗅ぎたい、です……」

「嗅ぐだけで良いの？」

「な……舐めたいです……あ、う……お、おま×こ、舐めさせて欲しいです……」

　世那は笑みを強くして脚を開き、両手で無防備に花唇を開帳する。「おいで」と優しく囁きかけると、少女は蜜に誘われる蝶のように、よろよろと身を寄せた。

　床に膝をつき、優里子は股の間に顔を埋めてくる。少女の鼻尖が太腿に這い、遠慮がちな動きで股の付け根へと迫る。優里子は確認するように顔を上げた。

　まるで主人に許しを請う子犬のようだ。世那は微笑み、しっとりと汗ばんだ黒髪を撫でてやる。優里子の舌が陰唇の縁をなぞった。ピリリとした甘い刺激に世那は悩ましく首を反らす。

「あ、ん……はぁ、はぁ、んふ……優里子、良いよ……遠慮しないで……もっと好きなだけ味わって良いんだからね？　ああ、ん……ねえ、僕のおま×こ、美味しい？」

「ちゅっ、んれろ……は、はい……世那さんのおま×こ、美味しいです……ああ、夢みたい……世那さんのおま×こ舐めてるなんて……ちゅっ、ちゅっ……んむぅ、んふ……」

　汚れの溜まった窪みを舌が穿り、リップが啄むように花唇を吸いあげてくる。

「ふふ、可愛いね。僕のことが大好きだって伝わってくるよ。大丈夫。時間はたくさんあるからね。優里子が普段妄想してること、全部実現させてあげるからね」

「じゃ、じゃあ、あの……えっと、お尻も舐めさせて欲しいです……なんて……」

　茹でダコのように頬から首まで赤く染めて言う。まさか二度目の願いが尻舐めとは思わず、流石に一瞬だけキョトンとしてしまう。だが断る理由はない。

「ふふっ、優里子ってば変態さんだなあ。もちろん良いよ。ほら……舐めてごらん」

「はぁ、あ、ああ……世那さんの、お尻……んれろぉ、ちゅっ、ちゅっ……ああ、こんなの絶対に現実じゃない……なんて幸せな夢なの……んふ、むふっ……」

　机に上半身を伏せて桃尻を差しだす。両手で尻谷間を拡げると、少女は恍惚とした様子で肛門を舐めしゃぶり始めた。優里子にとっては文字通り夢見心地だろう。

（まさかお尻まで舐めるなんて……ふふっ、私のケツま×こまで堪能できて良かったね。でも、これはまだ始まりだよ。これから、もっともーっと、素敵な夢を見せてあげる……）

　直腸を出入りする舌に甘い愉悦を抱きながら、世那はうっとりと目を細める。

　まさか優里子は想像もしていないだろう。この状況が仕組まれたもので、少女同士の淫らな交わりは全て撮影され、男たちの手元に配信されているなどとは。




　少女は海沿いの道を走っていた。ショートパンツから覗く健脚がアスファルトを蹴るたび、毛束を作った黒髪から汗の雫が散る。早朝とあって人の気配は少ないが、スポーツブラ姿の少女は、男女を問わず一身に視線を集めていた。

　ジョギングコースを外れて公園に入る。遊具のない公園は酷く閑散としていた。便所の傍に立つ男が手を上げてくる。世那は笑顔を浮かべ、中年の――伴藤の下へと駆け寄った。

「おはようございます、伴藤さん。今日も良いお天気ですね」

「おはよう、世那ちゃん。今日も良い身体をしているねぇ」

「えへへ、毎日鍛えてますから。でも最近、もう少しぷにっとしてる方が男性の好みに合うのかなー、なんて。そんな風に思ってるんです。陸上もひとまず引退ですし……どうですかね？」

「いやいや、今の世那ちゃんが一番だよ。可愛くて、最高の身体なんだから」

「うふふ、ありがとうございます。でも……可愛いのは身体だけ、ですか？」

　世那は男にピト……と身を寄せる。白い男のワイシャツは、少女の瑞々しい汗を吸って鈍色の染みを広げていく。伴藤の瞳に野獣の眼光がよぎった。

（今から私、無茶苦茶に犯されちゃうんだ……こ、こんな、朝早くから……中年のおじさんと、ケダモノみたいにセックスしちゃうんだ……）

　今から起こる事態に想いを馳せるだけで身震いが止まらない。ゾクッ、ゾクッと背筋が震え、ジョギングで乱れた呼気が性的な熱を帯びる。密着した股間が互いの情念を伝えあっていた。

「……どこがいい？」

「……ここで」

「ふふ、相変わらず好きだね。じゃ、始めよっか」

　世那はこくりと頷き、少しだけ背を伸ばして口づけを交わす。広い背中に手を這わせ、汗でべたつく掌を忙しなく往復させる。扇情的に鼻息を漏らして、涎が溢れるのも構わず舌を絡めた。

「ちゅっ、ん、ふっ……じゅるっ、んれろ、んむッ、んふッ……」

　男の視線を悦ばせようと腰を左右にくねらせる。短い丈のズボンは臀部を覆うにはあまりに役不足で、汗できらめく艶尻が伴藤の肉欲を焚きつけた。

「ンンッ……んはぁっ、あ、ンッ……あっ、あん……」

　太い指がぎゅっと尻臀を掴み、捏ね回すように揉みしだいてくる。激しく乱暴なようでいて、女体に一切の痛みを与えない尻愛撫だ。下半身が瞬く間に淫熱で蕩けていく。

「相変わらず揉み甲斐のある尻だなあ。引き締まっていて、ぷりっぷりで……それに汗で指が吸いついて、たまらないよ。時間があればケツ穴舐め回すのにな」

「はぁ、ああ、んっ……私だって、もっと伴藤さんとセックスしたいんですけど……ンンッ」

「最近忙しそうだもんね。鬼崎くんの指示で色々動いてるんだろ？　聞いたよ。確か先日も……ああ、渡邉さんの娘の優里子ちゃんだ。大人しそうな子を皆で『接待』したってさ。あの人も悪だよなあ。自分の娘も奴隷にして欲しいなんて」

「ふふ、渡邉さんってド変態ですもん。優里子の代わりに私を犯してたくせに、やっぱり娘も犯したい――なんて。でも欲望に正直な人って大好きです」

「世那ちゃんもそうだもんね？」

「はぁ、あ、ん……はい……私も、性欲に従順なド変態です……ふふっ」

　尻に広がる快美感に目を細め、膨らんだ男の股間を撫でながら恍惚と呟く。頭の中に浮かぶのは鬼崎から送られてきた映像だ。そこには、例の施術室で十人の男から性感マッサージを受ける優里子の姿があった。

　最初は抵抗していた優里子だが、徐々に男たちの絶妙な愛撫に心身を解され、最後には小便と潮を撒き散らして苛烈な絶頂を極めていた。元々、先輩の尻穴を舐めたいと言いだす少女だ。淫乱の素質は充分過ぎるほどあるだろう。

（ああ、本当に嬉しいな……お姫様の気分を共有できるなんて……）

　鬼崎の計画は至ってシンプルだった。

　好意を寄せてくる渡邉優里子と一対一で接触し、密室で誘惑し、肉体関係を結ぶ。その様子を事前に設置した隠しカメラで撮影しておけば、準備は完了である。後は鬼崎が優里子に向かってこう言えばいい。

『ねえ、凄い動画を手に入れちゃった。君と荒鷲先輩がセックスしてる映像。この動画をばら撒かれたくはないよね？　もし公になったら、荒鷲先輩、大学の推薦もらえなくなっちゃうね？』

　かつて世那が脅された文言は必殺の一撃である。女生徒は世那を守るため、自らを犠牲にして鬼崎に従うほかない。

　後はもう、彼らの用いる技術で、処女の身体を淫女に変えるだけだ。

「世那ちゃんは悪い子だねえ。自分を慕う後輩ちゃんを鬼崎くんに捧げるなんて。良心が痛まないのかい？　昔の君だったら、身を挺して庇っただろうに」

「もう……伴藤さんも判っているんでしょう？　私はもう王子様じゃないんです。それに……ふふっ、私は悪いことなんて何もしてないですよ。だって彼女たちは幸せになるんですから。女子校生という一番素敵な時期に、女に生まれた悦びを、骨の髄まで味わえるんですから……」

　以前の世那を知る者が見れば、今の世那は悪霊にでも憑かれたように見えるだろう。淫魔のような妖艶な笑みさえ浮かべる少女に伴藤もニヤリと笑う。

「そうだね。世那ちゃんは良い子だ。良い子にはご褒美をあげないとね」

「ああ、ンッ！　はぁ、はぁっ……そこ、はぁ……ああ、んッ……」

　男の手がウェアを横にずらす。汗を纏った指が菊華にちゅくりと潜って、内側から腸肉を捏ねる。鉤爪に曲げられた指が生む愉悦に目の前が瞬いた。

（はぁ、アッ……伴藤さんの指、やっぱり凄っ……あ、ああっ……く、るっ……）

「イ、クッ！　あっ、イクッ！　イクッ！」

　絶頂の産声をあげ、世那は男の腕の中で肩を躍らせる。健康的に焼けた肌がぶるりぶるりと波を打つ。筋の張った太腿が小刻みに痙攣を繰り返した。

「簡単にイッちゃったね。世那ちゃんは本当、お尻を弄られるのも大好きだねえ」

「はぁ、は……い。世那はすっかり、ケツ穴中毒になっちゃいました……ああ、ん……でも伴藤さん……お尻だけじゃなくて、アッチも……伴藤さんが大人にしてくれたおま×こも、可愛がって欲しいです……」

　眼も口も声も蕩けさせ、甘え媚びた表情で中年に請う。今この場では凛々しい表情を取り繕う必要もない。淫乱でも変態でも構わないのだから。

「ふふ、もちろんだよ。忙しい中おじさんと遊びに来てくれたんだ。世那ちゃんの望みはなんでも叶えてあげるよ。でも、その前にすることがあるよね？」

「はい、もちろんです……それじゃあ、失礼しますね？」

　最後にもう一度熱っぽく唇を重ね、濃厚な唾液を交換した後、世那はその場で屈んだ。

　跪いた少女は男のズボンを脱がしていく。ぶるんっと跳ねあがった肉茎を見てごくりと唾を飲んだ。蒸れた牡の匂いに鼻をすんすんと鳴らしてしまう。

（ああ、これ……伴藤さんのおち×ぽ……匂い嗅ぐだけで、イキそ……）

　妖しい昂りが競い合うように脊椎を駆け抜ける。昔は忌避したその反応も、今や誇らしさすら感じた。

「ちゅっ……ん、ちゅっ……はむぅ、んふっ、んれろ、ちゅっ、んふぅ……」

　先端に接吻し、カリ首に溜まった汚れを舌で舐め清める。裏筋や鈴口を舌先でちろちろと刺激するとペニスがピクッと跳ねる。太い血管の脈動に世那の胸もドキドキと弾んだ。

「ああ、朝から美少女のフェラ奉仕を受けられるとは……お、ほっ……それに世那ちゃんも巧くなったねえ。処女をもらった身としても嬉しいよ。偉いね、世那ちゃん」

　恍惚と呟く伴藤が頭を撫でてくれる。世那は悦びを頬に滲ませて、朱唇で肉棒を呑んだ。大量の唾液が溢れるのも構わず、ぐっぽぎゅっぷと下品な音色を奏でて顔を揺らす。

（もしも今、誰かが近くを通ったら……ああ、この人生が終わるすれすれの感じが、好き……癖になっちゃった……）

「ほら、世那ちゃん。可愛い乳首見せておくれよ。後はそうだな……おま×ことケツま×こを同時に弄って、オナニーしなさい。蟹股でマンズリするの大好きでしょ？」

「ちゅっ、ぷはぁっ……もう、伴藤さんってば……本当にエッチなんだから……」

「またまた。世那ちゃんも好きなくせに。ほら、やってごらん」

　ウェアをずらして乳房を露出させる。ショートパンツの中に手を入れ、指先で花弁を弄る。垂れた愛液を左手で掬って、そのまま中指を肛門に挿入した。

「は、あ……ん……ちゅっ、じゅるぅ……んふっ、ン……」

　朝の公園で中年のペニスを舐めしゃぶり、股間の二穴を弄って己を慰める――痴女丸出しの行為が少女に黒い昂揚をもたらしていた。

　濡れそぼった花園を指がぬるぬると滑る。皮の剥けた肉芽を指の腹で捉える。唇と肉棒の隙間からぶぴゅっと涎が噴き零れた。

「はぁ、ふぅ……そろそろ、出そうだな……普段ならこのまま口に出すところだけど……世那ちゃんはどうしたい？　欲しいところに出してあげるよ？」

「んはぁっ、はーっ……欲しいところなんて……決まっています……」

「ふふ、だよねえ。流石にここじゃ危ないから、少し移動しよっか」

　二人は便所の中に舞台を移した。小便器の前に立ち、世那は尻をぐっと男に差しだす。熱風に巻きあげられたアンモニアの匂いが鼻奥を痺れさせた。夏の暑さも相まって思考が混濁としていく。性の酩酊感に呑まれる心地は何度味わっても甘美で、愛おしかった。

「よぉし、今日はマゾっぽくやってみようか。ほら、おじさんにおねだりしてごらん。君は今から肉便器だよ。朝から中年の生ち×ぽに中出しされて悦ぶ淫乱だ。判るね？」

「はぁ、はいっ……世那は今、伴藤さん専用の肉便器です……朝からおじさんと生ハメして感じまくる変態ＪＫ便女……はーっ、はぁ……好きなだけ、性処理に使ってくださいませぇ……」

「ふふっ、簡単に言っちゃうね。演技なんかじゃないね、これは」

「ああん、そうです……世那は正真正銘のち×ぽ中毒です……演技じゃなくて、本当に便器として使って欲しいの……だから……だからおち×ぽ……ち×ぽをハメてください……はぁはぁ、おち×ぽぉ……」

　給水管を掴み、くねりくねりと悩ましく尻を揺する。これが演技かどうかなんて、今となってはもうどうでもいい些事だ。もう己の欲望を止めたりはしない。

「ふふ、良い子だ。素直な世那ちゃんにご褒美だ――よッ」

「ああああんっ」

　穂先が牝の祠に潜る。弧を描く怒張は一瞬で秘奥に達すると、降りていた子宮を力強く押しあげた。脊椎から脳の芯までがビリビリと痺れる。青筋の浮いた首が悶えた。開いた口は不潔な臭気を噛みしめ、目尻から涙が溢れる。

「あぁっ、あっ、あんっ……はぁ、ああんっ、あっ、あんっ、あんっ！」

「そらっ、そらそらッ！　どうだい世那ちゃん！　朝から味わう中年ち×ぽの味は最高だろう！　君の処女を奪ったち×ぽは格別だろう！　それそれッ！　ち×ぽ気持ちいいかッ！」

「ち、ち×ぽいいですっ！　ああんち×ぽいい！　ち×ぽ気持ちいいの！　あああん！」

　男は尻臀を打擲しながら股間を打ちつける。嗜虐的な責めを浴びた世那は、嬉々としてマゾヒスティックな叫びを男子便所に響かせた。

（ああ、私のスケベな喘ぎが、お手洗いに響いてッ……誰かが入ってきたら言い訳できないのに……あああん、それが興奮、するのッ）

　牝啼きと肉打ちの音が卑猥な音色となって奏でられる。大勢の男から奉仕を受けるのも良いが、こうして一人の牡に蹂躙されるのもまた世那にとっては嬉しいのだ。

　他の誰に言っても理解はされないだろう。奉仕をするのも、されるのも、犯されるのも、女の性を実感できる至福の時間だった。これこそが世那にとっての『お姫様』扱いなのだ。

「はぁ、あ、ンッ！　あぁっ、ああんっ、ああっ、あんっ……ば、伴藤、さんっ……わ、私、もうっ……ああん、イ、イクッ！　イッちゃいます！」

「はぁ、はぁっ……俺もだよ、世那ちゃんっ……出る……そろそろ、出すぞッ……」

「出し、てぇっ……ああ、イクッ！　イクイクッ――イ、クぅうッ！」

　全てを呑まんとする悦楽の奔流に身を任せて、世那は牝の遠吠えを響かせた。汗だくの髪がぶわりと舞い躍り、女の匂いが不潔な便所に広がっていく。絶頂する肉壺は強烈な収縮で男根を締めあげた。痙攣する襞肉の吸着に男も呻き声をあげ、子種を聖宮に吐きだす。

「う、おぉおっ……お、ほっ……」

「は、あぁッ……ああ、んっ……」

　肉交の果てに至った二人は、しばらくの間はぁはぁと熱っぽい息を吐いて余韻に浸る。半開きの唇から糸を引く涎が、黄色い染みの付着した小便器に垂れ流れていた。

「はぁ、ふぅ……いやあ、気持ちよかったねぇ。……と、鬼崎くんから電話だ。相変わらず彼が連絡を寄越すタイミングは凄いな。いつも監視されてる気分だよ。――もしもし」

　結合したまま伴藤は通話を始める。世那は吸着させた膣肉で怒棒を扱いた。残った汁を子宮で嚥下していると、男がスマホを頬に宛がってくる。

『やあ、荒鷲さん。お愉しみのところ悪いけれど、今夜の予定について話があるんだ。前から言ってたアレ、予定日が決まったよ』

「はぁ、はーっ……本当、ですか……？」

『セッティングはこっちでやるよ。それじゃあ、詳細は後で連絡するね。続きを愉しんで。あ、そうだ。外でのセックスはほどほどにね』

　それだけ言って通話が切れる。伴藤の言う通り監視されているみたいだ。あるいは胸裏を見透かされているのか。まあ、どちらでも構わない。鬼崎に従う限り、この幸福は永遠に続くのだから。




「いらっしゃいませ、お客様。本日はどのようにいたしましょうか？」

　気取った口調で言う世那に、施術台へうつ伏せに横たわる香蓮はくすりと笑う。「お任せで」と言葉を返して、少女は枕の位置を調整して身体から力を抜く。

　酷く無防備な後ろ姿だった。施術用の下着は上下ともに紙製で、面積も小さいためにビキニ姿と大差ない。黄金色の髪は狸色をした敷きタオルの上で放射状に拡がって、橙色の照明を反射して燦爛と輝く。黄金の川が目の前に流れているようだと思った。

「それにしても、世那が私にマッサージしてくれるなんてね。お店で部屋まで借りるなんて……一体どういう風の吹き回し？　というか、結構高級なお店よね。高くないの？　大丈夫？」

「質問が多いなあ。そういうの気にしなくていいってば」

　三段ワゴンに並んだ施術用の道具を手に取って苦笑する。人肌より少し温かいオイルを見ると、それだけで世那の股はじんわりと熱く潤む。

「別に家でも良かったのよ。こんな本格的な場所使わなくても」

「エステは雰囲気が大事なんだよ。それに値段も安いから大丈夫。部活してる学生は割引が適用されるんだよね。引退する前はよく筋肉とか関節を解してもらってたんだ」

「でも、どうして世那が施術するのよ。別に良いけど」

「だって、男の人に身体触られたくないでしょ」

「絶対やだ」

　即答する香蓮の背中にローションを垂らす。透明な液体が雪のような肌を伝う。濡れないよう金糸のような髪をそっと左右に除けて、指先を這わせて塗り広げていく。滑らかできめ細かく、細く締まっているのに柔らかで、理想的な質感を掌に返してくる。

「はあ、あ、ん……ん……」

　脇腹につう……と指を這わせると、少女の肩がピクリと跳ねる。そのまま腋の下をなぞり、施術台でむにっと潰れた乳房の輪郭を撫でる。媚乳は少し張りを強めていた。

「ふふ、なんだか声がエッチだよ香蓮。もしかして感じてる？」

「スケベ。あなたの触り方がいやらしいのよ。ねえ、カメラとか設置されてないわよね？」

「大丈夫だよ。いくら喘いでも構わないからね」

「なんかムカツク。世那のくせに。喘がせられるものならやってみなさいよ。ま、未だに童貞みたいな王子様には、私を啼かせることなんてできな――あんッ！」

　指先をぬるりと滑らせ、下着の中で張る乳首を中指でコリッと転がすと、香蓮は呆気なく声を弾ませた。瞳も唇も尖らせてくるが、世那がニコリと微笑みかけると「ほんとナマイキ……」と呟いて、耳を赤くした香蓮は枕に顔を伏せた。

　心の底から嫌がってはいないのだろう。世那は再び両手を背中に戻し、今度はヒップラインを中心に、足首へと向かって掌を往復させる。口数は徐々に減っていった。

　それから、およそ三十分が経過した頃合いである。

　アロマディフューザーから漂う甘い霧が部屋を包んでいた。少女から立ち昇る女の匂いも濃くなって、室内の空気は桃色に染まっている。香蓮の肌はオイルの膜を張って艶々と照りを帯びている。髪は汗を吸って毛束を作っていた。

「はぁ……ああ、ん……ん、ふ……はぁはぁ……はあ、ん……」

（相当感度が上がってるね。それに眠気も強そう。飲ませた薬の効き目はバッチリだね……ふふっ、そろそろおやすみなさい、かな？）

　最初の方は「触り方がエロい」「変態」「スケベ王子」……と文句を口にしていたが、今はもう、薄く開いた朱唇から漏れるのは恍惚とした息ばかりだった。紙の下着は柔肌に吸いついて、勃起した乳首も濡れた花唇も透けて見えている。

「そろそろ脱がすね」

　尋ねると香蓮は「ん」と短く返事する。役割を成していない下着を二枚、上下ともに外してワゴンの上に置く。ローション塗れの指で乳輪の縁を撫でながら、もう片方の手を太腿の付け根に宛がう。恥丘を愛撫すると香蓮の脚がくたりと開いた。ローションではない透明な露を垂らす秘園に掌を添える。女の溝から漏れる淫熱が指の間を抜けた。

　乳首や陰核には触れない。腋窩、内腿、尻房や臍、指の隙間や首筋に耳の裏……直接性感帯を刺激せずに、少女に昂りを与えていく。香蓮の息は熱っぽさを増しているが、同時に眠気もピークに近いのだろう。性的な酩酊感が心地好く眠りの世界へ誘っているはずだ。

「ねえ、世那……これって私……眠っても大丈夫、かしら……」

「もちろん大丈夫。この部屋はあと二時間借りてるから、好きなだけ眠っていいよ。タオル、掛けてあげるね」

「ん……ありがと」

「いえいえ。おやすみ、僕のお姫様」

　少女の額にちゅっと接吻する。香蓮は唇をふっと緩める。何か言いたげではあるが、心地好い倦怠感に抗えないのだろう。

　世那が蒸しタオルを目元に掛けるとすぐに寝息を立て始めた。オイルを染みこませたバスタオルで香蓮の首から爪先を覆う。これで準備完了だ。

　世那は監視カメラに視線を向けて頷いた。扉が開いて鬼崎が姿を見せる。

「凄い匂いだね。ただ息をするだけで股が疼くよ。部屋に入ったばかりの僕でさえ興奮するんだから、お前の方はもっと大変なことになってるかな？」

「ええ、もちろんです……世那はもう、鬼崎くんにハメて欲しくてたまらなくて……はあ、ああん……勃起した乳首が服の中で擦れて、おま×こから涎を垂らしちゃってます……」

　鬼崎の姿を見た途端に――いや、見るよりも早く、気配を察知した瞬間に少女は牝の顔になる。目尻は垂れ、瞳は扇情的に潤んで、唇からぼうっと甘い息を吐いた。もはや二人の関係は語るまでもないだろう。

「なら脱ぎなさい。すぐに始めてやるよ。眠り姫が目を覚まさないうちにね」

「はい……世那の我儘にお付き合いいただき、ありがとうございます……」

　王子でも姫でもない、世那の持つ三つ目の顔――主に仕える奴隷の表情で、身に着けていた服を脱ぐ。

　下着代わりに着用していたのは陸上部のウェアだ。それも乳首と股間が円形に切り抜かれた改造モデルで、世那の持つセックス用衣装の一つである。

「ああ、本当に酷い有様だね。おま×こは涎塗れで、乳首はビンビンだ。クリトリスも皮が剥けちゃってるよ？　毎日毎日セックスしてるから、どんどん下品な牝の身体になってきたね」

「ああ、んッ……」

　鬼崎が身を寄せ、右手を膣孔に挿れる。穴の表面に張った愛液の膜を破り、指先が粘膜をくっと押した。一瞬で弱点を見つけた中指が膣壁を捏ねるように円運動を繰り返す。ちゅくちゅくと鳴る水音に合わせて目の前が瞬いた。

「はぁ、あっ、あん……鬼崎、くん……あっ、あっ、だめッ！　そ、それすぐイクッ！　イッちゃいますからッ！　そこ弱いのッ……そこ弄られたら私、ああ私ぃ……ッ！」

「良いよ世那。イキなさい。恋人の前でアヘ顔浮かべて、アクメしな」

「はぁ、あっ……ひッ！　あっ、ああイクッ！　イ、クッ……！」

　恥骨の裏をカリッと指先で掻かれ、肉悦が電流となって背筋を抜けた。ぐんっと鼻先を跳ねあげて少女は嬌声をあげる。色鮮やかな蝶々が目の前を横切った。舞う鱗粉がキラキラと光を散らして、視界が忙しなく瞬く。

「世那」

「はぁはぁ……鬼崎くんむぅっ、んふっ、ンンンッ……！」

　短く名前を呼び、少年が唇を重ねてくる。鬼崎は容赦をしない。絶頂直後の惚けた頭の中にぬちゅぬちゅと淫靡な口吸いの音が反響し、思考を揺らしてくる。

（すご、い……余韻なんて浸らせてくれない、暴力的なくらい激しいキス……自分が女だってことを――ううん。牝だってことを、思い知らされちゃう……）

　身体がよろめき、慌てて施術台に手を伸ばす。指先に触れたのは柔らかな香蓮の指先だった。細く白い手に指を絡める。香蓮とは対照的な鬼崎の武骨な指が尻臀に沈み、ぐにぐにと揉みしだいてくる。荒々しい指遣いが腸肉をざわつかせた。寒気に似た官能の昂りがぞわりぞわりと脊椎を伝い、脳の芯までを震わせ、下腹部で燃える牝欲を焚きつけた。

「ちゅっ、んぅっ、んくっ、ンッ……ぷはぁっ、はあっ……お、鬼崎、くん……」

「もう我慢できないって顔だね。欲しいかい？」

「は……はい。世那のおま×こ、辛抱できそうに、ないです……あ、ああ、お願い……今すぐ私のおま×こに、鬼崎くんのち×ぽをハメて……逞しいモノで、犯して欲しいの……」

「ふふ、いいよ世那。好きな体位で、好きな場所で犯してあげる。どこでヤりたい？　僕はできるだけ下品なのが好みだけど……ふふっ、任せるよ」

「じゃ、じゃあ……」

　接吻で泡立った唾をごくりと飲みこみ、世那は施術台の昇降ボタンを押す。高さを落とした台に乗り、香蓮の顔を跨ぐ形で屈んだ。和式便所で用を足すような格好は、それだけで黒い昂りを巻き起こした。

「へえ、そんな恰好で犯されたいんだ？　ほんと、お前は筋金入りの変態だね」

「い、言わないで……私だって、恥ずかしいんです……で、でも」

「それが興奮するんだろう？　いいよ、自分を偽らなくて。お前は露出狂で、自分の父親と同い年くらいの男と毎日身体を重ねて、部活の可愛い後輩を牝奴隷にして、恋人の上でま×ことケツ穴ヒクつかせる変態なんだ。それは覆せない事実で、覆す必要もないんだから」

　嘲る言葉を浴びて尻がピクッと跳ねる。愛液がボタボタと滴り、香蓮の端正な頬を湿らせる。カエルのようなポーズで震える世那の後ろで、少年が肉棒を取りだす。穂先が尻に触れた。凶悪なまでの熱波が毛穴に染み、細胞が歓喜にざわめく。

（あ、ああ……私、凄いことしようと、してる……鬼崎くんの指示だからって……迷わずに、香蓮をこんな場所に連れこんで……その上に跨って、エッチしちゃうんだ……）

　少年の穂先が膣孔に狙いを定めた。ぬるついた花弁を掻き分けて亀頭が潜る。泡の浮いた蜜を溢れさせ、慎ましい花びらが肉の傘を包む。陰茎が達したばかりのＧスポットを擦りあげた瞬間に、世那の視界は再び明滅した。

「ひぁっ……はぁ、あっ、ああああんッ！」

　両手で施術台を持ち、尻を後ろに突きだしたまま首を仰け反らせた。亀頭が秘奥に突き刺さる。重い性の衝撃が脳天を揺らす中、痙攣する肉の襞がずるりとカリ首に掻かれた。鬼崎の手が腰を掴む。少年は肉壺の中で剛棒を往復させ始めた。

「はぁ、あっ、あんっ、あっ、ああんっ、あんっ！」

「ふふ、酷い啼き声だな。マン汁の量も凄いよ？　少し擦ってやるだけで真っ白な本気汁がドバドバ溢れてる。恋人の可愛い顔がお前のスケベな露でぐしょ濡れだな」

「あ、ああっ、だって鬼崎くんのペニスが……ああん、凄いのッ！　はぁ、あんっ……こ、こんなおち×ぽを挿れられたら……はぁはぁっ、女の子は皆、喘いじゃうのッ」

「嬉しいことを言ってくれるね。でも変態のお前はこの程度じゃ満足しないだろう？」

　その言葉が合図なのか、部屋の扉が開く。中に入ってきたのは大勢の男たちだった。全てが見知った顔だ。今まで世那が幾度となく身体を重ねてきた男たちが、股間を露出させた状態で施術台を囲む。その光景は酷く卑猥でありながら、どこか滑稽で――しかし世那にしてみれば、まるで何かの厳かな儀式に思えた。

「ふふ、世那ちゃんの寝取られプレイ、俺たちも参加せずにはいられなくてね」

「これが香蓮ちゃんかぁ……く、ふふっ、噂通り可愛いね」

「もしも今目が覚めたら大変だな。目の前には恋人のま×こと、後輩のち×ぽ。周囲には大嫌いな男――それも中年のオジサンがそろい踏みだ。くくくっ、反応が見たいねぇ」

「だめだよ。今日は夜宮香蓮を堕とす日でもないし、彼女を調教するための日でもないんだから。だから皆――彼女の身体に直接触れるようなこと、しちゃだめだよ？」

　鬼崎の言葉にニヤニヤと笑みを浮かべ、男たちは香蓮からタオルを剥ぐ。おぉッと歓声が上がった。長いマッサージで完璧に整った裸身は、改めて見ても恐ろしく淫猥だった。

　汗とオイルで濡れた肌が健やかな呼吸に合わせて小さく波を打つ。双丘の突起は牡の目を嫌でも誘う。股座で綻ぶ花弁からは今も恥蜜がとろりと垂れていた。

「凄いな……なるほど、こりゃ学校で一、二を争うという噂通りだ」

「うーむ、陰毛を剃ってるのが勿体ないな。金色のマン毛なのか気になるのに」

「まるで西洋人形みたいだ……着せ替えできたらいいなぁ……」

　口々に賞賛して、香蓮の裸身を見つめながら男たちはペニスを扱く。その様子を見て、世那の中で嫉妬の炎がくすぶった。

（ず、るい……香蓮ばっかり……眠ってるだけでこんなに愛されるなんて……私だって……私だってお姫様で……私も、愛されたいのにっ……）

「はぁ、あんっ、あっ、ああんっ……み、皆さん、私も見て、くださいッ……香蓮だけじゃなくてぇ……はぁはぁっ、世那のこともオカズにして、おち×ぽ扱いてッ……！」

　男らに叫び、世那は不自由な体勢で腰をヘコヘコと前後に揺する。尻を鬼崎の股間にぶつけるたび、ばちゅんっばちゅんっと水風船の跳ねるような音が響き、露わになった香蓮の顔に淫汁が散った。

「あらら、恋人に嫉妬しちゃったね。確かに、もしもこんな可愛い子が僕たちの奴隷に加わったら――ふふっ、お前のま×こ、誰にも使ってもらえなくなるかもね？」

「そ、そんなッ……や、ぁっ……嫌ですッ……ああお願い、見捨てないでっ……」

「だったらもっとお願いするんだよ。皆にどうして欲しいか言いなさい」

「あ、ああ……は、はいっ……お願い、しますっ……」

　香蓮に自分の立場を奪われてしまう。折角、お姫様になれたのに。その焦燥が衝動へと変わり、少女を突き動かしていた。

「皆さん、世那のことを見捨てないでっ……はあ、ああっ、これからも毎日、好きなときに好きな場所でエッチしますからぁ……世那、もう昔みたいに戻りたく、ないのっ。ありのままの自分で……ああ、おち×ぽに囲まれる、可愛いお姫様のままでいたいんですッ……」

「ふふ、世那ちゃんは相変わらず可愛いなあ」

「俺たちが世那ちゃんを見捨てるわけないだろう」

「世那さんはずっとお姫様ですよ。お願いだなんて、とんでもない。我々がち×ぽで奉仕する立場ですからね。世那さんは遠慮なく、身体中の穴にち×ぽハメられて喘いでください」

　甘美な言葉が鼓膜を震わせて、世那は安堵に口を緩める。心が弛緩した拍子に鬼崎が肉棒をぐんッと突き入れてくるものだから、涎は啜る暇もなく顎からぶらぶらと垂れた。

（涎垂らして、恋人の上で違う相手に腰振って……も、もう私……ほんと、終わってる……でも……でも、これが幸せ……もう私は、私を偽りたくない……）

　だからごめんね――香蓮に向かって胸裏で言葉を掛ける。

　でも大丈夫だよ。お姫様みたいに可愛い香蓮も、私と一緒に、本物のお姫様になれる日が来るから――。

「さあ、僕たちの可愛いお姫様。お前の命令は絶対だよ。どうして欲しいか言ってごらん。僕も皆も願望を叶えてあげる。自分の望むがままを、言葉にするんだ」

「はぁ、ひーっ……あ、ああ、それは……それ、はぁ……」

　鬼崎の親指が肛門に挿入される。腸肉が窄まると、括約筋がキュッと収縮して、蜜壺の吸着感も高まった。涙で滲んだ視界に自分を囲むペニスだけが明瞭に映る。

　膣中に牡の存在を感じる中で、虹彩の蕩けた瞳を揺らす。今の世那に我慢や辛抱は無縁だ。だってお姫様は我儘だから。私はもう、我慢なんてしなくても良いのだから。

「はぁ、はぁっ……ぶ、ぶっかけ、てっ……香蓮ごと、私にち×ぽ汁ッ……はぁはぁ、皆さんの濃厚な生殖液ッ、ザーメン、をぉ……ぶっかけて、ください……」

　それは誰がどう聞いても、命令や指示ではなく懇願で、姫というより奴隷の言葉だった。だが世那にとってはこれで良いのだ。奴隷姫――唯一無二で、最高で最低のこの肩書きこそが――今の荒鷲世那が思い描く、理想の女の子なのだから。

「よく言えたね。だけど僕にお願いしなくて良いのかな？」

「し、します……鬼崎くんにも、お願いがある、のっ……私のおま×こを穿って……マン汁の涎垂らしまくってるま×こ、素敵なおち×ぽで犯し尽くしてッ」

「ま×こだけで良いの？　今ならこっちもハメてあげるけど？」

「あ、ああっ……お、お願いしますッ……お、お尻の穴、ケツま×こも……おま×こ以上に感じちゃう、世那のお尻も、ち×ぽでズボズボしてぇッ！　ああ、あんっ、あんっ！」

　世那の叫びを聞き届け、少年は一気に律動を加速させる。穂先に子宮口を歪められると呼吸が止まる。酸素を求めて開いた口から唾が散って、香蓮の端正な身体に降り注ぐ。

　獣じみた反応が抑えられない。肉の傘はぬるりと滑って浅い部分に戻り、助走をつけるように細かく前後する。もう一度深突きがくる――身構える世那はぎゅっと敷きタオルを掴むも、男は肉の柱をぬぽんっと膣孔から抜いた。

「へぁっ……あっ、まさか――ひぐぅうううッ！」

　予感を抱いたときには遅い。もう一度身構えなおす暇もなく、剛棒が菊門を貫く。淫液に塗れた海綿体が腸管を押し拡げて根元まで埋まる。目を剥きそうな狂悦に鍛えた脚がぶるぶると震えた。腸側から子宮が擦られて、収縮した膣孔からぶびっと白い汁が漏れる。

「ふふ、そう長々とセックスをする気はないからね。一気にスパートをかけてやるよ。お前たちマゾの大好きな二穴穿りだ。そらッ――喘げ、淫乱ッ！」

「はぁ、あっ、ああんっ、あっ、ああんっ、あああんっ！」

　暴虐と呼ぶべき抽送だった。結腸まで届けんと肉矛を突き刺したかと思うと、素早く腰を引いて引き抜く。熱い鉄棒がぬぽんッと抜ける瞬間に、排泄の快感を何倍も乗算したような肉悦が頭の芯を焼き焦がした。かと思えば、今度は肛門絶頂で痙攣する膣肉に怒張が挿しこまれる。

（なんてセックス、なのッ……ひ、一人を相手にしているはず、なのにぃ……ああっ、まるで二人の鬼崎くんに同時に犯されてるみたい、にぃっ……！）

「はぁ、はひっ、ひぐっ、んひっ、はぁ、ぁあ、ンッ！」

「こらこら、喘いでばかりじゃ相手が退屈するだろう？　それに皆、虚しく右手で扱いてるんだ。もう少し気を利かせてさ、実況しないと。自分がどういう状況か教えてやりな」

「はぁ、あ、いッ……す、凄い、の……お、鬼崎くんのペニスッ……ち×ぽがっ、はぁ、はひっ……おち×ぽがま×こ、をぉ……ま×こと、おひりっ、お尻のおま×こがっ、ああんッ！」

　鬼崎の指示に逆らう気はないのに、満足に言葉を紡ぐことができない。開きっぱなしの口からは涎と喘ぎ声が絶え間なく散る。もう自分の意思では身体を制御できない。息を吸い、吐くことさえも、ペニス一本に支配されていた。

（し、死んじゃい、そっ……涎が喉に詰まって、息がっ……声が掠れて、前が見えないっ）

　頭に酸素が回らず、思考が鈍くなる。酸欠状態の少女は、遂に喘ぐことさえできなくなっていた。できるのは、真っ赤な頬に感涙を流して、二つの穴を男に差しだすことだけだ。

「おお、凄いな世那ちゃん！　なんて下品で可愛いんだ！」

「ああ、たまらない！　ち×ぽを扱く手が止まらないよ！」

「で、出るぞっ……おじさんたち、そろそろ出るよッ！　出していいよね、世那ちゃんッ？」

「出し、てぇッ……はーッ、ひーッ……皆っ、どぴゅどぴゅ出し、てェッ……！」

　興奮した男たちの声が耳鳴りに混じって響く。世那は汗みどろの顔をぶんぶんと縦に振る。黒髪から汗粒が散り、肉鞠が円を描いて跳ね躍る。目の前でパトライトが回っているかのように、赤と白が視界で激しく瞬く。もう何も見えない。何も聞こえない。ただ膣と腸を往復する男の存在を感じるだけだった。

「あっ、ああイクッ！　イクッ！　お、鬼崎くんッ、私……わた、しぃッ……！」

「ああ、イけ……ほら、誰がどうなるんだ、世那ッ！　呑気に寝てる恋人に言ってやれよッ」

「見てっ、見てて香蓮……わ、私、今からおじさんにザーメンぶっかけ、られてっ……おま×こに射精されながらイク、からァ……ッ！」

　膨張しきった肉傘が膣襞を内に外に激しく捲って往復する。後ろの菊華も前の淫花も、真っ赤に咲き誇ったまま元に戻らない。攪拌されて泡立った淫汁を纏って、肉刀が腸奥を突き穿った。世界が静止する。少年が腸管から肉茎を引き抜いた刹那――世那の全てが、爆ぜた。

「イクぅううううううううううッ！」

　王子でも姫でも奴隷でもない。ましてや人間でも女でもない。もっと純然な生物として抱く歓喜の咆哮が少女の口から響きわたる。

　魂が抜けたかと思った。まさに昇天の名に相応しい、恐ろしいほどの浮遊感。身体から精神が解き放たれる極悦に世那は目を剥く。

「う、おっ……なんてアヘ顔に、イキ声ッ！　く、ううっ、出るよ世那ちゃん！」

「はぁはぁイクッ……お、ほっ！　イクッ！　イクぞォッ！」

　少女の絶頂に誘われるように中年たちも白濁を放つ。白い精の雨が降り注ぐ中、世那は毛先から爪先までを仰け反らせて宙を噛みしめた。

「ふふっ、おつかれさま。ご褒美だよ、お姫様」

「んひ……グッ……！」

　鬼崎は気取った口調で囁き、腸から抜いたペニスを膣中に突きこむ。穂先が子宮口を抉り、最奥で牡液を散らした。灼熱のとろみが何度も飛沫をあげる。牡の脈動が伝わるたびに精液塗れの艶肌はさざ波を広げ、淫らな獣の匂いをぶわりと巻きあげた。

「はぁ、ああ……はぁ、ンッ……んはぁ、はーッ……ンンッ」

　勃起を維持する怒棒が、牝花弁をべろんっと捲りあげて抜かれる。それだけでオーガズムの波に襲われた少女は、下品に拡げた股をガクガクと前後に躍らせる。出されたばかりの牡樹液が香蓮の瞼に、鼻に、唇に、その美しい顔に淫猥な白化粧を施した。

（あ、ああ……私はなんて、ことを……恋人を騙して、睡眠薬で眠らせて……その上でセックスして、おま×こに出された精液を顔に掛けて……でも……でもこれ、興奮、する……）

　全て鬼崎の命令だから仕方ない――などと言い訳もできないだろう。この真っ黒な昂揚は正真正銘、荒鷲世那が感じている喜悦に他ならない。

「ふう、一丁あがりっと。酷い有様だね。お前も夜宮さんもザーメン塗れだ。いや――この程度じゃ塗れたとは言えないかな？　まだまだ足りないよね、お姫様？」

「は、い……もちろん、です……もっと、もっとザーメンで、全身パックしてください……」

「ふふ、そうこなくちゃ。皆でザーメンかけまくってあげるよ」

「世那ちゃんの外にも。そしてもちろん、中にも――ね？」

　我こそがその役目に相応しいと言わんばかりに伴藤が姿を見せる。鬼崎のモノとはまた違う――中年特有の毒々しい淫棒を目に映した世那は口元を緩ませた。

　伴藤に刻まれた愉悦の記憶が、意識するまでもなく身体を動かす。香蓮とシックスナインをするような格好になると、世那は恋人の上で桃尻を掲げた。伴藤もまた施術台に乗る。男の睾丸が揺れ、陰毛が香蓮の額を撫でた。目の前にも違う男が施術台に膝をつく。三日月を描く肉茎が鼻先で上下に揺れる。世那の唇は独りでに開いて、卑しくも鼻がヒクついた。

「さあ世那ちゃん。第二ラウンドの始まりだ。今度はこの物欲しそうなケツま×こに出してあげるよ。さあ、お願いしてごらん。あの日のようにね」

「は……はい……伴藤、さん。お願い、します……あ、ああっ、世那のケツま×こ、に……う、うんちするための穴に、お、お、おち×ぽをハメて……お、お尻で妊娠するぐらい濃厚な精子、を……はぁ、はぁっ……たっぷり出して、気持ちよくしてください……」

「ふふふ、よろしい。では我らが姫に極上の快楽を。この可愛い恋人ちゃんの上で、全員で輪姦しまくってあげるからね。さあ、挿れるぞ……」

「お願い、しまっ……はぁ、あっ……ああああんッ！」

　菊門がミチミチと音を立てて押し拡げられる。鬼崎に犯された後の腸肉は完璧に解れて、牡棒の侵入を拒みはしない。目の前で星が弾ける中で男が腰を動かし始めた。疑似排泄の快感が波と化して背筋を伝う。ハッハッと犬のように息を継ぐと、香蓮の股間から立ち昇る牝の匂いが、精液と男根の臭気に混じって鼻を衝く。

「はぁ、あんっ、あぁっ、あっ、あっ……はぁ、ああんっ、あんっ、あんっ」

「おお、流石は世那ちゃんのケツま×こッ……く、ううっ！　これを一度味わってしまうと、他の女の子のま×こじゃ満足できんッ……！」

「世那ちゃん、やっぱり可愛いなぁ……ああ、香蓮ちゃんより、世那ちゃんの方がずっと良いよ！　キュートで、色っぽくて……はぁはぁ、我慢できない……もう一度出すよっ……」

「さあ、私のち×ぽを握って……その愛らしく日焼けした指先で扱いてくれ……！」

「目の前にもち×ぽがあるぞぉ……ほらほら、おじさんの生ち×ぽしゃぶって！　現役ＪＫの口ま×こで、カス塗れの腐りかけ中年ち×ぽ、愛おしそうに舐め回してよっ」

　誰も香蓮のことなど意識してはいなかった。ここにいる全員が自分を見ている。その事実に女としての悦びが子宮から湧きあがり、脳を侵して神経を伝い、多幸感となって全身を巡る。

（私はもう王子様じゃない……香蓮よりも男性に求められて、おち×ぽ勃起してもらえる、お姫様なんだ……ああ、私は……私はなんて、幸せなんだろう……）

　腸肉で男根を舐め、鼻を鳴らして目の前の肉茎に舌を這わせる。左手は香蓮の手を握りながら、差しだされたペニスを右手で包んで前後させる。その間も部屋中の男が世那を見て男根を扱きたてていた。もう、この日々を手放したくはない。手放すつもりはない。

（私は、この日常を生きていく……歪んでても狂ってても、壊れてても構わない……だってこれが私の求めていた、シンデレラの――）

「ああ、出るよ！」「もう我慢できんッ！」「ケツ穴にも出すよ、世那ちゃんッ！」

「んむぅっ、んふ、ンンーッ！」

　男たちの呻きが響き、あらゆる場所で肉棒が精を散らす。口腔に、直腸に、掌に背中に腋に足裏に――熱い牡欲の塊を感じながら、少女は小麦色に焼けた四肢を恍惚と震わせて、押し寄せる至福の波濤に溺れていた。




「ん……」

　部屋を満たす桃色の空気を、香蓮の声が小さく震わせる。少女が瞼を開いた。長い睫毛がゆっくりと上下に動き、その下から碧眼が覗く様子は、まるで童話のプリンセスが永い眠りから覚めるような光景だった。世那は少女の目覚めに口元を緩める。

「おはよう、眠り姫。よく眠れたかな？」

「……ええ、おかげさまでね」

　言いつつも、香蓮の様子はどこか不自然だった。頬は赤く、呼気が乱れ、眉間に皺を刻んでいる。少女は身を起こした。身体に掛かった狸色のタオルを外し、そして表情を険しくする。

「ねえ世那、なんだかオイルが酷い匂いを放っているんだけど……こういうものなの？」

「ああ、慣れないうちは確かに気持ち悪いかも。僕も最初は戸惑ったなあ。なんだかイカ臭いし。でもそれ、毛穴に浸透して、古い皮脂に吸着してくれるんだ」

　椅子に座ったまま用意していた台詞を返す。未だ全裸の香蓮は、白濁に塗れた肌に鼻先を寄せ、すんすんと匂いを嗅いでは眉間の皺を強くする。下手をすれば、ここで全てが露呈する可能性もあった。眠っている間に全身精液塗れにされて不自然に思わない人間はいないだろう。

　だが、香蓮は大の男嫌いだ。精液の匂いも知らないだろうと予測していた。その予想が当たったのかは判らないが、少女は「これって精液？」なんて質問はしてこない。

「そんな顔しなくても、変な液体じゃないから大丈夫だよ。乾くとパサパサして、汚れと一緒に剥がれるんだよ。これから毎日塗ってあげるから、すぐ慣れるよ」

「毎日？　随分サービスが良いじゃない。いつから私の専属マッサージ師に？」

「嫌かな？　部活も終わるし、残りの高校生活、香蓮と一秒でも長く過ごしたいんだよ」

　香蓮は一瞬、キョトンとした表情を取る。大きな双眸がパチクリと瞬いた。それから、精液と汗に塗れた頬をふっと緩めた。

「前までは頼りない感じだったのに、いつから王子様仕草が板についたのかしら。不覚にもドキッとしちゃったじゃない。そういうコト、私以外の女の子に絶対言っちゃだめよ」

「他の子が僕に惚れちゃうから？　そして、香蓮が嫉妬しちゃうから？」

「世那のくせに生意気。全く、何がキッカケでそうなったのかしら」

　言いつつも香蓮は悪い気分ではなさそうだった。今の世那は香蓮にとってこれ以上なく理想の王子様なのだろう。当然だ。世那はそういう風に演じているのだから。

「別に何かがあったわけじゃないよ。ただ、残りの時間を大事にしたいだけ。今まで以上に香蓮のことを大切にして、今まで以上に香蓮の王子様でいたいんだ。それだけ」

　嘘を滔々と並べたて、世那は白い液体の入ったビンを手にとり、恋人の傍に寄る。

「まだ続けるの？」

「もう少し時間があるからね。仕上げだよ、仕上げ。終わったらシャワー浴びて良いからさ」

　香蓮は怪訝な感情を向けてはこなかった。華奢な背中を施術台に預け、精液塗れの無防備な裸身を晒す。橙色の照明が白濁を纏う雪肌を照らしていた。薄く浮いた汗が乾いた白濁を融かし、栗花の匂いをむわっと立ち昇らせる。子宮が疼いて、情交の余韻が下腹部でぶり返した。

　ビンを傾け、ゼラチン質の液体を香蓮の乳房に垂らす。張った双丘の傾斜を伝い、谷間から脇腹へ向かって流れていくソレを、世那は掌で潰して少女の柔肌に塗りこむ。

「うっ……これも凄い匂いね……」

「大丈夫だって。すぐに慣れるよ。特に女の子は皆、大好きな香りだからね」

「そうは思えないけど……ンッ」

　右手で乳首の輪郭を撫でた瞬間、香蓮の腰がピクッと跳ねる。眠る前に昂らせていた身体は火照ったままで、掌に伝わる体温も相当なものだ。

「……ちょっと世那、手つきがいやらしいんだけど。わざとやってる？」

「偶然だよ。でも香蓮が望むなら……わざとやっても良いけど？」

　下腹部を撫で回していた左手を恥丘に滑らせ、脚の付け根で往復させる。むちっと肉感のある太腿の間に手を挟む。蒸れた花園から漂う牝の匂いが、精液の臭気と絡みあい、部屋を満たす淫香と混ざって強烈な媚臭と化す。ただ息をするだけで頭の芯が燃えるようだ。

「わざとって……でもここ、ホテルでも部屋でもないし……」

「誰も見てないし、貸し切りだし、そういうことしても大丈夫だよ」

　香蓮は少し迷う素振りを見せた。流石に場所が場所だ。我慢しようという気持ちもあるのだろう。そんな少女の心を揺さぶろうと、世那は太腿に沈ませた五指を前後させる。ぬちっ、ぬち……と淫靡な音が響いて、二人の肌に幾重もの白い糸が橋を架ける。

（ああ、香蓮……可愛くて可哀想な香蓮……もう限界なんでしょう？　判るよ。私も凄く我慢してるんだよ？　精液の匂い嗅ぎっぱなしで……本当は今すぐ、エッチしたいんだからね？）

　乳輪の縁を指の腹で撫でる。陰唇に触れないギリギリの個所を愛撫すると、もどかしげに腰がくねる。香蓮は右腕で目元を隠し、それから大きく息を吐いた。

「ああ、もう……判った、判ったわよ。降参。……シてちょうだい。ここに来てからずっと身体が熱いのよ。それをこんな風に焦らされたら……もう無理だわ。白旗」

「投げやりな言い方だなぁ。でも良いよ。気持ちよくシたげる」

　張り詰めた肉鞠を優しく掌で揉みこみながら、綻んだ花弁に指を伸ばす。今まさに秘唇を触れようとする刹那、香蓮は「さっきね」と呟いた。

「……さっき……変な夢を見たのよ。気持ちの悪い悪夢だったわ。大勢の男が私を囲んで……ああ、だめ。これ以上は言いたくない。とにかく最悪なの。脳裏にこびりついた光景を今すぐ忘れさせて」

　それは悪夢なんかじゃないよ。幸福な記憶だよ。こびりついているのは光景じゃなくて、精液だよ。そんな風に言いたい衝動をぐっと抑えて、世那は笑みを浮かべて、言う。

「もちろんだよ、お姫様。仰せの通りに」

「あ、ンッ……」

　我ながら酷く気障な台詞だと内心苦笑しつつ、尖った乳頭を指の腹で挟み、白濁汁を潤滑液にして蕾を扱く。くりくりと捏ねてやると、香蓮の肩がピクッと跳ねる。顔を隠す腕を掴み、世那はそっと除けた。少女の紅潮しきった表情が間接照明の下に晒される。

「顔を隠さないで、香蓮。声も抑えちゃだめだよ。可愛い顔を見せて。エッチな啼き声を聴かせて。僕が香蓮だけの王子様であるように、香蓮も僕だけのお姫様だってこと、判らせてよ」

「はぁ、あっ、ん……もう……本当、生意気……」

　言いつつも、少女の端正な頬が緩む。熱い桃色の呼気を継ぐ唇に、世那は先ほどまで肉棒を咥えていた唇を重ねる。亀頭冠の窪みからカスを掬っていた舌を、少女の口腔へと這わせていく。

「ちゅっ、んむぅっ、んっ……ン、ふっ……」

　深い口吸いに及びながら、うるみきった膣中に指を挿入する。形の良い鼻がヒクついて、少女は扇情的に鼻を鳴らす。蕩けた媚肉を指の腹でくっと押しあげながら優しく擦る。すぐに香蓮の鼠蹊部は張りを強めた。股の付け根がぷるぷると引き攣りを起こす。

「んぅっ、んぁっ、はぁっ、あっ……せ、世那……あッ、ンンッ！」

　唇をぎゅっと閉ざし、小さな涎の泡を口角に浮かせて、香蓮は施術台から背中を浮かせた。爪先がピンと伸びて、踵が敷きタオルをぎゅっと引っ張った。

「はぁ、はーっ……」

「ふふ、気持ちよさそうな顔。可愛いよ、香蓮。でもこの程度じゃ、まだ満足できないでしょ？　今度は身体の外じゃなくて、内側からとろとろに解してあげる」

「ほんと……いつの間にあなた……あんっ……んぁっ、あっ、あっ、ん……」

　挿入した指を小刻みに動かし、無理矢理に香蓮の言葉を遮る。恋人の様子が変わったことに対する違和感も、快楽の波に流されて消えていくことだろう。

　いや、違和感だけじゃない。これからずっと、彼女は流され続けていく。抗えない快感の波濤に心身を呑まれ、泥沼のような黒い愉悦の海に溺れていくのだ。

（……ああ、愉しみ。私たちきっと、今まで以上に深い関係になれるよ。だって、やっと香蓮と同じ立場になれるんだもの。同じお姫様に、ね？）

　性悦に悶える恋人を見下ろしながら、瓶の中に余った白濁液――精液を、少女の股に向かって全て垂らす。濁り汁を奥に流しこむように、指を出入りさせ、ちゅくちゅくと粘ついた水鳴りを奏でる。

　これから毎日、香蓮の身体を精液でマッサージして、性行為に及び続ける。そうすれば香蓮の中で栗花の匂いと快楽が結びつく。やがて精液に対する嫌悪感は失せ、処女の身でありながら牡の匂いで発情する淫乱の身体へと変わる。そのときにはもう、手遅れだ。

「はぁ、ああんっ！　あっ、イクッ！　せ、世那っ、激しッ、ああイクッ！　イクッ！」

「ふふ、まだまだ終わらないよ？　イキ過ぎてくたくたになるまで、イかせてあげる。この程度で音をあげないでね？　まだまだ、始まったばかりなんだから」

　指を膣に挿入したまま、もう片方の手で陰核を剥く。世那は黄ばんだ精液を少女の内と外に塗りこみ、漂う淫臭を吸いながら――やがて訪れる最悪で最高の未来を想像して、口元を緩めていた。
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